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１．ＬＣＯ等の設定について 

 

「実用発電用原子炉及びその附属施設における発電用原子炉施設保安規定の審

査基準」では，原子炉施設の重要な機能に関して，安全機能を有する系統，機器及

び重大事故等対処設備等について，運転状態に対応したＬＣＯ，サーベイランス，

要求される措置及びＡＯＴ（以下，「ＬＣＯ等」という。）を設定し保安規定へ規定

することが求められている。 

このため，ＬＣＯ等を設定する対象設備，サーベイランス，要求される措置及び

ＡＯＴの設定に関する考え方について「保安規定変更に係る基本方針」（ＢＷＲ６社 

令和元年５月９日作成、令和元年８月１日最終改訂）へ示したことから，これに基

づき，女川原子力発電所原子炉施設保安規定（以下，「女川原子力発電所保安規定」

という。）へＬＣＯ等を規定する。 

 

 

 

２．女川原子力発電所保安規定へ規定するＬＣＯ等について 

 

女川原子力発電所保安規定第６６条（重大事故等対処設備）に重大事故等対処設

備（以下，「ＳＡ設備」という。）のＬＣＯ等を規定する。ＬＣＯ等の設定について，

以下の要領で検討する。（図１参照） 
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① ＳＡ設備の抽出 

（目的） 

ＬＣＯ／ＡＯＴ対象となるＳＡ設備を網羅的に抽出する。 

（実施要領） 

「設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト）」（以下，「追

補」という。）及び「設置変更許可申請書 添付八（ＳＡ設備の設備分類）」に

記載しているＳＡ設備を整理し，ＳＡ設備のリストを作成する。 

作成したＳＡ設備のリストについて，「設計及び工事計画認可補正書（基本設

計方針，要目表，容量設定根拠）」により，ＳＡ設備に抜けがないか確認を行う。 

 

次に，各ＳＡ設備の適用モードを整理する。 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3 添付-6]に記載している，

ＳＡ設備のＬＣＯを適用する運転モードに関する考え方に基づいて，技術的能

力審査基準 1.1～1.19（設置許可基準規則第 44 条～第 62 条）毎に適用される

原子炉の状態を整理した表「重大事故等対処設備のＬＣＯを適用する原子炉の

状態について」を作成し，各ＳＡ設備について「追補」に記載している手順に

着手する可能性がある原子炉の運転状態を適用される原子炉の状態として設

定する。（資料１．（６）） 

 

設定した各ＳＡ設備の適用される原子炉の状態をＳＡ設備のリストに反映

し，「重大事故等対処設備整理表（各基準）」とする。（資料１．（１）） 
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② 対応手順毎に整理 

（目的） 

設置許可基準規則，技術基準規則及び技術的能力審査基準で示される多様な

目的に対して，同一のＳＡ設備を使用して対処するものが少なくないことから，

「重大事故等対処設備整理表（各基準）」では，同じＳＡ設備が繰り返し記載さ

れている。このため多様な目的に対して同一のＳＡ設備は一括りにして整理す

ることにより，ＳＡ設備が動作不能となった場合，速やかにＬＣＯ等の判断が

できるよう，保安規定上，明確にする。 

（実施要領） 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3 添付-1]に記載している重

大事故等対処設備の系統毎の括り方に関する考え方に基づいて，ＳＡ設備を使

用した対応手順毎に整理した表「運転上の制限に係るＳＡ設備の系統毎の括り

方について」を作成し，「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に反映する。 

具体的には，設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量），設置変更許

可申請書 添付十有効性評価，追補，設計及び工事計画認可申請書資料（容量

設定根拠）を参照し，以下の事項に配慮して検討する。 

 

<配慮事項> 

・各ＳＡ設備とも，技術基準規則，設置許可基準規則，技術的能力審査基準及

びそれらの解釈の要求（以下，「基準要求」という。）を満足すること。 

・検討対象範囲として，技術基準規則（技術的能力審査基準）第 59 条（1.1）

「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」～第 71 条

(1.13)「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」とすること。（その

他の条文に係るＳＡ設備は，同一のＳＡ設備を多様な目的のために使用する

場合がないため，対象外とする。） 

・重大事故等の対処に使用する静的機器（配管等）は，何れかのＳＡ設備に含

まれるよう配慮することにより，必ずＬＣＯ設定の範囲内に入ること。 

・ＳＡ設備が故障等により動作不能となった場合に，当該ＳＡ設備の機能と同

等の機能を有するＳＡ設備があればＬＣＯ逸脱にならないことを考慮する

こと。 

例）最終ヒートシンク（大気）へ熱を輸送するための設備としての格納容器フ

ィルタベント系と耐圧強化ベント系は，同等の機能を有していることから，
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いずれか一方のみが故障等により動作不能となった場合は，ＬＣＯ逸脱にな

らないとする。 

 

③ 設備情報の入力 

（目的） 

ＳＡ設備を保安規定に定めるにあたって，必要となる事項の一つである所要

数を明確にする。 

（実施要領） 

設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量），設置変更許可申請書 添

付八（設備仕様），設置変更許可申請書 添付八（ＳＡ設備の設備分類），設置

変更許可申請書 添付十有効性評価，設計及び工事計画認可申請書資料（所要

数の根拠となる資料）を参照し，各ＳＡ設備について常設設備／可搬設備を整

理したうえで所要数（Ｎ，２Ｎ）を設定し，「重大事故等対処設備整理表（各基

準）」に反映する。 

 

④ 設備の分類 

（目的） 

「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に記載しているＳＡ設備について，

他条文にて整理すべき設備，他のＳＡ設備に係る系統に含まれるため系統とし

てＬＣＯ等を設定する設備，他の手段にて整理する設備を抽出し，保安規定に

規定すべきＳＡ設備の分類を行う。 

（実施要領） 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3(4)]に記載しているＳＡ設

備として利用する設計基準事故対処設備（以下，「ＤＢ設備」という。）のＬＣ

Ｏの記載の考え方に基づいて，ＤＢ設備の有する機能が重大事故等対処のため

に期待する機能と同一であるため，ＤＢ設備と兼ねるＳＡ設備として整理でき

る場合は，当該のＤＢ設備を規定している保安規定条文（以下，「ＤＢ条文」と

いう。）にてＬＣＯ等を判断することとし，当該ＳＡ設備を「重大事故等対処設

備整理表（各基準）」で分類する。 

具体的には，設置変更許可申請書 添付八に記載している「容量等」の記載

より，ＳＡ設備の機能が設計基準事故時の機能と兼用しており，同仕様で設計

していることを確認したものについて，所要数及び適用モードがＤＢ条文に記
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載されている要求事項に包絡される場合においてＤＢ設備と兼ねるＳＡ設備

として整理する。 

ＳＡ設備のうち静的機器（配管等）について，他のＳＡ設備に係る系統に含

まれる場合は，他のＳＡ設備に紐づく系統としてＬＣＯ等を設定することとし，

当該ＳＡ設備を「重大事故等対処設備整理表（各基準）」で分類する。 

複数の手段にて使用する同一のＳＡ設備について，適用モード等の条件を考

慮し集約できる場合は一つの手段に係るＳＡ設備に整理することとし，当該Ｓ

Ａ設備を「重大事故等対処設備整理表（各基準）」で分類する。 

⑤ 対応するＤＢ設備の設定

（目的） 

ＬＣＯを逸脱した場合において，最初に対応するＤＢ設備を確認する必要が

あるため，各ＳＡ設備について対応するＤＢ設備を整理する。 

（実施要領） 

ＳＡ設備のうち追補又は設置変更許可申請書 添付八の中で機能喪失を想

定するＤＢ設備を記載しているものは原則として，機能喪失を想定するＤＢ設

備の中から対応するＤＢ設備を設定する。 

ＳＡ設備のうち機能喪失を想定するＤＢ設備がないもの，又は機能喪失を想

定するＤＢ設備があるが対応するＤＢ設備としては適当でない場合について

は，個別に検討する。 

例）大気への放射性物質の拡散抑制のための設備は重大事故緩和設備であり，機

能喪失を想定するＤＢ設備は無いが，そもそも原子炉格納容器や使用済燃料プ

ールが健全であれば大気への放射性物質拡散抑制は不要である。 

よって，原子炉格納容器及び使用済燃料プールの健全性を確保する機能を考

慮して，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）及び使用済燃料プール

水位・温度確認を対応するＤＢ設備として新たに設定する。 

⑥ ＬＣＯ適用緩和設備の設定

（目的） 
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「保安規定変更に係る基本方針」（4.3(1)，4.3添付-2）により，あるＳＡ設備の

基準要求及び機能を満足できる他のＳＡ設備がある場合，その機能に対しては，他

のＳＡ設備にのみＬＣＯ設定したり，いずれかのＳＡ設備が健全であればＬＣＯ逸

脱とみなさない等のＬＣＯ適用の緩和が許容されていることから，ＬＣＯの適用を

緩和できる対象設備を整理する。 

（実施要領） 

各ＳＡ設備にかかる基準要求を確認し，他のＳＡ設備があれば基準要求を満

足できるようなＳＡ設備があることを確認する。 

他のＳＡ設備により基準要求を満足できるようなＳＡ設備について，設置変

更許可申請書 添付十有効性評価及び設計及び工事計画認可申請書資料（容量

設定根拠）により，要求される機能（容量・揚程・有効性評価上の代替可否等）

を確認し，設置変更許可申請書 添付十有効性評価及び追補にて，機能要求を

満足するためのＳＡ設備の準備時間を確認する。 

基準規則を満足し，かつ同等な機能を有するＳＡ設備がある場合，ＬＣＯの

適用を除外できる対象設備として設定する。 
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⑦ 代替措置の設定

（目的） 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3 b.(a)～(c)]により，ＬＣ

Ｏを逸脱した場合において，逸脱したＳＡ設備と同等な機能を有するＳＡ設備

※１又はその機能を補完する代替措置※２を実施することで機能を満足できるＳ

Ａ設備若しくは自主対策設備が動作可能である場合，ＡＯＴの延長に活用でき

ることから，対象設備を整理する。 

※１：他のＳＡ設備にて基準要求も満足できる場合は⑥の設備となる。 

※２：代替措置については，ＳＡ設備の機能を補完する措置（代替品の補充，

要員の確保等）がある場合に設定する。 

（実施要領） 

同等な機能を有するＳＡ設備について，設置変更許可申請書 添付十有効性

評価及び設計及び工事計画認可申請書資料（容量設定根拠）により，ＳＡ設備

に要求される機能（容量・揚程）を確認し，設置変更許可申請書 添付十有効

性評価及び追補にて，ＳＡ設備の機能を満足するための準備時間を確認する。

機能及び準備時間ともに満足できる他のＳＡ設備がある場合，同等な機能を有

するＳＡ設備として設定する。 

代替措置については，ＳＡ設備の機能を補完する措置（代替品の補充，要員

の確保等）がある場合に設定する。 

「重大事故等対処設備整理表（各基準）」に，上記②から⑦を反映し 

「重大事故等対処設備代替設備整理表（保安規定第６６条 各表）」とする。 
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⑧ ＬＣＯ，サーベイランス，要求される措置及びＡＯＴの設定 

（目的） 

ＳＡ設備について，ＬＣＯを設定し，必要な機能が維持されていることを確

認するためのサーベイランス，機能が喪失した場合に要求される措置及びＡＯ

Ｔを設定する。 

（実施要領） 

「重大事故等対処設備代替設備整理表（保安規定第６６条 各表）」に整理し

たＳＡ設備について，「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3]に基づ

き，ＬＣＯ，サーベイランス，要求される措置及びＡＯＴを設定する。 

 

・ＬＣＯの設定 

②で整理した対応手段毎に，基準要求を満足するために必要とするＳＡ

設備の数量を系統単位で設定する。具体的には，「重大事故等対処設備代替

設備整理表（保安規定第６６条 各表）」，設置変更許可申請書 添付十有

効性評価及び追補を確認し，所要数・必要系統数を設定する。設計及び工

事計画認可申請書において所要数が明確となるものについては，設計及び

工事計画認可申請書資料を確認する。 

可搬型重大事故等対処設備の保管状態については，保安規定添付１-３

（重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準）「１．重大事故等対策」

のうち，「１．２ アクセスルートの確保，復旧作業および支援に係る事項

(1)アクセスルートの確保」に記載しているとおり，位置的分散を図り保管

すること，屋外の可搬型重大事故等対処設備については複数箇所に分散し

て保管することが遵守されていることを，保安規定第 13条に基づく巡視点

検により確認する。巡視点検により，定められた保管場所に必要な設備を

保管していない場合（ただし，女川原子力発電所保安規定第７３条第５項

及び第８項に定めるとおり，サーベイランス又は訓練実施時に必要な処置

を行っている場合を除く。）は，運転上の制限を満足していないと判断する。 

 

・サーベイランスの設定 

使用前事業者検査，施設定期検査，定期事業者検査における実施要領を

踏まえ，既に保安規定に規定している，サーベイランスを実施するＳＡ設

備と同等のＤＢ設備のサーベイランス実施要領を参考として規定する。 
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ＤＢ設備に規定のないＳＡ設備については，「設計及び工事計画認可申請

書補正書 資料（容量設定根拠）」にて，必要な容量・揚程を確認する。 

サーベイランス頻度は，「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：

4.2(3)]に基づき，可搬設備は３ヶ月を上限とした頻度とし，常設設備につ

いては施設管理計画に定める点検計画（案）の点検・補修実施頻度以内で

設定する。 

 

・要求される措置及びＡＯＴの設定 

「保安規定変更に係る基本方針」[記載箇所：4.3(2)～4.3(5)]に記載し

ている内容に基づき，女川原子力発電所保安規定に要求される措置及びＡ

ＯＴについて規定する。 

 

これらの検討により，女川原子力発電所保安規定第６６条及び審査資料を作

成する。また，設計及び工事計画認可申請書最終補正書（基本設計方針，要目

表，容量設定根拠）を参照し，ＳＡ設備を照合することにより最終の確認を行

い，女川原子力発電所保安規定第６６条最終補正版を作成する。 
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ＳＡ設備に抜けがないか確認 

（資料 1.(4)） （資料 1.(３)） 

凡例 

参照した資料 

作業内容 

作成した資料 

設計及び工事計画認可申請書最終補正書との照合 

（資料 1.(6)） 

（資料 1.(1)） 

（資料 1.(5)） 

②～⑦を整理した表を作成 

（資料 1.(2)） 

（資料 2.(2)） 

図 1 保安規定第 66条 LCO等の設定検討フロー  

・設置変更許可 添十追補１ 
（手順と設備のリスト） 

・設置変更許可 添八 
（ＳＡ設備の設備分類） 

設計及び工事計画認可申請書補正書 
・基本設計方針，要目表， 
容量設定根拠 

重大事故等対処設備整理表 
（各基準） 

【対応手順毎に整理】 
② ＳＡ設備を使用した対応手順毎に整理 

【設備情報の入力】 
③ ＳＡ設備の所要数／必要セット数（Ｎ，２Ｎ）／ 

常設・可搬 を確認 

【設備の分類】 
・ＤＢ機能を使用する設備⇒ＤＢ条文にて規定 

④・系に含まれる設備⇒ＬＣＯ設定しない 
・他の手段にて整理できる設備 
⇒他表を参照する設備であり，整理表から除外 

【対応するDB設備の設定】 
⑤・防止設備⇒機能喪失を想定するＤＢ設備から設定 
・緩和設備⇒個別検討 

【ＬＣＯ適用除外設備の設定】 
⑥ ＬＣＯ対象ＳＡ設備の機能のすべてを満足する他の 

ＳＡ他設備（基準要求を満足できる場合）を確認 
⇒ＬＣＯ設定しない 

【代替措置の設定】 
・ＬＣＯ対象ＳＡ設備の機能のすべてを満足する他のＳＡ設備 

⑦ （基準要求を満足できない場合） 
⇒他のＳＡ設備を同等な機能を有するＳＡ設備に設定できる 

・ＬＣＯ対象ＳＡ設備の機能を代替できる代替措置 
⇒代替措置に設定できる 

重大事故等対処設備代替設備整理表 
（保安規定第６６条各表） 

【運転上の制限・確認事項・要求される措置の設定】 
・運転上の制限を設定 

⑧・サーベイランスを設定 
・要求される措置を設定 
・ＡＯＴを設定 

保安規定第６６条 補正書 保安規定記載内容の説明 
①～⑧の考え方を説明 

ＬＣＯ対象ＳＡ設備の照合 

保安規定第６６条 最終補正 

設計及び工事計画認可申請書
最終補正書 
・基本設計方針，要目表，容量
設定根拠 

重大事故等対処設備のＬＣＯを
適用する原子炉の状態について 

ＳＡ設備の適用モードを確認 

技術的能力における手段の括り
方を整理 

運転上の制限に係るＳＡ設備の
系統毎の括り方について 

・保安規定変更に係る基本方針 
・設置変更許可 添十 追補 1 

・保安規定変更に係る基本方針 
・設置変更許可 添八 
（所要数，必要容量） 

・設置変更許可 添十 有効性評価 
・設置変更許可 添十 追補 1 
・設計及び工事計画認可申請書資料 
（容量設定根拠） 

・設置変更許可 添八 
（所要数，必要容量） 

・設置変更許可 添八 
（設備仕様） 

・設置変更許可 添八 
（ＳＡ設備の設備分類） 

・設置変更許可 添十 有効性評価 
・設計及び工事計画認可申請書資料 
（所要数の根拠となる資料） 

・保安規定変更に係る基本方針 
・保安規定 ＤＢ条文 
・設置変更許可 添十 有効性評価 
・設置変更許可 添十 追補 1 
・設計及び工事計画認可申請書資料 
（容量設定根拠） 

・設計及び工事計画認可申請書資料 
（所要数の根拠となる資料） 

・設置変更許可 添十 有効性評価 
・設置変更許可 添十 追補 1 
・設計及び工事計画認可申請書資料 
（容量設定根拠） 

重大事故等対処設備整理表（各基準）の
「保安規定」「備考」欄へ反映 

【ＳＡ設備の抽出】 
① ＬＣＯ／ＡＯＴ対象となるＳＡ設備を網羅的に抽出 
（ＳＡ設備のリスト） 
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資料１．（１） 重大事故等対処設備整理表（各基準） 

資料1.(1) 1/55
13



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

A
T
W

S
緩

和
設

備
(代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

)
6
6
-
1
-
1

「
6
6
-
1
-
1
 Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
」
で

整
理

制
御

棒
第

2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

制
御

棒
駆

動
機

構
第

2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

配
管

第
2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

第
2
2
条

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

A
T
W

S
緩

和
設

備
(代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

)
6
6
-
1
-
2

「
6
6
-
1
-
2
 A

T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
6
6
-
1
-
3

「
6
6
-
1
-
3
 A

T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

第
2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

第
2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

第
2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

2
4
条

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

制
御

棒
挿

入
（
選

択
制

御
棒

挿
入

機
構

に
よ

る
原

子
炉

出
力

抑
制

）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
運

転
及

び
起

動
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

制
御

棒
挿

入
（
手

動
操

作
に

よ
る

制
御

棒
挿

入
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
運

転
及

び
起

動
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

/
4
4
条

　
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
設

備
】

運
転

及
び

起
動

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
0
.7

7
M

P
a[

ga
ge

]以
上

の
場

合
）

運
転

及
び

起
動

運
転

及
び

起
動

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
に

よ
る

制
御

棒
緊

急
挿

入

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

原
子

炉
出

力
抑

制

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
に

よ
る

原
子

炉
出

力
急

上
昇

防
止

ほ
う

酸
水

注
入

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

原
子

炉
保

護
系

資料1.(1) 2/55
14



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

配
管

・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

配
管

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
配

管
・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

配
管

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

水
系

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
海

水
系

を
含

む
。

）
第

5
3
条

「
第

5
3
条

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
3
条

「
第

5
3
条

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.2

/
4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

―

重 大 事 故 等 対 処 設 備 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.2

/
4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
　

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

「
6
6
-
2
-
2
 高

圧
代

替
注

水
系

お
よ

び
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

（
現

場
起

動
）
」
で

は
,必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
の

操
作

に
よ

り
現

場
起

動
で

き
る

こ
と

を
要

求
。

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

代
替

注
水

系
の

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

高
圧

代
替

注
水

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.2

/
4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

「
6
6
-
2
-
2
 高

圧
代

替
注

水
系

お
よ

び
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

（
現

場
起

動
）
」
で

は
，

必
要

な
電

動
弁

の
手

動
操

作
用

レ
バ

ー
お

よ
び

ハ
ン

ド
ル

の
操

作
に

よ
り

現
場

起
動

で
き

る
こ

と
を

要
求

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
へ

の
給

電

全
交

流
動

力
電

源

サ ポ ー ト 系 故 障 時

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

へ
の

給
電

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

全
交

流
動

力
電

源
常

設
直

流
電

源
系

統

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.2

/
4
5
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

可
搬

型
計

測
器

6
6
-
1
3
-
3

「
6
6
-
1
3
-
3
 可

搬
型

計
測

器
」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

可
搬

型
計

測
器

6
6
-
1
3
-
3

「
6
6
-
1
3
-
3
 可

搬
型

計
測

器
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

6
6
-
2
-
3

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
よ

り
も

要
求

が
拡

張
さ

れ
た

こ
と

か
ら

，
第

6
6
条

で
新

た
に

L
C

O
等

を
定

め
る

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

6
6
-
2
-
3

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
2
-
3

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
2
-
3

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展

抑
制

（
ほ

う
酸

水
注

入
）

―

重 大 事 故 等 の 進 展 抑 制

高
圧

代
替

注
水

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

高
圧

代
替

注
水

系
の

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

監 視 及 び 制 御

―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

代
替

自
動

減
圧

回
路

（
代

替
自

動
減

圧
機

能
）

6
6
-
3
-
1

「
6
6
-
3
-
1
　

代
替

自
動

減
圧

機
能

」
で

整
理

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
6
6
-
1
-
3

「
6
6
-
1
-
3
　

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
」
で

整
理

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）
（
C

,H
の

2
個

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
6
6
-
3
-
2

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「
第

3
0
条

　
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

」
で

は
手

動
減

圧
機

能
の

要
求

が
な

い
こ

と
か

ら
，

第
6
6
条

で
新

た
に

L
C

O
等

を
定

め
る

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
　

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

1
2
5
V

直
流

電
源

切
替

盤
6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

ホ
ー

ス
・
弁

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.3

/
4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

自
動

減
圧

系

減
圧

の
自

動
化

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
0
.7

7
M

P
a[

ga
ge

]以
上

）

手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
（
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

原
子

炉
減

圧
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
（
非

常
用

）
に

よ
る

窒
素

確
保

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

サ ポ ー ト 系 故 障 時

―

常
設

直
流

電
源

系
統
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.3

/
4
6
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

ホ
ー

ス
・
弁

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
3
-
3

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
　

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
　

代
替

所
内

電
気

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
復

旧
可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
6
-
3
-
2

「
6
6
-
3
-
2
　

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
　

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

箇
所

の
隔

離
H

P
C

S
注

入
隔

離
弁

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の
圧

力
及

び
温

度
の

上
昇

抑
制

並
び

に
環

境
改

善

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

建
屋

」
で

整
理

（
開

放
機

能
を

い
う

。
閉

止
装

置
に

つ
い

て
は

，
「
6
6
-
1
4
-
2
　

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

」
で

整
理

。
）

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

背
圧

対
策

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

全
交

流
動

力
電

源
常

設
直

流
電

源
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

復
旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

イ ン タ ー フ ェ イ ス シ ス テ ム

Ｌ Ｏ Ｃ Ａ 発 生 時

―

発
電

用
原

子
炉

の
減

圧
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

サ ポ ー ト 系 故 障 時

―

原 子 炉 格 納 容 器

の 破 損 防 止

―

資料1.(1) 8/55
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

　
熱

交
換

器
・
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
再

循
環

系
　

配
管

・
弁

・
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

ま
た

冷
温

停
止

以
降

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

の
不

具
合

等
に

よ
り

，
関

連
す

る
設

備
が

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
判

断
し

た
場

合
は

，
そ

れ
ぞ

れ
該

当
す

る
条

文
を

適
用

す
る

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

ま
た

冷
温

停
止

以
降

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

の
不

具
合

等
に

よ
り

，
関

連
す

る
設

備
が

運
転

上
の

制
限

を
満

足
し

て
い

な
い

と
判

断
し

た
場

合
は

，
そ

れ
ぞ

れ
該

当
す

る
条

文
を

適
用

す
る

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.4

/
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

重 大 事 故 等 対 処 設 備 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

―

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
)に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱

高
温

停
止

※
１

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

２

※
１

：
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
下

※
２

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

資料1.(1) 9/55
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.4

/
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

補
給

水
系

　
配

管
6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
4
-
2
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.4

/
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

　
熱

交
換

器
・
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

　 　 　 　 　 　 　 　 溶 融 炉 心 が 原 子 炉 圧 力 容 器 内 に 残 存 す る 場 合

―

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

サ ポ ー ト 系 故 障 時

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（
原

子
炉

補
器

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)の
復

旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
復

旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.4

/
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

6
0
条

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

溶 融 炉 心 が 原 子 炉 圧 力 容 器 内 に

残 存 す る 場 合

―
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.4

/
4
7
条

　
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

1
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
第

3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

1
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

1
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

1
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
再

循
環

系
　

配
管

・
弁

・
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

1
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

ま
た

，
冷

温
停

止
以

降
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
の

不
具

合
等

に
よ

り
，

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
(原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

)の
復

旧

高
温

停
止

※
１

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

２

※
１

：
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
下

※
２

原
子

炉
が

次
に

示
す

状
態

と
な

っ
た

場
合

は
適

用
し

な
い

。
（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

サ ポ ー ト 系 故 障 時

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

高
温

停
止

※
１

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

２

※
１

：
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
下

※
２

：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）
配

管
・

弁
・
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

・
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
熱

交
換

器
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

遠
隔

手
動

弁
操

作
設

備
6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
2

「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

遠
隔

手
動

弁
操

作
設

備
6
6
-
5
-
2

「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
（
真

空
破

壊
装

置
を

含
む

。
）

第
4
3
条

第
4
4
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
第

4
4
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
か

ら
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
へ

の
真

空
破

壊
弁

」
で

整
理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
2

「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

排
気

筒
6
6
-
5
-
2

「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
  
所

内
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.5

/
4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
】

重 大 事 故 等 対 処 設 備 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

―

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
及

び
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
(原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）
に

よ
る

除
熱

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
及

び
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(現
場

操
作

含
む

。
)

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.5

/
4
8
条

　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
】

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
除

熱
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
4

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
　

配
管

・
弁

・
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
第

3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

「
第

3
4
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
」
，

「
第

3
5
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

2
」
，

「
第

3
6
条

　
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

3
」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

(サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

)
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

」
で

整
理

サ ポ ー ト 系 故 障 時

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

全
交

流
動

力
電

源

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

除
熱

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.6

/
4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

重 大 事 故 等 対 処 設 備 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

―

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）
に

よ
る

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

の
除

熱

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

炉 心 損 傷 前 の フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.6

/
4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

炉 心 損 傷 前 の サ ポ ー ト 系 故 障 時

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
の

復
旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）
の

復
旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

炉 心 損 傷 後 の フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

資料1.(1) 17/55
29



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.6

/
4
9
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

炉 心 損 傷 後 の サ ポ ー ト 系 故 障 時

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
の

復
旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
残

留
熱

除
去

系
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）
の

復
旧

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
条

文
を

参
照

）

残
留

熱
除

去
系

 配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
接

続
口

6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

フ
ィ

ル
タ

装
置

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

側
圧

力
開

放
板

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

遠
隔

手
動

弁
操

作
設

備
6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
（
真

空
破

壊
装

置
を

含
む

。
）

第
4
3
条

第
4
4
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
第

4
4
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
か

ら
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
へ

の
真

空
破

壊
弁

」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

フ
ィ

ル
タ

装
置

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.7

/
5
0
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

不
活

性
ガ

ス
(窒

素
)

に
よ

る
系

統
内

の
置

換
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

原 子 炉 格 納 容 器 の 過 圧 破 損 防 止

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
　

配
管

・
ベ

ン
ト

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
原

子
炉

格
納

容
器

負
圧

破
損

の
防

止

原 子 炉 格 納 容 器 の 過 圧 破 損 防 止

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
7
-
1

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
7
-
1

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
7
-
1

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
7
-
1

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
6
6
-
7
-
2

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

他
条

文
を

参
照

）

残
留

熱
除

去
系

　
熱

交
換

器
・
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

6
6
-
7
-
2

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
7
-
2

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
7
-
2
 格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
7
-
3

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
7
-
3

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.8

/
5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

)（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

) 
(代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

)に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.8

/
5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
条

文
を

参
照

）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
6
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

管
6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.8

/
5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

復
水

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
4
-
3

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
条

文
を

参
照

）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止

―

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.8

/
5
1
条

　
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
  
所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

6
6
-
2
-
3

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
よ

り
も

要
求

が
拡

張
さ

れ
た

こ
と

か
ら

，
第

6
6
条

で
新

た
に

L
C

O
等

を
定

め
る

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

6
6
-
2
-
3

保
安

規
定

の
既

存
条

文
「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
よ

り
も

要
求

が
拡

張
さ

れ
た

こ
と

か
ら

，
第

6
6
条

で
新

た
に

L
C

O
等

を
定

め
る

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

6
6
-
2
-
3

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
圧

力
容

器
6
6
-
2
-
3

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

 配
管

・
弁

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
5
-
3

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
第

4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
6
6
-
5
-
1

「
6
6
-
5
-
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
D

/
W

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
S
/
C

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

格
納

容
器

内
雰

囲
気

酸
素

濃
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
  
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

非
常

用
取

水
設

備
第

5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

代
替

電
源

に
よ

る
必

要
な

設
備

へ
の

給
電

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.9

/
5
2
条

　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 の 破 損 防 止

―

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
爆

発
防

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
及

び
酸

素
の

排
出

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
監

視

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

6
6
-
8
-
1

「
6
6
-
8
-
1
 静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
」
で

整
理

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
8
-
1
 静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

建
屋

」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

に
つ

い
て

は
，

「
表

6
6
-
1
4
-
2
 原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監

視
原

子
炉

建
屋

内
水

素
濃

度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
8
-
2

「
6
6
-
8
-
2
 原

子
炉

建
屋

内
の

水
素

濃
度

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

0
/
5
3
条

　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

水 素 濃 度 制 御 に よ る 原 子 炉 建 屋 等 の 損 傷 防 止

―

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

代
替

電
源

に
よ

る
必

要
な

設
備

へ
の

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

6
6
-
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

6
6
-
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

6
6
-
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

他
表

を
参

照
）

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

漏
え

い
抑

制
サ

イ
フ

ォ
ン

防
止

機
能

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
6
6
-
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

6
6
-
9
-
2

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
6
6
-
9
-
2

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

6
6
-
9
-
2

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
6
6
-
9
-
2

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

6
6
-
9
-
2

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

1
/
5
4
条

　
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 冷 却 機 能 又 は 注 水 機 能 の 喪 失 時 ，

又 は 使 用 済 燃 料 プ ー ル 水 の 小 規 模 な 漏 え い 発 生 時

残
留

熱
除

去
系

（
燃

料
プ

ー
ル

水
の

補
給

）
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

使 用 済 燃 料 プ ー ル か ら の 大 量 の 水 の 漏 え い 発 生 時

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

1
/
5
4
条

　
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

放
水

砲
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
0
-
1

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
」
で

他
表

を
参

照
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

(高
線

量
，

低
線

量
)

6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
6
6
-
9
-
3

「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

熱
交

換
器

6
6
-
9
-
3

「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

・
ス

キ
マ

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

・
デ

ィ
フ

ュ
ー

ザ
6
6
-
9
-
3

「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

6
6
-
9
-
3

「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
6
6
-
5
-
4

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

他
表

を
参

照
）

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

使 用 済 燃 料 プ ー ル か ら の 大 量 の 水 の 漏

え い 発 生 時

―

使 用 済 燃 料 プ ー ル か ら 発 生 す

る 水 蒸 気 に よ る 悪 影 響 の 防 止

全
交

流
動

力
電

源
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

重 大 事 故 等 時 に お け る 使 用 済 燃 料 プ ー

ル の 監 視

―

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

代
替

電
源

に
よ

る
給

電
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

放
水

砲
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

シ
ル

ト
フ

ェ
ン

ス
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
0
-
2

「
6
6
-
1
0
-
2
 海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

放
水

砲
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

原 子 炉 建 屋 周 辺 に お け る 航 空 機 衝 突 に よ る

航 空 機 燃 料 火 災

―
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

2
/
5
5
条

　
発

電
所

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

た
め

の
設

備
】

炉 心 の 著 し い 損 傷 及 び 原 子 炉 格 納 容 器 の 破

損 又 は 使 用 済 燃 料 プ ー ル 内 の 燃 料 体 等 の 著

し い 損 傷

―

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

高
圧

代
替

注
水

系
（
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
）

6
6
-
2
-
1

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
）

第
4
1
条

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）
（
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
4
-
2

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
6
6
-
7
-
1

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
6
6
-
6
-
1

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
）

第
3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

復 水 貯 蔵 タ ン ク を 水 源 と し た 対 応

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン

バ

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

―
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

サ プ レ ッ シ ョ ン チ ェ ン バ

を 水 源 と し た 対 応

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

代
替

循
環

冷
却

系
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

（
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

）
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

系
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
第

4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

系
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
6
6
-
7
-
2

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

除
熱

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

サ プ レ ッ シ ョ ン チ ェ ン バ を 水 源 と し た 対 応

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

－
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
各

表
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

6
6
-
4
-
3

6
6
-
6
-
2

6
6
-
7
-
3

6
6
-
9
-
1

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
9
-
1

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
5
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
7
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
配

管
）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
等

）
6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
配

管
）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

，
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

等
）

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
，

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
等

）

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
，

燃
料

交
換

及
び

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

よ
る

送
水

―

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
フ

ィ
ル

タ
装

置
へ

の
水

補
給

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

／
ス

プ
レ

イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
―

淡 水 貯 水 槽 を 水 源 と し た 対 応

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

6
6
-
4
-
3

6
6
-
6
-
2

6
6
-
7
-
3

6
6
-
9
-
1

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
1
-
3

6
6
-
1
9
-
1

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
移

送
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
燃

料
交

換
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

取
水

口
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

取
水

路
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

ホ
ー

ス
・
接

続
口

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

6
6
-
5
-
4

6
6
-
1
0
-
1

6
6
-
1
1
-
3

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

燃
料

補
給

設
備

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
移

送
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
，

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・

接
続

口
等

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
燃

料
交

換
及

び
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（
各

種
注

水
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（
各

種
供

給
）

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

海 を 水 源 と し た 対 応
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
，

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
7
-
3

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
，

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・

接
続

口
等

）

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
6
-
2

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
配

管
）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
等

）
6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
配

管
）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

，
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

等
）

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

，
ホ

ー
ス

・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
，

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
等

）

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）
（
原

子
炉

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

及
び

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

第
5
2
条

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
（
海

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
（
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
，

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
，

ホ
ー

ス
・
除

熱
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

等
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
5
-
4

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

放
水

砲
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

放
水

砲
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
6
6
-
1
0
-
1

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

ホ
ー

ス
6
6
-
1
0
-
1

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

―

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

／
ス

プ
レ

イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

海 を 水 源 と し た 対 応
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

第
2
4
条

6
6
-
2
-
3

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

ほ
う

酸
水

注
入

系
（
ほ

う
酸

水
注

入
系

ポ
ン

プ
）

第
2
4
条

6
6
-
2
-
3

「
第

2
4
条

　
ほ

う
酸

水
注

入
系

」
で

整
理

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
1
1
-
2

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

6
6
-
1
1
-
2

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
1

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
供

給
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
供

給
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

水
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）

淡 水 貯 水 槽 へ 水 を 補 給 す る た め の 対

応
―

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

復 水 貯 蔵 タ ン ク へ 水 を 補 給 す る た め の 対 応

―

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給

ほ う 酸 水 注

入 系 貯 蔵 タ

ン ク を 水 源

と し た 対 応

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

3
/
5
6
条

　
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）

6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
第

3
9
条

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
供

給
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

貯
留

堰
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

口
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

取
水

路
6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

海
水

ポ
ン

プ
室

6
6
-
1
9
-
2

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

燃
料

補
給

設
備

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）

6
6
-
1
1
-
1

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

第
4
6
条

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
　

（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
）

6
6
-
4
-
1

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

系
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
5
-
5

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

外
部

水
源

か
ら

内
部

水
源

へ
の

切
替

え
（
外

部
水

源
（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

）
か

ら
内

部
水

源
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

）
へ

の
切

替
え

）

水 源 を 切 り 替 え る た め の 対 応

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

水
源

の
切

替
え 淡

水
か

ら
海

水
へ

の
切

替
え

（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
補

給
す

る
水

源
の

切
替

え
（
淡

水
貯

水
槽

か
ら

補
給

し
て

い
る

場
合

）
）
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

デ
イ

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

デ
イ

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
6
1
条

「
第

6
1
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
等

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
6
1
条

「
第

6
1
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
等

」
で

整
理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
及

び
非

常
用

高
圧

母
線

2
D

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
2
H

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
5
9
条

第
6
0
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
6
1
条

「
第

6
1
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
等

」
で

整
理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
等

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
1
条

「
第

6
1
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

油
等

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

蓄
電

池
2
H

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

充
電

器
2
H

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

蓄
電

池
2
H

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
H

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
H

電
路

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

充
電

器
2
A

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

充
電

器
2
B

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
第

6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
A

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
B

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

第
6
2
条

第
6
3
条

「
第

6
2
条

　
直

流
電

源
そ

の
1
」
，

「
第

6
3
条

　
直

流
電

源
そ

の
2
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

4
/
5
7
条

　
電

源
設

備
】

重 大 事 故 等 対 処 設 備 （ 設 計 基 準 拡 張 ）

―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

非
常

用
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

資料1.(1) 37/55
49



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

4
/
5
7
条

　
電

源
設

備
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
及

び
非

常
用

高
圧

母
線

2
D

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
1

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
，

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

緊
急

用
低

圧
母

線
2
G

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
1

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
，

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
７

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
～

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
及

び
非

常
用

高
圧

母
線

2
D

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

緊
急

用
低

圧
母

線
2
G

系
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代 替 交 流 電 源 設 備 に よ る 給 電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電 可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

4
/
5
7
条

　
電

源
設

備
】

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

1
2
5
V

充
電

器
2
A

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

1
2
5
V

充
電

器
2
B

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
A

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
B

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

2
5
0
V

蓄
電

池
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

2
5
0
V

蓄
電

池
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代 替 直 流 電 源 設 備 に よ る 給 電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

4
/
5
7
条

　
電

源
設

備
】

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

2
5
0
V

蓄
電

池
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

1
2
5
V

代
替

充
電

器
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

2
5
0
V

充
電

器
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

電
源

車
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
及

び
1
2
5
V

代
替

充
電

器
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

2
5
0
V

蓄
電

池
及

び
2
5
0
V

充
電

器
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
～

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
4

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
2
-
4

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代 替 直 流 電 源 設 備 に よ る 給 電

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

（
常

設
直

流
電

源
系

統
喪

失
）

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

4
/
5
7
条

　
電

源
設

備
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
接

続
盤

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
高

圧
母

線
2
F
系

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
高

圧
母

線
2
G

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
動

力
変

圧
器

2
G

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
低

圧
母

線
2
G

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
G

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
C

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
D

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
高

圧
母

線
2
D

系
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

代 替 所 内 電 気 設 備 に よ る 給 電

非
常

用
所

内
電

気
設

備
代

替
所

内
電

気
設

備
に

よ
る

給
電

燃 料 補 給

―
燃

料
補

給
設

備
に

よ
る

補
給
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

る
計

測
当

該
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

重
要

計
器

「
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照
各

計
器

が
要

求
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

に
従

う
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

推
定

重
要

代
替

計
器

「
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照
各

計
器

が
要

求
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

に
従

う
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

推
定

重
要

代
替

計
器

「
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

」
参

照
各

計
器

が
要

求
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

に
従

う
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
計

測
可

搬
型

計
測

器
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
3
-
3

「
6
6
-
1
3
-
3
 可

搬
型

計
測

器
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
4

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
5

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ

る
給

電
代

替
所

内
電

気
設

備
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
計

測
器

に
よ

る
計

測
可

搬
型

計
測

器
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

6
6
-
1
3
-
3

「
6
6
-
1
3
-
3
 可

搬
型

計
測

器
」
で

整
理

―
―

パ
ラ

メ
ー

タ
記

録
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
S
P

D
S
）
（
デ

ー
タ

収
集

装
置

，
S
P

D
S

伝
送

装
置

，
S
P

D
S
表

示
装

置
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
3
-
4
 パ

ラ
メ

ー
タ

記
録

」
で

他
表

を
参

照
）

6
-
2
F
-
1
母

線
電

圧
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

6
-
2
F
-
2
母

線
電

圧
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

6
-
2
C

母
線

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

6
-
2
D

母
線

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

6
-
2
H

母
線

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

4
-
2
C

母
線

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

4
-
2
D

母
線

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
A

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
B

電
圧

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
A

-
1
電

圧
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
B

-
1
電

圧
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

H
P

C
S
1
2
5
V

直
流

主
母

線
電

圧
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

2
5
0
V

直
流

主
母

線
電

圧
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

A
D

S
入

口
圧

力
6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
窒

素
ガ

ス
供

給
止

め
弁

入
口

圧
力

6
6
-
1
3
-
2

「
6
6
-
1
3
-
2
 補

助
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

代
替

電
源

(直
流

)
か

ら
の

給
電

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
①

】

―

監 視 機 能 喪 失 時

計
器

の
故

障

計
器

の
計

測
範

囲
（
把

握
能

力
）
を

超
え

た
場

合

計 器 電 源 喪 失 時

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
直

流
電

源
喪

失

補 助 パ ラ メ ー タ （ 電 源 関 係 ）

補 助 パ ラ

メ ー タ （ そ

の 他 ）

―

代
替

電
源

(交
流

)
か

ら
の

給
電

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

資料1.(1) 42/55
54



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

③
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
③

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
④

原
子

炉
圧

力
④

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
④

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

及
び

冷
温

停
止

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

資料1.(1) 43/55
55



分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

広
帯

域
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
※

※
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
Ｍ

Ｐ
ａ
［
ｇ

ａ
ｇ
ｅ
］
以

上
の

場
合

に
適

用
す

る
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

広
帯

域
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
又

は
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
※

※
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
Ｍ

Ｐ
ａ
［
ｇ

ａ
ｇ
ｅ
］
以

上
の

場
合

に
適

用
す

る
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
※

※
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
Ｍ

Ｐ
ａ
［
ｇ

ａ
ｇ
ｅ
］
以

上
の

場
合

に
適

用
す

る
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
③

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
①

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
②

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
③

圧
力

抑
制

室
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

③
圧

力
抑

制
室

圧
力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
の

検
出

器
②

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
③

［
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
］

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

圧
力

抑
制

室
圧

力
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

②
圧

力
抑

制
室

内
空

気
温

度
③

［
圧

力
抑

制
室

圧
力

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

圧
力

抑
制

室
水

位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

②
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

③
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
③

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
③

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
D

/
W

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
格

納
容

器
内

雰
囲

気
水

素
濃

度
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
S
/
C

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
格

納
容

器
内

雰
囲

気
水

素
濃

度
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(D

/
W

)
②

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(S

/
C

)
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D

/
W

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

起
動

領
域

モ
ニ

タ
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
平

均
出

力
領

域
モ

ニ
タ

③
［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

起
動

※
１

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※
２

※
１

：
中

性
子

源
領

域
の

場
合

に
適

用
す

る
※

２
：
起

動
領

域
モ

ニ
タ

周
り

の
燃

料
が

４
体

未
満

の
場

合
は

除
く

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

②
起

動
領

域
モ

ニ
タ

③
［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

運
転

及
び

起
動

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

①
起

動
領

域
モ

ニ
タ

②
平

均
出

力
領

域
モ

ニ
タ

運
転

及
び

起
動

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
の

検
出

器
②

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
（
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

）

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
（
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

）

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

（
広

帯
域

）
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

圧
力

（
広

帯
域

）
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

圧
力

（
広

帯
域

）
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
温

度
①

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

(D
/
W

)
①

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(S

/
C

)
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
②

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
系

統
流

量
②

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
入

口
流

量
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

圧
力

抑
制

室
水

位
②

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
残

留
熱

除
去

系
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

状
態

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
代

替
循

環
冷

却
系

）
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
③

［
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
］

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
①

原
子

炉
圧

力
①

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

①
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
)

①
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
①

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
復

水
移

送
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

圧
力

抑
制

室
水

位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
8
-
2

「
6
6
-
8
-
2
 原

子
炉

建
屋

内
の

水
素

濃
度

監
視

」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

他
条

文
を

参
照

）

水
源

の
確

保

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

状
態

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

建
屋

内
の

状
態

）
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分
類

【
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

】
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

自
主

対
策

設
備

（
［
　

］
記

載
）
※

※
L
C

O
対

象
S
A

設
備

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

機
能

を
満

足
す

る
確

認
計

器
と

し
て

記
載

，
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い

【
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

】
※

L
C

O
対

象
S
A

設
備

※
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
が

複
数

あ
る

こ
と

を
示

す

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

5
/
5
8
条

　
計

装
設

備
②

】

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D

/
W

）
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

②
圧

力
抑

制
室

圧
力

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
6
6
-
1
3
-
1

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

他
表

を
参

照
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

他
表

を
参

照
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

他
表

を
参

照
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
6
6
-
9
-
4

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

他
表

を
参

照
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

中
央

制
御

室
遮

蔽

中
央

制
御

室
送

風
機

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

中
央

制
御

室
排

風
機

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機
6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

中
央

制
御

室
再

循
環

フ
ィ

ル
タ

装
置

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

ダ
ク

ト
・
ダ

ン
パ

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

中
央

制
御

室
待

避
所

遮
蔽

中
央

制
御

室
待

避
所

加
圧

設
備

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

中
央

制
御

室
待

避
所

加
圧

設
備

（
配

管
・
弁

）
6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

差
圧

計
（
中

央
制

御
室

待
避

所
用

）
6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

酸
素

濃
度

計
（
中

央
制

御
室

用
）

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

（
中

央
制

御
室

用
）

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

デ
ー

タ
表

示
装

置
（
待

避
所

）
6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

無
線

連
絡

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
照

明
（
Ｓ

Ａ
）

6
6
-
1
4
-
1

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
　

（
「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
風

機
第

5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」
で

整
理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

空
気

乾
燥

装
置

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」
で

整
理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

装
置

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」
で

整
理

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

第
5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

排
気

筒
第

5
1
条

「
第

5
1
条

　
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
第

4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

建
屋

」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

6
6
-
1
4
-
2

「
6
6
-
1
4
-
2
 原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
」
で

整
理

非
常

用
交

流
電

源
設

備
第

5
9
条

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

）
6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

6
/
5
9
条

　
運

転
員

が
中

央
制

御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備

】

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―
―

居
住

性
の

確
保

被
ば

く
線

量
の

低
減

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C

O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.3

-
(1

)）

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C

O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.3

-
(1

)）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
炉

心
変

更
時

※
又

は
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

内
で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係
る

作
業

時
※

：
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引

抜
を

除
く
。
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

デ
ー

タ
処

理
装

置
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

γ
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

β
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

代
替

気
象

観
測

設
備

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

デ
ー

タ
処

理
装

置
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

デ
ー

タ
処

理
装

置
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

γ
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

β
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

α
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

小
型

船
舶

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

γ
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

β
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

α
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

電
源

を
代

替
交

流
電

源
設

備
か

ら
給

電

無
停

電
電

源
装

置
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

の
代

替
交

流
電

源
か

ら
の

給
電

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

放
射

性
物

質
の

濃
度

（
空

気
中

，
水

中
，

土
壌

中
）
の

測
定

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

放
射

線
量

の
測

定

―
放

射
線

量
の

測
定

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―
海

上
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

―

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

7
/
6
0
条

　
監

視
測

定
設

備
】

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
（
放

射
線

量
の

測
定

）
放

射
線

量
の

代
替

測
定

気
象

観
測

設
備

（
風

向
，

風
速

そ
の

他
の

気
象

条
件

の
測

定
）

気
象

観
測

項
目

の
代

替
測

定

放
射

能
観

測
車

（
空

気
中

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
測

定
）

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
代

替
測

定

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

放
射

線
量

の
測

定

風
向

，
風

速
そ

の
他

の
気

象
条

件
の

測
定
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

緊
急

時
対

策
所

遮
蔽

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
送

風
機

6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
フ

ィ
ル

タ
装

置
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
給

排
気

配
管

・
弁

6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

（
配

管
・
弁

）
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

可
搬

型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

6
6
-
1
5
-
1

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
1
  
緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

他
表

を
参

照
）

酸
素

濃
度

計
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

差
圧

計
6
6
-
1
6
-
1

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（
S
P

D
S
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
携

帯
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

用
い

た
通

信
連

絡
設

備
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

通
信

装
置

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

無
線

連
絡

設
備

(屋
外

ア
ン

テ
ナ

)
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

通
信

装
置

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

屋
内

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

8
/
6
1
条

　
緊

急
時

対
策

所
】

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C

O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.3

-
(1

)）

必
要

な
指

示
及

び
通

信
連

絡
―

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
，

炉
心

変
更

時
※

又
は

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
：
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引

抜
を

除
く
。

―
居

住
性

の
確

保

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

8
/
6
1
条

　
緊

急
時

対
策

所
】

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

軽
油

タ
ン

ク
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ホ
ー

ス
6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

6
6
-
1
2
-
7

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
接

続
盤

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

緊
急

用
高

圧
母

線
2
F
系

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

電
源

車
（
緊

急
時

対
策

所
用

）
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

軽
油

タ
ン

ク
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ

系
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ

系
電

路
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
（
緊

急
時

対
策

所
用

）
～

電
源

車
接

続
口

（
緊

急
時

対
策

建
屋

）
電

路
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

電
源

車
接

続
口

（
緊

急
時

対
策

建
屋

）
～

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ

系
電

路
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
緊

急
時

対
策

所
全

交
流

動
力

電
源

代
替

電
源

設
備

か
ら

の
給

電
―
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分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
固

定
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
携

帯
型

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

携
行

型
通

話
装

置
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（
S
P

D
S
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

無
線

連
絡

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

無
線

通
信

装
置

6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

有
線

（
建

屋
内

）
6
6
-
1
7
-
1

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

緊
急

時
対

策
所

用
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ

系
6
6
-
1
6
-
2

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

6
6
-
1
2
-
1

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

代
替

所
内

電
気

設
備

6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
6
6
-
1
2
-
3

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
1
.1

9
/
6
2
条

　
通

信
連

絡
設

備
】

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
―

全
交

流
動

力
電

源
代

替
電

源
設

備
か

ら
の

給
電

の
確

保

資料1.(1) 54/55
66



分
類

機
能

喪
失

を
想

定
す

る
Ｄ

Ｂ
設

備
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
保

安
規

定
備

考

ブ
ル

ド
ー

ザ
6
6
-
1
8
-
1

「
6
6
-
1
8
-
1
 ブ

ル
ド

ー
ザ

お
よ

び
バ

ッ
ク

ホ
ウ

」
で

整
理

バ
ッ

ク
ホ

ウ
6
6
-
1
8
-
1

「
6
6
-
1
8
-
1
 ブ

ル
ド

ー
ザ

お
よ

び
バ

ッ
ク

ホ
ウ

」
で

整
理

原
子

炉
圧

力
容

器
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間

第
2
4
条

第
3
4
条

第
3
5
条

第
3
6
条

第
3
9
条

第
4
1
条

6
6
-
2
-
1
,3

6
6
-
4
-
1
,2

,3
6
6
-
5
-
5

各
条

文
（
表

）
の

系
に

含
ま

れ
る

原
子

炉
格

納
容

器
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

第
4
3
条

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

6
6
-
9
-
1

6
6
-
9
-
2

6
6
-
9
-
3

各
表

の
系

に
含

ま
れ

る

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

及
び

炉
心

変
更

時
※

又
は

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

等
内

で
照

射
さ

れ
た

燃
料

に
係

る
作

業
時

※
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引

抜
を

除
く
。

第
4
9
条

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

建
屋

」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

再
閉

止
装

置
に

つ
い

て
は

，
「
6
6
-
1
4
-
2
 原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
」
で

整
理

貯
留

堰
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間
第

5
2
条

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

取
水

口
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間
第

5
2
条

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

取
水

路
各

表
で

要
求

さ
れ

る
期

間
第

5
2
条

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

海
水

ポ
ン

プ
室

各
表

で
要

求
さ

れ
る

期
間

第
5
2
条

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
整

理
表

　
【
そ

の
他

の
設

備
】

各
条

文
（
表

）
の

系
に

含
ま

れ
る

重
大

事
故

等
時

に
対

処
す

る
た

め
の

流
路

，
注

水
先

，
注

入
先

，
排

出
元

等

―

重
大

事
故

等
時

に
対

処
す

る
た

め
の

流
路

，
注

水
先

，
注

入
先

，
排

出
元

等

非
常

用
取

水
設

備
―

非
常

用
取

水
設

備

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

確
保

―
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

資料1.(1) 55/55
67



資料１．（２） 重大事故等対処設備代替設備整理表（保安規定第６６条 各表） 
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

A
T
W

S
緩

和
設

備
(代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

)
1
個

常
設

N
6
6
-
1
-
1

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
A

T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
ほ

う
酸

水
注

入
系

―

制
御

棒
―

―
―

第
2
2
条

制
御

棒
駆

動
機

構
―

―
―

第
2
2
条

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

―
―

―
第

2
2
条

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

配
管

―
―

―
第

2
2
条

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

A
T
W

S
緩

和
設

備
(代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

)
1
個

常
設

N
6
6
-
1
-
2

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
1
個

常
設

N
6
6
-
1
-
3

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

6
6
-
1
-
3

A
T
W

S
緩

和
設

備
 （

自
動

減
圧

系
作

動
阻

止
機

能
）

1
.1

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
に

よ
る

原
子

炉
出

力
急

上
昇

防
止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
0
.7

7
M

P
a[

ga
ge

]以
上

）
「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

6
6
-
1
-
1

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）

6
6
-
1
-
2

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）

1
.1

1
.1

運
転

及
び

起
動

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
 緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
設

備
】

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
に

よ
る

制
御

棒
緊

急
挿

入

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

原
子

炉
出

力
抑

制
運

転
及

び
起

動

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

「
第

2
2
条

　
制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
/
設

置
許

可
基

準
規

則

対
応

手
段

Ｌ
Ｃ

Ｏ
対

象
Ｓ

Ａ
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

所
要

数
常

設
，

可
搬

N
,2

N
保

安
規

定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

1
台

常
設

N
6
6
-
2
-
1

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
。

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
―

―
―

6
6
-
1
1
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

補
給

水
系

　
配

管
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
2
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

6
6
-
2
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）

1
.2

1
.8

1
.1

3

1
.2

 高
圧

代
替

注
水

系
の

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

1
.8

 高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

 （
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
3
　

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
4
　

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

（
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
/
設

置
許

可
基

準
規

則

対
応

手
段

Ｌ
Ｃ

Ｏ
対

象
Ｓ

Ａ
設

備
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

所
要

数
常

設
，

可
搬

N
,2

N
保

安
規

定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
2
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

高
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

1
台

常
設

N
6
6
-
2
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
現

場
起

動
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
―

―
―

6
6
-
1
1
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

高
圧

代
替

注
水

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

補
給

水
系

　
配

管
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
2
-
1

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
2
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

1
台

常
設

N
第

4
1
条

高
圧

代
替

注
水

系
（
現

場
起

動
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

高
圧

代
替

注
水

系
（
中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
―

―
―

6
6
-
1
1
-
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
蒸

気
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

第
4
1
条

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

第
4
1
条

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
注

水
系

）
配

管
・
弁

―
常

設
N

第
4
1
条

補
給

水
系

　
配

管
―

常
設

N
第

4
1
条

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

第
4
1
条

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
　

配
管

―
常

設
N

第
4
1
条

復
水

給
水

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

―
常

設
N

第
4
1
条

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
第

4
1
条

ほ
う

酸
水

注
入

系
ポ

ン
プ

1
台

常
設

N
6
6
-
2
-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
貯

蔵
タ

ン
ク

1
基

常
設

N
6
6
-
2
-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
2
-
3

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
2
-
3

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

6
6
-
2
-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）

1
.2

1
.8

1
.1

3

1
.2

 ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展

抑
制

（
ほ

う
酸

水
注

入
）

1
.8

 ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

1
.1

3
 原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

ほ
う

酸
水

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

―

「
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

 （
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

 （
6
6
-
2
-
3
 ほ

う
酸

水
注

入
系

（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
」
で

他
表

を
参

照
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
。

）
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

―
―

6
6
-
2
-
2

高
圧

代
替

注
水

系
お

よ
び

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（
現

場
起

動
）

1
.2

1
.2

 高
圧

代
替

注
水

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

本
表

は
必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
の

操
作

に
よ

り
現

場
起

動
で

き
る

こ
と

を
要

求
ポ

ン
プ

等
の

系
統

設
備

は
，

「
6
6
-
2
-
1
 高

圧
代

替
注

水
系

（
中

央
制

御
室

か
ら

の
遠

隔
起

動
）
で

整
理

1
.2

 原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

）

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

本
表

は
必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

及
び

ハ
ン

ド
ル

の
操

作
に

よ
り

現
場

起
動

で
き

る
こ

と
を

要
求

ポ
ン

プ
等

の
系

統
設

備
は

「
第

4
1
条

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

」
で

整
理
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

代
替

自
動

減
圧

回
路

（
代

替
自

動
減

圧
機

能
）

1
系

（
論

理
毎

）
常

設
N

6
6
-
3
-
1

―
―

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）

―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
1
個

常
設

N
6
6
-
1
-
3

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）
（
C

,H
の

2
個

）
2
個

常
設

N
第

3
9
条

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

―
常

設
N

第
3
9
条

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
2
個

常
設

N
第

3
9
条

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
―

―

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
逃

が
し

弁
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

6
6
-
3
-
1

代
替

自
動

減
圧

機
能

1
.3

1
.3

 減
圧

の
自

動
化

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
（
原

子
炉

圧
力

が
0
.7

7
M

P
a[

ga
ge

]以
上

）

「
6
6
-
1
-
3
　

A
T
W

S
緩

和
設

備
（
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
1
　

代
替

自
動

減
圧

機
能

」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

3
9
条

　
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
1
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）

1
.3

1
.3

 手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
（
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

）

1
.3

 高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

1
.3

 発
電

用
原

子
炉

の
減

圧
(イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
L
O

C
A

発
生

時
)

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

】

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

1
2
5
V

直
流

電
源

切
替

盤
1
個

常
設

N
6
6
-
3
-
3

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

常
用

直
流

電
源

設
備

―
代

替
品

の
補

充
等

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）

6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

1
組

可
搬

N
6
6
-
3
-
3

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復
常

用
直

流
電

源
設

備
―

代
替

品
の

補
充

等

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減

圧
機

能
）

2
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
系

　
配

管
・
ク

エ
ン

チ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
2
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
8
本

可
搬

N
6
6
-
3
-
3

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
代

替
品

の
補

充
等

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
3
-
3

主
蒸

気
系

　
配

管
・
弁

6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
自

動
減

圧
機

能
用

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
6
個

常
設

N
6
6
-
3
-
2

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
3
本

可
搬

N
6
6
-
3
-
3

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
代

替
品

の
補

充
等

ホ
ー

ス
・
弁

2
本

可
搬

N
6
6
-
3
-
3

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
3
-
3

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

6
6
-
3
-
3

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

機
能

回
復

1
.3

1
.3

 可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

1
.3

 主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

1
.3

 代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

原
子

炉
減

圧 1
.3

 代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

背
圧

対
策

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

他
表

を
参

照
）

1
.3

 高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
（
非

常
用

）
に

よ
る

窒
素

確
保

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
3
-
3
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
機

能
回

復
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
3
-
2
 主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
減

圧
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

資料1.(2) 6/38
73



表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
2
台

常
設

N
6
6
-
4
-
1

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1
台

常
設

N
6
6
-
4
-
1

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（
自

動
減

圧
系

を
除

く
）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
含

む
）

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)（
可

搬
型

）
（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
1

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
1

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
4
-
1

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
4
-
1

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
9
4
8
m

3

6
2
2
m

3
常

設
N

6
6
-
1
1
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

第
6
0
条

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

1
台

常
設

N
6
6
-
4
-
2

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
9
4
8
m

3
常

設
N

6
6
-
1
1
-
1

補
給

水
系

　
配

管
―

常
設

N
6
6
-
4
-
2

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
2

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

・
ス

パ
ー

ジ
ャ

―
常

設
N

6
6
-
4
-
2

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
4
-
2

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
4
-
2

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

6
6
-
4
-
2

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）

（
直

流
駆

動
低

圧
注

水
ポ

ン
プ

）

1
.4

1
.1

3

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

1
.1

3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
2
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
(直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)」

で
他

表
を

参
照

）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
4
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

6
6
-
4
-
1

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）

（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）

1
.4

1
.8

1
.1

3

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【
原

子
炉

運
転

中
】

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
【
原

子
炉

停
止

中
】

1
.8

 低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(

復
水

移
送

ポ
ン

プ
)に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1
.1

3
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1
.1

3
 外

部
水

源
か

ら
内

部
水

源
へ

の
切

替
え

（
外

部
水

源
（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

）
か

ら
内

部
水

源
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

）
へ

の
切

替
え

）

復
水

移
送

ポ
ン

プ

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
1
 低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
4
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

】

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
4
-
3

6
6
-
1
9
-
1

低
圧

代
替

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
代

替
循

環
冷

却
系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
4
-
3

6
6
-
1
9
-
1

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（
自

動
減

圧
系

を
除

く
）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
4
-
3

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
3

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
4
-
3

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
4
-
3

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

第
6
0
条

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

つ
い

て
は

、
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
１

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
，

「
第

6
0
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

2
」
で

整
理

6
6
-
4
-
3

低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）

1
.4

1
.8

1
.1

3

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

運
転

中
】

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

停
止

中
】

1
.8

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

1
.1

3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
4
-
3
 低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

フ
ィ

ル
タ

装
置

3
個

常
設

N
6
6
-
5
-
1

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

側
圧

力
開

放
板

1
個

常
設

N
6
6
-
5
-
1

遠
隔

手
動

弁
操

作
設

備
4
個

常
設

N
6
6
-
5
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
（
真

空
破

壊
装

置
を

含
む

）
―

常
設

N
第

4
3
条

第
4
4
条

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
1

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
1
台

可
搬

N
6
6
-
5
-
3

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
N

6
6
-
5
-
3

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
5
-
1

6
6
-
1
9
-
1

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

2
個

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

2
個

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

6
6
-
5
-
1

原
子

炉
格

納
容

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

1
.5

1
.7

1
.9

1
.1

3

1
.5

 原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

1
.7

 原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

1
.9

 原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
及

び
酸

素
の

排
出

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

フ
ィ

ル
タ

装
置

へ
の

水
補

給

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
―

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
及

び
格

納
容

器
隔

離
弁

」
で

整
理

「
第

4
4
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
か

ら
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
へ

の
真

空
破

壊
弁

」
で

整
理

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
　

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
9
-
1
　

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
　

燃
料

補
給

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

 耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

―
―

―
6
6
-
5
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
2

遠
隔

手
動

弁
操

作
設

備
4
個

常
設

N
6
6
-
5
-
2

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
2

排
気

筒
―

常
設

N
6
6
-
5
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
（
真

空
破

壊
装

置
含

む
）

―
常

設
N

第
4
3
条

第
4
4
条

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
1
台

可
搬

N
6
6
-
5
-
3

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
代

替
品

の
補

充
等

ホ
ー

ス
・
窒

素
供

給
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
N

6
6
-
5
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
調

気
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

フ
ィ

ル
タ

装
置

3
個

常
設

N
6
6
-
5
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

6
6
-
5
-
2

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

1
.5

1
.5

 耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
含

む
）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
第

4
4
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
か

ら
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
へ

の
真

空
破

壊
弁

」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
3
  
所

内
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
4
　

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
2
 耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
5
-
3

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置

1
.7

1
.9

1
.7

 不
活

性
ガ

ス
(窒

素
)

に
よ

る
系

統
内

の
置

換

1
.7

 原
子

炉
格

納
容

器
負

圧
破

損
の

防
止

1
.9

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
爆

発
防

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
5
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
3
 可

搬
型

窒
素

ガ
ス

供
給

装
置

」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

1
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
5
-
4

―

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
の

み
）

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

―

代
替

品
の

補
充

等
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
を

使
用

し
た

海
水

直
接

通
水

に
よ

る
除

熱

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
除

熱
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

／
N

6
6
-
5
-
4

6
6
-
1
9
-
1

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
配

管
・
弁

・
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
―

常
設

N
6
6
-
5
-
4

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

―
常

設
N

6
6
-
5
-
4

貯
留

堰
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

取
水

口
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

取
水

路
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

海
水

ポ
ン

プ
室

―
常

設
N

6
6
-
1
9
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
1
台

常
設

N
6
6
-
5
-
5

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

）

―
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

―
常

設
N

6
6
-
5
-
5

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

―
常

設
N

6
6
-
5
-
5

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
5
-
5

ス
プ

レ
イ

管
―

常
設

N
6
6
-
5
-
5

ホ
ー

ス
・
接

続
口

―
可

搬
／

常
設

2
N

／
N

6
6
-
5
-
4

原
子

炉
圧

力
容

器
―

常
設

N
6
6
-
5
-
5

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
2
8
5
0
m

3
常

設
N

第
4
6
条

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
―

―
―

6
6
-
5
-
4

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

―
―

―
第

5
2
条

非
常

用
取

水
設

備
―

―
―

第
5
2
条

6
6
-
5
-
4

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系

1
.5

1
.1

3

1
.5

 原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

除
熱

1
.1

3
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（
海

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
  代

替
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
5
-
5

代
替

循
環

冷
却

系

1
.4

1
.7

1
.8

1
.1

3

1
.4

 代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却 1
.7

 代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

1
.8

 代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.8

 代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1
.1

3
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

1
.1

3
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

1
.1

3
 外

部
水

源
か

ら
内

部
水

源
へ

の
切

替
え

（
外

部
水

源
（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

）
か

ら
内

部
水

源
（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

）
へ

の
切

替
え

）

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
4
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

「
6
6
-
5
-
4
　

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
5
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

】

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
D

/
W

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

Ｎ
6
6
-
1
3
-
1

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
S
/
C

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

Ｎ
6
6
-
1
3
-
1

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

Ｎ
6
6
-
1
3
-
1

格
納

容
器

内
雰

囲
気

酸
素

濃
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

Ｎ
6
6
-
1
3
-
1

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
―

―
―

6
6
-
5
-
4

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

―
―

―
第

5
2
条

非
常

用
取

水
設

備
―

―
―

第
5
2
条

6
6
-
5
-
6

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
お

よ
び

酸
素

濃
度

の
監

視

1
.9

1
.9

 格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
 格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
お

よ
び

酸
素

濃
度

の
監

視
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
7
 格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
お

よ
び

酸
素

濃
度

の
監

視
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
6
 格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
お

よ
び

酸
素

濃
度

の
監

視
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
7
 格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
お

よ
び

酸
素

濃
度

の
監

視
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

復
水

移
送

ポ
ン

プ
2
台

常
設

N
6
6
-
6
-
1

―
残

留
熱

除
去

系
（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
(非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
―

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
6
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
6
-
1

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
6
-
1

ス
プ

レ
イ

管
―

常
設

N
6
6
-
6
-
1

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
6
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
9
4
8
m

3
常

設
N

6
6
-
1
1
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
6
-
2

6
6
-
1
9
-
1

―
残

留
熱

除
去

系
（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
(非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

―

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
6
-
2

6
6
-
1
9
-
1

残
留

熱
除

去
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
6
-
2

ス
プ

レ
イ

管
―

常
設

N
6
6
-
6
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

非
常

用
交

流
電

源
設

備
―

―
―

第
5
9
条

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

つ
い

て
は

、
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
１

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
6
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

6
6
-
6
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

1
.6

1
.8

1
.1

3

1
.6

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
却

(炉
心

損
傷

前
)

1
.6

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
後

)

1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
　

（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
常

設
）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
9
条

　
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

そ
の

1
」
で

整
理

6
6
-
6
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）

1
.6

1
.8

1
.1

3

1
.6

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
前

)

1
.6

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
後

)

1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
6
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

復
水

移
送

ポ
ン

プ
1
台

常
設

N
6
6
-
7
-
1

―
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
(非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
―

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
7
-
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
7
-
1

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
　

弁
―

常
設

N
6
6
-
7
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
9
4
8
m

3

9
4
2
m

3
常

設
N

6
6
-
1
1
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
1
台

常
設

N
6
6
-
7
-
2

―
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
2
8
5
0
m

3
常

設
N

第
4
6
条

残
留

熱
除

去
系

　
熱

交
換

器
・
配

管
・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

―
常

設
N

6
6
-
7
-
2

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
7
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
―

―
―

6
6
-
5
-
4

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）

―
―

―
第

5
2
条

非
常

用
取

水
設

備
―

―
―

第
5
2
条

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
7
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

6
6
-
7
-
1

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）

（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）

1
.8

1
.1

3

1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

)（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
1
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
7
-
2

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）

（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）

1
.8

1
.1

3

1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
第

4
6
条

　
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

」
で

整
理

「
6
6
-
7
-
2
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
5
-
4
 原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
5
-
5
 代

替
循

環
冷

却
系

」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

「
第

5
2
条

　
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

お
よ

び
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
7
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
】

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
7
-
3

6
6
-
1
9
-
1

―
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）
（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
常

設
）
（
代

替
循

環
ポ

ン
プ

）

―

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
7
-
3

6
6
-
1
9
-
1

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
7
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
―

常
設

N
第

4
3
条

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

代
替

所
内

電
気

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
に

つ
い

て
は

、
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
１

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

6
6
-
7
-
3

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）

1
.8

1
.1

3

1
. 8

 原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

1
.1

3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
第

4
3
条

　
格

納
容

器
お

よ
び

格
納

容
器

隔
離

弁
」
で

整
理

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
7
-
3
 原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

系
（
可

搬
型

）
」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

1
9
個

常
設

N
6
6
-
8
-
1

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
原

子
炉

建
屋

ベ
ン

ト
設

備

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1
9
個

常
設

N
6
6
-
8
-
1

―

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
自

動
減

圧
系

を
除

く
）
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
原

子
炉

建
屋

ベ
ン

ト
設

備

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

※
１

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
―

常
設

N
第

4
9
条

6
6
-
1
4
-
2

6
6
-
8
-
2

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監

視

1
.1

0
1
.1

0
 原

子
炉

建
屋

内
の

水
素

濃
度

監
視

原
子

炉
建

屋
内

水
素

濃
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

7
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

Ｎ
6
6
-
8
-
2

―
―

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

（
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

監
視

設
備

又
は

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

）
―

※
１

：
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
と

は
１

個
の

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

の
出

入
口

に
設

置
し

て
い

る
２

個
の

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

を
い

う
。

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
8
 水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
】

6
6
-
8
-
1

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

1
.1

0
1
.1

0
 静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
器

装
置

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

「
6
6
-
1
3
-
1
 主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

お
よ

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
8
-
1
 静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
」
で

他
表

を
参

照
）

「
第

4
9
条

　
原

子
炉

建
屋

」
で

整
理

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

に
つ

い
て

は
，

「
表

6
6
-
1
4
-
2
 原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
」
で

整
理
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（
常

設
配

管
）

ろ
過

水
系

に
よ

る
注

水

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
9
-
1

6
6
-
1
9
-
1

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
9
-
1

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

―
常

設
N

6
6
-
9
-
1

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

1
.1

1
1
.1

1
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

漏
え

い
抑

制
サ

イ
フ

ォ
ン

防
止

機
能

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
―

常
設

N
6
6
-
9
-
1

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（
常

設
配

管
）

化
学

消
防

自
動

車
及

び
大

型
化

学
高

所
放

水
車

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル

3
個

×
2

（
常

設
配

管
）

3
個

×
2

（
可

搬
型

）

可
搬

2
N

6
6
-
9
-
2

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
9
-
1

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
9
-
2

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

―
常

設
N

6
6
-
9
-
2

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
1
台

常
設

N
6
6
-
9
-
3

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

熱
交

換
器

1
基

常
設

N
6
6
-
9
-
3

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

配
管

・
弁

・
ス

キ
マ

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

・
デ

ィ
フ

ュ
ー

ザ
―

常
設

N
6
6
-
9
-
3

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

―
常

設
N

6
6
-
9
-
3

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
―

―
―

6
6
-
5
-
4

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
9
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

6
6
-
9
-
1

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

1
.1

1
1
.1

3

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

1
.1

3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
/
ス

プ
レ

イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
9
-
1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

6
6
-
9
-
2

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

1
.1

1
1
.1

3

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

1
.1

3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
/
ス

プ
レ

イ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
2
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
9
-
3

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
1
.1

1
1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

温
度

上
昇

評
価

―

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
配

管
）
又

は
（
可

搬
型

）
（
補

完
措

置
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

）

「
6
6
-
9
-
3
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
5
-
4
 代

替
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
3
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
9
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
】

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
(ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

)
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
(ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

)
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

(高
線

量
，

低
線

量
)

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
2

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
3

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
4

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
―

―
―

6
6
-
1
2
-
5

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

つ
い

て
は

、
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
１

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
9
-
4

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

1
.1

1

1
.1

1
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

1
.1

1
 代

替
電

源
に

よ
る

給
電

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
，

水
位

監
視

「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
4
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
―

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
4
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
4
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
9
-
4
　

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

2
台

可
搬

N
※

1
6
6
-
1
9
-
2

放
水

砲
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
0
-
1

泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
0
-
1

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
2

ホ
ー

ス
―

可
搬

N
6
6
-
1
0
-
1

6
6
-
1
9
-
2

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

貯
留

堰
―

―
―

6
6
-
1
9
-
2

取
水

口
―

―
―

6
6
-
1
9
-
2

取
水

路
―

―
―

6
6
-
1
9
-
2

海
水

ポ
ン

プ
室

―
―

―
6
6
-
1
9
-
2

6
6
-
1
0
-
2

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

1
.1

2
1
.1

2
 海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
シ

ル
ト

フ
ェ

ン
ス

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

1
2
本

（
5
m

×
5
m

×
2
組

，
7
m

×
5
m

×
2

組
，

6
m

×
1
1
m

×
2
組

，
1
2
m

×
2
0
m

×
3
×

2
組

）

可
搬

N
6
6
-
1
0
-
2

―

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
の

み
）
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

，
水

位
監

視

―
代

替
品

の
補

充
等

放
射

性
物

質
吸

着
材

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
に

つ
い

て
は

，
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
２

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
0
 発

電
所

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

た
め

の
設

備
】

6
6
-
1
0
-
1

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

，
航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火

1
.1

1
1
.1

2
1
.1

3

1
.1

1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制

1
.1

2
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制

1
.1

2
 航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火

1
.1

3
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制

1
.1

3
 航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
の

み
）
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

，
水

位
監

視

―
代

替
品

の
補

充
等

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
0
-
1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
，

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

6
6
-
1
1
-
1

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源

1
.1

3
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

　
保

有
水

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

9
4
8
m

3

6
2
2
m

3
常

設
N

6
6
-
1
1
-
1

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（
水

位
確

認
）

低
圧

注
水

系
（
冷

温
停

止
又

は
燃

料
交

換
時

に
つ

い
て

は
，

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
自

動
減

圧
系

を
除

く
）
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
を

用
い

た
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

手
段

（
時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
―

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
１

6
6
-
1
9
-
1

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
（
水

位
確

認
）

（
冷

温
停

止
又

は
燃

料
交

換
時

に
つ

い
て

は
，

9
4
2
m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に

補
給

す
る

又
は

9
4
2
m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

）

―
代

替
品

の
補

充
等

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
9
-
1

補
給

水
系

　
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
1
-
2

貯
留

堰
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

取
水

口
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

取
水

路
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

海
水

ポ
ン

プ
室

―
常

設
N

6
6
-
1
9
-
1

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
―

常
設

N
6
6
-
1
1
-
1

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
1
 重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

6
6
-
1
1
-
2

復
水

貯
蔵

 槽
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

1
.1

3

1
.1

3
 淡

水
貯

水
槽

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給 1
.1

3
 海

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
1
-
1
 重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

移
送

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
1
-
2
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
1
 重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
】

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

2
台

×
2

可
搬

2
N

※
1

6
6
-
1
9
-
1

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

2
台

可
搬

N
※

2
6
6
-
1
9
-
2

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

ホ
ー

ス
・
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
・
接

続
口

―
可

搬
/
常

設
2
N

/
N

6
6
-
4
-
3

6
6
-
5
-
4

6
6
-
6
-
2

6
6
-
7
-
3

6
6
-
9
-
1

6
6
-
9
-
2

6
6
-
1
0
-
1

6
6
-
1
1
-
2

6
6
-
1
1
-
3

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

貯
留

堰
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

取
水

口
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

海
水

ポ
ン

プ
室

―
常

設
N

6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

取
水

路
―

常
設

N
6
6
-
1
9
-
1

6
6
-
1
9
-
2

燃
料

補
給

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

※
１

：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
に

つ
い

て
は

、
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
１

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。
※

２
：
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
に

つ
い

て
は

，
他

手
段

と
兼

用
で

あ
る

た
め

「
６

６
－

１
９

－
２

　
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

す
る

。
系

統
と

し
て

の
要

求
事

項
等

に
つ

い
て

は
、

本
表

に
て

整
理

す
る

。

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
1
-
3
 海

水
供

給
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
1
1
-
3

海
水

供
給

設
備

1
.1

3

1
.1

3
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
に

よ
る

送
水

（
各

種
注

水
）

1
.1

3
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
に

よ
る

送
水

（
各

種
供

給
）

1
.1

3
 海

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
 車

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給

1
.1

3
淡

水
か

ら
海

水
へ

の
切

替
え

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
の

み
）
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
（
水

位
確

認
）

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
（
冷

温
停

止
又

は
燃

料
交

換
時

に
つ

い
て

は
，

9
4
2
m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に

補
給

す
る

又
は

9
4
2
m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

）

―
―

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

各
表

で
整

理
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
1
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
9
-
2
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅱ
）
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所
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設
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可
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規
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【
Ｂ
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対
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S
A

設
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機
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全
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足

す
る

S
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（
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準
要

求
を

維
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で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
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O
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日
2
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：
1
0
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【
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L
C
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対
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S
A

設
備
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機

能
全
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※
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満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き
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い

場
合
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※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
2
台

常
設

N
6
6
-
1
2
-
1

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
2
台

常
設

N
6
6
-
1
2
-
1

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
2
,0

8
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

2
台

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

軽
油

タ
ン

ク
2
,7

7
0
m

m
3
,1

4
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ホ
ー

ス
―

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
及

び
非

常
用

高
圧

母
線

2
D

系
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
1

6
6
-
1
2
-
6

ガ
ス
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ー

ビ
ン

発
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機
～

緊
急

用
低

圧
母

線
2
G

系
電

路
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常
設

N
6
6
-
1
2
-
1

6
6
-
1
2
-
6

電
源

車
2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
2
-
2

―
非

常
用

交
流

電
源

設
備

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
常

設
代
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交

流
電

源
設

備
代

替
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充
等

号
炉

間
電

力
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備
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時
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縮
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台
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搬
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6
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車
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搬
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搬
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圧
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2
G

系
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

「
6
6
-
1
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所

内
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気
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備
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等
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置
A
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N
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0
日

2
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：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
2
 電

源
設

備
】

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

充
電

器
2
A

1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

充
電

器
2
B

1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

蓄
電

池
2
A

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
A

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

蓄
電

池
2
B

及
び

1
2
5
V

充
電

器
2
B

～
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

及
び

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
3

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

（
1
2
5
V

充
電

器
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

1
2
5
V

代
替

充
電

器
―

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

2
5
0
V

蓄
電

池
1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

（
1
2
5
V

充
電

器
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

2
5
0
V

充
電

器
―

2
5
0
V

蓄
電

池
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
4

6
6
-
1
2
-
4

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

1
.1

4
1
.1

4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

6
6
-
1
2
-
3

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備

1
.1

4
1
.1

4
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―

「
6
6
-
1
2
-
3
 所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源

設
備
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整
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に
含

ま
れ

る
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
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2
5
V

充
電

器
―

―

非
常
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交

流
電

源
設
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用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
非

常
用

直
流

電
源
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備
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5
V

蓄
電

池
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

1
2
5
V

蓄
電

池
―
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交

流
電

源
設

備
（
非
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用

デ
ィ
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ゼ

ル
発

電
機

）
非
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流

電
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設
備

（
1
2
5
V

充
電

器
）
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O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
2
 電

源
設

備
】

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

1
2
5
V

代
替

充
電

器
1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
5

―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

（
1
2
5
V

充
電

器
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

1
2
5
V

充
電

器
―

電
源

車
2
台

×
2

可
搬

2
N

6
6
-
1
2
-
2

軽
油

タ
ン

ク
2
,7

7
0
m

m
3
,1

4
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
2
,0

8
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

2
台

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ホ
ー

ス
―

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

1
2
5
V

代
替

蓄
電

池
及

び
1
2
5
V

代
替

充
電

器
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

電
源

車
～

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
電

路
―

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
2

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
A

-
1
及

び
1
2
5
V

直
流

主
母

線
盤

2
B

-
1
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

6
6
-
1
2
-
6

2
5
0
V

蓄
電

池
1
組

常
設

N
6
6
-
1
2
-
4

2
5
0
V

充
電

器
1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
5

―

非
常

用
交

流
電

源
設

備
（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

）
非

常
用

直
流

電
源

設
備

（
1
2
5
V

充
電

器
）

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

2
5
0
V

蓄
電

池
―

2
5
0
V

蓄
電

池
及

び
2
5
0
V

充
電

器
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
4

電
源

車
接

続
口

（
原

子
炉

建
屋

）
～

2
5
0
V

直
流

主
母

線
盤

電
路

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
4

6
6
-
1
2
-
6

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
接

続
盤

2
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
高

圧
母

線
2
F
系

2
系

列
常

設
N

6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
高

圧
母

線
2
G

系
1
系

列
常

設
N

6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
動

力
変

圧
器

2
G

系
1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
低

圧
母

線
2
G

系
3
系

列
常

設
N

6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
G

系
2
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
C

系
1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
交

流
電

源
切

替
盤

2
D

系
1
個

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

非
常

用
高

圧
母

線
2
C

系
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

非
常

用
高

圧
母

線
2
D

系
―

常
設

N
6
6
-
1
2
-
6

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

6
6
-
1
2
-
6

代
替

所
内

電
気

設
備

1
.1

4
1
.1

4
 代

替
所

内
電

気
設

備
に

よ
る

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

―
非

常
用

所
内

電
気

設
備

―
―

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

6
6
-
1
2
-
5

可
搬

代
替

型
直

流
電

源
設

備

1
.1

4
1
.1

4
 可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
2
-
5
 可

搬
型

直
流

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
4
 常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
2
 可

搬
型

代
替

交
流

電
源

設
備

」
で

整
理

　
（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
2
 電

源
設

備
】

軽
油

タ
ン

ク
2
,7

7
0
m

m
3
,1

4
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

―
―

―
―

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
2
,0

8
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

―
―

―
―

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

2
台

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
2
-
7

ホ
ー

ス
―

可
搬

N
6
6
-
1
2
-
7

6
6
-
1
2
-
7

燃
料

補
給

設
備

1
.1

4
1
.1

4
 燃

料
補

給
設

備
に

よ
る

補
給

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
原

子
炉

圧
力

②
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度

―

原
子

炉
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

―

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

―

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

―

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

―

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

―

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

―

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ

1
.1

5

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
及

び
冷

温
停

止

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

③
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
③

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
④

原
子

炉
圧

力
④

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
④

圧
力

抑
制

室
圧

力

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
③

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

圧
力

抑
制

室
圧

力
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
※

※
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
Ｍ

Ｐ
ａ
［
ｇ
ａ
ｇ

ｅ
］
以

上
の

場
合

に
適

用
す

る
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

広
帯

域
）

―

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

広
帯

域
）

―

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
※

※
原

子
炉

圧
力

が
1
.0

4
Ｍ

Ｐ
ａ
［
ｇ
ａ
ｇ

ｅ
］
以

上
の

場
合

に
適

用
す

る
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
③

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

③
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
③

圧
力

抑
制

室
圧

力

―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

―

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

―

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

②
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
―

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ

1
.1

5
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
③

圧
力

抑
制

室
圧

力
―

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

③
圧

力
抑

制
室

圧
力

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
圧

力
抑

制
室

内
空

気
温

度
―

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
温

度
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
③

［
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
］

―

圧
力

抑
制

室
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
内

空
気

温
度

③
［
圧

力
抑

制
室

圧
力

］
―

圧
力

抑
制

室
水

位
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

②
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

②
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

③
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

―

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
水

位
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
③

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

②
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
②

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
③

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
お

よ
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ

1
.1

5

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止
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表
N

o
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技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対
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S
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設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
D

/
W

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

―

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（
S
/
C

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

―

格
納

容
器

内
雰

囲
気

水
素

濃
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(D

/
W

)
②

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(S

/
C

)
―

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D

/
W

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

起
動

領
域

モ
ニ

タ

起
動

※
１

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※
２

※
１

：
中

性
子

源
領

域
の

場
合

に
適

用
す

る
※

２
：
起

動
領

域
モ

ニ
タ

周
り

の
燃

料
が

４
体

未
満

の
場

合
は

除
く

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
③

［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

―

平
均

出
力

領
域

モ
ニ

タ
運

転
及

び
起

動
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

起
動

領
域

モ
ニ

タ
③

［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

―

［
制

御
棒

位
置

指
示

系
］

運
転

及
び

起
動

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
起

動
領

域
モ

ニ
タ

②
平

均
出

力
領

域
モ

ニ
タ

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
温

度
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
圧

力
抑

制
室

内
空

気
温

度
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

―

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
（
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

―

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
（
原

子
炉

格
納

容
器

へ
の

注
水

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

水
位

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
水

位
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力

―

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

（
広

帯
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

圧
力

（
広

帯
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
①

圧
力

抑
制

室
圧

力
―

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

圧
力

（
広

帯
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
①

圧
力

抑
制

室
圧

力
―

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
温

度
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

水
素

濃
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

(D
/
W

)
①

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
(S

/
C

)
―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

温
度

―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
②

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
系

統
流

量
②

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
入

口
流

量
―

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

水
位

②
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
残

留
熱

除
去

系
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.1

5

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
の

確
保

（
代

替
循

環
冷

却
系

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

②
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（
S
A

燃
料

域
）

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
①

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
―

原
子

炉
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

―

原
子

炉
圧

力
（
S
A

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

原
子

炉
圧

力
③

原
子

炉
水

位
（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

③
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

の
検

出
器

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
圧

力
抑

制
室

圧
力

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
③

［
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
］

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
原

子
炉

圧
力

①
原

子
炉

圧
力

（
S
A

）
②

［
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

］
―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
)

①
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B

系
格

納
容

器
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
①

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
復

水
移

送
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
燃

料
域

）
③

原
子

炉
水

位
（
S
A

広
帯

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A

燃
料

域
）

―

圧
力

抑
制

室
水

位
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力

―

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

水
源

の
確

保

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.1

5

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

状
態

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

状
態

）
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（
原

子
炉

建
屋

内
の

状
態

）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
※

※
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

 （
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
又

は
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

7
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
8
-
2

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

-

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
1

―
―

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
D

/
W

）
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
S
/
C

）
②

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

②
圧

力
抑

制
室

圧
力

―

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
②

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
9
-
4

①
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
水

位
／

温
度

（
ヒ

ー
ト

サ
ー

モ
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

／
温

度
（
ガ

イ
ド

パ
ル

ス
式

）
①

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

上
部

空
間

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

線
量

，
低

線
量

）

※
１

：
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

の
L
C

O
対

象
S
A

設
備

は
「
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
計

器
）
」
及

び
「
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
代

替
計

器
）
」
と

し
，

「
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

（
重

要
代

替
計

器
）
」
は

【
C

】
列

に
記

載

※
２

：
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

又
は

常
用

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
を

示
す

。
運

転
上

の
制

限
は

適
用

し
な

い
が

，
要

求
さ

れ
る

措
置

で
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

と
し

て
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

※
３

：
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

に
記

載
す

る
番

号
は

優
先

順
位

で
あ

り
，

推
定

方
法

が
複

数
あ

る
こ

と
を

示
す

。
な

お
，

推
定

方
法

が
複

数
あ

る
場

合
は

，
い

ず
れ

か
の

方
法

で
推

定
で

き
れ

ば
よ

い
。

―

6
6
-
1
3
-
1

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
及

び
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

1
.1

5

「
6
6
-
8
-
2
　

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監

視
」
に

お
い

て
運

転
上

の
制

限
等

を
定

め
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

「
6
6
-
9
-
4
 使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
設

備
」
に

お
い

て
運

転
上

の
制

限
等

を
定

め
る

。
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
項

目
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

※
１

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
自

主
対

策
設

備
（
［
　

］
記

載
）
※

２

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

（
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

※
３

）

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

6
-
2
F
-
1
母

線
電

圧
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

6
-
2
F
-
2
母

線
電

圧
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

6
-
2
C

母
線

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

6
-
2
D

母
線

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

6
-
2
H

母
線

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

4
-
2
C

母
線

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

4
-
2
D

母
線

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
A

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
B

電
圧

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
A

-
1
電

圧
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

1
2
5
V

直
流

主
母

線
2
B

-
1
電

圧
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

H
P

C
S
1
2
5
V

直
流

主
母

線
電

圧
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

2
5
0
V

直
流

主
母

線
電

圧
運

転
，

起
動

及
び

高
温

停
止

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
　

A
D

S
入

口
圧

力
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
窒

素
ガ

ス
供

給
止

め
弁

入
口

圧
力

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

常
設

N
6
6
-
1
3
-
2

6
6
-
1
3
-
3

可
搬

型
計

測
器

1
.1

5
1
.1

5
 可

搬
型

計
測

器
に

よ
る

計
測

可
搬

型
計

測
器

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
2
5
個

可
搬

N
6
6
-
1
3
-
3

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

6
6
-
1
3
-
4

パ
ラ

メ
ー

タ
記

録
1
.1

5
1
.1

5
 パ

ラ
メ

ー
タ

記
録

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（
S
P

D
S
）
（
デ

ー
タ

収
集

装
置

，
S
P

D
S

伝
送

装
置

，
S
P

D
S
表

示
装

置
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
1
式

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
 (
「
6
6
-
1
3
-
4
パ

ラ
メ

ー
タ

記
録

」
で

他
表

を
参

照
）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
3
 計

装
設

備
】

6
6
-
1
3
-
2

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

1
.1

5
電

源
関

係

―
―

―
代

替
計

器
等

に
よ

る
監

視

そ
の

他

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

中
央

制
御

室
送

風
機

1
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
排

風
機

1
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
再

循
環

送
風

機
1
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
再

循
環

フ
ィ

ル
タ

装
置

1
基

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

ダ
ク

ト
・
ダ

ン
パ

―
常

設
N

6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
待

避
所

加
圧

設
備

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
4
0
本

可
搬

N
6
6
-
1
4
-
1

―

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

及
び

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

。
）

―
代

替
品

の
補

充
等

中
央

制
御

室
待

避
所

加
圧

設
備

（
配

管
・
弁

）
―

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

差
圧

計
（
中

央
制

御
室

待
避

所
用

）
1
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

酸
素

濃
度

計
（
中

央
制

御
室

用
）

2
個

可
搬

N
6
6
-
1
4
-
1

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

（
中

央
制

御
室

用
）

2
個

可
搬

N
6
6
-
1
4
-
1

デ
ー

タ
表

示
装

置
（
待

避
所

）
1
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
遮

蔽

中
央

制
御

室
待

避
所

遮
蔽

無
線

連
絡

設
備

（
固

定
型

）
―

―
―

6
6
-
1
7
-
1

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
―

―
―

6
6
-
1
7
-
1

無
線

連
絡

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

―
―

―
6
6
-
1
7
-
1

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

―
―

―
6
6
-
1
7
-
1

可
搬

型
照

明
（
Ｓ

Ａ
）

6
個

可
搬

N
6
6
-
1
4
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

6
6
-
1
4
-
2

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

お
よ

び
閉

止
装

置

1
.1

6
1
.1

6
 被

ば
く
線

量
の

低
減

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

閉
止

装
置

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
2
4
台

常
設

N
6
6
-
1
4
-
2

―
原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
の

機
能

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
―

手
動

操
作

等
に

よ
る

閉
止

手
段

の
確

認

6
6
-
1
4
-
1

中
央

制
御

室
の

居
住

性
確

保

1
.1

6
1
.1

6
 居

住
性

の
確

保

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
炉

心
変

更
時

※
又

は
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

内
で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係
る

作
業

時
※

：
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引

抜
を

除
く
。

―

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
 (

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

　
 (

系
に

含
ま

れ
る

）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
4
-
1
 中

央
制

御
室

の
居

住
性

確
保

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C

O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.3

-
(1

)）

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
4
 運

転
員

が
中

央
制

御
室

に
と

ど
ま

る
た

め
の

設
備

】

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

，
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

及
び

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

。
）

―
―
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

γ
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
2
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

β
線

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
2
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

α
線

ベ
イ

メ
ー

タ
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

電
離

箱
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

2
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

2
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

9
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

代
替

気
象

観
測

設
備

1
台

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

小
型

船
舶

1
艇

可
搬

N
6
6
-
1
5
-
1

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

―
―

―
6
6
-
1
2
-
1

デ
ー

タ
処

理
装

置
―

常
設

N
6
6
-
1
5
-
1

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
5
 監

視
測

定
設

備
】

6
6
-
1
5
-
1

監
視

測
定

設
備

1
.1

7

1
.1

7
 放

射
線

量
の

代
替

測
定

1
.1

7
 空

気
中

の
放

射
性

物
質

の
濃

度
の

代
替

測
定 1
.1

7
 気

象
観

測
項

目
の

代
替

測
定

1
.1

7
 放

射
線

量
の

測
定

1
.1

7
 放

射
性

物
質

の
濃

度
（
空

気
中

，
水

中
，

土
壌

中
）
の

測
定

1
.1

7
 海

上
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

1
.1

7
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
ポ

ス
ト

の
代

替
交

流
電

源
か

ら
の

給
電

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

系
に

含
ま

れ
る

（
可

搬
型

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
，

代
替

気
象

観
測

設
備

）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

他
表

を
参

照
）

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

緊
急

時
対

策
所

遮
蔽

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
送

風
機

1
台

常
設

N
6
6
-
1
6
-
1

―
―

―
―

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
フ

ィ
ル

タ
装

置
1
基

常
設

N
6
6
-
1
6
-
1

―
―

―
―

緊
急

時
対

策
所

非
常

用
給

排
気

配
管

・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
6
-
1

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
4
1
5
本

可
搬

N
6
6
-
1
6
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

緊
急

時
対

策
所

加
圧

設
備

（
配

管
・
弁

）
―

常
設

N
6
6
-
1
6
-
1

緊
急

時
対

策
所

可
搬

型
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
6
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ポ

ス
ト

―
―

―
6
6
-
1
5
-
1

酸
素

濃
度

計
1
個

可
搬

N
6
6
-
1
6
-
1

二
酸

化
炭

素
濃

度
計

1
個

可
搬

N
6
6
-
1
6
-
1

差
圧

計
1
個

常
設

N
6
6
-
1
6
-
1

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
―

―
―

6
6
-
1
2
-
1

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

軽
油

タ
ン

ク
―

―
―

6
6
-
1
2
-
7

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

軽
油

タ
ン

ク
―

―
―

6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
―

―
―

6
6
-
1
2
-
1

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

ホ
ー

ス
―

―
―

6
6
-
1
2
-
7

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
―

―
6
6
-
1
2
-
7

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
接

続
盤

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

緊
急

用
高

圧
母

線
2
F
系

―
―

―
6
6
-
1
2
-
6

電
源

車
（
緊

急
時

対
策

所
用

）
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
6
-
2

―
―

―

予
備

電
源

車
電

源
車

接
続

口
（
緊

急
時

対
策

建
屋

南
側

）
代

替
品

の
補

充
等

緊
急

時
対

策
所

軽
油

タ
ン

ク
2
,4

1
0
m

m
常

設
N

6
6
-
1
6
-
2

―
―

―
―

緊
急

時
対

策
所

燃
料

移
送

系
配

管
・
弁

―
常

設
N

6
6
-
1
6
-
2

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ
系

2
系

列
常

設
N

6
6
-
1
6
-
2

―
―

―
　

―

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
～

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ
系

電
路

―
常

設
N

6
6
-
1
6
-
2

電
源

車
（
緊

急
時

対
策

所
用

）
～

電
源

車
接

続
口

（
緊

急
時

対
策

建
屋

）
電

路
―

常
設

N
6
6
-
1
6
-
2

電
源

車
接

続
口

（
緊

急
時

対
策

建
屋

）
～

緊
急

時
対

策
所

用
高

圧
母

線
Ｊ
系

電
路

―
常

設
N

6
6
-
1
6
-
2

6
6
-
1
6
-
2

緊
急

時
対

策
所

の
代

替
電

源
設

備

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
 (

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
1
.1

8

「
6
6
-
1
2
-
6
 代

替
所

内
電

気
設

備
」
で

整
理

　
 (

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
2
-
7
 燃

料
補

給
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

6
6
-
1
6
-
1

緊
急

時
対

策
所

の
居

住
性

確
保

1
.1

8
1
.1

8
 居

住
性

の
確

保

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
炉

心
変

更
時

※
又

は
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

内
で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係
る

作
業

時
※

：
停

止
余

裕
確

認
後

の
制

御
棒

１
本

の
挿

入
・
引

抜
を

除
く
。

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
6
 緊

急
時

対
策

所
】

1
.1

8
代

替
電

源
設

備
か

ら
の

給
電

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
 (

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

―
代

替
品

の
補

充
等

「
6
6
-
1
2
-
1
 常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
」
で

整
理

　
 (

「
6
6
-
1
6
-
2
 緊

急
時

対
策

所
の

代
替

電
源

設
備

」
で

他
表

を
参

照
）

遮
蔽

（
建

物
の

壁
等

）
に

つ
い

て
は

，
運

用
に

よ
る

厚
さ

の
変

化
や

故
障

等
に

よ
り

機
能

喪
失

す
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

L
C

O
対

象
と

は
し

な
い

（
保

安
規

定
変

更
に

係
る

基
本

方
針

4
.3

-
(1

)）

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

「
6
6
-
1
5
-
1
 監

視
測

定
設

備
」
で

整
理

　
（
「
6
6
-
1
6
-
1
 緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
確

保
（
対

策
本

部
）
」
で

他
表

を
参

照
）

―
―
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

所
要

数
常

設
，

可
搬

N
,2

N
保

安
規

定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  

N
:3

日
2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  

N
:1

0
日

2
N

：
3
0
日

デ
ー

タ
収

集
装

置
1
式

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

S
P

D
S
伝

送
装

置
1
式

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

S
P

D
S
表

示
装

置
1
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

―
―

―

連
絡

要
員

の
追

加
同

種
通

信
機

器
の

追
加

他
種

通
信

機
器

に
よ

る
通

信
手

段
確

保 記
録

要
員

の
確

保
等

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
1
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

IP
電

話
6
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

IP
-
F
A

X
3
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

6
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

4
3
台

可
搬

N
6
6
-
1
7
-
1

6
台

常
設

N
6
6
-
1
7
-
1

1
0
台

可
搬

N
6
6
-
1
7
-
1

1
0
台

可
搬

N
6
6
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
6
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
6
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
6
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
6
-
1
7
-
1

―
常

設
N

6
6
-
1
7
-
1

6
6
-
1
7
-
1

通
信

連
絡

設
備

1
.1

8
1
.1

9

1
.1

8
 必

要
な

指
示

お
よ

び
通

信
連

絡

1
.1

9
 発

電
所

内
の

通
信

連
絡

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換

有
線

（
建

屋
内

）

無
線

連
絡

設
備

（
携

帯
型

）

無
線

通
信

装
置

衛
星

電
話

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

衛
星

通
信

装
置

無
線

連
絡

設
備

（
固

定
型

）

「
6
6
-
1
7
-
1
 通

信
連

絡
設

備
」
で

整
理

（
系

に
含

ま
れ

る
）

通
信

機
器

の
補

充
等

―
統

合
原

子
力

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
用

い
た

通
信

連
絡

設
備

連
絡

要
員

の
追

加
同

種
通

信
機

器
の

追
加

他
種

通
信

機
器

に
よ

る
通

信
手

段
確

保
等

―
―

衛
星

電
話

設
備

（
携

帯
型

）

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）

無
線

連
絡

設
備

（
屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

―
―

―

携
行

型
通

話
装

置

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
7
 通

信
連

絡
設

備
】

連
絡

要
員

の
確

保
等

―
―

―

Ｌ
Ｃ

Ｏ
対

象
Ｓ

Ａ
設

備

安
全

パ
ラ

メ
ー

タ
表

示
シ

ス
テ

ム
（
S
P

D
S
）
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

ブ
ル

ド
ー

ザ
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
8
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

バ
ッ

ク
ホ

ウ
1
台

可
搬

N
6
6
-
1
8
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
8
 ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
】

6
6
-
1
8
-
1

ブ
ル

ド
ー

ザ
お

よ
び

バ
ッ

ク
ホ

ウ

1
.0

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
確

保
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換
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表
N

o
.

技
術

的
能

力
対

応
手

段
Ｌ

Ｃ
Ｏ

対
象

Ｓ
Ａ

設
備

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
所

要
数

常
設

，
可

搬
N

,2
N

保
安

規
定

【
Ｂ

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
を

満
足

す
る

S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
場

合
）

L
C

O
逸

脱
な

し

対
応

す
る

D
B

設
備

A
O

T
  
N

:3
日

2
N

：
1
0
日

【
C

】
L
C

O
対

象
S
A

設
備

の
機

能
全

て
※

を
満

足
す

る
S
A

設
備

（
基

準
要

求
を

満
足

で
き

な
い

場
合

）
※

：
事

前
準

備
等

の
補

完
措

置
含

む
A

O
T
:3

0
日

【
D

】
代

替
措

置
A

O
T
  
N

:1
0
日

2
N

：
3
0
日

運
転

，
起

動
及

び
高

温
停

止
4
台

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

―

残
留

熱
除

去
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
（
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
代

替
品

の
補

充
等

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

4
台

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

―
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
代

替
品

の
補

充
等

1
.5

1
.1

3
1
.5

 原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

除
熱

1
.1

3
 海

を
水

源
と

し
た

対
応

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

燃
料

交
換

※

※
：
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（
１

）
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（
２

）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
閉

の
場

合

4
台

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

―
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

（
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

，
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
含

む
）

―
代

替
品

の
補

充
等

1
.1

1
1
.1

3

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水 1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（
常

設
配

管
）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

1
.1

1
 燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間
4
台

可
搬

2
N

6
6
-
1
9
-
1

―
―

―
代

替
品

の
補

充
等

6
6
-
1
9
-
2

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

1
.1

1
1
.1

2
1
.1

3

1
.1

1
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
1
.1

2
 大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
1
.1

2
 航

空
機

燃
料

火
災

へ
の

泡
消

火
1
.1

3
 海

を
水

源
と

し
た

対
応

1
.1

3
 淡

水
貯

水
槽

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応

1
.1

3
 水

源
を

切
り

替
え

る
た

め
の

対
応

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

運
転

，
起

動
，

高
温

停
止

，
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
2
台

可
搬

N
6
6
-
1
9
-
2

―

（
運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
の

み
）
残

留
熱

除
去

系
（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

，
水

位
監

視

―
代

替
品

の
補

充
等

女
川

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
代

替
設

備
整

理
表

　
【
表

6
6
-
1
9
 大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
】

6
6
-
1
9
-
1

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

1
.4

1
.5

1
.6

1
.7

1
.8

1
.1

3

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

　
　

【
原

子
炉

運
転

中
】
【
原

子
炉

停
止

中
】

1
.4

 低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

1
.5

 原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

除
熱

1
.6

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
前

/
炉

心
損

傷
後

)
1
.7

 代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
1
.7

 原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
1
.8

 低
圧

代
替

注
水

系
（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
1
.8

 原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
1
.1

3
 淡

水
貯

水
槽

を
水

源
と

し
た

対
応

1
.1

3
 淡

水
貯

水
池

を
水

源
と

し
た

対
応

（
あ

ら
か

じ
め

敷
設

し
て

あ
る

ホ
ー

ス
が

使
用

で
き

な
い

場
合

）
1
.1

3
 海

を
水

源
と

し
た

対
応

1
.1

3
 復

水
貯

蔵
槽

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）
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資料１．（３） 表６６－１～表６６－１８ 手順と設備のリスト 

（設置変更許可申請書 添付十追補１） 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

添付資料 1.0.2 可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルートについて 

3. 保管場所及びアクセスルートに係る方針

(2) 保管場所における主要可搬型設備等の配備方針 

（資料の説明） 
本資料は，設置変更許可申請書 添付十追補のリストに，重大事故等対
処設備を識別したものを示す。 

色分けについて，資料１．（２）「重大事故等対処設備代替設備整理表
（保安規定第 84 条各表）」で整理した保安規定記載箇所の分類を示す。 

赤枠：第 66 条の各表にてＬＣＯ設定する設備 

青枠：ＤＢ条文にてＬＣＯ設定する設備 
第 66 条の他表にてＬＣＯ設定する設備 

緑枠：系に含まれる設備 
構造物につきＬＣＯ設定しない設備 

66-18-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.1－1

第 1.1－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/3）

（フロントライン系故障時） 

※1：発電用原子炉が自動スクラムしなかった場合に，原子炉手動スクラムボタン及び原子炉モードスイッ

チを操作することで制御棒のスクラム動作を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重大事

故等対処設備とは位置付けない。 

※2：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム

原子炉手動スクラムボタン ※1 

原子炉モードスイッチ ※1 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

自
主
対
策
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「スクラム」 

（原子炉出力） 

「反応度制御」 

非常時操作手順書

（設備別） 

「原子炉手動スク

ラム」 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入 

機
能
）
に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）※2 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「スクラム」 

（原子炉出力） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制

ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプ 

トリップ機能） ※2 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止

ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能） 

※2 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

非常用交流電源設備 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

66-1-1 にて整理 

第 22 条にて整理 

第 22 条(系に含まれる) 

第 22 条にて整理 

第 59 条にて整理 

66-1-2 にて整理 

第 59 条にて整理 

66-1-3 にて整理 

第 59 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.1－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/3） 

（フロントライン系故障時） 

※1：発電用原子炉が自動スクラムしなかった場合に，原子炉手動スクラムボタン及び原子炉モードスイッ

チを操作することで制御棒のスクラム動作を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重大事

故等対処設備とは位置付けない。 

※2：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 

 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入系ポンプ 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

非常時操作手順書

（設備別） 

「ほう酸水注入系

ポンプによるほう

酸水注入」 

非常用交流電源設備 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

制
御
棒
挿
入
（
選
択
制
御
棒
挿
入
機
構
に
よ

る
原
子
炉
出
力
抑
制
） 

選択制御棒挿入機構 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

 

非常用交流電源設備 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

制
御
棒
挿
入
（
ス
ク
ラ
ム
テ
ス

ト
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
） 

スクラムテストスイッチ 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

 

制
御
棒
挿
入
（
ス
ク
ラ
ム
ソ
レ
ノ
イ
ド

ヒ
ュ
ー
ズ
引
抜
き
操
作
） 

スクラムソレノイドヒューズ 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 
自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

 

第 24 条にて整理 

第 24 条(系に含まれる) 

第 59 条にて整理 

第 59 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.1－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/3） 

（フロントライン系故障時） 

※1：発電用原子炉が自動スクラムしなかった場合に，原子炉手動スクラムボタン及び原子炉モードスイ 

ッチを操作することで制御棒のスクラム動作を可能とするための設計基準事故対処設備であり，重 

大事故等対処設備とは位置付けない。 

※2：自動で作動させる機能及び中央制御室の操作スイッチにより手動で作動させる機能がある。 

 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉保護系 

制
御
棒
挿
入 

（
手
動
操
作
に
よ
る
制
御
棒
挿
入
） 

原子炉手動制御系 

制御棒 

制御棒駆動機構 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 

「常駆動による 

制御棒手動挿入」 

 

非常用交流電源設備 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

制
御
棒
挿
入
（
ス
ク
ラ
ム
パ
イ
ロ
ッ
ト
弁

用
制
御
空
気
の
排
気
操
作
） 

制御棒 

制御棒駆動機構 

スクラムパイロット弁用制御空気 

配管・弁 

制御棒駆動水圧系 配管 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

 

 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
低
下
操
作 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制 

給水制御系 

給水系（タービン駆動原子炉給水ポンプ及び電

動機駆動原子炉給水ポンプ） 

原子炉隔離時冷却系 

高圧炉心スプレイ系 
自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「反応度制御」 

第 59 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－1 

第 1.2－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/6） 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

－ 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却系ポンプ 
復水貯蔵タンク 
原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

非常用交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「原子炉隔離時冷却系ポン
プによる原子炉注水（中央
制御室）」 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧炉心スプレイ系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレー

ナ・スパージャ 

補給水系 配管 

原子炉圧力容器 

高圧炉心スプレイ補機冷却水系（高圧炉心

スプレイ補機冷却海水系を含む。） 

非常用取水設備 

非常用交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧炉心スプレイ系ポン
プによる原子炉注水」 

第 41 条にて整理 

66-11-1 にて整理 

第 59 条にて整理 

66-12-3 にて整理 

第 41 条(系に含まれる) 

第 39 条にて整理 

第 53 条にて整理 

第 59 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

66-11-1 にて整理 

第 46 条にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/6） 

（フロントライン系故障時） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉隔離時冷却系 

 
高
圧
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧代替注水系ポンプ 

復水貯蔵タンク 
高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁 
主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

常設代替直流電源設備 ※1 

可搬型代替直流電源設備 ※1 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「高圧代替注水系ポンプに

よる原子炉注水（中央制御
室）」 

高
圧
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧代替注水系ポンプ 

復水貯蔵タンク 
高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁 
主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「高圧代替注水系ポンプに

よる原子炉注水（現場）」 

66-2-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-12-3 にて整理 

66-12-4 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-2-1(系に含まれる) 

66-2-1 にて整理(現場手動起動につ

いては 66-2-2 にて整理) 

66-11-1 にて整理 

66-2-1(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/6） 

（サポート系故障時）

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

常設直流電源系統 原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「原子炉隔離時冷却系ポン

プによる原子炉注水（現
場）」 

排水ポンプ 

排水ホース 

仮設発電機 

自
主
対
策

設
備

全交流動力電源 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「電源回復」 

非常時操作手順書 

（設備別） 
「M/C C（D)母線受電」等 

重大事故等対応要領書 
「M/C C（D）母線受電」 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「電源回復」 

非常時操作手順書 

（設備別） 
「125V 代替蓄電池による
125V 直流主母線盤 2A-1

（2B-1)への給電」 

重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V 代替
充電器及び 250V充電器へ
の給電（G母線接続）」 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

可搬型代替直流電源設備 ※1 重
大
事
故
等 

対
処
設
備

第 41 条にて整理(現場手動起動につ

いては 66-2-2 にて整理) 

第 41 条(系に含まれる) 

第 41 条にて整理 

第 41 条(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

第 41 条にて整理 

第 41 条(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/6） 

（サポート系故障時） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

１
２
５
Ｖ
代
替
充
電
器
用
電
源
車
接
続
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電 

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

125V代替充電器用電源車接続設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「電源回復」 
 

非常時操作手順書（設備別） 
「125V 代替蓄電池による 
125V 直流主母線盤 2A-1

（2B-1）への給電」 
 
重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V 代替
充電器への給電（125V代替
直流電源切替盤接続）」 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－5 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/6） 

（監視及び制御） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応
手段 

対処設備 手順書 

監
視
及
び
制
御 

－ 

高
圧
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の 

操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（SA広帯域） 

原子炉水位（SA燃料域） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（SA） 

高圧代替注水系ポンプ出口流量 

高圧代替注水系ポンプ出口圧力 

復水貯蔵タンク水位 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「高圧代替注水系ポンプに

よる原子炉注水（中央制御
室）」 

原子炉水位（狭帯域） 

 自
主
対
策
設
備 

高
圧
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉水位（広帯域）※2 

原子炉水位（燃料域）※2 

原子炉水位（SA広帯域）※2 

原子炉水位（SA燃料域）※2 

原子炉圧力 ※2 

原子炉圧力（SA）※2 

高圧代替注水系ポンプ出口流量 ※2 

復水貯蔵タンク水位 ※2 

可搬型計測器 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

 
非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧代替注水系ポンプに
よる原子炉注水（現場）」 

高圧代替注水系ポンプ出口圧力 

高圧代替注水系タービン入口蒸気圧力 

高圧代替注水系タービン排気圧力 

高圧代替注水系ポンプ入口圧力 

自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉水位（広帯域）※2 

原子炉水位（燃料域）※2 

原子炉水位（SA広帯域）※2 

原子炉水位（SA燃料域）※2 

原子炉圧力 ※2 

原子炉圧力（SA）※2 

原子炉隔離時冷却系ポンプ出口流量 ※2 

復水貯蔵タンク水位 ※2 

可搬型計測器 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「原子炉隔離時冷却系ポン

プによる原子炉注水（現
場）」 

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン 

入口蒸気圧力 

 自
主
対
策
設
備 

66-13-1 にて整理 

66-13-1 にて整理 

66-13-1 にて整理 

66-13-3 にて整理 

66-13-3 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.2－6 

対応手段，対処設備，手順書一覧（6/6） 

（重大事故等の進展抑制） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

 

 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制 

－ 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

進
展
抑
制
（
ほ
う
酸
水
注
入
） 

ほう酸水注入系ポンプ 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「ほう酸水注入系ポンプに

よるほう酸水注入」 
 
非常時操作手順書 

（設備別） 
「ほう酸水注入系ポンプに
よる原子炉注水」 ほ

う
酸
水
注
入
系
に
よ
る 

進
展
抑
制
（
注
水
） 

ほう酸水注入系ポンプ 

ほう酸水注入系 配管・弁 

純水補給水系 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る 

進
展
抑
制 

制御棒駆動水ポンプ 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水

系を含む。） 

非常用取水設備 

常設代替交流電源設備 ※1 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」 

 
非常時操作手順書 
（設備別） 

「制御棒駆動水ポンプによ
る原子炉注水」 
 

66-2-3 にて整理 

66-2-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.3－1 

第 1.3－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/4） 

（フロントライン系故障時） 

分
類

機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

自動減圧系 

減
圧
の
自
動
化

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能） 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能） 

（C，Hの２個） 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備

非常時操作手順書 
（設備別） 

「自動減圧機能による原
子炉減圧」※1，※2 

非常用交流電源設備 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
） 

主蒸気逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュ

ムレータ 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※3 

常設代替直流電源設備 ※3 

可搬型代替直流電源設備 ※3 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

非常時操作手順書 

（シビアアクシデント） 
「注水ストラテジ-１」 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「手動による原子炉減

圧」 
 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
） 

タービンバイパス弁 

タービン制御系 

自
主
対
策
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「減圧冷却」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「タービンバイパス弁に

よる原子炉減圧」 

※1：代替自動減圧機能は，運転員による操作不要の減圧機能である。 

※2：ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手順は，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にす

るための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 

※4：原子炉建屋ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員

による操作は不要である。 

66-3-1 にて整理 

第 59 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

66-3-2 にて整理 

66-3-2(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理 

66-12-4 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-1-3 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.3－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/4） 

（サポート系故障時） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

常設直流電源系統 

 可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復 

可搬型代替直流電源設備 ※3 

125V直流電源切替盤 ※3 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能） 
主蒸気系 配管・クエンチャ 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「急速減圧」等 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 
「手動による原子炉減
圧」 

 
重大事故等対応要領書 
「電源車による 125V代替

充電器への給電（G 母線
接続）」 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池 

に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復 

主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能） 

主蒸気系 配管・クエンチャ 
主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ
ムレータ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「急速減圧」等 

 
非常時操作手順書 
（設備別） 

「主蒸気逃がし安全弁用
可搬型蓄電池による主
蒸気逃がし安全弁開放」 

－ 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系(

非
常
用) 

に
よ
る
窒
素
確
保 

高圧窒素ガスボンベ 

高圧窒素ガス供給系 配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧窒素ガス供給系
（非常用）による主蒸気
逃がし安全弁作動窒素

ガス確保」 

非常用交流電源設備 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ

る
原
子
炉
減
圧 

高圧窒素ガスボンベ 

ホース・弁 

代替高圧窒素ガス供給系 配管・弁 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 

代替所内電気設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「代替高圧窒素ガス供給
系による主蒸気逃がし安
全弁開放」 

 

※1：代替自動減圧機能は，運転員による操作不要の減圧機能である。 
※2：ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手順は，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にす

るための手順等」にて整備する。 
※3：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 
※4：原子炉建屋ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員

による操作は不要である。 

66-12-5 にて整理 

66-3-3 にて整理 

66-3-2 にて整理 

66-3-2(系に含まれる) 

66-3-3 にて整理 

66-3-2 にて整理 

66-3-2(系に含まれる) 

66-3-3 にて整理 

66-3-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-3-3 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-3-2(系に含まれる) 

66-12-2 にて整理 

第 59 条にて整理 

66-3-3(系に含まれる) 

66-12-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.3－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/4） 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

－ 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
背
圧
対
策 

高圧窒素ガスボンベ 

ホース・弁 

代替高圧窒素ガス供給系 配管・弁 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 

代替所内電気設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（シビアアクシデント） 
「注水ストラテジ-１」 

 
非常時操作手順書 
（設備別） 

「代替高圧窒素ガス供給
系による主蒸気逃がし安
全弁開放」 

全交流動力電源 

常設直流電源 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧 

可搬型代替直流電源設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「電源回復」 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 
「125V 代替蓄電池による
125V 直流主母線盤 2A-

1(2B-1)への給電」 
 
重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V代替
充電器及び 250V 充電器
への給電（G母線接続）」 

125V代替充電器用電源車接続設備 ※3 

 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「電源回復」 
 
非常時操作手順書 

（設備別） 
「125V 代替蓄電池による
125V 直流主母線盤 2A-

1(2B-1)への給電」 
 
重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V代替
充電器への給電（125V 代
替直流電源切替盤接続）」 

代
替
交
流
電
源
設
備 

に
よ
る
復
旧 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「電源回復」 

 
非常時操作手順書 
（設備別） 

｢M/C C(D)母線受電｣ 
 
重大事故等対応要領書 

｢M/C C(D)母線受電」 

※1：代替自動減圧機能は，運転員による操作不要の減圧機能である。 

※2：ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手順は，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にす

るための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 

※4：原子炉建屋ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員

による操作は不要である。 

66-3-3 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-3-3(系に含まれる) 

66-12-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.3－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/4） 

（原子炉格納容器の破損防止，インターフェイスシステム LOCA発生時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

－ 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器 

雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止 

主蒸気逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュ

ムレータ 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（シビアアクシデント） 
「注水ストラテジ-１」 

 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時 

－ 

発
電
用
原
子
炉
の
減
圧 

主蒸気逃がし安全弁 

主蒸気系 配管・クエンチャ 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュ 

ムレータ 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュ

ムレータ 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※3 

常設代替直流電源設備 ※3 

可搬型代替直流電源設備 ※3 

常設代替交流電源設備 ※3 

可搬型代替交流電源設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「原子炉建屋制御」等 

 

タービンバイパス弁 

タービン制御系 自
主
対
策 

設
備 

原
子
炉
冷
却
材
の 

漏
え
い
箇
所
の
隔
離 

HPCS注入隔離弁 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内
の
圧
力
及
び

温
度
の
上
昇
抑
制
並
び
に
環
境
改
善 

原子炉建屋ブローアウトパネル ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※1：代替自動減圧機能は，運転員による操作不要の減圧機能である。 

※2：ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手順は，「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にす

るための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 

※4：原子炉建屋ブローアウトパネルは，開放設定圧力に到達した時点で自動的に開放する設備であり，運転員

による操作は不要である。 

66-3-2 にて整理 

66-3-2 にて整理 

66-3-2(系に含まれる) 

66-3-2(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理 

66-12-4 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 49 条にて整理 

資料1.(3) 15/78
120



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－1 

第 1.4－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/9） 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張) 

－ 

残
留
熱
除
去
系(

低
圧
注
水
モ
ー
ド) 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系 熱交換器・配管・弁・ストレ

ーナ ※5 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる原子炉注水」 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

低圧炉心スプレイ系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

低圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ・

スパージャ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「低圧炉心スプレイ系ポ

ンプによる原子炉注水」 

残
留
熱
除
去
系(

原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド) 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

残留熱除去系ポンプ 

原子炉圧力容器 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉再循環系 配管・弁・ジェットポンプ 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「減圧冷却」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる原子炉停止時冷却運

転」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

第 46 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理 

第 59 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 59 条にて整理 

第 52 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

第 34,35,36 条にて整理 

第 34,35,36 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理 

第 59,60 条にて整理 

第 52 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/9） 

（発電用原子炉運転中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

残留熱除去系 

(低圧注水モード) 

 

低圧炉心スプレイ系 低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)(

復
水
移
送
ポ
ン
プ) 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「復水移送ポンプによる

原子炉注水」 

非常用交流電源設備 ※2 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)(

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ) 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

直流駆動低圧注水系ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管 

直流駆動低圧注水系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁・スパージャ 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

常設代替直流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「直流駆動低圧注水系ポ

ンプによる原子炉注水」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

66-4-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-4-1(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-3 にて整理 

66-12-6 にて整理 

第 59 条にて整理 

66-4-2 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-4-2(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理 

66-12-4 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/9） 

（発電用原子炉運転中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

残留熱除去系 

(低圧注水モード) 

 

低圧炉心スプレイ系 低
圧
代
替
注
水
系(

可
搬
型)

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※1 

ホース延長回収車 ※1 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）による原子炉注

水」 

「大容量送水ポンプによ

る送水」 ※1 

非常用交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

淡水貯水槽(No.1) ※1，※4 

淡水貯水槽(No.2) ※1，※4 
自
主
対
策

設
備 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の

冷
却 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「代替循環冷却ポンプに

よる原子炉注水」 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ろ過水ポンプによる原

子炉注水」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

66-19-1 にて整理 

66-4-3,66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-7 にて整理 

第 59 条にて整理 

66-19-1(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/9） 

（発電用原子炉運転中のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

全交流動力電源 

 

原子炉補機冷却水系 

（原子炉補機冷却海水

系を含む。） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系(

低
圧
注
水
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる原子炉注水」 
残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系 熱交換器・配管・弁・ストレ

ーナ ※5 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「水位確保」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「低圧炉心スプレイ系ポ
ンプによる原子炉注水」 

低圧炉心スプレイ系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

低圧炉心スプレイ系 配管・弁・ストレーナ・

スパージャ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

66-5-4 にて整理 

66-12-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理 

66-5-4 にて整理 

66-12-1 にて整理 

第 39 条にて整理 

第 46 条にて整理 

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理 

第 52 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－5 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/9） 

（溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

－ 

低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)(

復
水
移
送
ポ
ン
プ) 

に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2  

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-4」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「復水移送ポンプによる

原子炉注水」 

残留熱除去系ヘッドスプレイ 配管・弁 
自
主
対
策
設
備 

低
圧
代
替
注
水
系(

可
搬
型)

に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-4」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）による原子炉注

水」 

「大容量送水ポンプによ

る送水」 ※1 

淡水貯水槽(No.1) ※1，※4 

淡水貯水槽(No.2) ※1，※4 

残留熱除去系ヘッドスプレイ 配管・弁 

自
主
対
策
設
備 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

  

66-4-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-4-1(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-3 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-19-1 にて整理 

66-4-3,66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-7 にて整理 

66-19-1(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－6 

対応手段，対処設備，手順書一覧（6/9） 

（溶融炉心が原子炉圧力容器内に残存する場合） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
が
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に
残
存
す
る
場
合 

－ 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-4」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「代替循環冷却ポンプに

よる原子炉注水」 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

残留熱除去系ヘッドスプレイ 配管・弁 
自
主
対
策
設
備 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

残留熱除去系ヘッドスプレイ 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-4」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ろ過水ポンプによる原

子炉注水」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 
  

66-5-5 にて整理 

第 46 条にて整理 

66-5-5(系に含まれる) 

66-5-4 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-6 にて整理 

第 52 条にて整理 

第 52 条(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－7 

対応手段，対処設備，手順書一覧（7/9） 

（発電用原子炉停止中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

残留熱除去系 

（原子炉停止時冷却モ

ード） 
低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)(

復
水
移
送
ポ
ン
プ) 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」

等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「復水移送ポンプによる

原子炉注水」 

非常用交流電源設備 ※2 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

低
圧
代
替
注
水
系(

可
搬
型)

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※1 

ホース延長回収車 ※1 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」

等 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）による原子炉注

水」 

「大容量送水ポンプによ

る送水」 ※1 非常用交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

淡水貯水槽(No.1) ※1，※4 

淡水貯水槽(No.2) ※1，※4 

 

自
主
対
策
設
備 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

  

66-4-1 にて整理 

66-11-1 にて整理 

66-4-1(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-3 にて整理 

66-12-6 にて整理 

第 60 条にて整理 

66-19-1 にて整理 

66-4-3,66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-7 にて整理 

第 60 条にて整理 

66-19-1(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－8 

対応手段，対処設備，手順書一覧（8/9） 

（発電用原子炉停止中のフロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障 

残留熱除去系 

（原子炉停止時冷却モ

ード） 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」

等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「代替循環冷却ポンプに

よる原子炉注水」 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」

等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ろ過水ポンプによる原

子炉注水」 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

原子炉冷却材浄化系ポンプ 

原子炉圧力容器 

原子炉冷却材浄化系非再生熱交換器 

原子炉再循環系  配管 

原子炉冷却材浄化系 配管・弁 

復水給水系  配管・弁・スパージャ 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「原子炉冷却材浄化系に

よる原子炉除熱」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.4－9 

対応手段，対処設備，手順書一覧（9/9） 

（発電用原子炉停止中のサポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障 

全交流動力電源 

 

原子炉補機冷却水系 

（原子炉補機冷却海水

系を含む。） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系 

(

原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（プラ

ント停止中） 

「崩壊熱除去機能喪失」

等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる原子炉停止時冷却運

転」 

残留熱除去系ポンプ 

原子炉圧力容器 

残留熱除去系 配管・弁 

残留熱除去系熱交換器 

原子炉再循環系 配管・弁・ジェットポンプ 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張) 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※5：残留熱除去系（低圧注水モード）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路としてのみ用いる。 

 

66-5-4 にて整理 

66-12-1 にて整理 

第 34,35,36 条にて整理 

第 34,35,36 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理 

第 52 条(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.5－1 

第 1.5－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧(1/3) 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

残
留
熱
除
去
系(

原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
） 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
か
ら
の
除
熱 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード） 

※1 重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 

「残留熱除去系ポンプ

による原子炉停止時冷

却運転」 

残
留
熱
除
去
系(

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド 

及
び
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

残留熱除去系（サプレッションプール水冷却

モード）※2 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モー

ド）※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「S/P温度制御」 

「PCV圧力制御」等 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 

「残留熱除去系ポンプ

によるサプレッション

プール水冷却」，「残留

熱除去系ポンプによる

格納容器スプレイ」 

― 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系(

原
子
炉
補
機 

冷
却
海
水
系
を
含
む
。
）
に
よ
る
除
熱 

原子炉補機冷却海水ポンプ 

原子炉補機冷却水ポンプ 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系

を含む。）配管・弁・海水系ストレーナ・サ

ージタンク 

原子炉補機冷却水系熱交換器 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

非常用交流電源設備 ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「減圧冷却」等 

 

非常時操作手順書 

（設備別） 

「原子炉補機冷却水系

による補機冷却水確保」 

※1：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。  

第 34,35,36 条にて整理 

第 39 条にて整理 

第 52 条にて整理 

第 52 条(系に含まれる) 

第 59 条にて整理 
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1.5－2 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧(2/3) 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（原子炉停止時冷却モ

ード，サプレッション

プール水冷却モード及

び格納容器スプレイ冷

却モード） 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱(

現
場
操
作
含
む
。) 

原子炉格納容器フィルタベント系 

遠隔手動弁操作設備 

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「PCV圧力制御」 

 

重大事故等対応要領書 

「原子炉格納容器フィル

タベント」，「大容量送

水ポンプによる送水」 

※3 

薬液補給装置 

排水設備 自
主
対
策
設
備 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

(

現
場
操
作
含
む
。)

 

原子炉格納容器調気系 配管・弁 

遠隔手動弁操作設備 

原子炉格納容器（真空破壊装置を含む。） 

非常用ガス処理系 配管・弁 

排気筒 

常設代替交流電源設備 ※4 

可搬型代替交流電源設備 ※4 

代替所内電気設備 ※4 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※4 

常設代替直流電源設備 ※4 

可搬型代替直流電源設備 ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「PCV圧力制御」 

 

重大事故等対応要領書 

「耐圧強化ベント」 

※1：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

  

66-5-1(系に含まれる) 

66-5-1 にて整理 

66-12-2 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-3 にて整理 

66-12-4 にて整理 

66-12-5 にて整理 

66-5-2(系に含まれる) 

66-5-2(系に含まれる) 

第 43 条，第 44 条にて整理 
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1.5－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧(3/3) 

（サポート系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

原子炉補機冷却水系

（原子炉補機冷却海水

系を含む。）  

全交流動力電源 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る
除
熱 

熱交換器ユニット 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・除熱用ヘッダ・接続口 

原子炉補機冷却水系 配管・弁・サージタン

ク 

残留熱除去系熱交換器 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

常設代替交流電源設備 ※4 

燃料補給設備 ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「S/P温度制御」等 

 

重大事故等対応要領書 

「原子炉補機代替冷却水

系による補機冷却水確

保」 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード） 

※1 

残留熱除去系（サプレッションプール水冷却

モード） ※2 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モー

ド） ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張
） 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
除
熱 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・除熱用ヘッダ・接続口 

原子炉補機冷却水系 配管・弁 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）※

1 

残留熱除去系（サプレッションプール水冷却

モード）※2 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モー

ド）※2 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

常設代替交流電源設備 ※4 

燃料補給設備 ※4 

 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

「S/P温度制御」等 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）による補機冷

却水確保」 

※1：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

66-12-1 にて整理 

66-5-4(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理 

第 34,35,36 条にて整理 

第 39 条にて整理 

66-5-4 にて整理 

66-19-1 にて整理 

66-19-1(系に含まれる) 

66-5-4,66-19-1(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 
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1.6－1 

第 1.6－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/6） 

（重大事故等対処設備（設計基準拡張）） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備(

設
計
基
準
拡
張)

 

－ 

残
留
熱
除
去
系(

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド)

 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 
非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「PCV 圧力制御」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる格納容器スプレイ」 

残
留
熱
除
去
系(

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド)

 

に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
の
除
熱 

残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「S/P 温度制御」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よるサプレッションプー

ル水冷却」 

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 43 条にて整理  

第 59 条にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 43 条にて整理  

第 52 条にて整理  

第 59 条にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 
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1.6－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/6） 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器スプレイ 

冷却モード） 原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系(

常
設)

 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※3 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「PCV 圧力制御」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「復水移送ポンプによる

ドライウェル代替スプレ

イ」 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「PCV 圧力制御」等 
 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ろ過水ポンプによるド

ライウェル代替スプレ

イ」 

「ろ過水ポンプによるサ

プレッションチェンバ代

替スプレイ」 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系(

可
搬
型)

 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※3 

ホース延長回収車 ※3 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※3 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2  

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「PCV 圧力制御」等 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）によるドライウ

ェル代替スプレイ」 

「大容量送水ポンプによ

る送水」 ※3 非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

淡水貯水槽（No.1） ※3，※4 

淡水貯水槽（No.2） ※3，※4 
自
主

対
策

設
備 

66-6-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-6-1(系に含まれる) 

第 59 条にて整理  

66-19-1 にて整理  

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-7 にて整理  

第 59 条にて整理  

66-6-2(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1(系に含まれる) 
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1.6－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/6） 

（炉心損傷前のサポート系故障時） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源  

 

原子炉補機冷却水系 

（原子炉補機冷却海水

系を含む。） 常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系(

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※1 

常設代替交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「PCV 圧力制御」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる格納容器スプレイ」 

残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系(

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※1 

常設代替交流電源設備 ※2 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候

ベース） 

「S/P 温度制御」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よるサプレッションプー

ル水冷却」 

残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 43 条にて整理  

第 52 条にて整理  

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 
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1.6－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/6） 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置）  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器スプレイ 

冷却モード） 原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系(

常
設)

 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※3 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビア

アクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」等 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「復水移送ポンプによる

ドライウェル代替スプレ

イ」 

非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」 

「除熱ストラテジ-2」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ろ過水ポンプによるド

ライウェル代替スプレ

イ」 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系(

可
搬
型)

 

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※3 

ホース延長回収車 ※3 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※3 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビア

アクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」 

「除熱ストラテジ-2」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）によるドライウ

ェル代替スプレイ」 

「大容量送水ポンプによ

る送水」 ※3 非常用交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

淡水貯水槽（No.1） ※3，※4 

淡水貯水槽（No.2） ※3，※4 
自
主

対
策

設
備 

66-6-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-6 にて整理  

第 59 条にて整理  

66-6-1(系に含まれる) 

66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-7 にて整理  

第 59 条にて整理  

66-6-2(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1(系に含まれる) 
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1.6－5 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/6） 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系 

（格納容器スプレイ 

冷却モード） 
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

ドライウェル冷却系下部送風機 

ドライウェル冷却系下部冷却器 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」 

「除熱ストラテジ-2」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「ドライウェル冷却系

による格納容器除熱」 
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1.6－6 

対応手段，対処設備，手順書一覧（6/6） 

（炉心損傷後のサポート系故障時） 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源 

 

原子炉補機冷却水系 

（原子炉補機冷却海水

系を含む。） 常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系(

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※1 

常設代替交流電源設備 ※2 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビア

アクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」 

「除熱ストラテジ-2」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よる格納容器スプレイ」 残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却 

海水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

残
留
熱
除
去
系(

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド)

の
復
旧 

原子炉補機代替冷却水系 ※1 

常設代替交流電源設備 ※2 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビア

アクシデント） 

「除熱ストラテジ-1」 

「除熱ストラテジ-2」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「残留熱除去系ポンプに

よるサプレッションプー

ル水冷却」 
残留熱除去系ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉格納容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却 

海水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 43 条にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理  

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 43 条にて整理  

第 39 条(系に含まれる) 

第 52 条にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 

第 52 条(系に含まれる) 
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1.7－1 

第 1.7－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧(1/2) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

代替循環冷却ポンプ 

残留熱除去系熱交換器 

原子炉補機代替冷却水系 ※1 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※3 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

補給水系 配管・弁 

スプレイ管 

ホース・接続口 

原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビアア

クシデント） 

「除熱ストラテジ-1」等 

 

非常時操作手順書（設備別） 

「代替循環冷却ポンプによ

る原子炉注水及びドライウ

ェルスプレイ」 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却

海水系を含む。） ※1 

非常用取水設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

淡水貯水槽（№1）※3，※4 

淡水貯水槽（№2）※3，※4 
自
主
対
策

設
備 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱(

現
場
操
作
含
む
。)

 

フィルタ装置 

フィルタ装置出口側圧力開放板 

遠隔手動弁操作設備 

ホース延長回収車 ※3 

可搬型窒素ガス供給装置 

原子炉格納容器調気系 配管・弁 

原子炉格納容器フィルタベント系 

配管・弁 

ホース・窒素供給用ヘッダ・接続口 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※3 

原子炉格納容器（真空破壊装置を 

含む。） 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）※3 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

常設代替直流電源設備 ※2 

可搬型代替直流電源設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビアア

クシデント） 

「ベントストラテジ」 

 

重大事故等対応要領書 

「原子炉格納容器フィルタ

ベント」 

「大容量送水ポンプによる

送水」 ※3 

 

薬液補給装置 

排水設備 

淡水貯水槽（№1）※3，※4 

淡水貯水槽（№2）※3，※4 

自
主
対
策 

設
備 

※1：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

66-5-5 にて整理  

66-5-5(系に含まれる) 

66-5-4 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-5-5(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

第 46 条にて整理  

ｚｚｚｚ 

第 43 条にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-6 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-7 にて整理  

ｚｚｚｚ 
第 52 条にて整理  

66-5-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-5-1(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

66-5-3 にて整理  

66-5-1(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

66-5-3(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 
第 43 条，第 44 条にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-19-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-3 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-4 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-5 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-7 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-19-1(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

第 52 条(系に含まれる) 

66-5-4(系に含まれる) 

66-5-5(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

66-5-1,66-19-1(系に含まれる) 
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1.7－2 

 対応手段，対処設備，手順書一覧(2/2) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

― 

不
活
性
ガ
ス(

窒
素
） 

に
よ
る
系
統
内
の
置
換 

可搬型窒素ガス供給装置 

ホース・窒素供給用ヘッダ・接続口 

原子炉格納容器調気系 配管・弁 

原子炉格納容器フィルタベント系 

配管・弁 

フィルタ装置 

常設代替交流電源設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビア 

アクシデント） 

「ベントストラテジ」 

 

重大事故等対応要領書 

「可搬型窒素ガス供給装置

による窒素封入」 

原
子
炉
格
納
容
器
負
圧
破
損
の
防
止 

可搬型窒素ガス供給装置 

ホース・窒素供給用ヘッダ・接続口 

原子炉格納容器調気系 配管・弁 

原子炉格納容器フィルタベント系 

配管・弁 

原子炉格納容器 

フィルタ装置 

常設代替交流電源設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「可搬型窒素ガス供給装置

による窒素封入」 

原
子
炉
格
納
容
器
内
ｐ
Ｈ
調
整 

原子炉格納容器 pH 調整系ポンプ 

原子炉格納容器 pH 調整系貯蔵タンク 

原子炉格納容器 pH 調整系配管・弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビアア

クシデント） 

「ベントストラテジ」 

 

重大事故等対応要領書 

「格納容器内 pH 調整」 

※1：手順は「1.5  最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※4：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】１b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

ｚｚｚｚ 

66-5-3 にて整理  

 66-5-3(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

66-5-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-7 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-5-3 にて整理  

 66-5-3(系に含まれる) 

ｚｚｚｚ 

第 43 条にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-5-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-1 にて整理  

ｚｚｚｚ 

66-12-7 にて整理  
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1.8－1 

第 1.8－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系(

常
設)

 
(

復
水
移
送
ポ
ン
プ)

に
よ
る
原
子
炉 

格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3a」等 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「復水移送ポンプによ

る格納容器下部注水」 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系(

常
設)

 (

代
替
循
環
冷
却

ポ
ン
プ)

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系 熱交換器・配管・弁・ス

トレーナ ※7 

補給水系 配管・弁 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3a」等 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「代替循環冷却ポンプ

による格納容器下部注

水」 原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系(

可
搬
型)

に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※1 

ホース延長回収車 ※1 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※1 

補給水系 配管・弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2  

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3b」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）による格

納容器下部注水」 

「大容量送水ポンプに

よる送水」 ※1 

淡水貯水槽（No.1） ※1 ※6 

淡水貯水槽（No.2） ※1 ※6 
自
主
対
策

設
備 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流

路としてのみ用いる。  

66-7-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-7-1(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-7-2 にて整理  

第 46 条にて整理  

66-7-2（系に含まれる）  

第 43 条にて整理  

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-6 にて整理  

第 52 条にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-7-3(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-7 にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 

66-7-3,66-19-1(系に含まれる) 
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1.8－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系

（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

へ
の
注
水 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3a」等 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「復水移送ポンプによ

るドライウェル代替ス

プレイ」 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の

注
水 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

原子炉補機代替冷却水系 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3a」等 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「代替循環冷却ポンプ

によるドライウェルス

プレイ」 原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬

型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※1 

ホース延長回収車 ※1 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※1 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2  

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3b」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）によるド

ライウェル代替スプレ

イ」 

「大容量送水ポンプに

よる送水」 ※1 

淡水貯水槽（No.1） ※1 ※6 

淡水貯水槽（No.2） ※1 ※6 
自
主
対
策
設
備 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流

路としてのみ用いる。  

66-6-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-6-1(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-5-5 にて整理  

66-19-1 にて整理  

第 43 条にて整理  

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-6 にて整理  

第 52 条にて整理  

66-5-5(系に含まれる) 

第 46 条にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-6-2(系に含まれる) 

第 43 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-7 にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1(系に含まれる) 
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1.8－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

－ 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

スプレイ管 

原子炉格納容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐

3a」等 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「ろ過水ポンプによる

格納容器下部注水」 

「ろ過水ポンプによる

ドライウェル代替スプ

レイ」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流

路としてのみ用いる。 
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1.8－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

－ 

低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)

(

復
水
移
送
ポ
ン
プ)

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

復水移送ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※4 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「復水移送ポンプによ

る原子炉注水」 

低
圧
代
替
注
水
系(
可
搬
型)

に
よ
る
原
子
炉
圧

力
容
器
へ
の
注
水 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） ※1 

ホース延長回収車 ※1 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 ※1 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※4 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）による原

子炉注水」 

「大容量送水ポンプに

よる送水」 ※1 淡水貯水槽（No.1） ※1 ※6 

淡水貯水槽（No.2） ※1 ※6 
自
主
対
策

設
備 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

代替循環冷却ポンプ 

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系熱交換器 

残留熱除去系 配管・弁・ストレーナ 

原子炉圧力容器 

原子炉補機代替冷却水系 

常設代替交流電源設備 ※2 

代替所内電気設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※4 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「代替循環冷却ポンプ

による原子炉注水」 原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

(

設
計
基
準
拡
張)

 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流

路としてのみ用いる。 

66-4-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-4-1(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-5-5 にて整理  

66-5-5(系に含まれる) 

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-6 にて整理  

第 52 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 52 条(系に含まれる) 

66-4-3,66-19-1(系に含まれる) 
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1.8－5 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

－ 

低
圧
代
替
注
水
系(

常
設)

(

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ)

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

直流駆動低圧注水系ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

補給水系 配管 

直流駆動低圧注水系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁・スパー

ジャ 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉圧力容器 

非常用交流電源設備 ※2 

常設代替直流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「直流駆動低圧注水系

ポンプによる原子炉注

水」 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク  

ろ過水系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

残留熱除去系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※4 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「ろ過水ポンプによる

原子炉注水」 

高
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

高圧代替注水系ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

常設代替直流電源設備 ※2 

可搬型代替直流電源設備 ※2 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※5 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「高圧代替注水系ポン

プによる原子炉注水

（中央制御室）」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措

置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流

路としてのみ用いる。  

66-2-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-2-1(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理  

66-12-4 にて整理  

66-12-5 にて整理  

66-2-1 にて整理  

66-2-2 にて整理  

資料1.(3) 40/78
145
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1.8－6 

対応手段，対処設備，手順書一覧（6/6） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

－ 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力

容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸水注入系ポンプ 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 

ほう酸水注入系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「ほう酸水注入系ポン

プによるほう酸水注

入」 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

制御棒駆動水ポンプ 

復水貯蔵タンク ※1 

制御棒駆動水圧系 配管・弁 

補給水系 配管・弁 

原子炉圧力容器 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海

水系を含む。） ※3 

非常用取水設備 ※3 

常設代替交流電源設備 ※2 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ‐1」

※5 

 

非常時操作手順書（設

備別） 

「制御棒駆動水ポンプ

による原子炉注水」 

※1：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※5：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※6：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1b）項を満足するための代替淡水源（措置） 

※7：原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は熱交換機能に期待しておらず，熱交換器は流路

としてのみ用いる。 

66-2-3 にて整理  

66-2-3(系に含まれる) 
 

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.9－1 

第 1.9－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧(1/3) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

― 

原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
不
活
性
化 

原子炉格納容器調気系 ※1 

原子炉格納容器 

― 
※6 

― ※1 

― 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
爆
発
防
止 

可搬型窒素ガス供給装置 

原子炉格納容器調気系 配管・弁 

ホース・窒素供給用ヘッダ・接続口 

原子炉格納容器 

燃料補給設備 ※5 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

｢ベントストラテジ」 
 

重大事故等対応要領書 

「可搬型窒素ガス供給装

置による窒素封入」 

― 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
系
統
内
の 

不
活
性
化 

可搬型窒素ガス供給装置 

ホース・窒素供給用ヘッダ・接続口 

原子炉格納容器フィルタベント系 

燃料補給設備 ※5 

― 
※7 

― ※2 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を原子炉格納容器調気系により常時不活性化している。 

※2：発電用原子炉起動前に原子炉格納容器フィルタベント系系統内は不活性化した状態とする。 

※3：原子炉格納容器フィルタベント系補機類の手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

※4：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。  

※5：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※6：原子炉格納容器調気系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対

処設備とは位置付けない。 

※7：可搬型窒素ガス供給装置による原子炉格納容器フィルタベント系系統内の不活性化に用いる可搬型窒素ガス供

給装置及び燃料補給設備は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大事故等時に使用するものではな

いため，重大事故等対処設備とは位置付けない。  

66-5-3 にて整理  

66-5-3(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

第 43 条にて整理  
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1.9－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧(2/3) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

― 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
及
び
酸
素
の
排
出 

原子炉格納容器フィルタベント系 

フィルタ装置出口放射線モニタ 

フィルタ装置出口水素濃度 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「ベントストラテジ」 

 

重大事故等対応要領書 

「原子炉格納容器フィル

タベント」※3 

― 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
制
御 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブ

ロワ 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

残留熱除去系 
自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「ベントストラテジ」 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「可燃性ガス濃度制御系

による水素濃度制御」 

― 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
監
視 

格納容器内水素濃度（D/W） 

格納容器内水素濃度（S/C） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

｢ベントストラテジ｣ 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「格納容器内雰囲気モニ

タ起動及び水素・酸素濃

度監視」 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を原子炉格納容器調気系により常時不活性化している。 

※2：発電用原子炉起動前に原子炉格納容器フィルタベント系系統内は不活性化した状態とする。 

※3：原子炉格納容器フィルタベント系補機類の手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

※4：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。  

※5：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※6：原子炉格納容器調気系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対

処設備とは位置付けない。 

※7：可搬型窒素ガス供給装置による原子炉格納容器フィルタベント系系統内の不活性化に用いる可搬型窒素ガス供

給装置及び燃料補給設備は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大事故等時に使用するものではな

いため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

66-5-1 にて整理  

66-13-1 にて整理  

66-13-1 にて整理  
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1.9－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧(3/3) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止 

― 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度

監
視 

格納容器内雰囲気水素濃度 

格納容器内雰囲気酸素濃度 

原子炉補機代替冷却水系 ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

｢ベントストラテジ｣ 

 

非常時操作手順書（設備

別） 

「格納容器内雰囲気モニ

タ起動及び水素・酸素濃

度監視」 

 

重大事故等対応要領書 

｢原子炉補機代替冷却水

系による補機冷却水確

保｣ ※4 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷

却海水系を含む。） ※4 

非常用取水設備 ※4 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

― 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給

電 

常設代替交流電源設備 ※5 

可搬型代替交流電源設備 ※5 

代替所内電気設備 ※5 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※5 

常設代替直流電源設備 ※5 

可搬型代替直流電源設備 ※5 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

― ※5 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を原子炉格納容器調気系により常時不活性化している。 

※2：発電用原子炉起動前に原子炉格納容器フィルタベント系系統内は不活性化した状態とする。 

※3：原子炉格納容器フィルタベント系補機類の手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

※4：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。  

※5：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※6：原子炉格納容器調気系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対

処設備とは位置付けない。 

※7：可搬型窒素ガス供給装置による原子炉格納容器フィルタベント系系統内の不活性化に用いる可搬型窒素ガス供

給装置及び燃料補給設備は，発電用原子炉起動前に使用するものであり，重大事故等時に使用するものではな

いため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

66-13-1 にて整理  

66-5-4 にて整理  

第 52 条にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-4 にて整理  

66-12-5 にて整理  

第 52 条にて整理  
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1.10－1 

第 1.10－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/2）

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
濃
度
制
御
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
防
止

― 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合

装
置
に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制

静的触媒式水素再結合装置  ※１ 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装

置 

原子炉建屋原子炉棟 重
大
事
故
等

対
処
設
備

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「水素制御ストラテジ」 

― 

原
子
炉
建
屋
内
の

水
素
濃
度
監
視

原子炉建屋内水素濃度 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「水素制御ストラテジ」 

― 

代
替
電
源
に
よ
る
必

要
な
設
備
へ
の
給
電

常設代替交流電源設備 ※２ 

可搬型代替交流電源設備  ※２ 

代替所内電気設備 ※２ 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※２ 

常設代替直流電源設備 ※２ 

可搬型代替直流電源設備  ※２ 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

－ ※２ 

原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
漏
え
い
抑
制

― 

原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系(

常
設)

に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

燃料プール補給水ポンプ 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 配管・弁 

燃料プール冷却浄化系 配管・弁 

復水貯蔵タンク ※３ 

原子炉ウェル 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

自
主
対
策
設
備

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-１」等 

非常時操作手順書（設備

別） 

「燃料プール補給水ポン

プによる原子炉ウェル

注水」 

原
子
炉
格
納
容
器
頂
部
注
水
系(

可
搬

型)

に
よ
る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

大容量送水ポンプ(タイプⅠ)  

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ  

燃料プール冷却浄化系 配管・弁 

淡水貯水槽（No.１） ※3,5 

淡水貯水槽（No.２） ※3,5 

原子炉ウェル 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

燃料補給設備 ※2 

自
主
対
策
設
備

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「注水ストラテジ-１」等 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）による原子炉

ウェル注水」 

※1:静的触媒式水素再結合装置は，起動操作を必要としない原子炉建屋内水素濃度抑制設備である。 

※2:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3:手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。  

※4:手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。  

※5:「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

66-8-1 にて整理  

66-13-1 にて整理  

第 49 条にて整理  

66-8-2 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-4 にて整理  

66-12-5 にて整理  
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1.10－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/2） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
排
出
に
よ
る 

原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
防
止 

― 

原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備 

に
よ
る
水
素
排
出 

原子炉建屋ベント設備 

大容量送水ポンプ(タイプⅡ) ※４ 

ホース延長回収車 ※４ 

ホース ※４ 

放水砲 ※４ 

燃料補給設備 ※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（シビ

アアクシデント） 

「水素制御ストラテジ」 

 

重大事故等対応要領書 

「原子炉建屋ベント」 

※1:静的触媒式水素再結合装置は，起動操作を必要としない原子炉建屋内水素濃度抑制設備である。 

※2:手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3:手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。  

※4:手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。  

※5:「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

資料1.(3) 46/78
151



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.11－1                 

第 1.11－1 表 機能喪失を想定する設計基準対象施設と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/3） 

分類 

機能喪失を想定 

する設計基準事故 

対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注
水
機
能
の
喪
失
時
，
又
は
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時 

･残留熱除去系(燃料プ

ール水の補給) 

 

･燃料プール冷却浄化

系 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
配
管
）
に 

よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

淡水貯水槽（No.１） ※1，※4 

淡水貯水槽（No.２） ※1，※4 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

燃料プール冷却浄化系配管・弁 

使用済燃料プール 

燃料補給設備 ※2 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候ベー

ス）「SFP 水位・温度制御」 

 

非常時操作手順書（プラント

停止中）「燃料プール冷却機能

喪失」，「燃料プール冷却材喪

失」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）による使用済燃料プール

注水（常設配管）」 

「大容量送水ポンプによる送

水」 ※1 

燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に 

よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

淡水貯水槽（No.１） ※1，※4 

淡水貯水槽（No.２） ※1，※4 

ホース・注水用ヘッダ 

使用済燃料プール 

燃料補給設備 ※2 

 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候ベー

ス）「SFP 水位・温度制御」 

 

非常時操作手順書（プラント

停止中）「燃料プール冷却機

能喪失」，「燃料プール冷却

材喪失」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タイプ

Ⅰ）による使用済燃料プール

注水（可搬型）」 

「大容量送水ポンプによる送

水」 ※1 

ろ
過
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
使
用
済 

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水 

ろ過水ポンプ 

ろ過水タンク 

ろ過水系配管・弁 

補給水系配管・弁 

残留熱除去系配管・弁 

燃料プール冷却浄化系配管・弁 

使用済燃料プール 

常設代替交流電源設備 ※2 

 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（徴候ベー

ス）「SFP 水位・温度制御」 

 

非常時操作手順書（プラント

停止中）「燃料プール冷却機能

喪失」，「燃料プール冷却材喪

失」 

 

非常時操作手順書（設備別）

「ろ過水ポンプによる使用済

燃料プール注水」 

－ 

使
用
済
燃
料 

プ
ー
ル
か
ら
の 

漏
え
い
抑
制 

サイフォン防止機能 

 

 

 

 

 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

－ 

※1：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
※2：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※3：手順は，「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 
※4：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※5：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。  

66-19-1 にて整理  

66-9-1,66-19-1(系に含まれる) 

66-9-1(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-9-1,66-19-1(系に含まれる) 

66-9-1(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-9-1(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水
源（措置）  

【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水
源（措置）  
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1.11－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/3） 

分類 

機能喪失を想定 

する設計基準事故

対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時

－ 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
配
管
）
に
よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

淡水貯水槽（No.１） ※1，※4 

淡水貯水槽（No.２） ※1，※4 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

燃料プール冷却浄化系配管・弁 

スプレイノズル 

使用済燃料プール 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書（徴候ベ

ース）「SFP 水位・温度制御」 

 

非常時操作手順書（プラン

ト停止中）「燃料プール冷却

材喪失」 
重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）による使用済燃料プ

ールスプレイ（常設配

管）」 

「大容量送水ポンプによる

送水」 ※1 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

淡水貯水槽（No.１） ※1，※4 

淡水貯水槽（No.２） ※1，※4 

スプレイノズル 

ホース・注水用ヘッダ 

使用済燃料プール 

燃料補給設備 ※2 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書（徴候ベ

ース）「SFP 水位・温度制

御」 

 

非常時操作手順書（プラン

ト停止中）「燃料プール冷

却材喪失」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）による使用済燃料プ

ールスプレイ（可搬型）」 

「大容量送水ポンプによる

送水」 ※1 

化
学
消
防
自
動
車
及
び
大
型
化
学
高
所
放

水
車
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

（
常
設
配
管
）
を
用
い
た
ス
プ
レ
イ

大型化学高所放水車 

化学消防自動車 

ろ過水タンク 

ホース・接続口 

燃料プール冷却浄化系配管・弁 

スプレイノズル 

使用済燃料プール 

自
主
対
策
設
備

非常時操作手順書（徴候ベ

ース）「SFP 水位・温度制

御」 

非常時操作手順書（プラン

ト停止中）「燃料プール冷

却材喪失」 

重大事故等対応要領書 

「化学消防自動車及び大型

化学高所放水車による使用

済燃料プールスプレイ（常

設配管）」 

使
用
済
燃
料

プ
ー
ル
か
ら
の

漏
え
い
緩
和

シール材 

接着剤 

ステンレス鋼板 

吊り下ろしロープ 

自
主
対
策
設
備

重大事故等対応要領書 

「資機材を利用した漏えい抑

制」 

※1：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 
※2：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※3：手順は，「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

※4：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※5：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1(系に含まれる) 

66-9-2(系に含まれる) 

66-9-2 にて整理  

66-9-2(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1(系に含まれる) 

66-9-2(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-9-2 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

【解釈】1 b)項を満足するための代替
淡水源（措置）  

【解釈】1 b)項を満足するための代替
淡水源（措置）  
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1.11－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/3） 

分類 

機能喪失を想定 

する設計基準事故 

対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
の
大
量
の
水

の
漏
え
い
発
生
時 

－ 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ）※4 

放水砲 ※3 

ホース延長回収車 ※4 

ホース ※4 

燃料補給設備 ※2 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※3 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

－ 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

使用済燃料プール水位／温度（ヒート

サーモ式） 

使用済燃料プール水位／温度（ガイド

パルス式） 

使用済燃料プール上部空間放射線モ

ニタ（高線量，低線量） 

使用済燃料プール監視カメラ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

代
替
電
源
に
よ
る
給
電 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※2 

常設代替直流電源設備 ※2 

可搬型代替直流電源設備 ※2 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－※2 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
か
ら
発
生
す
る
水
蒸
気
に

よ
る
悪
影
響
の
防
止 

･全交流動力電源 

 

･原子炉補機冷却水系

（原子炉補機冷却海

水系含む） 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
に
よ
る 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱 

燃料プール冷却浄化系ポンプ 

燃料プール冷却浄化系熱交換器 

燃料プール冷却浄化系配管・弁・スキ

マサージタンク・ディフューザ 

使用済燃料プール 

原子炉補機代替冷却水系 ※5 

常設代替交流電源設備 ※2 

可搬型代替交流電源設備 ※2 

 

 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（徴候ベー

ス） 

「SFP 水位・温度制御」 

 

非常時操作手順書（プラント停

止中） 

「燃料プール冷却機能喪失」 

 

非常時操作手順書（設備別） 

「燃料プール冷却浄化系による

使用済燃料プールの冷却」 

※1：「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」【解釈】1 b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

※2：手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※3：手順は，「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 
※4：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※5：手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 
 

66-10-1 にて整理  

66-10-1,66-19-2(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-9-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-4 にて整理  

66-12-5 にて整理  

66-9-3 にて整理  

66-9-3(系に含まれる) 

66-5-4 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-19-2(系に含まれる) 
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1.12－1                 

第 1.12－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
又
は 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷 

－ 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） ※１ 

ホース延長回収車 ※１ 

ホース ※１ 

放水砲 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「放水設備による大気への拡
散抑制」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプによる送
水」 ガンマカメラ 

サーモカメラ 

 

 

 

自
主
対
策
設
備 

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制 

シルトフェンス 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「シルトフェンスによる海洋
への拡散抑制」 

 

重大事故等対応要領書 

「放射性物質吸着材による海
洋への拡散抑制」 

放射性物質吸着材 

 

 

自
主
対
策
設
備 

原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る 

航
空
機
燃
料
火
災 

－ 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼

防
止
処
置 

化学消防自動車 

耐震性防火水槽 

防火水槽 

ろ過水タンク 

屋外消火栓 

泡原液搬送車 

大型化学高所放水車 

泡原液備蓄車 

自
主
対
策
設
備 

重大事故等対応要領書 

「化学消防自動車及び大型
化学高所放水車による泡消
火」 

 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） ※１ 

ホース延長回収車 ※１ 

ホース ※１ 

放水砲 

泡消火薬剤混合装置 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「航空機燃料火災への泡消
火」 

 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプによる
送水」 

※１：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

66-19-2 にて整理  

66-19-2(系に含まれる) 

66-10-1 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-10-2 にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-10-1 にて整理  

66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 
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1.13－1

第 1.13－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(1/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応

サプレッションチェンバ 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

復水貯蔵タンク 

高圧代替注水系（高圧代替注水系ポンプ） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.2 原子炉冷

却材圧力バウンダリ高
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（原子炉隔離時冷却系

ポンプ） 

高圧炉心スプレイ系（高圧炉心スプレイ系

ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

手順は「1.2 原子炉冷
却材圧力バウンダリ高

圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」
にて整備する。 

復水貯蔵タンク 

制御棒駆動水圧系（制御棒駆動水ポンプ） 
自
主
対
策
設
備

手順は「1.2 原子炉冷

却材圧力バウンダリ高
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ

の
注
水

復水貯蔵タンク 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.4 原子炉冷
却材圧力バウンダリ低

圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」
及び「1.8 原子炉格納

容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」
にて整備する。 

復水貯蔵タンク 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注

水系ポンプ） 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

手順は「1.4 原子炉冷
却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を

冷却するための手順等」
にて整備する。 

復水貯蔵タンク 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注

水系ポンプ） 

自
主
対
策
設
備

手順は「1.8 原子炉格
納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順

等」にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
冷
却

復水貯蔵タンク 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常

設）（復水移送ポンプ） 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

手順は「1.6 原子炉格

納容器内の冷却等のた
めの手順等」にて整備
する。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

66-11-1 にて整理  

66-2-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

第 41 条にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-4-1 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-4-2 にて整理  

66-11-1 にて整理  

66-6-1 にて整理  

第 39 条にて整理  
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1.13－2 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(2/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
下

部
へ
の
注
水

復水貯蔵タンク 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水

移送ポンプ） 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常

設）（復水移送ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.8 原子炉格
納容器下部の溶融炉心

を冷却するための手順
等」にて整備する。 

原
子
炉
ウ
ェ
ル

へ
の
注
水

復水貯蔵タンク 

原子炉格納容器頂部注水系（常設）（燃料

プール補給水ポンプ） 

自
主
対
策
設
備

手順は「1.10 水素爆発

による原子炉建屋等の
損傷を防止するための
手順等」にて整備する。 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
対
応

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ

ン
ダ
リ
高
圧
時
の
原
子
炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水

サプレッションチェンバ 

高圧炉心スプレイ系（高圧炉心スプレイ系

ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

手順は「1.2 原子炉冷
却材圧力バウンダリ高
圧時に発電用原子炉を

冷却するための手順等」
にて整備する。 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 

低圧炉心スプレイ系（低圧炉心スプレイ系

ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

サプレッションチェンバ 

代替循環冷却系（代替循環冷却ポンプ） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

サプレッションチェンバ 

代替循環冷却系（代替循環冷却ポンプ） 
自
主
対
策
設
備

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱

サプレッションチェンバ 

残留熱除去系（残留熱除去系ポンプ） 重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

手順は「1.6 原子炉格
納容器内の冷却等のた

めの手順等」にて整備す
る。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）

66-11-1 にて整理  

66-7-1 にて整理  

66-6-1 にて整理  

第 46 条にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 39 条にて整理  

66-5-5 にて整理  

第 39 条にて整理  
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1.13－3 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(3/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
対
応 

－ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
及
び

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
除
熱 

サプレッションチェンバ 

代替循環冷却系（代替循環冷却ポンプ） 

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.7 原子炉格
納容器の過圧破損を防

止するための手順等」に
て整備する。 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

サプレッションチェンバ 

代替循環冷却系（代替循環冷却ポンプ） 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替

循環冷却ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格
納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順

等」にて整備する。 

ろ
過
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

ろ過水タンク 

ろ過水系（ろ過水ポンプ） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷
却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を

冷却するための手順等」
及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を

冷却するための手順等」
にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
冷
却 

ろ過水タンク 

ろ過水系（ろ過水ポンプ） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格
納容器内の冷却等のた

めの手順等」にて整備す
る。 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水 

ろ過水タンク 

ろ過水系（ろ過水ポンプ） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格

納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順
等」にて整備する。 

－ 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル

へ
の
注
水 

ろ過水タンク 

ろ過水系（ろ過水ポンプ） 

 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃
料貯蔵槽の冷却等のた

めの手順等」にて整備す
る。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

第 46 条にて整理  

66-5-5 にて整理  

第 46 条にて整理  

66-5-5 にて整理  

66-7-2 にて整理  
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1.13－4 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(4/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

淡
水
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る

送
水

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプに

よる送水」 
淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
の

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

低圧代替注水系（可搬型）（大容量送水ポン

プ（タイプⅠ），ホース延長回収車，ホース・

注水用ヘッダ・接続口等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース

延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口

等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.6 原子炉格
納容器内の冷却等のた
めの手順等」にて整備す

る。 淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
水
補
給

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.5 最終ヒー
トシンクへ熱を輸送す
るための手順等」及び

「1.7 原子炉格納容器
の過圧破損を防止する
ための手順等」にて整備

する。 
淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

66-19-1 にて整理  

66-4-3,66-6-2,66-7-3,66-9-

1,66-9-2,66-11-2,66-19-1(系
に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3,66-19-1 にて整理  

66-6-2,66-19-1(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-5-1,66-19-1(系に含まれ
る) 
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1.13－5 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(5/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

淡
水
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース

延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口

等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.8 原子炉格

納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順
等」にて整備する。 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備 

－ 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発
による原子炉建屋等の
損傷を防止するための

手順等」にて整備する。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ 

燃料プール代替注水系（常設配管）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，

ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

燃料プール代替注水系（可搬型）（大容量送

水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，

ホース・注水用ヘッダ等） 

燃料プールスプレイ系（常設配管）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，

ホース・注水用ヘッダ・接続口，スプレイノ

ズル等） 

燃料プールスプレイ系（可搬型）（大容量送

水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，

ホース・注水用ヘッダ，スプレイノズル等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.11 使用済燃
料貯蔵槽の冷却等のた

めの手順等」にて整備す
る。 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

 

  

66-7-3,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-7-3,66-19-1 にて整理  

66-6-2,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-6-2,66-19-1 にて整理  

66-9-1,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-9-1,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-9-1,66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-9-1,66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1 にて整理  

66-9-2,66-19-1(系に含まれ
る) 
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1.13－6 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(6/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

に
よ
る
送
水 

淡水タンク 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

ろ過水系配管・弁 

給排水処理設備配管・弁 

燃料補給設備 ※１ 

自
主
対
策
設
備 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプに

よる送水」 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

淡水タンク 

低圧代替注水系（可搬型）（大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，ホ

ース・注水用ヘッダ・接続口等） 
自
主
対
策
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
冷
却 

淡水タンク 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホー

ス延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接

続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.6 原子炉格
納容器内の冷却等のた
めの手順等」にて整備す

る。 

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
フ
ィ
ル
タ
装
置
へ
の
水
補
給 

淡水タンク 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

ろ過水系配管・弁 

給排水処理設備配管・弁 

燃料補給設備 ※１ 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.5 最終ヒー
トシンクへ熱を輸送す

るための手順等」及び
「1.7 原子炉格納容器
の過圧破損を防止する

ための手順等」にて整備
する。 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水 

淡水タンク 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）（大

容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長

回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホー

ス延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接

続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.8 原子炉格
納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順

等」にて整備する。 

－ 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ

の
注
水 

淡水タンク 

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（大

容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長

回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.10 水素爆発
による原子炉建屋等の

損傷を防止するための
手順等」にて整備する。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）  
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1.13－7 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(7/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
対
応 

－ 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ 

淡水タンク 

燃料プール代替注水系（常設配管）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回

収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

燃料プール代替注水系（可搬型）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ等） 

燃料プールスプレイ系（常設配管）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回

収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口，ス

プレイノズル等） 

燃料プールスプレイ系（可搬型）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ，スプレイノズ

ル等） 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃

料貯蔵槽の冷却等のた
めの手順等」にて整備す
る。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
ス
プ
レ
イ 

淡水タンク 

大型化学高所放水車 

化学消防自動車 

ホース・接続口 

ろ過水系配管・弁 

給排水処理設備配管・弁 

燃料プール冷却浄化系配管・弁 

スプレイノズル 

使用済燃料プール 

 

自
主
対
策
設
備 

手順は「1.11 使用済燃

料貯蔵槽の冷却等のた
めの手順等」にて整備す
る。 

海
を
水
源
と
し
た
対
応 

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水

（
各
種
注
水
） 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプに
よる送水」 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
送
水

（
各
種
供
給
） 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

ホース延長回収車 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

ホース・接続口 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「大容量送水ポンプに
よる送水」 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）  

66-19-1 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-5-4,66-10-1,66-11-3,66-

19-1,66-19-2(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3,66-6-2,66-7-3,66-9-
1,66-9-2,66-11-2,66-11-3,66-
19-1(系に含まれる) 

66-19-1,66-19-2(系に含まれ
る) 
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1.13－8 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(8/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

海
を
水
源
と
し
た
対
応

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧

時
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

低圧代替注水系（可搬型）（大容量送水ポ

ンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，ホ

ース・注水用ヘッダ・接続口等） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.4 原子炉冷

却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」

及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」

にて整備する。 

原
子
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

冷
却

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホー

ス延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接

続口等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.6 原子炉格
納容器内の冷却等のた
めの手順等」にて整備す

る。 

復水貯蔵タンク 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）（大

容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長

回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型）（大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホー

ス延長回収車，ホース・注水用ヘッダ・接

続口等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.8 原子炉格
納容器下部の溶融炉心
を冷却するための手順

等」にて整備する。 

－ 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水

原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）（大

容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長

回収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 自
主
対
策
設
備

手順は「1.10 水素爆発
による原子炉建屋等の
損傷を防止するための

手順等」にて整備する。 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
／
ス
プ
レ
イ

燃料プール代替注水系（常設配管）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回

収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口等） 

燃料プール代替注水系（可搬型）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ等） 

燃料プールスプレイ系（常設配管）（大容

量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回

収車，ホース・注水用ヘッダ・接続口，ス

プレイノズル等） 

燃料プールスプレイ系（可搬型）（大容量

送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収

車，ホース・注水用ヘッダ，スプレイノズ

ル等） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

手順は「1.11 使用済燃
料貯蔵槽の冷却等のた
めの手順等」にて整備す

る。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-7-3,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-6-2(系に含まれる) 

66-9-1,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-9-1,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-9-2,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-4-3(系に含まれる) 

66-6-2(系に含まれる) 

66-7-3(系に含まれる) 

66-6-2,66-19-1 にて整理  

66-9-1(系に含まれる) 

66-9-1(系に含まれる)

66-9-2(系に含まれる) 

66-9-2,66-19-1 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-9-2(系に含まれる) 
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1.13－9 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(9/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

海
を
水
源
と
し
た
対
応 

－ 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
。
）

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水

系を含む。）（原子炉補機冷却水ポンプ及び

原子炉補機冷却海水ポンプ） 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

手順は「1.5 最終ヒー
トシンクへ熱を輸送す
るための手順等」にて整

備する。 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
（
海
）
へ
の
代
替

熱
輸
送 

原子炉補機代替冷却水系（大容量送水ポン

プ（タイプⅠ），熱交換器ユニット，ホー

ス延長回収車，ホース・除熱用ヘッダ・接

続口等） 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

手順は「1.5 最終ヒー
トシンクへ熱を輸送す
るための手順等」にて整

備する。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・除熱用ヘッダ・接続口 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※１ 

自
主
対
策
設
備 

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
拡

散
抑
制 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

ホース延長回収車 

放水砲 

ホース 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.12 発電所外

への放射性物質の拡散
を抑制するための手順
等」にて整備する。 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の 

泡
消
火 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

ホース延長回収車 

放水砲 

泡消火薬剤混合装置 

ホース 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.12 発電所外
への放射性物質の拡散
を抑制するための手順

等」にて整備する。 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
を
水
源
と

し
た
対
応 

－ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
水 

ほう酸水注入系貯蔵タンク 

ほう酸水注入系（ほう酸水注入系ポンプ） 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.1 緊急停止
失敗時に発電用原子炉

を未臨界にするための
手順等」，「1.2 原子炉冷
却材圧力バウンダリ高

圧時に発電用原子炉を
冷却するための手順等」
及び「1.8 原子炉格納

容器下部の溶融炉心を
冷却するための手順等」
にて整備する。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）  

第 52 条にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-10-1 にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-10-1 にて整理  

66-12-7 にて整理  

第 24 条, 66-2-3 にて整理  

66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 

66-10-1,66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 

66-5-4,66-19-1 にて整理  

66-5-4,66-19-1(系に含まれ
る) 

66-5-4(系に含まれる) 
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1.13－10 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(10/11) 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の
対
応 

－ 

淡
水
貯
水
槽
を
水
源
と
し
た
大
容
量
送
水
ポ

ン
プ(

タ
イ
プ
Ⅰ)

に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ
ン

ク
へ
の
補
給 

復水貯蔵タンク 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

補給水系配管・弁 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書
「淡水貯水槽から復水
貯蔵タンクへの補給」 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 

 

自
主
対
策
設
備 

淡
水
タ
ン
ク
を
水
源
と
し
た
大
容
量

送
水
ポ
ン
プ(

タ
イ
プ
Ⅰ)
に
よ
る
復

水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給 

復水貯蔵タンク 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

ろ過水タンク 

純水タンク 

原水タンク 

補給水系配管・弁 

ろ過水系配管・弁 

給排水処理装置配管・弁 

燃料補給設備 ※１ 

自
主
対
策
設
備 

重大事故等対応要領書
「淡水タンクから復水
貯蔵タンクへの補給」 

海
を
水
源
と
し
た
大
容
量
送
水
ポ
ン

プ(

タ
イ
プ
Ⅰ)

に
よ
る
復
水
貯
蔵
タ

ン
ク
へ
の
補
給 

復水貯蔵タンク 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

ホース延長回収車 

ホース・注水用ヘッダ・接続口 

補給水系配管・弁 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書
「海から復水貯蔵タン
クへの補給」 

耐
震
性
防
火
水
槽
を
水
源
と
し
た

化
学
消
防
自
動
車
に
よ
る
復
水
貯

蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給 

復水貯蔵タンク 

化学消防自動車 

ホース 

耐震性防火水槽 自
主
対
策
設
備 

重大事故等対応要領書
「耐震性防火水槽から

復水貯蔵タンクへの補
給」 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置） 

  

66-11-1 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-11-2(系に含まれる) 

66-11-1 にて整理  

66-19-1 にて整理  

66-11-2(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-19-1(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

66-11-2(系に含まれる) 

66-19-1(系に含まれる) 

66-11-2(系に含まれる) 
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1.13－11 

対応手段，対処設備及び手順書一覧(11/11)  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応 
手段 

対処設備 手順等 

淡
水
貯
水
槽
へ
水
を
補
給
す
る
た
め
の

対
応 

－ 

海
を
水
源
と
し
た
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ 

）
に
よ
る
淡
水
貯
水
槽
へ

の
補
給 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

ホース延長回収車 

ホース 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料補給設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書
「海から淡水貯水槽へ

の補給」 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策 

設
備 

水
源
を
切
り
替
え
る
た
め
の
対
応 

－ 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源
の
切
替
え 

復水貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系（高圧炉心スプレイ系

ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 
 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「高圧炉心スプレイ系

ポンプによる原子炉注
水」 

サプレッションチェンバ 

高圧炉心スプレイ系（高圧炉心スプレイ系

ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

淡
水
か
ら
海
水
へ
の
切
替
え
（
復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ
補
給
す
る
水
源
の
切
替
え
（
淡

水
貯
水
槽
か
ら
補
給
し
て
い
る
場
合
）
） 

大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

ホース延長回収車 

ホース 

貯留堰 

取水口 

取水路 

海水ポンプ室 

燃料給油設備 ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書
「海から淡水貯水槽へ

の補給」 

淡水貯水槽（No.1） ※２ 

淡水貯水槽（No.2） ※２ 
自
主
対
策
設
備 

外
部
水
源
か
ら
内
部
水
源
へ
の
切
替
え
（
外
部
水

源
（
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
）
か
ら
内
部
水
源
（
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
）
へ
の
切
替
え
） 

復水貯蔵タンク 

サプレッションチェンバ 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ） 

代替循環冷却系（代替循環冷却ポンプ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

手順は「1.4 原子炉冷
却材圧力バウンダリ低
圧時に発電用原子炉を

冷 却 す る た め の 手 順
等」，「1.7 原子炉格納
容器の過圧破損を防止

するための手順等」及び
「1.8 原子炉格納容器
下部の溶融炉心を冷却

するための手順等」にて
整備する。 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：本条文【解釈】1b)項を満足するための代替淡水源（措置）

Ⅱ 

66-19-2 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-11-1 にて整理  

第 39 条にて整理  

第 46 条にて整理  

第 39 条にて整理  

66-19-2 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-11-1 にて整理  

第 46 条にて整理  

66-4-1 にて整理  

66-5-5 にて整理  

66-19-2(系に含まれる) 

66-19-2(系に含まれる) 
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1.14－1

第 1.14－1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/5） 

分類 
機能喪失を想定する   

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

＿ 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機 

非常用ディーゼル発電設備燃料デ

イタンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料デイタンク 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送ポンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送ポンプ 

非常用ディーゼル発電機～非常用

高圧母線 2C 系及び非常用高圧母

線 2D 系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機～非常用高圧母線 2H 系電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

非常時操作手順書（設備別） 

「M/C C(D)母線受電」 

非常時操作手順書（設備別） 

「M/C H 母線受電」 

軽油タンク 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送系配管・弁 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

第 59，60 条にて整理  

第 61 条にて整理  

第 59，60 条(系に含まれる) 

第 61 条(系に含まれる) 

第 61 条にて整理  
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1.14－2 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/5） 

分類 
機能喪失を想定する   

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

 

― 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

125V 蓄電池 2H※1 

125V 充電器 2H 

125V蓄電池 2H及び 125V充電器 2H

～125V 直流主母線盤 2H 電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書（徴候ベース） 

「電源回復」 

 

125V 蓄電池 2A※1 

125V 蓄電池 2B※1 

125V 充電器 2A 

125V 充電器 2B 

125V蓄電池 2A及び 125V充電器 2A

～125V 直流主母線盤 2A 及び 125V

直流主母線盤 2A-1 電路 

125V蓄電池 2B及び 125V充電器 2B

～125V 直流主母線盤 2B 及び 125V

直流主母線盤 2B-1 電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備 

に
よ
る
給
電 

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電設備軽油タンク 

タンクローリ 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備燃料移送ポ

ンプ 

ガスタービン発電設備燃料移送系

配管・弁 

ホース 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧

母線 2C 系及び非常用高圧母線 2D

系電路 

ガスタービン発電機～緊急用低圧

母線 2G 系電路 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「M/C C（D）母線受電」 

 

 

 ※1 125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B 及び 125V 蓄電池 2H からの給電は，運転員による操作は不要である。 

  

第 62，63 条にて整理  

第 62，63(系に含まれる) 

第 62，63 条にて整理  

第 62，63(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理  

66-12-7 にて整理  

66-12-7(系に含まれる) 

66-12-1,66-12-6(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理  
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1.14－3 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/5） 

分類 
機能喪失を想定する   

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対処設備 手順書 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

電源車 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備軽油タンク 

タンクローリ 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電設備燃料移送系

配管・弁 

ホース 

電源車～電源車接続口（原子炉建

屋）電路 

電源車接続口（原子炉建屋）～非常

用高圧母線 2C 系及び非常用高圧母

線 2D 系電路 

電源車接続口（原子炉建屋）～緊急

用低圧母線 2G 系電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「M/C C（D）母線受電」 

 

 

号
炉
間
電
力
融
通
設
備 

に
よ
る
給
電 

号炉間電力融通ケーブル（常設） 

号炉間電力融通ケーブル（可搬

型） 

号炉間電力融通ケーブル（常設）

～非常用高圧母線 2C 系又は非常用

高圧母線 2D 系電路 

号炉間電力融通ケーブル（可搬

型）～非常用高圧母線 2C 系又は非

常用高圧母線 2D 系電路 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「M/C C（D）母線受電」 

 

重大事故等対応要領書 

「M/C C（D）母線受電」 

 

 

 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備 

に
よ
る
給
電 

125V 蓄電池 2A※1 

125V 蓄電池 2B※1 

125V 充電器 2A 

125V 充電器 2B 

125V 蓄電池 2A 及び 125V 充電器 2A

～125V 直流主母線盤 2A 及び 125V

直流主母線盤 2A-1 電路 

125V 蓄電池 2B 及び 125V 充電器 2B

～125V 直流主母線盤 2B 及び 125V

直流主母線盤 2B-1 電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「125V 蓄電池 2A（2B）の不要負荷切

り離し」 

 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備 

に
よ
る
給
電 

125V 代替蓄電池 

250V 蓄電池※1 

125V 代替蓄電池～125V 直流主母線

盤 2A-1 及び 125V 直流主母線盤 2B-

1 電路 

250V 蓄電池～250V 直流主母線盤電

路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「125V代替蓄電池による 125V直流主

母線盤 2A-1（2B-1）への給電」 

 

非常時操作手順書（設備別） 

「250V蓄電池による 250V直流主母線

盤への給電」 

※1 125V 蓄電池 2A，125V 蓄電池 2B 及び 250V 蓄電池からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
 

  

66-12-2 にて整理  

66-12-7(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-12-2，66-12-6(系に含まれる) 

66-12-3 にて整理  

66-12-3(系に含まれる) 

66-12-4 にて整理  

66-12-4(系に含まれる) 
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1.14－4 

対応手段，対処設備，手順書一覧（4/5） 

分類 
機能喪失を想定する   

設計基準事故対処設備 

対

応 

手

段 

対処設備 手順書 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（常設直流電源系統喪

失） 

 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

125V 代替蓄電池 

250V 蓄電池※1 

125V 代替充電器 

250V 充電器 

電源車 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備軽油タン

ク 

タンクローリ 

非常用ディーゼル発電設備燃料

移送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電設備燃料移送

系配管・弁 

ホース 

125V 代替蓄電池及び 125V 代替充

電器～125V 直流主母線盤 2A-1 及

び 125V 直流主母線盤 2B-1 電路 

250V 蓄電池及び 250V 充電器～

250V 直流主母線盤電路 

電源車～電源車接続口（原子炉建

屋）電路 

電源車接続口（原子炉建屋）～

125V直流主母線盤 2A-1及び 125V

直流主母線盤 2B-1 電路 

電源車接続口（原子炉建屋）～

250V 直流主母線盤電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「125V 代替蓄電池による 125V 直流主

母線盤 2A-1（2B-1）への給電」 

 

非常時操作手順書（設備別） 

「250V 蓄電池による 250V 直流主母線

盤への給電」 

 

重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V 代替充電器及び

250V 充電器への給電（G 母線接続）」 

※1 250V 蓄電池からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 

  

66-12-4 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-2,66-12-4,66-12-6(系に含まれる) 

66-12-7(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-12-5 にて整理  
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1.14－5 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/5） 

分類 

機能喪失を想定する   

設計基準事故対処設

備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備

（全交流動力電源喪

失） 

所内常設蓄電式直流

電源設備（常設直流電

源系統喪失， 

可搬型交流電源設備

の電源車から給電喪

失） 

１
２
５
Ｖ
代
替
充
電
器
用
電
源
車
接
続
設
備
に
よ
る
給
電 

125V 代替充電器 

代替直流電源用切替盤 

代替直流電源用変圧器 

電源車 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備軽油タンク 

タンクローリ 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電設備燃料移送系

配管・弁 

ホース 

電源車～電源車接続口（制御建屋）

電路 

電源車接続口（制御建屋）～125V

直流主母線盤 2A-1 及び 125V 直流

主母線盤 2B-1 電路 

自
主
対
策
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「125V 代替蓄電池による 125V 直流主

母線盤 2A-1（2B-1）への給電」 

 

重大事故等対応要領書 

「電源車による 125V 代替充電器への

給電（125V 代替直流電源切替盤接

続）」 

 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給

電 

非常用所内電気設備 
代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給

電 
ガスタービン発電機接続盤 

緊急用高圧母線 2F 系 

緊急用高圧母線 2G 系 

緊急用動力変圧器 2G 系 

緊急用低圧母線 2G 系 

緊急用交流電源切替盤 2G 系 

緊急用交流電源切替盤 2C 系 

緊急用交流電源切替盤 2D 系 

非常用高圧母線 2C 系 

非常用高圧母線 2D 系 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時操作手順書（設備別） 

「緊急用 G 母線受電」 

  

重大事故等対応要領書 

「緊急用 G 母線受電」 

 

燃
料
補
給 

― 

燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
補
給 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備軽油タンク 

タンクローリ 

非常用ディーゼル発電設備燃料移

送系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電設備燃料移送系

配管・弁 

ホース 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「燃料補給設備による給油」 

 

 

66-12-6 にて整理  

66-12-6(系に含まれる) 

66-12-7 にて整理  

66-12-7(系に含まれる) 
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1.15－1 

第 1.15－1 表 事故時に必要な計装に関する手順 

 対応手段，対処設備，手順書一覧 

分類 
機能喪失の想定する 

重大事故等対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

監
視
機
能
喪
失
時 

計器の故障 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル 

に
よ
る
計
測 

当該パラメータの他チャンネルの重要計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「重要パラメータの推定」 

当該パラメータの他チャンネルの常用計器 

自
主
対
策

設
備 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 

自
主
対
策

設
備 

計器の計測範囲（把握

能力）を超えた場合 代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 

自
主
対
策

設
備 

可
搬
型
計
測
器
に

よ
る
計
測 

可搬型計測器  

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「可搬型計測器によるパラメー

タ監視」 

計
器
電
源
喪
失
時 

全交流動力電源喪失 

直流電源喪失 
代
替
電
源
（
交
流
） 

か
ら
の
給
電 

常設代替交流電源設備 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 

非常時操作手順書（設備別） 

重大事故等対応要領書 

可搬型代替交流電源設備 

号炉間電力融通設備 

自
主
対
策

設
備 

代
替
電
源
（
直
流
） 

か
ら
の
給
電 

所内常設蓄電式直流電源設備 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常設代替直流電源設備 

可搬型代替直流電源設備 

125V代替充電器用電源車接続設備 

自
主
対
策

設
備 

代
替
所
内
電
気
設

備
に
よ
る
給
電 

代替所内電気設備 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器  

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

「可搬型計測器によるパラメー

タ監視」 

－ － 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録 

安全パラメータ表示システム（SPDS） 

(データ収集装置，SPDS伝送装置，SPDS表示装置) 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

重大事故等対応要領 

「パラメータの記録」 

プロセス計算機 自
主
対
策

設
備 

中央制御室記録計 

66-13-1 にて整理  

66-13-1 にて整理  

66-13-1 にて整理  

66-13-3 にて整理  

66-12-1 にて整理  

66-12-2 にて整理  

66-12-3 にて整理  

66-12-4 にて整理  

66-12-5 にて整理  

66-12-6 にて整理  

66-13-3 にて整理  

66-17-1 にて整理  
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1.15－2 

第 1.15－4 表 補助パラメータ（1/4） 

分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

電源関係 

275kV母線電圧 
275kV母線の受電状態を確認する
パラメータ 

6-2E母線電圧 
外部電源の受電状態を確認する
パラメータ 

6-2F-1母線電圧*１ 
緊急用高圧母線の受電状態を確
認するパラメータ 

6-2F-2母線電圧*１ 

6-2G母線電圧 

6-2C母線電圧*１ 
非常用高圧母線の受電状態を確
認するパラメータ 

6-2D母線電圧*１ 

6-2H母線電圧*１ 

4-2G母線電圧 
緊急用低圧母線の受電状態を確
認するパラメータ 

4-2C母線電圧*１ 
非常用低圧母線の受電状態を確
認するパラメータ 

4-2D母線電圧*１ 

HPCS MCC母線電圧 

125V直流主母線2A電圧*１ 

直流電源の受電状態を確認する
パラメータ 

125V直流主母線2B電圧*１ 

125V直流主母線2A-1電圧*１ 

125V直流主母線2B-1電圧*１ 

HPCS125V直流主母線電圧*１ 

250V直流主母線電圧*１ 

GTG発電機電圧 

代替電源設備の運転状態を確認
するパラメータ 

GTG発電機電力 

GTG発電機周波数 

電源車電圧 

電源車周波数 

D/G(2A)電圧 

非常用ディーゼル発電機の運転
状態を確認するパラメータ 

D/G(2B)電圧 

D/G(2A)電力 

D/G(2B)電力 

D/G(2A)周波数 

D/G(2B)周波数 

D/G(2H)電圧 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル
発電機の運転状態を確認するパ
ラメータ 

D/G(2H)電力 

D/G(2H)周波数 

＊１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 

  

66-13-2 にて整理  

66-13-2 にて整理  

66-13-2 にて整理  

66-13-2 にて整理  
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.15－3 

第 1.15－4 表 補助パラメータ（2/4） 

分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

電源関係 

D/G(3A)電圧(3号炉) 

非常用ディーゼル発電機(3号炉)
の運転状態を確認するパラメー
タ 

D/G(3B)電圧(3号炉) 

D/G(3A)電力(3号炉) 

D/G(3B)電力(3号炉) 

D/G(3A)周波数(3号炉) 

D/G(3B)周波数(3号炉) 

軽油タンク油面 

燃料の確保状態を確認するパラ
メータ 

ガスタービン発電設備軽油タンク油面 

タンクローリ油タンクレベル 

各機器油タンクレベル 

補機関係 

高圧代替注水系ポンプ入口圧力 
高圧代替注水系ポンプの運転状
態を確認するパラメータ 

高圧代替注水系タービン入口蒸気圧力 

高圧代替注水系タービン排気圧力 

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン入
口蒸気圧力 

原子炉隔離時冷却系の運転状態
を確認するパラメータ 原子炉隔離時冷却系タービン排気圧力 

原子炉隔離時冷却系タービン回転数 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）出口圧力 
大容量送水ポンプ（タイプⅠ）
の運転状態を確認するパラメー
タ 

ほう酸水注入系ポンプ出口圧力 ほう酸水注入系の運転状態を確
認するパラメータ ほう酸水注入系貯蔵タンク水位 

その他 

制御棒駆動水ポンプ出口流量 
制御棒駆動水圧系の運転状態を
確認するパラメータ 

制御棒駆動水原子炉間差圧 

アキュムレータ充填水圧力 

高圧窒素ガス供給系 ADS入口圧力*１ 
高圧窒素ガス供給系の運転状態
を確認するパラメータ 高圧窒素ガス供給系窒素ガスボンベ出口圧力 

代替高圧窒素ガス供給系高圧窒素ガスボンベ
ラック出口圧力 代替高圧窒素ガス供給系の運転

状態を確認するパラメータ 代替高圧窒素ガス供給系窒素ガス供給止め弁
入口圧力*１ 

残留熱除去系ポンプ室漏えい検出周囲温度 
当該系統の漏えいを確認するパ
ラメータ 

プロセス放射線モニタ 原子炉冷却材の漏えいを確認す
るパラメータ ドライウェルサンプ水位 

格納容器pH調整系タンク水位 格納容器pH調整系の運転状態を
確認するパラメータ 格納容器pH調整系ポンプ出口圧力 

＊１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 

66-13-2 にて整理  

66-13-2 にて整理  

資料1.(3) 69/78
174



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.15－4 

第 1.15－4 表 補助パラメータ（3/4） 

分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

その他 

ろ過水ポンプ出口圧力 
ろ過水系の運転状態を確認する
パラメータ 

純水移送ポンプ出口圧力 
純水補給水系の運転状態を確認
するパラメータ 

給水流量 
給・復水系の運転状態を確認す
るパラメータ 

原子炉給水ポンプ出口ヘッダ圧力 

主復水器器内圧力 

原子炉冷却材浄化系入口流量 
原子炉冷却材浄化系の運転状態
を確認するパラメータ 

原子炉冷却材浄化系再生熱交換器入口温度 

原子炉冷却材浄化系非再生熱交換器出口温度 

可燃性ガス濃度制御系入口ガス流量 

可燃性ガス濃度制御系の運転状
態を確認するパラメータ 

可燃性ガス濃度制御系ブロワ入口流量 

可燃性ガス濃度制御系ブロワ入口圧力 

可燃性ガス濃度制御系再結合器内ガス温度 

可燃性ガス濃度制御系再結合器表面温度 

可燃性ガス濃度制御系加熱管表面温度 

可燃性ガス濃度制御系加熱管内ガス温度 

可燃性ガス濃度制御系加熱管出口ガス温度 

可燃性ガス濃度制御系入口ガス温度 

可燃性ガス濃度制御系ブロワ入口温度 

可燃性ガス濃度制御系冷却器出口ガス温度 

原子炉補機冷却水系冷却水供給温度 

原子炉補機冷却水系の運転状態
を確認するパラメータ 

原子炉補機冷却水系冷却水供給圧力 

原子炉補機冷却水系サージタンク水位 

残留熱除去系熱交換器冷却水出口温度 

原子炉補機冷却海水系ポンプ出口圧力 
原子炉補機冷却海水系の運転状
態を確認するパラメータ 

プレート式熱交換器出口温度 

原子炉補機代替冷却水系の運転
状態を確認するパラメータ 

淡水ポンプ出口圧力 

淡水ポンプ入口圧力 

ストレーナ入口圧力 

燃料プール冷却浄化系熱交換器冷却水入口流
量 

原子炉ウェル水位 
原子炉格納容器頂部注水系の運
転状態を確認するパラメータ 

高圧炉心スプレイ補機冷却水系冷却水供給圧
力 

高圧炉心スプレイ補機冷却水系
の運転状態を確認するパラメー
タ 

高圧炉心スプレイ補機冷却水系冷却水供給温
度 

＊１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 

資料1.(3) 70/78
175



設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.15－5 

 

第 1.15－4 表 補助パラメータ（4/4） 

分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

 
その他 

燃料プール補給水ポンプ出口流量 燃料プール補給水系の運転状態
を確認するパラメータ 燃料プール補給水ポンプ出口圧力 

スキマサージタンク水位 
使用済燃料プールの状態を確認
するパラメータ 

燃料プール冷却浄化系ポンプ出口流量 
燃料プール冷却浄化系ポンプの
運転状態を確認するパラメータ 

純水タンク水位 

代替淡水源の確保状態を確認す
るパラメータ 

ろ過水タンク水位 

淡水貯水槽(No.1) 

淡水貯水槽(No.2) 

原水タンク水位 

モニタリングポスト 
屋外の放射線量を確認するパラ
メータ 可搬型代替モニタリング設備 

可搬型モニタリング設備 

＊１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故等対処設備とする。 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.16－1 

第1.16－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/2） 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

居
住
性
の
確
保

中央制御室遮蔽 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

－ 

中央制御室送風機 非常時操作手順書 (設

備別) 
「中央制御室換気空調
系運転」 

「中央制御室の酸素及
び二酸化炭素濃度の測
定手順」 

中央制御室排風機 

中央制御室再循環送風機 

中央制御室再循環フィルタ装置 

中央制御室換気空調系ダクト・ダンパ 

中央制御室待避所遮蔽 － 

中央制御室待避所加圧設備（空気ボンベ） 
非常時操作手順書 (設

備別) 
「中央制御室待避所の
運用手順」 

「中央制御室待避所の
酸素及び二酸化炭素濃
度の測定手順」 

中央制御室待避所加圧設備（配管・弁） 

差圧計 

酸素濃度計 

非常時操作手順書 (設

備別) 
「中央制御室の酸素及
び二酸化炭素濃度の測

定手順」 
「中央制御室待避所の
酸素及び二酸化炭素濃

度の測定手順」 

二酸化炭素濃度計 

無線連絡設備（固定型） 

重大事故等対応要領書 
衛星電話設備（固定型） 

無線連絡設備（屋外アンテナ） 

衛星電話設備（屋外アンテナ） 

データ表示装置（待避所） 

非常時操作手順書 (設

備別) 
「中央制御室待避所デ
ータ表示装置によるプ

ラントパラメータ等の
監視手順」 

可搬型照明（ＳＡ） 

非常時操作手順書 (設
備別) 

「中央制御室の照明を
確保する手順」 

「中央制御室待避所の

照明を確保する手順」 

常設代替交流電源設備 

（ガスタービン発電機）※1 
－ 

非常用照明 

設
計
基
準
事
故

対
処
設
備

非常時操作手順書 (設
備別) 
「中央制御室の照明を

確保する手順」 
「中央制御室待避所の
照明を確保する手順」 

可搬型照明 

資
機
材

重大事故等対応要領書 

※１ 手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 

遮蔽（建屋の壁等）については，運用

による厚さの変化や故障等により機

能喪失するものではないことから

LCO 対象とはしない（保安規定変更

に係る基本方針 4.3-(1)）

66-14-1 にて整理

66-14-1(系に含まれる) 

66-14-1(系に含まれる)

66-14-1 にて整理

遮蔽（建屋の壁等）については，運用

による暑さの変化や故障等により機

能喪失するものではないことから

LCO 対象とはしない（保安規定変更

に係る基本方針 4.3-(1)）

66-14-1 にて整理  

66-17-1(系に含まれる) 

66-17-1 にて整理  

66-14-1 にて整理  

66-14-1 にて整理  

66-12-1 にて整理
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.16－2 

第1.16－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/2） 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

－ 

被
ば
く
線
量
の
低
減 

非常用ガス処理系排風機  
 

 
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

 
 

 
 

重
大
事
故
緩
和
設
備 

非常時操作手順書 (設

備別) 

「非常用ガス処理系運

転」 

非常用ガス処理系空気乾燥装置 

非常用ガス処理系フィルタ装置 

非常用ガス処理系配管・弁 

排気筒 

原子炉建屋原子炉棟 

原子炉建屋ブローアウトパネル閉止装置 

非常用交流電源設備※1 

－ 
常設代替交流電源設備 

（ガスタービン発電機）※1 

－ 

汚
染
の
持
込
み
防
止 

非常用照明 

設
計
基
準
事

故
対
処
設
備 

－ 

乾電池内蔵型照明 

資
機
材 

重大事故等対応要領書 

防護具及びチェンジングエリア用資機材 

※１ 手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整理する。 

 

第 51 条にて整理  

第 51 条(系に含まれる) 

第 49 条にて整理  

66-14-2 にて整理  

第 59 条にて整理  

66-12-1 にて整理  
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1.17－1 
 

設
置
変
更
許
可
申
請
書

 
添
付
十
追
補
１
（
手
順
と
設
備
の
リ
ス
ト
）

 

 

第
1.
17
－
1
表
 
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
整
備
す
る
手
順

 

対
応
手
段
，
対
処
設
備
及
び
手
順
書
一
覧
（

1/
2）

 

分
類
 

機
能
喪
失
を
想
定
す
る
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
 

対
応
手
段
 

対
処
設
備
 

手
順
書
 

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

放
射

線
量

の
測

定
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

自
主
対
策
設
備
 

－
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

（
放
射
線
量
の
測
定
）
 

放
射
線
量
の
代
替
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

－
 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
測
定
 

放
射
能
観
測
車
 

採
取
装
置
：
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

 

測
定
装
置
：
放
射
性
ダ
ス
ト
測
定
装
置
 

：
放
射
性
よ
う
素
測
定
装
置
 

自
主
対
策
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

放
射
能
観
測
車
 

（
空
気
中
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

 

空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

の
代
替
測
定
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
 

採
取
装
置
：
可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
 

測
定
装
置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

風
向
，
風
速

そ
の

他
の

気
象

条
件

の
測
定
 

－
 

気
象
観
測
項
目
の
測
定
 

気
象
観
測
設
備
 

自
主
対
策
設
備
 

－
 

気
象
観
測
設
備
 

（
風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測

定
）
 

気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定
 

代
替
気
象
観
測
設
備
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

放
射

線
量

の
測

定
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

デ
ー
タ
処
理
装
置
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
 

測
定
装
置
：
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

放
射
性
物
質
の
濃
度
（
空
気
中
，

水
中
，
土
壌
中
）
の
測
定
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
 

採
取
装
置
：
可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
 

測
定
装
置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

Ge
半
導
体
式
試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

可
搬
型

Ge
半
導
体
式
試
料
放
射
能
測
定
装
置
 

ガ
ス
フ
ロ
ー
測
定
装
置
 

自
主
対
策
設
備
 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

5
-1

(系
に
含
ま
れ
る

) 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

5
-1

(系
に
含
ま
れ
る

) 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

5
-1

(系
に
含
ま
れ
る

) 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理
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1.17－2 

設
置
変
更
許
可
申
請
書

 
添
付
十
追
補
１
（
手
順
と
設
備
の
リ
ス
ト
）

 

第
1.
17
－
1
表
 
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
整
備
す
る
手
順

 

対
応
手
段
，
対
処
設
備
及
び
手
順
書
一
覧
（

2/
2）

 

分
類
 

機
能
喪
失
を
想
定
す
る
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
 

対
応
手
段
 

対
処
設
備
 

手
順
書
 

放
射

性
物

質
の

濃
度

及
び

放
射

線
量

の
測

定
 

－
 

海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
放
射
線
計
測
装
置
 

採
取
装
置
：
可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ
 

測
定
装
置
：
γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

：
電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
低

減
対

策
 

検
出
器
保
護
カ
バ
ー
 

養
生
シ
ー
ト
 

遮
蔽
材
 

資
機
材
 

重
大
事
故
等
対
応
要
領
書
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

電
源

を
代

替
交

流
電

源
設

備
か

ら
給

電
 

－
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

電
源
 

無
停
電
電
源
装
置
 

自
主
対
策
設
備
 

－
 

無
停
電
電
源
装
置
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

交
流
電
源
か
ら
の
給
電
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

「
1
.1
4
 
電

源
の

確
保

に
関

す
る

手

順
等
」
に
示
す
。
 

6
6
-1

5
-1

に
て
整
理

 

6
6
-1

2
-1

に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.18－1 

第1.18－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（1/2） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

― 

― 

居
住
性
の
確
保 

緊急時対策所遮蔽 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

― 

緊急時対策所非常用送風機 

重大事故等対応要領書 

緊急時対策所非常用フィルタ装置 

緊急時対策所非常用給排気配管・

弁 

緊急時対策所加圧設備（空気ボン

ベ） 

緊急時対策所加圧設備（配管・

弁） 

緊急時対策所可搬型エリアモニタ 

可搬型モニタリングポスト 

酸素濃度計 

二酸化炭素濃度計 

差圧計 

― 

必
要
な
指
示
及
び
通
信
連
絡 

安全パラメータ表示システム（Ｓ

ＰＤＳ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重大事故等対応要領書 

無線連絡設備（固定型） 

無線連絡設備（携帯型） 

衛星電話設備（固定型） 

衛星電話設備（携帯型） 

統合原子力防災ネットワークを用

いた通信連絡設備 

無線通信装置 

― 

無線連絡設備（屋外アンテナ） 

衛星電話設備（屋外アンテナ） 

衛星通信装置 

有線（建屋内） 

送受話器（ページング）（警報装

置を含む。） 

自
主
対
策
設
備 

重大事故等対応要領書 

電力保安通信用電話設備 

局線加入電話設備 

移動無線設備 

専用電話設備（地方公共団体向ホ

ットライン） 

社内テレビ会議システム 

対策の検討に必要な資料※1 
資
機
材 

― 

※１ 「対策の検討に必要な資料」については，資機材であるため重大事故等対処設備としない。 

遮蔽（建屋の壁等）について

は，運用による厚さの変化や

故障等により機能喪失する

ものではないことから LCO

対象とはしない（保安規定変

更に係る基本方針 4.3-(1)） 

66-16-1 にて整理 

66-16-1(系に含まれる) 

66-16-1 にて整理 

66-16-1(系に含まれる) 

66-16-1 にて整理 

66-15-1 にて整理 

66-16-1 にて整理 

66-17-1 にて整理 

66-17-1(系に含まれる) 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.18－2 

第1.18－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/2） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

― 

― 

必
要
な
数
の
要
員

の
収
容 

放射線管理用資機材※2 

資
機
材 

― 

飲料水，食料等※2 

緊急時対策所 

全交流力動力電源 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電 

ガスタービン発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 重大事故等対応要領書 

ガスタービン発電設備 

軽油タンク 

タンクローリ 

軽油タンク 

ガスタービン発電設備燃料移送ポン

プ 

ガスタービン発電設備燃料移送系配

管・弁 

ホース 

非常用ディーゼル発電設備燃料移送

系配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

設備燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電機接続盤 

緊急用高圧母線 2F系 

電源車（緊急時対策所用） 

緊急時対策所軽油タンク 

緊急時対策所燃料移送系配管・弁 

緊急時対策所用高圧母線Ｊ系 

ガスタービン発電機～緊急時対策所

用高圧母線Ｊ系電路 

電源車（緊急時対策所用）～電源車

接続口（緊急時対策建屋）電路 

電源車接続口（緊急時対策建屋）～

緊急時対策所用高圧母線Ｊ系電路 

予備電源車 自
主
対
策
設
備 

電源車接続口（緊急時対策建屋南

側） 

※２ 「放射線管理用資機材」及び「飲料水，食料等」については資機材であるため重大事故等対処設備としない。 

66-12-1 にて整理 

66-12-7 にて整理 

66-12-7(系に含まれる) 

66-16-2 にて整理 

66-16-2 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-16-2(系に含まれる) 

66-16-2(系に含まれる) 

66-12-1 にて整理 
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設置変更許可申請書 添付十追補１（手順と設備のリスト） 

1.19－1 

第 1.19－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧 

（発電所内の通信連絡をする必要のある場所との通信連絡） 

分
類

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対
応
手
段

対処設備 手順書 

－ 

－ 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡

衛星電話設備（固定型）
※1

重
大
事
故
等
対
処
設
備

重大事故等対応要領書 

無線連絡設備（固定型）
※1

衛星電話設備（携帯型） 

無線連絡設備（携帯型） 

携行型通話装置 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤ

Ｓ）
※1

無線連絡設備（屋外アンテナ） 

－ 
衛星電話設備（屋外アンテナ） 

無線通信装置 

有線（建屋内） 

送受話器（ページング）（警報装置を含

む。） 
自
主
対
策
設
備

重大事故等対応要領書 

電力保安通信用電話設備 

移動無線設備 

全交流電力電源 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保

緊急時対策所用代替交流電源設備
※2

重
大
事
故
等
対
処
設
備

緊急時対策所用高圧母線Ｊ系
※2

可搬型代替交流電源設備
※3

常設代替交流電源設備
※3

非常時操作手順書 

（設備別） 
代替所内電気設備

※3

所内常設蓄電式直流電源設備
※3

※１ 代替電源設備から給電する。 

※２ 手順は「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。 

※３ 手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

66-17-1 にて整理 

66-17-1(系に含まれる) 

66-16-2 にて整理 

66-12-1 にて整理 

66-12-6 にて整理 

66-12-3 にて整理 
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資料１．（４） 表６６－１～表６６－１８ ＳＡ設備の設備分類 

（設置変更許可申請書 添付八） 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

1/
40
）

 

第
43

条
 重

大
事
故
等
対
処
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保
 

ブ
ル
ド
ー
ザ
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

バ
ッ
ク
ホ
ウ
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

 
 

6
6-
1
8-
1
に
て
整
理
 

（
資
料
の
説
明
）
 

本
資
料
は
，
設
置
変
更
許
可
申
請
書
 
添
付
八
の
リ
ス
ト
に
，
重

大
事
故
等
対
処
設
備
を
識
別
し
た
も
の
を
示
す
。

 
 色
分
け
に
つ
い
て
，
資
料
１
．
（
２
）
「
重
大
事
故
等
対
処
設
備

代
替
設
備
整
理
表
（
保
安
規
定
第

66
条
各
表
）
」
で
整
理
し
た

保
安
規
定
記
載
箇
所
の
分
類
を
示
す
。
 

 赤
枠
：
第

66
条
の
各
表
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備

 
青
枠
：
Ｄ
Ｂ
条
文
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備
 

 
 
 
第

66
条
の
他
表
に
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
す
る
設
備

 
緑
枠
：
系
に
含
ま
れ
る
設
備
ま
た
は
構
造
物
に
つ
き

 
 
 
 
Ｌ
Ｃ
Ｏ
設
定
し
な
い
設
備
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

2/
40
）

 

第
44

条
 緊

急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
に

よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機

能
）

※
２
 

原
子
炉
保
護
系
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
機
構
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

 
常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

原
子

炉
出

力
抑

制
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ

ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）

※
２
 

原
子
炉
保
護
系
 

制
御
棒
 

制
御
棒
駆
動
機
構
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

ほ
う
酸
水
注
入
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
保
護
系
 

制
御
棒
 

制
御
棒
駆
動
機
構
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

出
力
急
上
昇
の
防
止
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止

機
能
）

※
２
 

自
動
減
圧
系

  
Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
手
動
・
自
動
両
方
を
含
む
 

6
6-
1
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
-2

に
て
整
理
 

第
24

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
-3

に
て
整
理
 

第
22

条
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

3/
40
）

 

第
45

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子
炉
の
冷
却
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

（
Ｓ
）
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

（
Ｓ
）
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 

56
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展
抑
制
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 
 

6
6-
2
-1

に
て
整
理

(現
場
手
動
起
動
に
つ
い
て
は

66
-
2-
2
で
整
理

) 

第
41

条
に
て
整
理

(現
場
手
動
起
動
に
つ
い
て
は

66
-
2-
2
で
整
理

) 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

6
6-
2
-3

に
て
整
理
 

資料1.(4) 4/41
187



設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

4/
40
）

 

第
46

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ

  

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア

キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機
能
用
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機
能
用
ア

キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
減
圧
の
自
動
化
 

※
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）
の
み
 

代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
 

自
動
減
圧
系
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止

機
能
）

※
２
 

44
条
に
記
載
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全
弁
機
能
回
復
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池

 
1
25
V
蓄
電
池

2A
 

1
25
V
蓄
電
池

2B
 

Ｓ
 

Ｓ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系

（
非

常
用

）
に

よ
る

窒
素

確
保
 

※
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）
の
み

  

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機
能
用
ア

キ
ュ
ム
レ
ー
タ
）
 

Ｓ
 

（
Ｓ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に
よ
る
原
子
炉
減
圧
 

※
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）
の
み
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機
能
用
ア
キ

ュ
ム
レ
ー
タ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
隔
離
弁
 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
注
入
隔
離
弁

 
（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
注
入
隔
離
弁
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

※
３
 

S
A-
2 

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
手
動
・
自
動
両
方
を
含
む
 

※
３

 
減
圧
を
行
う
設
備
で
は
な
い
が
，
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時
に
現
場
で
の
手
動
操
作
に
よ
り
隔
離
し
，
漏
え
い
抑
制
の
た
め
の
減
圧
を
不
要
と
す
る
た
め
の
設
備

6
6-
3
-2

に
て
整
理
 

6
6-
3
-2
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
3
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
5
に
て
整
理
 

6
6-
3
-3

に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

第
49

条
に
て
整
理

(開
放
機
能
を
い
う
。
閉
止
装
置
に
つ
い
て
は
「
66
-
14
-2

原
子
炉
建
屋

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
」
で
整
理
) 

6
6-
1
-3

に
て
整
理
 

資料1.(4) 5/41
188



 

設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

5/
40
）

 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常

設
）

（
復

水
移

送
ポ

ン

プ
）

に
よ

る
原

子
炉

の
冷

却
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常

設
）

（
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
）

に
よ

る
原

子
炉
の
冷
却
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

の
冷

却
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
に

よ
る

低
圧

注
水
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

（
Ｓ
）
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る
原
子
炉
停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
）
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

  
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る
低
圧
注
水
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

（
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
 

（
Ｓ
）
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に
よ
る
除
熱
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 

6
6-
4
-2

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
4
-1

に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

第
34
,
35
,
36

条
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

6/
40
）

 

第
47

条
 原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を
含
む
。
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

非
常
用
取
水
設
備
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常

設
）

(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン

プ
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

(復
水
移
送
ポ
ン
プ

)に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の
冷
却
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

代
替
循
環
冷
却
系
 

50
条
に
記
載
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

第
52

条
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
4
-1

に
て
整
理
 

6
6-
5
-5

に
て
整
理
 

6
6-
4
-3

に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

7/
40
）

 

第
48

条
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に
よ
る
除
熱
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
を
含
む
。
）
 

－
 

Ｓ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧
及
び
除
熱
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ

ー
ド
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
を
含
む
。
）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除
熱
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
は
，
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）
及
び
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
。
）
で
あ
り
，
耐
震
重
要
度
分
類
は
い
ず
れ
も
Ｓ
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
に

よ
る
原
子
炉
停
止
時
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
）

  
47

条
に
記
載
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
5
-2

に
て
整
理
 

6
6-
5
-1

に
て
整
理
 

6
6-
5
-1
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
5
-3

に
て
整
理
 

第
34
,
35
,
36

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

8/
40
）

 

第
48

条
 最

終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器
内
の
冷
却

  

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ

ー
ド
）

  

49
条
に
記
載
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

プ
ー

ル
水
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水

冷
却
モ
ー
ド
）

  

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を
含
む
。
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却

海
水
系
を
含
む
。
）
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

水
系

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
海

水
系

を
含
む
。
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ

 

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系
（
高
圧
 

炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
海
水
系
を
含
む
。
）
）

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

非
常
用
取
水
設
備

 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

第
39

条
に
て
整
理
 

第
52

条
に
て
整
理
 

第
53

条
に
て
整
理
 

第
52

条
,第

53
条

(系
に
含

ま
れ
る
) 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

第
53

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

9/
40
）

 

第
49

条
 原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の
冷
却
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ

ー
ド
）
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器
内
の
冷
却
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ

ー
ド
）
 

－
 

Ｓ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器
内
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却

モ
ー
ド
）
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

プ
ー

ル
水
の
冷
却
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

（
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル

水
冷
却
モ
ー
ド
）
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
6
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

第
39

条
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

第
39

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

第
39

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

10
/4
0）

 

第
49

条
 原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に
よ
る
除
熱
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系

（
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を
含
む
。
）
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

非
常
用
取
水
設
備
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

第
52

条
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
1
9-
1
(系

に
含
ま
れ
る

) 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

11
/4
0）

 

第
50

条
 原

子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及
び
除
熱
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除
熱
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
5
-5

に
て
整
理
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

第
46

条
に
て
整
理
 

6
6-
5
-5
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
5
-1

に
て
整
理
 

6
6-
5
-1
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
5
-3

に
て
整
理
 

第
52

条
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

12
/4
0）

 

第
51

条
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）

（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
常

設
）

（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注
水
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部
へ
の
注
水
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

49
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

[水
源

] 
56

条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器
下
部
へ
の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

49
条
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 

6
6-
7
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
7
-2

に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
6
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

13
/4
0）

 

第
51

条
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注
水
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
 

50
条
に
記
載
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

[水
源
] 

56
条
に
記
載
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
ポ
ン
プ
 

48
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

溶
融

炉
心

の
落

下
遅

延
・

防
止
 

高
圧
代
替
注
水
系
 

45
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

44
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

(復
水
移
送
ポ
ン

プ
) 

47
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
又
は
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
 

代
替
循
環
冷
却
系
 

50
条
に
記
載
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る

6
6-
5
-5

に
て
整
理
 

6
6-
5
-5
(系

に
含
ま
れ
る

) 

第
46

条
に
て
整
理
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

第
52

条
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
2
-1

に
て
整
理
 

6
6-
2
-3

に
て
整
理
 

6
6-
4
-1

に
て
整
理
 

6
6-
4
-3

に
て
整
理
 

6
6-
5
-5

に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

14
/4
0）

 

第
52

条
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

不
活

性
化

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器
水
素
爆
発
防
止
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
調
気
系
）
 

－
 

－
 

常
設
 

（
設
計
基
準
対
象
施
設
）
 

－
 

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内
の
不
活
性
化
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
及

び
酸
素
の
排
出
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

50
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
又
は
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ

※
２
 

58
条
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度

※
２
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
及

び
酸

素
濃

度
の

監
視
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｄ
/Ｗ

)※
２
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｓ
/Ｃ

)※
２
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度

※
２
 

（
格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度

※
２
 

（
格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

6
6-
5
-3

に
て
整
理
 

6
6-
5
-1

に
て
整
理
 

6
6-
5
-3

に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

15
/4
0）

 

第
53

条
 水

素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監
視
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素
濃
度

※
２
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

6
6-
8
-1

に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
 

6
6-
8
-2

に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

16
/4
0）

 

第
54

条
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
配

管
）

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水
の
冷
却
及
び

補
給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

Ｓ
 

Ｓ
,Ｂ

 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水
の
冷
却
及
び

補
給
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

Ｓ
 

Ｓ
,Ｂ

 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
常

設
配

管
）

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ
イ
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散
抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

55
条
に
記
載
 

放
水
砲
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
9
-2

に
て
整
理
 

6
6-
9
-2

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
0-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

17
/4
0）

 

第
54

条
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ
ー
ト
サ

ー
モ
式
）

※
２
 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
位
 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
水
温
度
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
）
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ
入
口
温
度
 

燃
料
交
換
フ
ロ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

燃
料
取
替
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
排
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

－
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

 Ｃ
 

Ｃ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
）

※
２
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
線
量
，
低
線
量
）

※
２
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
ポ
ン
プ
 

残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水
の
冷
却
）
 

（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
）
 

Ｓ
 

(Ｓ
,Ｂ

) 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
熱
交
換
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
2 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
を
含
む
。
）
 

Ｓ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

S
A-
3 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

 

6
6-
9
-4

に
て
整
理
 

6
6-
9
-3

に
て
整
理
 

6
6-
5
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

18
/4
0）

 

第
55

条
 発

電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散
抑
制
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

放
水
砲
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火
 

※
水
源
は
海
を
使
用
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

泡
消
火
薬
剤
混
合
装
置
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

放
水
砲
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
（
う
ち
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散
抑
制
 

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
1
9-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
0-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
0-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
0-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
2
(系

に
含
ま
れ
る

) 

6
6-
1
9-
2
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

19
/4
0）

 

第
56

条
 重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水
源
 

※
水

源
と

し
て

は
海

も
使

用
可
能
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
）
 

（
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

(Ｂ
) 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

44
条
に
記
載
 

水
の
供
給
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅱ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

貯
留
堰
 

そ
の
他
の
設
備
に
記
載
 

取
水
口
 

取
水
路
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

6
6-
1
1-
1
に
て
整
理
 

第
46

条
に
て
整
理
 

6
6-
2
-3

に
て
整
理

(未
臨
界
機
能
に
つ
い
て
は
，
第

24
条
に
て
整
理

) 

6
6-
1
9-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
9-
1
,6
6
-1
9
-2
(系

に
含

ま
れ
る
) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

20
/4
0）

 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ
る
給
電
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
に
よ
る
給
電
 

電
源
車
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設
備
に
よ
る
給
電
 

1
25
V
蓄
電
池

2A
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器

2A
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ
る
給
電
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

※
１

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 
 

6
6-
1
2-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
4
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
3
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

21
/4
0）

 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に
よ
る
給
電
 

1
25
V
代
替
蓄
電
池
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
蓄
電
池
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

電
源
車
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
代
替
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
充
電
器
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ

る
給
電
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
接
続
盤
 

非
常
用
所
内
電
気
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2F
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
動
力
変
圧
器

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
低
圧
母
線

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2G
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2C
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
用
交
流
電
源
切
替
盤

2D
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線

2C
系
 

（
非
常
用
所
内
電
気
設
備
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
高
圧
母
線

2D
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 

6
6-
1
2-
4
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
2
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
5
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
6
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
6
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

22
/4
0）

 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

（
非
常
用
交
流
電
源
設
備
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料
デ
イ
タ
ン

ク
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

燃
料
デ
イ
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン

プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
 

1
25
V
蓄
電
池

2A
 

（
非
常
用
直
流
電
源
設
備
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
蓄
電
池

2H
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

1
25
V
充
電
器

2A
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器

2B
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
充
電
器

2H
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

※
１

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 
 

第
59

条
,6
0
条
に
て
整
理
 

第
61

条
に
て
整
理
 

第
62

条
,6
3
条
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

23
/4
0）

 

第
57

条
 
電
源
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

燃
料
補
給
設
備
 

軽
油
タ
ン
ク
 

（
軽
油
タ
ン
ク
）
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン

プ
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

－
 

（
Ｓ
）
 

Ｓ
 

 Ｓ
 

 －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

 
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

24
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

－
 

Ｓ
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

Ｃ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

Ｓ
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
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1
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

25
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
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1
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1
に
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

26
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
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1
3-
1
に
て
整
理
 

資料1.(4) 27/41
210



 

設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

27
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量
 

（
続
き
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度

  
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
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1
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1
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

28
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

－
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

－
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

29
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃
度
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｄ
/Ｗ

) 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

－
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｓ
/Ｃ

) 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

－
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｄ
/Ｗ

) 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｓ
/Ｃ

) 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線
量
率
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(Ｄ
/Ｗ

) 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(Ｓ
/Ｃ

) 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
 

起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

起
動
領
域
モ
ニ
タ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
代
替
循
環
冷
却
系
）
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

圧
力
抑
制
室
内
空
気
温
度
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

30
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
）
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
（
広
帯
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
入
口
圧
力
（
広
帯
域
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
圧
力
（
広
帯
域
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
水
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｄ
/Ｗ

) 

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

(Ｓ
/Ｃ

) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
 

保
（
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
）
 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
放
射
線
モ
ニ
タ
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
（
残
留
熱
除
去
系
）
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

－
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
系
統
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
入
口
流
量
 

Ｃ
 

Ｓ
 

Ｃ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

－
 

Ｃ
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

31
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
状
態
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

Ｓ
 

Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

Ｓ
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
状
態
）
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
の
検
出
器
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
（

原
子

炉
建

屋
内

の
状

態
）
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 
原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 
原
子
炉
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

32
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

水
源
の
確
保
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
水
位
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

残
留
熱
除
去
系
洗
浄
ラ
イ
ン
流
量
（
残
留
熱
除

去
系
Ｂ
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
流
量
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 
復
水
移
送
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
燃
料
域
）
 

－
 

－
 

 －
 

 －
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

圧
力
抑
制
室
水
位
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

－
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

Ｃ
 

Ｃ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃
度
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(Ｄ
/Ｗ

) 

格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

(Ｓ
/Ｃ

) 
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
 

圧
力
抑
制
室
圧
力
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 

6
6-
8
-2

に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

33
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設

※
３
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ
ー
ト
サ

ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

Ｃ
 

 －
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ
ー
ト
サ

ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

－
 

 －
 

 －
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ
ー
ト
サ

ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度

(ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
) 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

－
 

 Ｃ
 

 －
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ヒ
ー
ト
サ

ー
モ
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
／
温
度
（
ガ
イ
ド
パ

ル
ス
式
）
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
上
部
空
間
放
射
線
モ
ニ
タ

（
高
線
量
，
低
線
量
）
 

－
 

 Ｃ
 

 －
 

 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

温
度

，
圧

力
，

水
位

，
注

水
量
の
計
測
・
監
視
 

可
搬
型
計
測
器
 

各
計
器
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
主
要
設
備
の
計
測
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

 
 

6
6-
9
-4

に
て
整
理
 

6
6-
1
7-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
3-
3
に
て
整
理
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

34
/4
0）

 

第
58

条
 
計
装
設
備
 

系
統
機
能
 

設
備

※
１

,2
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備

※
２
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

そ
の
他

※
３
 

6
-2
F
-1

母
線
電
圧
 

6
-2
F
-2

母
線
電
圧
 

6
-2
C
母
線
電
圧
 

6
-2
D
母
線
電
圧
 

6
-2
H
母
線
電
圧
 

－
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
C
母
線
電
圧
 

（
6-

2C
母
線
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
  

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
D
母
線
電
圧
 

（
6-

2D
母
線
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

6
-2
H
母
線
電
圧
 

（
6-

2H
母
線
電
圧
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

4
-2
C
母
線
電
圧
 

（
4-

2C
母
線
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

4
-2
D
母
線
電
圧
 

（
4-

2D
母
線
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2A
電
圧
 

（
12
5V

直
流
主
母
線

2A
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2B
電
圧
 

（
12
5V

直
流
主
母
線

2B
電
圧
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2A
-1

電
圧
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2A
電
圧
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2B
-1

電
圧
 

1
25
V
直
流
主
母
線

2B
電
圧
 

－
 

Ｓ
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

2
50
V
直
流
主
母
線
電
圧
 

（
25
0V

直
流
主
母
線
電
圧
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ

12
5V

直
流
主
母
線
電
圧
 

（
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ

12
5V

直
流
主
母
線
電
圧
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

－
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
Ｄ
Ｓ
入
口
圧
力

 
（
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
Ｄ
Ｓ
入
口
圧
力
）
 

（
Ｓ
）
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
窒
素
ガ
ス
供
給
止

め
弁
入
口
圧
力
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
Ｄ
Ｓ
入
口
圧
力

 
Ｓ
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
計
装
ル
ー
プ
全
体
を
示
す
た
め
要
素
名
を
記
載
 

※
３

 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 

6
6-
1
3-
2
に
て
整
理
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1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

35
/4
0）

 

第
59

条
 運

転
員
が
原
子
炉
制
御
室
に
と
ど
ま
る
た
め
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住
性
の
確
保
 

中
央
制
御
室
遮
蔽
 

（
中
央
制
御
室
遮
蔽
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
２
 

－
 

中
央
制
御
室
送
風
機
 

（
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
２
 

－
 

中
央
制
御
室
排
風
機
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
２
 

－
 

中
央
制
御
室
再
循
環
送
風
機
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
２
 

－
 

中
央
制
御
室
再
循
環
フ
ィ
ル
タ
装
置
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

※
２
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
所
 

－
 

－
 

常
設
 

（
重
大
事
故
等
対
処
施
設
）
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
所
遮
蔽
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

中
央
制
御
室
待
避
所
加
圧
設
備
（
空
気
ボ
ン

ベ
）
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

差
圧
計

※
３
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

酸
素
濃
度
計

※
３
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
３
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

無
線
連
絡
設
備

(固
定
型

) 
62

条
に
記
載
 

衛
星
電
話
設
備

(固
定
型
）
 

デ
ー
タ
表
示
装
置
（
待
避
所
）
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
 

中
央
制
御
室
照
明
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

被
ば
く
線
量
の
低
減
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

原
子
炉
建
屋
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
，
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

58
条
 
計
装
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
等
を
操
作
す
る
人
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
常
設
設
備
で
あ
る
た
め
，
本
分
類
と
し
て
い
る
 

※
３

 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

 

遮
蔽
（
建
物
の
壁
等
）
に
つ
い
て
は
，
運
用
に
よ
る
厚

さ
の
変
化
や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら

LC
O
対
象
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針

4.
3-

(1
)）

 

6
6-
1
4-
1
に
て
整
理
 

遮
蔽
（
建
物
の
壁
等
）
に
つ
い
て
は
，
運
用
に
よ
る
厚

さ
の
変
化
や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら

LC
O
対
象
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針

4.
3-

(1
)）

 

6
6-
1
4-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
7-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
4-
1
に
て
整
理
 

第
51

条
に
て
整
理
 

6
6-
1
4-
2
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

36
/4
0）

 

第
60

条
 監

視
測
定
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

Ｃ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射

能
観

測
車

の
代

替
測

定
 

可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
２
 

放
射
能
観
測
車
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

気
象

観
測

設
備

の
代

替
測

定
 

代
替
気
象
観
測
設
備
 

気
象
観
測
設
備
 

Ｃ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射
線
量
の
測
定
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

電
離
箱
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

放
射

性
物

質
濃

度
（

空
気

中
・

水
中

・
土

壌
中

）
及

び
海
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 

可
搬
型
ダ
ス
ト
・
よ
う
素
サ
ン
プ
ラ

※
２
 

－
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

γ
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

β
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

α
線
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

小
型
船
舶
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

代
替

交
流

電
源

か
ら

の
給

電
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

57
条
に
記
載
 

（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
）
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

 

6
6-
1
5-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

37
/4
0）

 

第
61

条
 緊

急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

居
住

性
の

確
保

（
緊

急
時

対
策
所
）
 

緊
急
時
対
策
所
遮
蔽
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
送
風
機
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
非
常
用
フ
ィ
ル
タ
装
置
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
3 

差
圧
計

※
２
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

酸
素
濃
度
計

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

二
酸
化
炭
素
濃
度
計

※
２
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
可
搬
型
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
 

60
条
に
記
載
（
た
だ
し
，
本
系
統
機
能
に
お
い
て
は
可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
）
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

※
２

 
計
測
器
本
体
を
示
す
た
め
計
器
名
を
記
載
 

遮
蔽
（
建
物
の
壁
等
）
に
つ
い
て
は
，
運
用
に
よ
る
厚

さ
の
変
化
や
故
障
等
に
よ
り
機
能
喪
失
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら

LC
O
対
象
と
は
し
な
い
（
保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針

4.
3-

(1
)）

 

6
6-
1
6-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

38
/4
0）

 

第
61

条
 緊

急
時
対
策
所

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

電
源

の
確

保
（

緊
急

時
対

策
所
）
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

57
条
に
記
載
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

軽
油
タ
ン
ク
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
 

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
接
続
盤
 

緊
急
用
高
圧
母
線

2F
系
 

電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

－
 

Ｓ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

緊
急
時
対
策
所
軽
油
タ
ン
ク
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

緊
急
時
対
策
所
用
高
圧
母
線

J
系
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

必
要
な
情
報
の
把
握
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
) 

62
条
に
記
載
 

通
信

連
絡

（
緊

急
時

対
策

所
）
 

無
線
連
絡
設
備

(固
定
型

) 

62
条
に
記
載
 

無
線
連
絡
設
備

(携
帯
型

) 

衛
星
電
話
設
備

(固
定
型

) 

衛
星
電
話
設
備

(携
帯
型

) 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 
 

6
6-
1
2-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
7-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
7
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
1
に
て
整
理
 

6
6-
1
2-
6
に
て
整
理
 

6
6-
1
6-
2
に
て
整
理
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第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

39
/4
0）

 

第
62

条
 通

信
連
絡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備

※
１
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

携
行
型
通
話
装
置
 

送
受
話
器
（
ペ
ー
ジ
ン
グ
）
 

電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備
 

－
 

Ｃ
 

Ｃ
 

－
 

可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

無
線
連
絡
設
備

(固
定
型

) 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

無
線
連
絡
設
備

(携
帯
型

) 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備

(固
定
型

) 
常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備

(携
帯
型

) 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
防
止
設
備
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

発
電
所
外
の
通
信
連
絡
 

衛
星
電
話
設
備

(固
定
型

) 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

衛
星
電
話
設
備

(携
帯
型

) 
可
搬
型
 

可
搬
型
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
通

信
連
絡
設
備
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

デ
ー
タ
伝
送
設
備
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

（
防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備
）
 

－
 

※
１

 
電
源
設
備
に
つ
い
て
は
「
第

57
条
 
電
源
設
備
」
に
記
載
す
る
 

 
 

6
6-
1
7-
1
に
て
整
理
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設置変更許可申請書 添付八（主要な重大事故等対処設備の設備分類等） 

第
1.
1.
7－

1
表
 
主
要
な
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
等
（

40
/4
0）

 

そ
の
他
の
設
備

 

系
統
機
能
 

設
備
 

代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
 

設
計
基
準
対
象
施
設
 

設
備
 

種
別
 

設
備
分
類
 

設
備
 

耐
震
重
要

度
分
類
 

常
設
 

可
搬
型
 

分
類
 

機
器
 

ク
ラ
ス
 

重
大

事
故

等
時

に
対

処
す

る
た

め
の

流
路

，
注

水

先
，
注
入
先
，
排
出
元
等
 

原
子
炉
圧
力
容
器
 

（
原
子
炉
圧
力
容
器
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
格
納
容
器
 

（
原
子
炉
格
納
容
器
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
 

（
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

S
A-
2 

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
 

－
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

非
常
用
取
水
設
備
 

貯
留
堰
 

（
貯
留
堰
）
 

－
 

（
Ｓ
）
 

－
 

常
設
 

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

取
水
口
 

（
取
水
口
）
 

－
 

(Ｃ
(Ｓ

ｓ
))
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

取
水
路
 

（
取
水
路
）
 

－
 

(Ｃ
(Ｓ

ｓ
))
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

（
海
水
ポ
ン
プ
室
）
 

－
 

(Ｃ
(Ｓ

ｓ
))
 

－
 

常
設
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

－
 

第
24

条
,第

34
条

,第
35

条
,3
6
条

,第
39

条
,第

41
条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
6
6-
2
-1
,
66
-
2-
3
,6
6
-4
-
1,
6
6-
4
-2
,
66
-
4-
3
,6
6
-5
-
5(
系
に
含
ま
れ
る

) 

第
43

条
に
て
整
理
 

6
6-
9
-1
,
66
-
9-
2
,6
6
-9
-
3(
系
に
含
ま
れ
る

) 

第
49

条
に
て
整
理
 

第
52

条
(系

に
含
ま
れ
る

) 
6
6-
5
-4
,
66
-
19
-
1,
6
6-
1
9-
2
(系

に
含
ま
れ
る

) 
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資料１．（５） 運転上の制限に係る重大事故等対処設備の系統毎の括り方について 

資料1.(5) 1/14
225



運転上の制限に係る重大事故等対処設備の系統毎の括り方について 

重大事故等対処設備（以下、SA設備）に対する運転上の制限（以下、LCO）を設

定するに当たり、設置許可基準規則、技術基準規則及び技術的能力の審査基準の要求

を踏まえた多様な目的に対して、同一系統を使用するものが少なくない。LCO 設定

に関しては、保安規定の運用面を考慮し、多様な目的に対して同一系統は一括りにし

て整理することができることとする。以下にその配慮事項を取り纏め、詳細な内容を

整理する。 

１．配慮事項 

・技術基準規則、設置許可基準規則及び技術的能力審査基準の要求を満足するよ

う LCOを設定する。 

・取りまとめの範囲を明確にし、要求事項を満足する LCO設定であること。 

例）技術基準規則（技術的能力審査基準）の 60条（1.2）「原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」～71条（1.13）「重大

事故等の収束に必要となる水の供給設備」を対象とし、多様な目的に対して

同一系統で使用するものを、系統毎に一括りとする。 

※その他の条文に係る SA設備は、設備上の観点より多様な目的のために使

用する場合が無いため、対象外とする。 

・重大事故等の処置に使用する配管等は、必ずどれかの SA 設備と紐付けし、必

ず LCO設定範囲に入るよう配慮する。 

２．別紙 

（１）保安規定における重大事故等対処設備の運転上の制限及び完了時間整理表 
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保
安

規
定

に
お

け
る

重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

運
転

上
の

制
限

及
び

完
了

時
間

整
理

表

表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

6
6-

1-
1

A
T
W

S
緩

和
設

備
A

T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）

A
T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
に

よ
る

制
御

棒
緊

急
挿

入

（1
分

以
内

）
【解

析
対

象
外

】
1.

1

原
子

炉
圧

力
高

ま
た

は
原

子
炉

水
異

常
低

(L
2)

の
信

号
に

よ
り

作
動

し
，

自
動

で
制

御
棒

を
緊

急
挿

入
す

る
。

中
央

制
御

室
か

ら
の

手
動

操
作

も
可

能
。

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
（1

分
以

内
）

A
T
W

S
緩

和
設

備
（自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）（
1分

以
内

）

ほ
う

酸
水

注
入

系
（4

分
以

内
）

―
×

○
○

―
―

―
―

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

ロ
ジ

ッ
ク

（手
動

含
む

）か
ら

A
R

I電
磁

弁
ま

で
と

す
る

。
制

御
棒

，
制

御
棒

駆
動

機
構

は
制

御
棒

挿
入

機
能

と
し

て
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
の

機
能

を
期

待
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
22

条
（制

御
棒

の
ス

ク
ラ

ム
機

能
）に

て
整

理
す

る
。

A
O

T
は

基
本

方
針

（E
C

C
S
機

器
以

外
の

A
O

T
を

参
考

と
す

る
場

合
の

A
O

T
)に

基
づ

き
設

定
。

【C
設

備
】有

効
性

評
価

Ｔ
Ｃ

に
て

自
動

ス
ク

ラ
ム

機
能

が
全

て
喪

失
し

た
場

合
，

左
記

の
3つ

の
設

備
に

て
事

象
収

束
す

る
手

順
と

し
て

い
る

た
め

「a
nd

」で
設

定
す

る
。

6
6-

1-
2

A
T
W

S
緩

和
設

備

A
T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
停

止
に

よ
る

原
子

炉
出

力
抑

制
（1

分
以

内
）

【自
動

起
動

】(
A

T
W

S
)

1.
1

A
T
W

S
が

発
生

し
た

場
合

に
，

原
子

炉
圧

力
高

ま
た

は
原

子
炉

水
位

異
常

低
(L

2)
の

信
号

に
よ

り
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

を
自

動
で

停
止

さ
せ

て
原

子
炉

出
力

を
抑

制
す

る
。

中
央

制
御

室
か

ら
の

手
動

操
作

も
可

能
。

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）（
1分

以
内

）
―

×
○

○
―

―
―

―
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
代

替
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

ロ
ジ

ッ
ク

（手
動

含
む

）と
す

る
。

A
O

T
は

基
本

方
針

（E
C

C
S
機

器
以

外
の

A
O

T
を

参
考

と
す

る
場

合
の

A
O

T
)に

基
づ

き
設

定
。

6
6-

1-
3

A
T
W

S
緩

和
設

備
A

T
W

S
緩

和
設

備
（自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）

A
T
W

S
緩

和
設

備
（自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）に
よ

る
原

子
炉

出
力

急
上

昇
防

止

（1
分

以
内

）
【1

分
以

内
】(

A
T
W

S
)

1.
1

1.
3

A
T
W

S
が

発
生

し
た

場
合

に
，

自
動

減
圧

系
作

動
阻

止
機

能
の

手
動

操
作

ま
た

は
中

性
子

束
高

お
よ

び
原

子
炉

水
位

異
常

低
（L

2）
に

よ
る

自
動

作
動

に
よ

り
，

自
動

減
圧

系
お

よ
び

代
替

自
動

減
圧

回
路

（代
替

自
動

減
圧

機
能

）の
減

圧
阻

止
す

る
。

―
―

A
T
W

S
緩

和
設

備
（代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）（
1分

以
内

）
―

×
○

○
○

―
―

原
子

炉
圧

力
0.

77
M

P
a[

ga
ge

]以
上

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

ロ
ジ

ッ
ク

（手
動

含
む

）と
す

る
。

A
O

T
は

基
本

方
針

（E
C

C
S
機

器
以

外
の

A
O

T
を

参
考

と
す

る
場

合
の

A
O

T
)に

基
づ

き
設

定
。

第
24

条
A

T
W

S
緩

和
設

備
ほ

う
酸

水
注

入
系

ほ
う

酸
水

注
入

（4
分

以
内

）
【1

5分
】(

A
T
W

S
)

1.
1

A
T
W

S
が

発
生

し
た

場
合

に
，

P
L
R

ポ
ン

プ
停

止
の

対
応

手
段

に
よ

り
原

子
炉

出
力

を
抑

制
し

た
後

，
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

S
L
C

を
起

動
す

る
。

D
B

条
文

で
整

理
D

B
条

文
で

整
理

D
B

条
文

で
整

理
D

B
条

文
で

整
理

○
○

○
―

―
―

―
○

S
L
C

は
1.

1,
1.

2,
1.

8で
関

係
す

る
D

B
兼

S
A

設
備

で
あ

る
が

，
1.

1の
要

求
に

つ
い

て
は

，
系

統
と

し
て

の
目

的
（原

子
炉

停
止

機
能

）お
よ

び
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

が
保

安
規

定
24

条
と

同
等

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

保
安

規
定

24
条

で
整

理
す

る
。

1.
2,

1.
8は

66
条

で
整

理

高
圧

代
替

注
水

系
の

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（1
5分

）
【1

5分
】(

T
B

U
,T

B
D

)
1.

2
給

復
水

系
，

R
C

IC
お

よ
び

H
P

C
S
喪

失
時

に
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

り
，

注
水

を
実

施
す

る
。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）
（速

や
か

）
―

×
○

○
○

―
―

原
子

炉
圧

力
1.

04
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（1

5分
）

【解
析

対
象

外
】

1.
8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
又

は
防

止
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）
（速

や
か

）
―

×
○

○
○

―
―

原
子

炉
圧

力
1.

04
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

高
圧

代
替

注
水

系
（現

場
起

動
）

高
圧

代
替

注
水

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（3
5分

以
内

）
【解

析
対

象
外

】
1.

2

給
復

水
系

，
R

C
IC

お
よ

び
H

P
C

S
喪

失
時

に
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

操
作

に
よ

り
H

P
A

C
を

起
動

で
き

な
い

場
合

は
，

現
場

で
の

人
力

に
よ

る
弁

の
操

作
に

よ
り

起
動

す
る

。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（現

場
起

動
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）
（速

や
か

）

高
圧

代
替

注
水

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）（

15
分

）

―
×

○
○

○
―

―

原
子

炉
圧

力
1.

04
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（現

場
起

動
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（1
10

分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
2

S
B

O
お

よ
び

直
流

喪
失

に
加

え
，

H
P

A
C

が
起

動
で

き
な

い
場

合
に

は
，

現
場

で
の

人
力

に
よ

る
弁

の
操

作
に

よ
り

R
C

IC
を

起
動

す
る

。

高
圧

代
替

注
水

系
（現

場
起

動
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）
（速

や
か

）

高
圧

代
替

注
水

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）（

15
分

）

―
○

○
○

○
―

―

原
子

炉
圧

力
1.

04
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

×

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

進
展

抑
制

（ほ
う

酸
水

注
入

）
（1

5分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
2

H
P

C
S
喪

失
時

ま
た

は
S
B

O
時

に
お

い
て

，
H

P
A

C
お

よ
び

R
C

IC
に

よ
り

原
子

炉
水

位
低

(レ
ベ

ル
3)

以
上

に
維

持
で

き
な

い
場

合
は

，
ほ

う
酸

水
注

入
を

実
施

す
る

。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

―
―

○
○

○
○

―
―

―

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

（1
5分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8
損

傷
炉

心
へ

注
水

す
る

場
合

，
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
ほ

う
酸

水
の

注
入

を
並

行
し

て
実

施
す

る
。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系

―
―

○
○

○
○

―
―

―

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合 ―

備
考

【γ
設

備
】R

C
IC

と
H

P
C

S
の

2択
で

あ
る

が
、

H
P

A
C

と
R

C
IC

は
共

通
要

因
で

故
障

す
る

可
能

性
が

あ
り

得
る

（蒸
気

ラ
イ

ン
が

一
部

共
用

の
た

め
）こ

と
か

ら
，

駆
動

源
の

異
な

る
H

P
C

S
を

優
先

と
す

る
。

【Ｃ
設

備
】

Ｒ
Ｃ

ＩＣ
は

Ｄ
Ｂ

拡
張

で
あ

る
が

，
D

B
拡

張
も

S
A

設
備

の
一

つ
と

し
て

，
C

設
定

が
可

能
と

整
理

。

高
圧

注
水

現
場

手
動

起
動

で
き

る
こ

と
と

は
，

具
体

的
に

は
必

要
な

電
動

弁
の

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
の

操
作

に
よ

り
現

場
起

動
で

き
る

こ
と

を
い

う
。

ポ
ン

プ
等

の
系

統
設

備
が

動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

も
不

可
と

な
る

こ
と

か
ら

，
66

-2
-1

ま
た

は
保

安
規

定
第

41
条

の
L
C

O
逸

脱
と

し
て

対
応

す
る

。

【γ
設

備
】

手
動

操
作

用
レ

バ
ー

お
よ

び
ハ

ン
ド

ル
を

規
定

す
る

た
め

、
電

源
の

確
認

は
不

要
と

す
る

。

高
圧

注
水

高
圧

注
水

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

1.
2,

1.
8よ

り
L
C

O
設

定
す

る
。

中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

を
要

求
し

，
現

場
で

の
手

動
起

動
の

要
求

は
別

に
L
C

O
設

定
す

る
。

な
お

，
高

圧
代

替
注

水
系

（中
央

制
御

室
か

ら
の

遠
隔

起
動

）に
つ

い
て

は
，

直
接

の
設

備
要

求
は

な
い

が
，

有
効

性
評

価
(T

B
U

,T
B

D
)に

お
い

て
R

C
IC

の
機

能
喪

失
を

想
定

し
た

場
合

に
，

当
該

設
備

が
要

求
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
R

C
IC

を
B

設
備

と
し

て
設

定
し

な
い

こ
と

と
す

る
。

6
6-

2-
1

6
6-

2-
2

1.
2の

現
場

で
の

手
動

起
動

の
要

求
に

つ
い

て
，

H
P

A
C

ま
た

は
R

C
IC

の
ど

ち
ら

か
が

現
場

手
動

起
動

可
能

で
あ

れ
ば

満
足

で
き

る
こ

と
か

ら
，

い
ず

れ
か

が
現

場
手

動
起

動
で

き
る

こ
と

を
，

L
C

O
と

し
て

設
定

す
る

。

L
C

O
の

設
定

高
圧

代
替

注
水

系
（中

央
制

御
室

か
ら

の
起

動
）

1.
2,

1.
8の

要
求

を
考

慮
す

る
と

，
保

安
規

定
第

24
条

（ほ
う

酸
水

注
入

系
）の

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
（運

転
，

起
動

）よ
り

も
拡

張
さ

れ
る

こ
と

か
ら

，
保

安
規

定
第

66
条

で
は

運
転

，
起

動
お

よ
び

高
温

停
止

に
お

い
て

L
C

O
を

設
定

す
る

。

6
6-

2-
3

ほ
う

酸
水

注
入

系
×

【γ
設

備
】(

1.
2,

1.
8)

1.
2は

，
高

圧
系

の
要

求
を

考
慮

し
，

H
P

C
S
ま

た
は

R
C

IC
を

設
定

す
る

。
1.

8は
，

炉
心

損
傷

後
に

使
用

す
る

こ
と

か
ら

，
炉

心
損

傷
に

至
ら

せ
な

い
こ

と
を

目
的

に
，

1.
2

で
設

定
し

た
H

P
C

S
ま

た
は

R
C

IC
を

1.
8も

同
様

に
設

定
し

，
D

B
の

注
水

機
能

を
確

保
す

る
。

当
該

系
統

を
復

旧
す

る
完

了
時

間
は

，
保

安
規

定
２

４
 条

に
S
L
C

系
を

復
旧

さ
せ

る
措

置
の

完
了

時
間

が
８

時
間

で
定

め
ら

れ
て

い
る

た
め

，
同

様
に

「８
時

間
」と

す
る

。
S
L
C

タ
ン

ク
が

L
C

O
逸

脱
時

は
，

保
安

規
定

24
条

同
様

の
措

置
（A

O
T
)を

行
う

。

【
D
B
兼

用
凡

例
】

○
：
設

備
が

系
統

単
位

で
Ｄ

Ｂ
と

兼

用

【
D
B
-S
A
統

合
凡

例
】

○
：
統

合
し

て
Ｄ

Ｂ
条

文
に

て
整

理
×

：
統

合
せ

ず
Ｓ

Ａ
条

文
と

Ｄ
Ｂ

条
文

の
両

方
で

整
理

。
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

第
41

条
高

圧
注

水
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

（中
央

制
御

室
起

動
）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
（速

や
か

）
【自

動
起

動
】(

T
B

P
等

）
1.

2

自
動

起
動

信
号

（原
子

炉
水

位
低

（レ
ベ

ル
2）

）に
よ

る
作

動
ま

た
は

中
央

制
御

室
か

ら
の

手
動

操
作

に
よ

り
R

C
IC

を
起

動
す

る
。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

原
子

炉
圧

力
1.

04
M

P
a[

ga
ge

]以
上

か
つ

原
子

炉
起

動
時

に
実

施
す

る
運

転
確

認
終

了
後

○

設
計

拡
張

設
備

で
あ

り
，

S
A

設
備

と
し

て
の

機
能

追
加

は
特

に
な

い
こ

と
か

ら
保

安
規

定
第

41
条

（原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
）で

整
理

す
る

。

第
39

条
高

圧
注

水
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
（速

や
か

）
【自

動
起

動
】(

T
W

，
T
C

）
1.

2

自
動

起
動

信
号

（原
子

炉
水

位
低

（レ
ベ

ル
2）

ま
た

は
ド

ラ
イ

ェ
ル

圧
力

高
）に

よ
る

作
動

ま
た

は
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

H
P

C
S
を

起
動

す
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

設
計

拡
張

設
備

で
あ

り
、

S
A

設
備

と
し

て
の

機
能

追
加

は
特

に
な

い
こ

と
か

ら
保

安
規

定
第

39
条

（非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
）で

整
理

す
る

。

6
6-

3-
1

原
子

炉
の

減
圧

代
替

自
動

減
圧

回
路

（代
替

自
動

減
圧

機
能

）
減

圧
の

自
動

化
【2

8分
後

に
作

動
】

(T
Q

U
X
）

1.
3

A
D

S
の

故
障

に
よ

り
減

圧
が

で
き

な
い

場
合

は
，

代
替

A
D

S
に

よ
り

S
R

V
(A

D
S
機

能
付

き
)2

個
(C

,H
)を

開
し

，
減

圧
す

る
。

―
―

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（手

動
減

圧
）
（1

分
以

内
）

―
×

○
○

○
―

―
原

子
炉

圧
力

0.
77

M
P

a[
ga

ge
]以

上
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
A

T
W

S
緩

和
設

備
（自

動
減

圧
系

作
動

阻
止

機
能

）（
要

素
含

む
）と

す
る

。
Ａ

Ｄ
Ｓ

の
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

及
び

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
は

３
９

条
に

て
整

理
す

る
。

A
O

T
は

基
本

方
針

（E
C

C
S
機

器
以

外
の

A
O

T
を

参
考

と
す

る
場

合
の

A
O

T
)の

A
R

Iを
参

考
に

設
定

。

手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
（主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

）

（5
分

以
内

）
【2

0分
】（

L
O

C
A

時
注

水
機

能
喪

失
）

1.
3

中
央

制
御

室
か

ら
S
R

V
の

手
動

操
作

に
よ

り
原

子
炉

を
減

圧
す

る
。

（急
速

減
圧

時
に

最
大

８
個

）
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
―

―
○

○
○

○
―

―
―

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

（5
分

以
内

）
【4

3分
】（

D
C

H
）

1.
3

高
圧

溶
融

物
放

出
/格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

に
よ

る
P

C
V

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

S
R

V
の

手
動

操
作

に
よ

る
減

圧
を

行
う

。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
―

―
○

○
○

○
―

―
―

発
電

用
原

子
炉

の
減

圧
（イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
L
O

C
A

発
生

時
）

隔
離

完
了

（2
0分

以
内

）
【3

0分
】（

IS
L
O

C
A

)
1.

3

IS
L
O

C
A

発
生

時
に

，
漏

え
い

個
所

の
隔

離
が

で
き

な
い

場
合

，
S
R

V
及

び
T
B

V
に

よ
り

原
子

炉
を

減
圧

す
る

こ
と

で
，

R
P

V
外

へ
の

原
子

炉
冷

却
材

漏
え

い
量

を
抑

制
す

る
。

―
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
―

―
○

○
○

○
―

―
―

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復

給
電

ま
で

（4
5分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

3

常
設

直
流

電
源

喪
失

時
に

お
い

て
，

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
り

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（自

動
減

圧
機

能
）の

機
能

を
回

復
す

る
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

常
用

直
流

電
源

設
備

―
代

替
品

（電
源

切
替

盤
等

）
×

○
○

○
―

―
―

―

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

給
電

ま
で

（3
0分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

3

常
設

直
流

電
源

喪
失

時
に

お
い

て
，

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

に
よ

り
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（自
動

減
圧

機
能

）の
機

能
を

回
復

す
る

。

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
機

能
回

復
常

用
直

流
電

源
設

備
―

代
替

品
（可

搬
型

蓄
電

池
等

）
×

○
○

○
―

―
―

―

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
（非

常
用

）
高

圧
窒

素
ガ

ス
供

給
系

（非
常

用
）に

よ
る

窒
素

ガ
ス

確
保

駆
動

源
確

保
完

了
（5

0
分

）
ガ

ス
ボ

ン
ベ

切
替

完
了

（1
05

分
）

【9
5分

】(
長

期
T
B

等
)

1.
3

常
用

か
ら

非
常

用
に

切
替

え
す

る
こ

と
で

質
素

を
確

保
す

る
。

窒
素

の
圧

力
が

低
下

し
た

場
合

は
，

予
備

の
高

圧
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

に
切

り
替

え
て

窒
素

ガ
ス

を
確

保
す

る
。

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
代

替
品

（窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

）
×

○
○

○
―

―
―

―

代
替

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
開

放

駆
動

源
確

保
（2

5分
以

内
）

ガ
ス

ボ
ン

ベ
切

替
完

了
（8

0分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
3

S
R

V
の

作
動

に
必

要
な

圧
力

が
喪

失
し

た
場

合
は

，
代

替
高

圧
窒

素
ガ

ス
供

給
系

に
よ

り
排

気
ラ

イ
ン

か
ら

直
接

ア
ク

チ
ュ

エ
ー

タ
に

窒
素

を
供

給
し

，
S
R

V
を

開
放

し
て

原
子

炉
を

減
圧

す
る

。

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
代

替
品

（窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

）
×

○
○

○
―

―
―

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

背
圧

対
策

駆
動

源
確

保
（2

5分
以

内
）

ガ
ス

ボ
ン

ベ
切

替
完

了
（8

0分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
3

想
定

さ
れ

る
重

大
事

故
等

の
環

境
条

件
(P

C
V

圧
力

2P
d)

に
お

い
て

も
確

実
に

S
R

V
を

作
動

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
，

供
給

源
を

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
に

切
替

る
。

―
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

圧
力

―
代

替
品

（窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

）
×

○
○

○
―

―
―

第
39

条
原

子
炉

の
減

圧
H

P
C

S
隔

離
弁

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

箇
所

の
隔

離
（イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
L
O

C
A

発
生

時
）

遠
隔

隔
離

（2
0分

）
現

場
隔

離
（3

00
分

）
【5

時
間

】 
(I
S
L
O

C
A

)
1.

3
IS

L
O

C
A

発
生

時
に

，
H

P
C

S
注

入
隔

離
弁

の
閉

操
作

を
実

施
し

，
漏

え
い

箇
所

の
隔

離
を

行
う

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
保

安
規

定
第

3
9条

（非
常

用
炉

心
冷

却
系

）で
整

理
す

る
。

第
49

条
原

子
炉

の
減

圧
原

子
炉

建
屋

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の
圧

力
上

昇
抑

制
並

び
に

環
境

改
善

（イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

L
O

C
A

発
生

時
）

自
動

開
放

1.
3

ＩＳ
L
O

C
A

発
生

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の
圧

力
及

び
温

度
の

上
昇

抑
制

並
び

に
環

境
改

善
の

た
め

原
子

炉
建

屋
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

を
開

放
す

る
。

D
B

条
文

で
整

理
D

B
条

文
で

整
理

D
B

条
文

で
整

理
D

B
条

文
で

整
理

○
○

○
○

―
―

―
○

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
（開

放
）は

，
原

子
炉

建
屋

（D
B

)の
機

能
で

あ
り

，
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

も
保

安
規

定
49

条
（原

子
炉

建
屋

）
（運

転
，

起
動

，
高

温
停

止
，

炉
心

変
更

等
）に

包
絡

さ
れ

る
。

ブ
ロ

ー
ア

ウ
ト

パ
ネ

ル
の

閉
止

機
能

は
別

途
66

条
で

規
定

す
る

。

―

原
子

炉
の

減
圧 原

子
炉

の
減

圧

動
作

可
能

な
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

６
個

未
満

と
な

っ
た

場
合

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（自
動

減
圧

機
能

付
き

）が
少

な
く
と

も
１

個
以

上
，

動
作

不
能

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
条

件
Ａ

は
保

安
規

定
第

３
９

条
に

準
じ

て
設

定
す

る
。

（第
３

０
条

で
は

１
０

日
間

以
内

に
復

旧
す

る
こ

と
の

み
を

要
求

し
て

お
り

，
要

求
さ

れ
る

措
置

の
内

容
は

第
３

９
条

に
包

絡
さ

れ
る

。
）

な
お

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

（自
動

減
圧

機
能

付
き

）が
２

個
以

上
動

作
不

能
の

場
合

に
は

，
保

安
規

定
第

３
９

条
に

準
じ

て
，

条
件

Ｂ
に

原
子

炉
を

停
止

す
る

措
置

を
規

定
す

る
。

自
動

減
圧

系
も

L
C

O
対

象
弁

の
た

め
、

γ
設

備
に

設
定

せ
ず

。
（左

記
「γ

設
備

」欄
に

つ
い

て
は

，
３

９
条

の
考

え
を

も
と

に
記

載
し

て
い

る
。

）

S
R

V
の

機
能

回
復

の
要

求
に

つ
い

て
、

「主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

」又
は

「可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
」の

ど
ち

ら
か

が
動

作
可

能
で

あ
れ

ば
満

足
で

き
る

こ
と

か
ら

、
ど

ち
ら

か
一

方
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

L
C

O
と

し
て

設
定

す
る

。

【B
設

備
】ど

ち
ら

の
系

統
も

同
じ

基
準

要
求

に
適

合
す

る
も

の
で

あ
り

，
ど

ち
ら

か
だ

け
で

も
当

該
基

準
要

求
を

維
持

で
き

る
こ

と
か

ら
，

互
い

に
B

設
備

と
す

る
。

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
高

圧
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

並
び

に
流

路
と

す
る

。
ま

た
背

圧
対

策
と

し
て

，
窒

素
ガ

ス
の

供
給

圧
力

は
予

め
設

定
値

以
上

と
す

る
こ

と
を

要
求

す
る

。

【γ
設

備
】

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
の

圧
力

が
健

全
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

る
た

め
，

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

圧
力

が
保

安
規

定
第

39
条

に
定

め
る

値
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系

6
6-

3-
2

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
（
手

動
減

圧
）

×

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
は

，
既

存
の

保
安

規
定

第
３

０
条

（主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
）及

び
第

３
９

条
（
非

常
用

炉
心

冷
却

系
そ

の
１

）
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

要
求

が
あ

る
が

，
逃

が
し

弁
機

能
，

安
全

弁
機

能
及

び
自

動
減

圧
機

能
を

規
定

す
る

も
の

で
あ

り
，

手
動

減
圧

機
能

の
要

求
は

な
い

。
従

っ
て

，
Ｓ

Ａ
要

求
と

し
て

手
動

減
圧

機
能

を
本

表
に

て
規

定
す

る
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

手
動

減
圧

を
行

う
場

合
，

急
速

減
圧

時
に

最
大

６
個

を
開

操
作

す
る

こ
と

か
ら

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

１
１

個
の

う
ち

，
６

個
を

所
要

数
と

す
る

。

6
6-

3-
3
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【原
子

炉
運

転
中

】

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（Ａ

）系
注

水
（1

5分
以

内
）

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（Ｂ

）系
注

水
（1

5分
以

内
）

【2
0分

】（
L
O

C
A

時
注

水
喪

失
）

1.
4

原
子

炉
運

転
中

に
R

H
R

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

R
H

R
(A

)系
又

は
(B

)系
注

入
配

管
使

用
（1

5分
以

内
）

R
H

R
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

配
管

使
用

(2
0分

以
内

)
【解

析
対

象
外

】

1.
4

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)

・代
替

循
環

冷
却

系

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【原
子

炉
停

止
中

】

（1
5分

）
【2

時
間

】（
停

止
時

S
B

O
)

1.
4

原
子

炉
停

止
中

に
R

H
R

（原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）が

故
障

し
た

場
合

，
低

圧
代

替
注

水
系

(常
設

)（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）に
よ

り
，

原
子

炉
へ

注
水

す
る

。

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（自

動
減

圧
系

を
除

く
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―
×

―
―

―
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

注
水

（1
5分

以
内

）
【約

5.
4時

間
】（

D
C

H
等

）
1.

8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
又

は
防

止
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―
×

○
○

○
―

―
―

6
6-

4-
2

低
圧

注
水

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）

（直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
)

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

（3
5分

以
内

）
【約

52
分

】（
T
B

P
）

1.
4

原
子

炉
運

転
中

に
R

H
R

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

）に
よ

り
，

原
子

炉
へ

注
水

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

を
含

む
）

―
×

○
○

○
―

―
―

―

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

運
転

中
】

建
屋

外
準

備
・注

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4

原
子

炉
運

転
中

に
R

H
R

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

り
，

原
子

炉
へ

注
水

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―
×

○
○

○
―

―
―

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

建
屋

外
準

備
・注

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

，
残

存
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

。

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

代
替

循
環

冷
却

系

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

停
止

中
】

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4

原
子

炉
停

止
中

に
R

H
R

（原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）が

故
障

し
た

場
合

，
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る
。

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（自

動
減

圧
系

を
除

く
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
（1

5分
以

内
）

―
×

―
―

―
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
又

は
防

止
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

含
む

）

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―
×

○
○

○
―

―
―

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

表
66

-1
9-

1に
お

い
て

Ｌ
Ｃ

Ｏ
設

定
し

，
2セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）

（復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
M

U
W

C
ポ

ン
プ

，
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
及

び
必

要
な

流
路

と
す

る
。

水
源

で
あ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

は
他

注
水

系
統

と
共

用
す

る
こ

と
か

ら
，

別
に

L
C

O
を

設
定

す
る

。

低
圧

注
水

6
6-

4-
1

低
圧

注
水

6
6-

4-
3

資料1.(5) 5/14
229



表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

第
39

条
低

圧
注

水
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
)に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
―

1.
4

原
子

炉
運

転
中

，
残

留
熱

除
去

系
(低

圧
注

水
モ

ー
ド

)が
健

全
で

あ
れ

ば
，

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

39
条

「非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
」で

整
理

す
る

。

第
39

条
低

圧
注

水
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

の
冷

却
―

1.
4

原
子

炉
運

転
中

，
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
健

全
で

あ
れ

ば
，

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

39
条

「非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
」で

整
理

す
る

。

第
34

条
第

35
条

第
36

条
低

圧
注

水
残

留
熱

除
去

系
（原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
)に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱
－

1.
4

原
子

炉
停

止
中

，
残

留
熱

除
去

系
(原

子
炉

停
止

時
モ

ー
ド

)が
健

全
で

あ
れ

ば
，

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
―

―
※ １

○
※ ２

※
１

：原
子

炉
圧

力
が

1.
04

M
P

a[
ga

ge
]以

下
※

２
：原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く

○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

34
,3

5,
36

条
「原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
～

３
」で

整
理

す
る

。

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

ベ
ン

ト
開

始
中

央
操

作
（2

0分
以

内
）

現
場

操
作

（1
70

分
以

内
）

ベ
ン

ト
要

求
【約

44
時

間
】

(残
留

熱
除

去
機

能
喪

失
(取

水
喪

失
))

1.
5

R
H

R
故

障
時

に
，

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

（大
気

）へ
熱

を
輸

送
す

る
。

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

残
留

熱
除

去
系

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

（2
5分

）
―

×
○

○
○

―
―

―

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

ベ
ン

ト
開

始
中

央
操

作
(2

0分
以

内
)

現
場

操
作

(1
90

分
以

内
)

【約
45

時
間

】(
雰

囲
気

圧
力

・温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
(代

替
循

環
使

用
不

可
))

1.
7

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
派

生
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
を

実
施

し
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

加
圧

破
損

を
防

止
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

代
替

循
環

冷
却

系
（3

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
及

び
酸

素
の

排
出

ベ
ン

ト
開

始
（2

0分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

発
生

す
る

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

を
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
り

排
出

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
含

む
）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
―

×
○

○
○

―
―

―

6
6-

5-
2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(現
場

操
作

含
む

。
)

ベ
ン

ト
開

始
中

央
操

作
（2

5分
以

内
）

現
場

操
作

（1
75

分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
5

R
H

R
故

障
時

に
，

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

に
よ

り
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（大

気
）へ

熱
を

輸
送

す
る

。

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系

残
留

熱
除

去
系

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

―
―

×
○

○
○

―
―

―
―

1.
5よ

り
保

安
規

定
第

66
条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
現

場
操

作
の

要
求

に
つ

い
て

も
一

括
り

に
し

て
設

定
す

る
。

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
及

び
遠

隔
手

動
設

備
等

の
付

帯
設

備
と

す
る

。

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
り

基
準

要
求

を
維

持
で

き
る

こ
と

か
ら

，
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

が
動

作
可

能
な

場
合

は
機

能
喪

失
し

て
も

L
C

O
逸

脱
と

は
み

な
さ

な
い

。

不
活

性
ガ

ス
(窒

素
)に

よ
る

系
統

内
の

置
換

(3
15

分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
7

ベ
ン

ト
停

止
後

に
お

い
て

発
生

す
る

水
素

及
び

酸
素

を
排

出
す

る
た

め
，

窒
素

に
よ

る
パ

ー
ジ

を
実

施
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

―
代

替
品

（可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
等

）
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
負

圧
破

損
の

防
止

(3
15

分
以

内
)

【解
析

対
象

外
】

1.
7

ベ
ン

ト
停

止
後

に
発

生
す

る
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

の
上

昇
を

抑
制

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
の

負
圧

破
損

防
止

す
る

た
め

，
窒

素
を

供
給

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

―
代

替
品

（可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
等

）
×

○
○

○
―

―
―

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
爆

発
防

止

パ
ー

ジ
開

始
（2

0分
）

【解
析

対
象

外
】

1.
9

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
か

ら
供

給
す

る
不

活
性

ガ
ス

に
て

系
統

内
を

不
活

性
化

し
た

状
態

に
し

て
お

く
こ

と
で

水
素

爆
発

を
防

止
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

(低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

―
代

替
品

（可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
等

）
×

○
○

○
―

―
―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

1.
5,

1.
7,

1.
9に

つ
い

て
は

，
主

要
な

設
備

が
兼

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

3条
文

の
要

求
を

一
括

り
に

し
て

，
S
A

条
文

の
表

タ
イ

ト
ル

（分
類

1)
を

構
成

す
る

こ
と

と
す

る
。

1.
7,

1.
9で

は
，

技
術

的
能

力
に

て
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

の
評

価
を

実
施

し
て

い
な

い
た

め
，

Ｂ
設

備
に

は
該

当
し

な
い

。

A
O

T
の

γ
設

備
は

，
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

及
び

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

同
様

の
考

え
と

し
，

Ｄ
設

備
は

Ａ
設

備
の

代
替

品
（予

備
の

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
）を

設
定

す
る

。

―

1.
5,

1.
7,

1.
9よ

り
保

安
規

定
第

6
6条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
現

場
操

作
の

要
求

に
つ

い
て

も
一

括
り

に
し

て
設

定
す

る
。

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
，

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

及
び

遠
隔

操
作

設
備

等
の

付
帯

設
備

と
す

る
。

ス
ク

ラ
バ

水
補

給
の

た
め

に
使

用
す

る
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1

の
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

お
い

て
，

L
C

O
を

設
定

す
る

。

6
6-

5-
3

可
搬

型
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
―

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
と

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

の
手

順
で

使
用

す
る

設
備

で
あ

る
が

，
そ

れ
ぞ

れ
L
C

O
設

定
し

た
場

合
に

動
作

不
能

時
は

共
に

L
C

O
と

な
る

。
原

子
炉

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

及
び

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

の
機

能
維

持
に

直
接

関
わ

ら
な

い
こ

と
か

ら
単

独
で

条
文

設
定

す
る

。

6
6-

5-
1

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

資料1.(5) 6/14
230



表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

6
6-

5-
4

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

に
よ

る
除

熱

取
水

口
よ

り
A

系
使

用
海

側
ル

ー
ト

（4
35

分
）山

側
ル

ー
ト

（5
35

分
）

B
系

使
用

海
側

ル
ー

ト
（5

35
分

）海
側

ル
ー

ト
（5

40
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
よ

り
A

系
使

用
（4

20
分

）B
系

使
用

（4
85

分
）

【2
4時

間
】(

T
W

等
)

1.
5

R
C

W
故

障
等

，
又

は
Ｓ

Ｂ
Ｏ

の
場

合
は

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
。

―
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

，
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

を
含

む
。

）
―

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
に

よ
る

海
水

直
接

通
水

（海
水

ポ
ン

プ
室

取
水

54
0分

）（
取

水
口

取
水

57
5分

）

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
・熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
等

）

×
○

○
○

○
○

―
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
），

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

並
び

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

），
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
は

2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

1.
11

で
，

F
P

C
の

冷
却

水
確

保
で

要
求

さ
れ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
は

常
時

と
す

る
。

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

R
H

R
(A

)注
入

配
管

使
用

（1
5分

以
内

）
R

H
R

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

配
管

使
用

(2
0分

以
内

)
【2

4時
間

】（
D

C
H

等
）

1.
4

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

低
圧

代
替

注
水

系
（常

設
）（

復
水

委
移

送
ポ

ン
プ

）
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)

―
×

○
○

○
―

―
―

―

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

代
替

循
環

冷
却

系
系

統
構

成
・運

転
開

始
（3

0分
）

【2
4時

間
】（

D
C

H
等

）

1.
7

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

代
替

循
環

冷
却

系
の

運
転

に
よ

り
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
及

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
で

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

―
―

×
○

○
○

―
―

―
―

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

初
期

水
張

り
（2

0分
）

注
水

（5
分

）
【2

4時
間

】（
D

C
H

等
）

1.
8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（可

搬
型

）

―
×

○
○

○
―

―
―

―

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

（1
5分

以
内

）
【2

4時
間

】（
雰

囲
気

圧
力

・温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
）

1.
8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
又

は
防

止
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)

―
×

○
○

○
―

―
―

―

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
監

視
（準

備
な

し
）

1.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
発

生
す

る
水

素
濃

度
を

監
視

す
る

。
―

―
―

―
×

○
○

○
―

―
―

―

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

の
監

視

（1
5分

）
【2

4時
間

】（
雰

囲
気

圧
力

・温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
）

1.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

に
発

生
す

る
水

素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

濃
度

を
測

定
し

，
 監

視
す

る
。

―
―

―
―

×
○

○
○

―
―

―
―

第
34

条
第

35
条

第
36

条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

残
留

熱
除

去
系

（原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

残
留

熱
除

去
系

(原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）に

よ
る

発
電

用
原

子
炉

か
ら

の
除

熱
－

1.
5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

(停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

)が
健

全
で

あ
れ

ば
，

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
―

―
※ １

○
※ ２

※
１

：原
子

炉
圧

力
が

1.
04

M
P

a[
ga

ge
]以

下
※

２
：原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く

○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

34
,3

5,
36

条
「原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

そ
の

１
～

３
」で

整
理

す
る

。

第
39

条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

残
留

熱
除

去
系

（サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
残

留
熱

除
去

系
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

(サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱

－
1.

5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

(サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

及
び

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
)が

健
全

で
あ

れ
ば

，
重

大
事

故
等

の
対

処
に

用
い

る
。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

39
条

「非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
」で

整
理

す
る

。

第
52

条

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
(原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
を

含
む

。
）に

よ
る

除
熱

－
1.

5

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

52
条

「原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
お

よ
び

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

」で
整

理
す

る
。

冷
温

停
止

以
降

，
当

該
設

備
の

故
障

等
に

よ
り

関
連

す
る

設
備

が
運

転
上

の
制

限
を

満
足

し
て

い
な

い
と

判
断

し
た

場
合

は
，

そ
れ

ぞ
れ

該
当

す
る

条
文

を
適

用
す

る
。

（現
行

Ｄ
Ｂ

条
文

の
運

用
）

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

【γ
設

備
】

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
並

び
に

原
子

炉
格

納
容

器
の

圧
力

及
び

温
度

低
下

が
目

的
で

あ
る

た
め

，
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

冷
却

モ
ー

ド
）及

び
低

圧
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

と
す

る
。

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

表
66

-1
3-

1(
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
)に

て
L
C

O
等

を
規

定
す

る
。

6
6-

5-
5

代
替

循
環

冷
却

系

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

並
び

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

つ
い

て
は

他
の

目
的

で
も

使
用

す
る

こ
と

か
ら

，
別

表
（原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

）で
L
C

O
を

規
定

す
る

。

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

P
C

V
破

損
P

C
V

水
素

爆
発

6
6-

5-
6

資料1.(5) 7/14
231



表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

(炉
心

損
傷

前
)

（2
0分

以
内

）
1.

6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）（

38
5分

）
―

×
○

○
○

―
―

―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

(炉
心

損
傷

後
)

（2
0分

以
内

）
【2

.5
時

間
】（

D
C

H
等

）
1.

6

炉
心

損
傷

が
発

生
し

た
後

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）に
よ

り
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）（

38
5分

）
―

×
○

○
○

―
―

―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(常
設

)に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

初
期

水
張

り
（2

0分
）

注
水

（5
分

）
【2

.5
時

間
】（

D
C

H
等

）
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(常
設

)に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）（

38
5分

）
―

×
○

○
○

―
―

―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
前

)

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【2

3時
間

】（
残

留
熱

除
去

機
能

喪
失

(残
留

熱
除

去
系

故
障

))

1.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）
（2

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
後

)

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【2

3時
間

】（
D

C
H

等
）

1.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
し

た
後

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）
（2

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（3
85

分
）

【2
3時

間
】（

D
C

H
等

）
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（常
設

）（
20

分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

第
39

条
P

C
V

冷
却

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱
－

1.
6

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）が

健
全

で
あ

れ
ば

重
大

事
故

等
の

対
処

に
用

い
る

。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

39
条

「非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
」で

整
理

す
る

。

第
39

条
P

C
V

冷
却

残
留

熱
除

去
系

（サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）

残
留

熱
除

去
系

（サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

除
熱

－
1.

6

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

（サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）が
健

全
で

あ
れ

ば
重

大
事

故
等

の
対

処
に

用
い

る
。

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

D
B

条
文

で
整

理
（設

計
拡

張
設

備
）

○
○

○
○

―
―

―
○

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（設

計
基

準
拡

張
）で

あ
る

こ
と

か
ら

，
第

39
条

「非
常

用
炉

心
冷

却
系

そ
の

１
」で

整
理

す
る

。

6
6-

7-
1

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

冷
却

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

)(
復

水
移

送
ポ

ン
プ

)
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

初
期

水
張

り
（1

5分
）

注
水

（5
分

）
【5

.4
時

間
】(

D
C

H
等

)
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

)
（復

水
移

送
ポ

ン
プ

）に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
（時

間
短

縮
の

補
完

措
置

含
む

）
（2

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
M

U
W

C
ポ

ン
プ

並
び

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

水
源

で
あ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

は
他

注
水

系
統

と
共

用
す

る
こ

と
か

ら
，

別
に

L
C

O
を

設
定

す
る

。

6
6-

7-
2

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

) 
(代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

)

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

) 
(代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

)に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

初
期

水
張

り
（2

0分
）

注
水

（5
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(常
設

)
（代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）(
15

分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

並
び

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

つ
い

て
は

他
の

目
的

で
も

使
用

す
る

こ
と

か
ら

，
別

表
（原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

）で
L
C

O
を

規
定

す
る

。

6
6-

7-
3

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（可
搬

型
）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
を

含
む

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
（1

5
分

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
（2

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

6
6-

8-
1

建
屋

水
素

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
－

1.
10

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
に

よ
り

，
原

子
炉

建
屋

内
の

水
素

濃
度

の
上

昇
を

抑
制

す
る

。
―

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（自
動

減
圧

系
を

除
く
）

（非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
，

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

含
む

）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
原

子
炉

建
屋

ベ
ン

ト
設

備
（6

0分
）

×
○

○
○

○
※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
と

す
る

。
動

作
監

視
装

置
は

表
66

-
13

-1
に

て
L
C

O
等

を
規

定
す

る
。

【γ
設

備
】冷

温
停

止
，

燃
料

交
換

時
は

原
子

炉
注

水
可

能
な

D
B

A
設

備
1系

列
が

確
認

で
き

れ
ば

良
い

為
，

非
常

用
炉

心
冷

却
系

1系
列

(自
動

減
圧

系
除

く
）を

設
定

す
る

。

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
―

設
置

許
可

基
準

規
則

49
条

よ
り

保
安

規
定

66
条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

P
C

V
冷

却

P
C

V
冷

却

6
6-

6-
2

6
6-

6-
1

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

―

設
置

許
可

基
準

規
則

49
条

よ
り

保
安

規
定

66
条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
L
C

O
対

象
範

囲
は

，
M

U
W

C
ポ

ン
プ

及
び

必
要

な
流

路
と

す
る

。
水

源
で

あ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
は

他
注

水
系

統
と

共
用

す
る

こ
と

か
ら

，
別

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

6
6-

8-
2

原
子

炉
建

屋
内

水
素

濃
度

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
監

視
－

1.
10

原
子

炉
建

屋
内

水
素

濃
度

の
監

視
。

―
―

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
（他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

（原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
監

視
設

備
又

は
静

的
触

媒
式

水
素

再
結

合
装

置
動

作
監

視
装

置
）

―
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

監
視

設
備

と
す

る
。

7チ
ャ

ン
ネ

ル
全

て
必

要
で

あ
る

た
め

，
表

66
-

13
-1

と
別

に
L
C

O
設

定
す

る
。

A
O

T
の

完
了

時
間

に
つ

い
て

は
準

用
し

た
設

定
と

す
る

。
原

子
炉

建
屋

燃
料

取
替

床
に

設
置

さ
れ

る
2

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

動
作

不
能

の
場

合
は

，
共

通
要

員
等

に
よ

り
同

時
に

動
作

不
能

と
な

っ
た

場
合

と
同

様
の

措
置

と
す

る
。

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

(常
設

配
管

)に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
 【

解
析

対
象

外
】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
機

能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

，
又

は
小

規
模

な
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
り

注
水

す
る

。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）
ろ

過
水

系
に

よ
る

注
水

（4
5分

）
×

○
○

○
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【1

3時
間

】(
想

定
1,

2)
1.

11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
機

能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

，
又

は
小

規
模

な
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
り

注
水

す
る

。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

ろ
過

水
系

に
よ

る
注

水
（4

5分
）

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

の
漏

え
い

抑
制

【約
4分

】(
想

定
2)

1.
11

プ
ー

ル
に

接
続

す
る

配
管

破
断

等
に

よ
り

F
P

C
戻

り
配

管
か

ら
サ

イ
フ

ォ
ン

現
象

に
よ

る
プ

ー
ル

水
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

，
プ

ー
ル

の
サ

イ
フ

ォ
ン

現
象

の
継

続
を

防
止

す
る

。

―
―

―
―

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（常
設

配
管

）に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

の
進

行
を

緩
和

し
，

臨
界

を
防

止
す

る
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）
化

学
消

防
自

動
車

及
び

大
型

化
学

高
所

放
水

車
（1

25
分

）
×

○
○

○
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（可
搬

型
）に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

の
進

行
を

緩
和

し
，

臨
界

を
防

止
す

る
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

化
学

消
防

自
動

車
及

び
大

型
化

学
高

所
放

水
車

（1
25

分
）

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

6
6-

9-
3

S
F
P

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

除
熱

（2
0分

以
内

）
【解

析
対

象
外

】
1.

11
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
を

実
施

す
る

。
―

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
温

度
上

昇
評

価
―

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）又

は
（可

搬
型

）（
38

0分
）（

時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）

残
留

熱
除

去
系

（燃
料

プ
ー

ル
冷

却
）

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
S
F
P

の
除

熱
に

必
要

な
F
P

C
ポ

ン
プ

，
F
P

C
熱

交
換

器
及

び
F
/D

バ
イ

パ
ス

運
転

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

は
他

系
統

と
共

用
す

る
こ

と
か

ら
，

別
に

L
C

O
を

設
定

す
る

。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

【γ
設

備
】

重
大

事
故

等
発

生
時

の
時

間
余

裕
を

確
認

す
る

た
め

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
の

水
温

が
６

５
℃

（
保

安
規

定
第

５
６

条
の

運
転

上
の

制
限

）
に

到
達

す
る

ま
で

の
時

間
を

評
価

す
る

。
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
の

γ
設

備
が

設
定

で
き

な
い

た
め

、
電

源
を

γ
設

備
と

し
て

設
定

せ
ず

。

6
6-

9-
4

S
F
P

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

設
備

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
通

常
監

視
可

能
設

備
【適

宜
実

施
】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
―

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
各

計
装

設
備

と
す

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

―

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

【γ
設

備
】

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
及

び
冷

却
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

手
段

と
し

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【Ｄ
設

備
】

技
術

的
能

力
に

て
自

主
対

策
設

備
と

評
価

し
て

い
る

化
学

消
防

車
お

よ
び

大
型

化
学

高
所

放
水

車
を

Ｄ
設

備
と

し
て

設
定

す
る

。

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

―

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

に
は

（常
設

配
管

）
ま

た
は

（可
搬

型
）の

２
つ

の
系

統
構

成
が

あ
り

，
こ

れ
ら

の
要

求
を

一
括

り
に

し
て

L
C

O
を

設
定

す
る

。
漏

え
い

抑
制

に
必

要
な

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
ー

ク
孔

も
含

む
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

【γ
設

備
】

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
及

び
冷

却
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

手
段

と
し

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【Ｄ
設

備
】

技
術

的
能

力
に

て
自

主
対

策
設

備
と

評
価

し
て

い
る

ろ
過

水
系

を
Ｄ

設
備

と
し

て
設

定
す

る
。

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
は

（常
設

配
管

）ま
た

は
（可

搬
型

）の
２

つ
の

系
統

構
成

が
あ

り
，

こ
れ

ら
の

要
求

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
を

設
定

す
る

。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

6
6-

9-
2

6
6-

9-
1

S
F
P

S
F
P

資料1.(5) 9/14
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
水

ポ
ン

プ
室

（2
80

分
）

取
水

口
(3

25
分

)
(取

水
口

山
側

ル
ー

ト
は

39
5分

)
【解

析
対

象
外

】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

に
至

っ
た

場
合

に
，

放
水

設
備

に
よ

り
，

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

を
行

う
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
代

替
品

(放
水

砲
等

）
×

○
○

○
○

○
―

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
水

ポ
ン

プ
室

（2
80

分
）

取
水

口
(3

25
分

)
(取

水
口

山
側

ル
ー

ト
は

39
5分

)
【解

析
対

象
外

】

1.
12

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
又

は
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
放

水
設

備
に

よ
り

，
大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
を

行
う

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
代

替
品

(放
水

砲
等

）
×

○
○

○
○

○
―

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

（2
05

分
）

【解
析

対
象

外
】

1.
12

原
子

炉
建

屋
周

辺
に

お
い

て
航

空
機

燃
料

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

，
泡

消
火

を
行

う
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
代

替
品

(泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
等

）
×

○
○

○
○

○
―

―

66
-1

0-
2

拡
散

抑
制

シ
ル

ト
フ

ェ
ン

ス
海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
設

置
完

了
（1

90
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

12

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
又

は
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
海

洋
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
を

行
う

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
・代

替
品

（フ
ェ

ン
ス

等
）

・放
射

性
物

質
吸

着
材

×
○

○
○

○
○

―
―

可
搬

型
設

備
で

あ
る

が
，

分
散

配
置

は
要

求
さ

れ
て

い
な

い
。

66
-1

1-
1

水
源

重
大

事
故

等
収

束
の

た
め

の
水

源
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

 を
水

源
と

し
た

対
応

【2
5分

】（
過

圧
・過

温
破

損
(代

替
循

環
使

用
））

1.
13

重
大

事
故

等
の

た
め

の
保

有
水

の
管

理
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
位

（水
位

確
認

）

低
圧

炉
心

注
水

系
（冷

温
停

止
又

は
燃

料
交

換
時

に
つ

い
て

は
，

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（自
動

減
圧

系
を

除
く
）

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）を
用

い
た

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
供

給
手

段
淡

水
貯

水
槽

か
ら

の
補

給
（3

80
分

）
海

水
か

ら
の

補
給

（取
水

口
38

0
分

）（
海

水
ポ

ン
プ

室
37

0分
）

（時
間

短
縮

の
補

完
措

置
含

む
）

―
○

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

×

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
は

，
保

安
規

定
第

40
条

と
は

要
求

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
，

保
有

水
の

管
理

値
等

が
異

な
る

た
め

，
第

6
6条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。

第
46

条
水

源
重

大
事

故
等

収
束

の
た

め
の

水
源

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
を

水
源

と
し

た
対

応
－

1.
13

重
大

事
故

等
の

た
め

の
保

有
水

の
管

理
D

B
条

文
で

整
理

D
B

条
文

で
整

理
D

B
条

文
で

整
理

D
B

条
文

で
整

理
○

○
○

○
―

―
―

○

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・チ

ェ
ン

バ
は

D
B

兼
S
A

設
備

で
あ

る
。

S
A

の
注

水
系

統
の

水
源

と
し

て
は

，
代

替
循

環
冷

却
系

と
し

て
使

用
す

る
た

め
運

転
～

高
温

停
止

時
ま

で
要

求
さ

れ
る

。
こ

の
た

め
，

保
安

規
定

第
46

条
（サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
の

水
位

）の
適

用
さ

れ
る

原
子

炉
の

状
態

（運
転

～
高

温
停

止
）と

同
等

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

保
安

規
定

46
条

に
お

い
て

整
理

す
る

。

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

に
よ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

補
給

（3
80

分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
13

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

注
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
（配

管
・機

器
類

）
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給

取
水

口
（3

80
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
（3

70
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

13
海

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）に
よ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

補
給

―
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
（配

管
・機

器
類

）
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

C
S
T
へ

の
供

給
設

備
―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

と
，

海
水

供
給

設
備

が
あ

り
，

そ
れ

ぞ
れ

条
文

を
分

け
て

L
C

O
設

定
す

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

【γ
設

備
】

冷
温

停
止

又
は

燃
料

交
換

に
つ

い
て

は
，

94
2m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給
す

る
又

は

94
2m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

66
-1

0-
1

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

―

1.
11

,1
.1

2よ
り

保
安

規
定

第
66

条
に

L
C

O
を

設
定

す
る

。
L
C

O
対

象
範

囲
は

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
），

放
水

砲
，

泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
及

び
流

路
（ホ

ー
ス

）と
す

る
。

可
搬

型
設

備
で

あ
る

が
，

分
散

配
置

は
要

求
さ

れ
て

い
な

い
。

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

及
び

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

は
，

共
通

す
る

S
A

設
備

が
あ

り
要

求
さ

れ
る

措
置

も
同

様
な

考
え

で
設

定
で

き
る

こ
と

か
ら

，
1つ

の
条

文
に

ま
と

め
て

整
理

す
る

。

水
源

66
-1

1-
2

拡
散

抑
制

資料1.(5) 10/14
234



表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
海

水
供

給
設

備
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
に

よ
る

送
水

（各
種

注
水

）
(3

70
分

)
【解

析
対

象
外

】
1.

13
海

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）に
よ

る
各

種
注

水
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
（水

位
確

認
）

―
―

×
○

○
○

○
○

―
―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

と
，

海
水

か
ら

の
供

給
が

あ
り

，
各

機
能

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
設

定
す

る
。

【γ
設

備
】

冷
温

停
止

又
は

燃
料

交
換

の
復

水
貯

蔵
タ

ン

ク
に

つ
い

て
は

94
2m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給

す
る

又
は

94
2m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅱ
）

海
水

供
給

設
備

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（各

種
供

給
）

取
水

口
取

水
（5

40
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（4

85
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）及

び
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
）よ

る
各

種
供

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
（水

位
確

認
）

―
―

×
○

○
○

○
○

―
―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

と
，

海
水

か
ら

の
供

給
が

あ
り

，
各

機
能

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
設

定
す

る
。

海
水

供
給

設
備

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
）に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給

取
水

口
取

水
（2

70
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（2

95
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
）に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

（水
位

確
認

）
―

―
×

○
○

○
○

○
―

―

海
水

供
給

設
備

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
補

給
す

る
水

源
の

切
替

え
）

取
水

口
取

水
（2

70
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（2

95
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

（水
位

確
認

）
―

―
×

○
○

○
○

○
―

―

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

運
転

中
】

建
屋

外
準

備
・注

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4

原
子

炉
運

転
中

に
R

H
R

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

が
故

障
し

た
場

合
，

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

り
，

原
子

炉
へ

注
水

す
る

。

―
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（速
や

か
）

ろ
過

水
系

（2
0分

以
内

）
×

○
○

○
―

―
―

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

建
屋

外
準

備
・注

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

，
残

存
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

。

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）

代
替

循
環

冷
却

系

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（速
や

か
）

ろ
過

水
系

（2
0分

以
内

）
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
の

冷
却

【
原

子
炉

停
止

中
】

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

4

原
子

炉
停

止
中

に
R

H
R

（原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）が

故
障

し
た

場
合

，
低

圧
代

替
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

，
原

子
炉

へ
注

水
す

る
。

―
非

常
用

炉
心

冷
却

系
（自

動
減

圧
系

を
除

く
）

低
圧

代
替

注
水

系
(常

設
)（

復
水

移
送

ポ
ン

プ
）
（1

5分
以

内
）

―
×

―
―

―
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

低
圧

代
替

注
水

系
(可

搬
型

)に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8

溶
融

炉
心

の
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

落
下

を
遅

延
又

は
防

止
し

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

（速
や

か
）

ろ
過

水
系

（2
0分

）
×

○
○

○
―

―
―

66
-1

1-
3

低
圧

代
替

注
水

系
（可

搬
型

）
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

表
66

-1
9-

1に
お

い
て

Ｌ
Ｃ

Ｏ
設

定
し

，
2セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
66

-1
9-

1

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅱ

）
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

ベ
ン

ト
開

始
中

央
操

作
（2

0分
以

内
）

現
場

操
作

（1
70

分
以

内
）

ベ
ン

ト
要

求
【約

44
時

間
】

(残
留

熱
除

去
機

能
喪

失
(取

水
喪

失
))

1.
5

R
H

R
故

障
時

に
，

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

（大
気

）へ
熱

を
輸

送
す

る
。

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

残
留

熱
除

去
系

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(現

場
操

作
含

む
。

)

ベ
ン

ト
開

始
中

央
操

作
(2

0分
以

内
)

現
場

操
作

(1
90

分
以

内
)

【約
45

時
間

】(
雰

囲
気

圧
力

・温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
(代

替
循

環
使

用
不

可
))

1.
7

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
派

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
を

実
施

し
，

原
子

炉
格

納
容

器
の

加
圧

破
損

を
防

止
す

る
。

―
残

留
熱

除
去

系
（ｻ

ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

代
替

循
環

冷
却

系
（3

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出

ベ
ン

ト
開

始
（2

0分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
9

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
，

発
生

す
る

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

を
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
り

排
出

す
る

。

―
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

）
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

代
替

循
環

冷
却

系
（3

0分
）

―
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

水
系

に
よ

る
除

熱

取
水

口
よ

り
A

系
使

用
海

側
ル

ー
ト

（4
35

分
）山

側
ル

ー
ト

（5
35

分
）

B
系

使
用

海
側

ル
ー

ト
（5

35
分

）海
側

ル
ー

ト
（5

40
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
よ

り
A

系
使

用
（4

20
分

）B
系

使
用

（4
85

分
）

【2
4時

間
】(

T
W

等
)

1.
5

R
C

W
故

障
等

，
又

は
Ｓ

Ｂ
Ｏ

の
場

合
は

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
り

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
。

―
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

（原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
系

を
含

む
。

）
―

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
車

に
よ

る
海

水
直

接
通

水
（海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
54

0分
）（

取
水

口
取

水
57

5分
）

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
・熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
等

）

×
○

○
○

○
○

―
―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
），

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

並
び

に
必

要
な

流
路

と
す

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

），
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
は

2
セ

ッ
ト

分
散

配
置

が
要

求
さ

れ
る

。

1.
11

で
，

F
P

C
の

冷
却

水
確

保
で

要
求

さ
れ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態
は

常
時

と
す

る
。

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
前

)

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【2

3時
間

】（
残

留
熱

除
去

機
能

喪
失

(残
留

熱
除

去
系

故
障

))

1.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
す

る
前

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

。

―
残

留
熱

除
去

系
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（常

設
）
（2

0分
）

ろ
過

水
系

（2
0分

）
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
(炉

心
損

傷
後

)

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【2

3時
間

】（
D

C
H

等
）

1.
6

炉
心

損
傷

が
発

生
し

た
後

で
，

Ｒ
Ｈ

Ｒ
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）故
障

時
に

お
い

て
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）に

よ
り

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

す
る

。

―
残

留
熱

除
去

系
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（常

設
）
（2

0分
）

ろ
過

水
系

（2
0分

）
×

○
○

○
―

―
―

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（可
搬

型
）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

（3
85

分
）

【2
3時

間
】（

D
C

H
等

）
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

(可
搬

型
)に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―
残

留
熱

除
去

系
（格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
モ

ー
ド

）
原

子
炉

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（常

設
）（

20
分

）
ろ

過
水

系
（2

0分
）

×
○

○
○

―
―

―

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（可
搬

型
）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

85
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

8

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

(可
搬

型
)に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
。

―
残

留
熱

除
去

系
（低

圧
注

水
モ

ー
ド

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

）
（1

5
分

）

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（常
設

）（
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

）
（2

0分
）

ろ
過

水
系

（2
0分

）
×

○
○

○
―

―
―

―

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

(常
設

配
管

)に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
 【

解
析

対
象

外
】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
機

能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

，
又

は
小

規
模

な
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
り

注
水

す
る

。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

ろ
過

水
系

に
よ

る
補

給
（4

5分
）

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【1

3時
間

】(
想

定
1,

2)
1.

11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
機

能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

，
又

は
小

規
模

な
漏

え
い

が
発

生
し

た
場

合
に

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
り

注
水

す
る

。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

ろ
過

水
系

に
よ

る
補

給
（4

5分
）

×
○

○
○

○
○

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

体
を

貯
蔵

し
て

い
る

期
間

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
―

設
置

許
可

基
準

規
則

49
条

よ
り

保
安

規
定

66
条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
L
C

O
対

象
範

囲
は

，
必

要
な

弁
及

び
流

路
と

す
る

。
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

に
は

（常
設

配
管

）
ま

た
は

（可
搬

型
）の

２
つ

の
系

統
構

成
が

あ
り

，
こ

れ
ら

の
要

求
を

一
括

り
に

し
て

L
C

O
を

設
定

す
る

。
漏

え
い

抑
制

に
必

要
な

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
ー

ク
孔

も
含

む
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

【γ
設

備
】

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
及

び
冷

却
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

手
段

と
し

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【Ｄ
設

備
】

技
術

的
能

力
に

て
自

主
対

策
設

備
と

評
価

し
て

い
る

ろ
過

水
系

を
Ｄ

設
備

と
し

て
設

定
す

る
。

原
子

炉
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
―

1.
5,

1.
7,

1.
9よ

り
保

安
規

定
第

6
6条

に
L
C

O
を

設
定

す
る

。
現

場
操

作
の

要
求

に
つ

い
て

も
一

括
り

に
し

て
設

定
す

る
。

L
C

O
対

象
範

囲
は

，
フ

ィ
ル

タ
装

置
，

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

及
び

遠
隔

操
作

設
備

等
の

付
帯

設
備

と
す

る
。

ス
ク

ラ
バ

水
補

給
の

た
め

に
使

用
す

る
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）は

，
表

66
-1

9-
1

の
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

お
い

て
，

L
C

O
を

設
定

す
る

。

1.
5,

1.
7,

1.
9に

つ
い

て
は

，
主

要
な

設
備

が
兼

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
こ

れ
ら

3条
文

の
要

求
を

一
括

り
に

し
て

，
S
A

条
文

の
表

タ
イ

ト
ル

（分
類

1)
を

構
成

す
る

こ
と

と
す

る
。

1.
7,

1.
9で

は
，

技
術

的
能

力
に

て
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

の
評

価
を

実
施

し
て

い
な

い
た

め
，

Ｂ
設

備
に

は
該

当
し

な
い

。

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
系

―

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
66

-1
9-

1
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（常
設

配
管

）に
よ

る
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

の
進

行
を

緩
和

し
，

臨
界

を
防

止
す

る
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

化
学

消
防

自
動

車
お

よ
び

大
型

化
学

高
所

放
水

車
（1

25
分

）
×

○
○

○
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（可
搬

型
）に

よ
る

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

建
屋

外
準

備
・送

水
（3

80
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

の
進

行
を

緩
和

し
，

臨
界

を
防

止
す

る
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（可
搬

型
）（

38
0分

）

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（常
設

配
管

）（
38

0分
）

化
学

消
防

自
動

車
お

よ
び

大
型

化
学

高
所

放
水

車
（1

25
分

）
×

○
○

○
○

○
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ

た
燃

料
体

を
貯

蔵
し

て
い

る
期

間

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

に
よ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

補
給

（3
80

分
以

内
）

【解
析

対
象

外
】

1.
13

淡
水

貯
水

槽
を

水
源

と
し

た
大

容
量

注
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
へ

の
補

給

取
水

口
（3

80
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
（3

70
分

）
【解

析
対

象
外

】
1.

13
海

を
水

源
と

し
た

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）に
よ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

補
給

―
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

※

※
：原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な

い
。

（１
）原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近

で
，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の
場

合
（２

）原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出

さ
れ

，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が

閉
の

場
合

海
水

供
給

設
備

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（各

種
注

水
）

(3
70

分
)

【解
析

対
象

外
】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）に

よ
る

各
種

注
水

―
復

水
貯

蔵
槽

タ
ン

ク
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

○
―

―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

と
，

海
水

か
ら

の
供

給
が

あ
り

，
各

機
能

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
設

定
す

る
。

【γ
設

備
】

冷
温

停
止

又
は

燃
料

交
換

の
復

水
貯

蔵
タ

ン

ク
に

つ
い

て
は

94
2m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給

す
る

又
は

94
2m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

海
水

供
給

設
備

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（各

種
供

給
）

取
水

口
取

水
（5

40
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（4

85
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅰ
）よ

る
各

種
供

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

―
代

替
品

(可
搬

型
ポ

ン
プ

等
）

×
○

○
○

○
○

―
―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

と
，

海
水

か
ら

の
供

給
が

あ
り

，
各

機
能

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
設

定
す

る
。

C
S
T
へ

の
供

給
設

備
―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

設
備

と
，

海
水

供
給

設
備

が
あ

り
，

そ
れ

ぞ
れ

条
文

を
分

け
て

L
C

O
設

定
す

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

プ
ラ

ン
ト

停
止

を
要

求
し

な
い

(基
本

方
針

）

【γ
設

備
】

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

が
健

全
で

あ
る

こ
と

の
確

認
及

び
冷

却
機

能
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

手
段

と
し

て
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

を
設

定
す

る
。

【Ｄ
設

備
】

技
術

的
能

力
に

て
自

主
対

策
設

備
と

評
価

し
て

い
る

化
学

消
防

車
お

よ
び

大
型

化
学

高
所

放
水

車
を

Ｄ
設

備
と

し
て

設
定

す
る

。

【γ
設

備
】

冷
温

停
止

又
は

燃
料

交
換

に
つ

い
て

は
，

5.
5

ｍ
94

2m
3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給
す

る
又

は

5.
5ｍ

94
2m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

―

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
は

（常
設

配
管

）ま
た

は
（可

搬
型

）の
２

つ
の

系
統

構
成

が
あ

り
，

こ
れ

ら
の

要
求

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
を

設
定

す
る

。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）は
，

表
66

-
19

-1
に

お
い

て
Ｌ

Ｃ
Ｏ

設
定

し
，

2セ
ッ

ト
分

散
配

置
が

要
求

さ
れ

る
。

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅰ

）
66

-1
9-

1
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表
N

o.
分

類
１

分
類

２
（
系

統
）

分
類

３
（技

術
的

能
力

対
応

手
順

）

手
順

完
了

時
間

技
術

的
能

力
→

（　
　

）
有

効
性

評
価

※
→

【　
　

】
※

事
象

発
生

か
ら

の
時

間

主
な

用
途

（手
順

概
要

）
運 転

起 動

高 温 停 止

冷 温 停 止

燃 料 交 換

条
件

（※
）

D
B 兼 用

適
用

さ
れ

る
原

子
炉

の
状

態

D
B － S
A 統 合

備
考

対
応

手
段

Ｂ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
し

た
Ｓ

Ａ
設

備
と

同
等

の
機

能
を

有
す

る

γ
設

備

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
３

日
，

２
Ｎ

…
１

０
日

）

（二
重

下
線

は
機

能
喪

失
想

定
Ｄ

Ｂ
設

備
以

外
）

Ｃ
（代

替
手

段
）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（３
０

日
）

D
（
自

主
対

策
設

備
 o

r 
代

替
品

）

Ｌ
Ｃ

Ｏ
逸

脱
時

の
Ａ

Ｏ
Ｔ

判
断

（２
Ｎ

以
外

…
１

０
日

，
２

Ｎ
…

３
０

日
）

L
C

O
の

設
定

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
水

ポ
ン

プ
室

（2
80

分
）

取
水

口
(3

25
分

)
(取

水
口

山
側

ル
ー

ト
は

39
5分

)
【解

析
対

象
外

】

1.
11

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

に
至

っ
た

場
合

に
，

放
水

設
備

に
よ

り
，

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

を
行

う
。

―
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
温

度
、

水
位

監
視

―
代

替
品

(可
搬

型
ポ

ン
プ

等
）

×
○

○
○

○
○

―

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

海
水

ポ
ン

プ
室

（2
80

分
）

取
水

口
(3

25
分

)
(取

水
口

山
側

ル
ー

ト
は

39
5分

)
【解

析
対

象
外

】

1.
12

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
又

は
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
の

著
し

い
損

傷
に

至
っ

た
場

合
に

，
放

水
設

備
に

よ
り

，
大

気
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
を

行
う

。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
代

替
品

(可
搬

型
ポ

ン
プ

等
）

×
○

○
○

○
○

―

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

（2
05

分
）

【解
析

対
象

外
】

1.
12

原
子

炉
建

屋
周

辺
に

お
い

て
航

空
機

燃
料

火
災

が
発

生
し

た
場

合
に

，
泡

消
火

を
行

う
。

―

残
留

熱
除

去
系

（格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

モ
ー

ド
）

（ｻ
ﾌ
ﾟﾚ

ｯｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟｰ

ﾙ
水

冷
却

モ
ー

ド
）

（低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

、
水

位
監

視

―
代

替
品

(可
搬

型
ポ

ン
プ

等
）

×
○

○
○

○
○

―
―

海
水

供
給

設
備

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

に
よ

る
送

水
（各

種
供

給
）

取
水

口
取

水
（5

40
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（4

85
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
(タ

イ
プ

Ⅱ
)に

よ
る

各
種

供
給

―
復

水
貯

蔵
槽

タ
ン

ク
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

プ
ー

ル
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

○
―

―

水
の

供
給

設
備

と
し

て
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
の

供
給

と
，

海
水

か
ら

の
供

給
が

あ
り

，
各

機
能

を
一

括
り

に
し

て
L
C

O
設

定
す

る
。

【γ
設

備
】

冷
温

停
止

又
は

燃
料

交
換

の
復

水
貯

蔵
タ

ン

ク
に

つ
い

て
は

94
2m

3
以

上
と

な
る

よ
う

に
補

給

す
る

又
は

94
2m

3
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

海
水

供
給

設
備

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
）に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給

取
水

口
取

水
（2

70
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（2

95
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

海
を

水
源

と
し

た
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
）に

よ
る

淡
水

貯
水

槽
へ

の
補

給
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

○
―

―

海
水

供
給

設
備

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
補

給
す

る
水

源
の

切
替

え
）

取
水

口
取

水
（2

70
分

）
海

水
ポ

ン
プ

室
取

水
（2

95
分

）
【解

析
対

象
外

】

1.
13

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
―

復
水

貯
蔵

槽
タ

ン
ク

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

（水
位

確
認

）
―

代
替

品
(可

搬
型

ポ
ン

プ
等

）
×

○
○

○
○

○
―

―

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

―

1.
11

,1
.1

2よ
り

保
安

規
定

第
66

条
に

L
C

O
を

設
定

す
る

。
L
C

O
対

象
範

囲
は

，
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（タ

イ
プ

Ⅱ
），

放
水

砲
，

泡
消

火
薬

剤
混

合
装

置
及

び
流

路
（ホ

ー
ス

）と
す

る
。

可
搬

型
設

備
で

あ
る

が
，

分
散

配
置

は
要

求
さ

れ
て

い
な

い
。

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡
散

抑
制

及
び

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消
火

は
，

共
通

す
る

S
A

設
備

が
あ

り
要

求
さ

れ
る

措
置

も
同

様
な

考
え

で
設

定
で

き
る

こ
と

か
ら

，
1つ

の
条

文
に

ま
と

め
て

整
理

す
る

。

66
-1

9-
2

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（タ
イ

プ
Ⅱ

）
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重大事故等対処設備の LCOを適用する原子炉の状態について 

  

技術的能力審査基準 1.0～1.19（設置許可基準規則第 43条～第 62条）において，
当該機能を有する重大事故等対処設備の LCO を適用する原子炉の状態については，
以下の基本的な考え方に基づき，下表を参考に設定する。(詳細は次頁に示す。） 
 
【適用する原子炉の状態の基本的な考え方】 
ａ．重大事故等対処設備に対する LCO を適用する原子炉の状態については，そ
の機能を代替する設計基準事故対処設備（例：格納容器スプレイ冷却系）が適

用される原子炉の状態を基本として設定する。 
ただし，重大事故等対処設備の機能として，上記における設計基準事故対

処設備の原子炉の状態の適用範囲外においても要求される場合があることか
ら，当該の重大事故等対処設備の機能を勘案した原子炉の状態の設定が必要
となる。 

ｂ．機能を代替する対象の設計基準事故対処設備が明確ではない重大事故等対
処設備（例：放水砲）については，当該設備の機能が要求される重大事故等か
ら判断して，個別に適用する原子炉の状態を設定する。 

 

 
技術的能力審査基準 

（設置許可基準規則） 
適用される原子炉の状態（例） 重大事故等象処設備（代表例） 

1.1 

(第 44

条) 

緊急停止失敗時に発電用原

子炉を未臨界にするための

設備 

運転及び起動 ・ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

・ほう酸水注入系ポンプ 

1.2 

(第 45

条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リ高圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備 

運転，起動及び高温停止（原子炉

圧力が 1.04MPa[gage]以上かつ原

子炉起動時に実施する運転確認終

了後） 

・高圧代替注水系ポンプ 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ 

1.3 

(第 46

条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リを減圧するための設備 

運転，起動及び高温停止（原子炉

圧力が 0.77MPa[gage]以上） 

・主蒸気逃がし安全弁 

・代替自動減圧回路（代替自動減圧機

能） 

1.4 

(第 47

条) 

原子炉冷却材圧力バウンダ

リ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換※１ 

・復水移送ポンプ 

・直流駆動低圧注水系ポンプ 

・大容量注水ポンプ（タイプⅠ） 

・代替循環冷却ポンプ 

1.5 

(第 48

条) 

最終ヒートシンクへ熱を輸

送するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・原子炉補機代替冷却系熱交換器ユニ

ット 

1.6 

(第 49

条) 

原子炉格納容器内の冷却等

のための設備 

運転，起動及び高温停止 ・復水移送ポンプ 

・大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

1.7 

(第 50

条) 

原子炉格納容器の過圧破損

を防止するための設備 

運転，起動及び高温停止 ・原子炉格納容器フィルタベント系 

・代替循環冷却ポンプ 

1.8 

(第 51

条) 

原子炉格納容器下部の溶融

炉心を冷却するための設備 

運転，起動及び高温停止 ・復水移送ポンプ 

・大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

1.9 

(第 52

条) 

水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止するため

の設備 

運転，起動及び高温停止 ・原子炉格納容器フィルタベント系 

・格納容器内雰囲気水素濃度 
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技術的能力審査基準 

（設置許可基準規則） 
適用される原子炉の状態（例） 重大事故等対処設備（代表例） 

1.10 

(第 53

条) 

水素爆発による原子炉建屋

等の損傷を防止するための

設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換※１ 

・静的触媒式水素再結合装置 

・原子炉建屋内水素濃度 

1.11 

(第 54

条) 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等

のための設備 

使用済燃料プールに照射された燃

料を貯蔵している期間 

・大容量注水ポンプ（タイプⅠ） 

・使用済燃料プールの監視設備 

1.12 

(第 55

条) 

工場等外への放射性物質の

拡散を抑制するための設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・シルトフェンス 

・放水砲 

1.13 

(第 56

条) 

重大事故等の収束に必要と

なる水の供給設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換※１ 

・大容量送水注水ポンプ（タイプⅠ） 

 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換※１ 

・復水貯蔵タンク 

1.14 

(第 57

条) 

電源設備 運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・常設代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

1.15 

(第 58

条) 

計装設備 各計器ごとに要求される原子炉の

状態に従う。 

・原子炉圧力容器温度 

・残留熱除去系ポンプ出口流量 

1.16 

(第 59

条) 

原子炉制御室 運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・可搬型照明（ＳＡ） 

運転，起動，高温停止及び炉心変

更時※２又は原子炉建屋原子炉棟

内で照射された燃料に係る作業時 

・非常用ガス処理系 

1.17 

(第 60

条) 

監視測定設備 運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・可搬型モニタリングポスト 

・代替気象観測設備 

1.18 

(第 61

条) 

緊急時対策所 運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・電源車（緊急時対策所用） 

運転，起動，高温停止及び炉心変

更時※２又は原子炉建屋原子炉棟

内で照射された燃料に係る作業時 

・緊急時対策所加圧設備（空気ボンベ） 

1.19 

(第 62

条) 

通信連絡を行うために必要

な設備 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・衛星電話設備（可搬型） 

・無線連絡設備（可搬型） 

1.0 

(第 43

条) 

共通事項 

（重大事故等対処設備） 

運転，起動，高温停止，冷温停止

及び燃料交換 

・ブルドーザ 

・バックホウ 

※１： 原子炉が次に示す状態となった場合は適用しない。 

（１）原子炉水位がオーバーフロー水位付近で，かつプールゲートが開の場合 

（２）原子炉内から全燃料が取出され，かつプールゲートが閉の場合 

 ※２： 停止余裕後確認後の制御棒１本の挿入・引抜を除く。 
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■
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

LC
O
が
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
(例

)
 

 

分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
1
) 

緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子

炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
1/
第

4
4
条
) 

運
転
及
び
起
動

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
，
原

子
炉

の
運

転
を

緊
急
に

停
止

す
る
こ

と
が

で
き
な

い
事
象

が
発

生
す
る

お
そ

れ
が

あ
る

場
合
又

は
当

該
事
象

が
発

生
し
た

場
合
に

お
い

て
も

炉

心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に

必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
運
転
及
び
起
動
の
原
子
炉
の
状
態
を
適

用
す
る
。
 

・
原
子
炉
保
護
系

 

・
制
御
棒
駆
動
系
水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
 

・
制
御
棒
 

運
転
及
び
起
動
 

(
2
) 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

高
圧

時
に

発
電
用

原
子

炉
を

冷
却
す

る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
2/
第

4
5
条
) 

運
転

，
起

動
及

び

高
温

停
止

（
原

子

炉
圧

力
が

1
.
04

MP
a[
ga
ge
]

以
上
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準

事
故

対
処

設
備

が
有
す

る
原

子
炉
の

冷
却

機
能
が

喪
失
し

た
場

合
に
お

い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
高
圧
代
替
注
水
系
），

高
圧
時

に
当

該
の

設
計

基
準
事

故
対

処
設
備

に
よ

る
冷
却

機
能
が

必
要

な
原
子

炉
の
状
態
を
適
用
す
る
。
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

・
（
常
設
直
流
電
源
）

 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

は
原

子
炉

圧
力

が

1
.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
）

 

(
3
) 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
3/
第

4
6
条
) 

運
転

，
起

動
及

び

高
温

停
止

（
原

子

炉
圧

力
が

0
.
77

MP
a[
ga
ge
]

以
上
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準

事
故

対
処

設
備

が
有
す

る
原

子
炉
の

減
圧

機
能
が

喪
失
し

た
場

合
に
お

い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
），

(
2)
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。

 

・
自
動
減
圧
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

・
（
常
設
直
流
電
源
）

 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

（
原

子
炉

圧
力

が

0
.
77

MP
a[
ga
ge
]以

上
）

 

(
4
) 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

低
圧

時
に

発
電
用

原
子

炉
を

冷
却
す

る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
4/
第

4
7
条
) 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び

燃
料

交
換

（
原
子
炉
が
次
に
示

す
状
態
と
な
っ
た
場

合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

水
位
付
近
で
，
か
つ

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開

の
場
合
又
は
（
２
）
原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取
出
さ
れ
，
か
つ

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
）
 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て

も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，

原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
大
容
量

送
水
ポ
ン
プ
），

当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
同
様
の
原
子
炉
の
状

態
と
な
る
。
 

た
だ
し
，
原
子
炉
水
位
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト

開
の
場
合
は
，
原
子
炉
ウ
ェ
ル
と

SF
P
が
つ
な
が
り
保
有
水
量
が
多
く
な
り

時
間
的
余
裕
が
大
き
く
な
る
こ
と
，
ま
た
常
時
待
機
要
求
が
あ
る
燃
料
プ
ー

ル
代
替
注
水
系
に
て
原
子
炉
及
び

SF
P
で
の
崩
壊
熱
に
よ
る
冷
却
材
の
蒸

発
分
以
上
の
注
水
が
可
能
で
あ
る
た
め
，
LC
O
適
用
期
間
と
す
る
必
要
性
は

低
い
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
か
ら
除
外
す
る
。
 

ま
た
，
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の

場
合
は
，
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
に
よ
り
隔
離
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
，
原
子
炉
へ
の
注
水
は
不
要
と
な
る
。
 

た
だ
し
，
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
中
の
重
大
事

故
（
Ｔ
Ｂ
Ｐ
）
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
適
用
す
る
。
 

・
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー

ド
）
 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
 

 

・
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時

冷
却
モ
ー
ド
）

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

冷
温

停
止

及
び

燃
料

交
換

（
原

子
炉

内
か

ら
全

燃
料

が
取

出
さ

れ
た

場
合

を
除

く
）
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
5
) 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送

す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
5/
第

4
8
条
) 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び

燃
料

交
換

（
原

子
炉

内
か

ら

全
燃

料
が

取
出

さ

れ
た

場
合

を
除

く
）
 

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
が

有
す
る

最
終

ヒ
ー
ト

シ
ン
ク

へ
熱

を
輸
送

す
る

機
能

が
喪

失
し
た

場
合

に
お
い

て
炉

心
の
著

し
い
損

傷
及

び
原
子

炉
格
納
容
器
の
破
損
（
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
す
る
前
に
生
ず
る
も

の
に
限
る
。）

を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
例
：
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
）
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
存
在
す
る
原
子
炉
の
状
態

を
適

用
す

る
。

た
だ
し

，
格

納
容
器

ベ
ン

ト
に
係

る
設
備

に
つ

い
て
は

（
例
：
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
適
用
す
る
。

 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
系

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

 

（
冷

温
停

止
及

び
燃

料
交

換
に

つ
い

て
は

片
系

列
要

求
）
 

(
6
) 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の

た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
6/
第

4
9
条
）
 

運
転

，
起

動
及

び

高
温
停
止
 

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
が

有
す
る

原
子

炉
格
納

容
器
内

の
冷

却
機
能

が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原

子
炉

格
納

容
器

内
の
圧

力
及

び
温
度

を
低

下
さ
せ

る
た
め

に
必

要
な
設

備
で
あ
り
（
例
：
復
水
移
送
ポ
ン
プ
），

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生

す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）

 

・
（
全
交
流
動
力
電
源
）

 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
が

発
生

し
た
場

合
に

お
い
て

原
子
炉

格
納

容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
並
び
に

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。
 

(
7
) 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を

防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
7/
第

5
0
条
）
 

運
転

，
起

動
及

び

高
温
停
止
 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
が

発
生

し
た
場

合
に

お
い
て

原
子
炉

格
納

容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
）
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間

の
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

－
 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

 

(
8
) 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉

心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
8/
第

5
1
条
) 

運
転

，
起

動
及

び

高
温
停
止
 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
が

発
生

し
た
場

合
に

お
い
て

原
子
炉

格
納

容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し

た
炉

心
を

冷
却

す
る
た

め
に

必
要
な

原
子

炉
格
納

容
器
下

部
注

水
設
備

で
あ
り
（
例
：
復
水
移
送
ポ
ン
プ
），
（

6)
同
様
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
が

発
生

す
る

可
能
性

の
あ

る
期
間

の
原

子
炉
の

状
態
を

適
用

す
る
必

要
が
あ
る
。
 

－
 

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止

 

(
9
) 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
9/
第

5
2
条
）
 

運
転

，
起

動
及

び

高
温
停
止
 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
が

発
生

し
た
場

合
に

お
い
て

原
子
炉

格
納

容
器
内

に
お
け
る
水
素
爆
発
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
，
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
の

破
損

を
防
止

す
る
た

め
に

必
要
な

設
備
で
あ
り
（
例
：
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
），

原
子
炉
格

納
容

器
の

破
損

が
発
生

す
る

可
能
性

の
あ

る
期
間

の
原
子

炉
の

状
態
を

適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

－
 

－
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
1
0)
水

素
爆

発
に
よ

る
原

子
炉

建
屋

等

の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
10
/第

53
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び

燃
料

交
換

（
原
子
炉
が
次
に
示

す
状
態
と
な
っ
た
場

合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

水
位
付
近
で
，
か
つ

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開

の
場
合
又
は
（
２
）
原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料

が
取
出
さ
れ
，
か
つ

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
）
 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
が

発
生

し
た
場

合
に

お
い
て

原
子
炉

建
屋

等
の
水

素
爆
発
に
よ
る
損
傷
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
，
原
子
炉
建
屋
内

の
水

素
濃

度
の

上
昇
抑

制
及

び
原
子

炉
建

屋
内
の

水
素
ガ

ス
濃

度
を
測

定
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
（
例
：
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
存
在
す
る
期
間
を
基
本
と
し
て
原

子
炉

水
位

が
オ

ー
バ
ー

フ
ロ

ー
水
位

付
近

で
プ
ー

ル
ゲ
ー

ト
開

と
な
っ

た
場
合
は
，
原
子
炉
ウ
ェ
ル
と
Ｓ
Ｆ
Ｐ
が
繋
が
り
，
保
有
水
量
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
，（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
か
つ

プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
開
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か

つ
プ

ー
ル

ゲ
ー

ト
が
閉

ま
で

の
期
間

に
お

い
て
待

機
が
必

要
な

設
備
で

あ
る
。
 

－
 

－
 

(
1
1)
使

用
済

燃
料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の

た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
11
/第

54
条
）
 

使
用

済
燃

料
プ

ー

ル
に

照
射

さ
れ

た

燃
料

を
貯

蔵
し

て

い
る
期
間
 

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
又
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
又
は
使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

か
ら
の

水
の

漏
え
い

そ
の

他
の
要

因
に
よ

り
当

該
使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
水
位

が
低

下
し
た

場
合

に
お
い

て
当
該

プ
ー

ル
内
の

燃
料
等
を
冷
却
し
，
放
射
線
を
遮
断
し
，
及
び
臨
界
を
防
止
す
る
た
め
に
，

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル
に

照
射

さ
れ
た

燃
料

を
貯
蔵

し
て
い

る
期

間
に
お

い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

(例
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
）
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系

 

・
残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
水

の
補
給
）
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

に
照

射
さ

れ
た

燃
料

を
貯

蔵
し

て
い
る
期
間
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル
か

ら
の

大
量
の

水
の

漏
え
い

そ
の
他

の
要

因
に
よ

り
当

該
使

用
済

燃
料
プ

ー
ル

の
水
位

が
異

常
に
低

下
し
た

場
合

に
お
い

て
も
，
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
の
進
行
を
緩
和
し
，
及
び
臨

界
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
使
用
済
燃
料

プ
ー

ル
に

照
射

さ
れ
た

燃
料

を
貯
蔵

し
て

い
る
期

間
は
待

機
が

要
求
さ

れ
る
設
備
で
あ
る
（
例
：
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
）。

 

－
 

－
 

(
1
2)
工

場
等

外
へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備

 

 
 
（

1.
12
/第

55
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

炉
心

の
著

し
い

損
傷
及

び
原

子
炉
格

納
容

器
の
破

損
又
は

使
用

済
燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
等
の

著
し

い
損
傷

に
至

っ
た
場

合
に
お

い
て

工
場
等

外
へ

の
放

射
性

物
質
の

拡
散

を
抑
制

す
る

た
め
に

必
要
な

設
備

で
あ
り

（
例
：
放
水
砲
），

原
子
炉
格
納
容
器
破
損
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉

の
状
態
に
お
い
て
，
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯

蔵
し
て
い
る
期
間
に
お
い
て
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
1
3)
事

故
時

等
の
収

束
に

必
要

と
な

る

水
の
供
給
設
備

 

 
 
（

1.
13
/第

56
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び

燃
料

交
換

（
原

子
炉

が
次

に

示
す

状
態

と
な

っ

た
場

合
は

適
用

し

な
い
。（

１
）
原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付

近
で

，
か

つ
プ

ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の

場
合
又
は
（
２
）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃

料
が

取
出

さ
れ

，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー

ト
が
閉
の
場
合
）
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

に
対

し
て
重

大
事

故
等
の

収
束
に

必
要

と
な
る

十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
（
例
：
大
容
量

注
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
），

重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び

燃
料

交
換

（
原

子
炉

が
次

に

示
す

状
態

と
な

っ

た
場

合
は

適
用

し

な
い
。（

１
）
原
子

炉
水

位
が

オ
ー

バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付

近
で

，
か

つ
プ

ー

ル
ゲ

ー
ト

が
開

の

場
合
又
は
（
２
）
原

子
炉

内
か

ら
全

燃

料
が

取
出

さ
れ

，

か
つ

プ
ー

ル
ゲ

ー

ト
が
閉
の
場
合
）

 

重
大
事
故
等
発
生
時
の
高
圧
代
替
注
水
系
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
），

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
及
び
原
子
炉
格
納
容

器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
並
び
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡

張
）
で
あ
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
水
源

と
し
て
使
用
す
る
設
備
で
あ
り
（
例
：
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
），

原
子
炉
内
に

燃
料
が
存
在
す
る
原
子
炉
の
状
態
を
適
用
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

 
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換

 

（
原

子
炉

が
次

に
示

す
状

態
と

な
っ

た
場

合
は

適
用

し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位

が
オ

ー
バ

ー
フ

ロ
ー

水
位

付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー

ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）

原
子

炉
内

か
ら

全
燃

料
が

取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ

ー
ト
が
閉
の
場
合
）
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
1
4)
電
源
設
備

 

 
 
（

1.
14
/第

57
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

設
計

基
準

事
故

対
処
設

備
の

電
源
が

喪
失

し
た
こ

と
に
よ

り
重

大
事
故

等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器

の
破
損
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
等
の
著
し
い
損
傷
及
び
運
転
停

止
中

原
子

炉
内

燃
料
の

著
し

い
損
傷

を
防

止
す
る

た
め
の

設
備

で
あ
り

(
例
：
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
），

設
計
基
準
事
故
又
は
重
大
事
故
等
発

生
時

に
お

い
て

電
源
供

給
が

必
要
な

設
備

に
適
用

さ
れ
る

原
子

炉
の
状

態
と
な
る
。
 

・
非
常
用
交
流
電
源
設
備
 

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換

 

非
常
用
電
源
設
備
及
び
上
記
電
源
設
備
の
ほ
か
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
の

電
源

が
喪

失
し
た

こ
と

に
よ
り

重
大

事
故
等

が
発
生

し
た

場
合
に

お
い
て
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
，
使
用
済
燃

料
プ

ー
ル

内
燃

料
等
の

著
し

い
損
傷

及
び

運
転
停

止
中
原

子
炉

内
燃
料

の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
常
設
直
流
電
源
設
備
（
例
：

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
）
で
あ
り
，
上
記
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
で

の
待
機
が
必
要
と
な
る
。
 

(
1
5)
計
装
設
備

 

 
 
（

1.
15
/第

58
条
）
 

各
計

器
ご

と
の

要

求
さ

れ
る

原
子

炉

の
状
態
に
従
う

 

重
大
事
故
等
発
生
時
に
，
計
測
機
器
（
非
常
用
の
も
の
を
含
む
）
の
故
障

に
よ

り
当

該
重

大
事
故

等
に

対
処
す

る
た

め
に
監

視
す
る

こ
と

が
必
要

な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
，
当

該
パ

ラ
メ

ー
タ

を
推
定

す
る

た
め
に

有
効

な
情
報

を
把
握

で
き

る
こ
と

が
必
要
な
設
備
（
例
：
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
流
量
）
で
あ
る
。

 

・
各
計
器
 

・
各
計
器
の
要
求
さ
れ
る
原

子
炉
の
状
態
 

(
1
6)
原
子
炉
制
御
室

 

 
 
（

1.
16
/第

59
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

重
大

事
故

等
が

発
生
し

た
場

合
に
お

い
て

も
運
転

員
が
と

ど
ま

る
の
に

必
要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
以
外
）
で
あ

り
，

当
該

の
設

計
基
準

事
故

対
処
設

備
と

同
様
の

原
子
炉

の
状

態
と
な

る
。（

例
：
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
））

 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

及
び

炉
心

変

更
時

※
又

は
原

子

炉
建

屋
原

子
炉

棟

内
で

照
射

さ
れ

た

燃
料

に
係

る
作

業

時
 

※
 
停

止
余

裕
後

確
認

後
の

制
御

棒

１
本

の
挿

入
・

引

抜
を
除
く
。
 

重
大

事
故

等
が

発
生
し

た
場

合
に
お

い
て

も
運
転

員
が
と

ど
ま

る
の
に

必
要
な
設
備
（
被
ば
く
評
価
に
お
い
て
期
待
し
て
い
る
設
備
）
及
び
，
運

転
員
の
被
ば
く
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
設
備
（
例
：
非
常
用
ガ
ス
処
理
系

1
系
列
）
で
あ
り
，
当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
（
例
：
中
央
制
御

室
非
常
用
換
気
空
調
系

2
系
列
）
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
と
な
る
。

 

 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止

 

及
び
炉
心
変
更
時

※
又
は
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

内
で

照
射

さ
れ

た
燃

料
に

係
る

作
業
時
 

※
 
停

止
余

裕
後

確
認

後
の

制
御
棒
１
本
の
挿
入
・
引
抜

を
除
く
。
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

(
1
7)
監
視
測
定
設
備

 

 
 
（

1.
17
/第

60
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
及
び
そ
の
周
辺
（
周
辺
海
域
を

含
む
）
に
お
い
て
原
子
炉
施
設
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
及

び
放
射
線
量
を
監
視
し
，
及
び
測
定
し
，
並
び
に
そ
の
結
果
を
記
録
で
き

る
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
原

子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。
ま
た
，
常
設
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
が

機
能

喪
失

し
た

場
合

に
必

要
な

監
視

測
定

設
備

（
例
：
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
）
の
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
は
，

当
該
の
常
設
設
備
の
原
子
炉
の
状
態
と
同
様
と
な
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

 

・
放
射
能
観
測
車

 

・
気
象
観
測
設
備

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
発
電
所
に
お
い
て
風
向
，
風
速
そ
の
他

の
気
象
条
件
を
測
定
し
，
及
び
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
設

備
で
あ
り
，
上
記
と
同
様
の
原
子
炉
の
状
態
で
適
用
さ
れ
る
（
例
：
代
替

気
象
観
測
設
備
）。

 

(
1
8)
緊
急
時
対
策
所

 

 
 
（

1.
18
/第

61
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
必
要
な
要
員
が
と
ど
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
（
長
時
間
の
放
射
性
物
質

放
出
に
対
応
す
る
設
備
）
，
必
要
な
情
報
を
把
握
で
き
る
設
備
及
び
発
電

所
内

外
と

の
連

絡
を
行

う
た

め
に
必

要
な

設
備
を

設
け
た

も
の

で
あ
る

（
例

：
緊

急
時

対
策
所

用
非

常
用
送

風
機

，
電
源

車
（
緊

急
時

対
策
所

用
））
。
(
16
)原

子
炉
制
御
室
と
同
様
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す
る
可
能
性

の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

及
び

炉
心

変

更
時

※
又

は
原

子

炉
建

屋
原

子
炉

棟

内
で

照
射

さ
れ

た

燃
料

に
係

る
作

業

時
 

※
 
停

止
余

裕
後

確
認

後
の

制
御

棒

１
本

の
挿

入
・

引

抜
を
除
く
。
 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
必
要
な
要
員
が
と
ど
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
（
短
期
間
の
放
射
性
物
質

放
出
に
対
応
す
る
設
備
）
で
あ
る
（
例
：
緊
急
時
対
策
所
加
圧
設
備
（
空

気
ボ
ン
ベ
））
。
 

 

－
 

－
 

(
1
9)
通

信
連

絡
を
行

う
た

め
に

必
要

な

設
備
 

 
 
（

1.
19
/第

62
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

重
大

事
故

等
が

発
生
し

た
場

合
に
お

い
て

原
子
炉

施
設
内

外
の

連
絡
を

行
う
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
上
記
同
様
，
重
大
事
故
等
が
発
生
す

る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ

る
（
例
：
衛
星
電
話
設
備
（
可
搬
型
））
。

 

・
送
受
話
器
（
ペ
ー
ジ
ン
グ
）

 

・
電
力
保
安
通
信
用
電
話
設
備

 

・
社
内
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

 

・
専
用
電
話
設
備

 

運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，

冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
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分
 類

 

(
技
術
的
能
力
審
査
基
準
/ 

設
置
許
可
基
準
規
則

) 

適
用
す
る

 

原
子
炉
の
状
態

 
適
用
根
拠

 
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故

 

対
処
設
備
（
又
は
機
能
）

 

左
記
設
備
（
機
能
）
が

 

要
求
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
 

（
20
）
共
通
事
項
（
重
大
事
故
等
対
処
設

備
）
 

（
1.
0/
第

4
3
条
）
 

運
転
，
起
動
，
高
温

停
止

，
冷

温
停

止

及
び
燃
料
交
換

 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉

注
水
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー

ル
へ
の
ス
プ
レ
イ
並
び
に
原
子
炉
建
屋
へ
の
放
水
等
，
発
電
所
に
配
備
し

て
い
る
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
用
途
は
多
岐
に
渡
る
。
屋
外
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
等
に
つ
い
て
は
，
こ

れ
ら

の
可

搬
型

重
大
事

故
等

対
処
設

備
に

そ
れ
ぞ

れ
要
求

さ
れ

る
原
子

炉
の
状
態
に
お
い
て
，
待
機
が
必
要
な
設
備
で
あ
る
。

 

－
 

－
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
第
６
６
条
 
記
載
方
法
の
類
型
化

 

 

第
６
６
条

 

記
載
の
分
類

 

               

「
保
安
規
定
変
更
に
係

る
基
本
方
針
」
に
て
示

す
分
類
（
［

 
］
内
は
，

基
本
方
針
記
載
箇
所
を

示
す
。）

 

66
-1
 

66
-2
 

66
-3
 

66
-4
 

66
-5
 

66
-6
 

66
-7
 

66
-8
 

66
-9
 

6
6
-1
0 

6
6-
1
1 

6
6
-
1
2 

6
6
-1
3 

6
6
-1
4 

6
6
-1
5 

6
6-
1
6 

6
6
-
1
7 

6
6-
1
8 

6
6
-1
9 

緊 急 停 止 失 敗 時 に 発 電 用 原 子 炉 を

未 臨 界 に す る た め の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧

時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却 す る た め

の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ を 減

圧 す る た め の 設 備  

原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧

時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却 す る た め

の 設 備  

最 終 ヒ ー ト シ ン ク へ 熱 を 輸 送 す る

た め の 設 備  
 

原 子 炉 格 納 容 器 の 過 圧 破 損 を 防 止

す る た め の 設 備  
 

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 格 納 容 器 の

破 損 を 防 止 す る た め の 設 備  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 冷 却 等 の た め

の 設 備  

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 の 溶 融 炉 心 を

冷 却 す る た め の 設 備  

水 素 爆 発 に よ る 原 子 炉 建 屋 等 の 破

損 を 防 止 す る た め の 設 備  

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 冷 却 等 の た め

の 設 備  

発 電 所 外 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 を

抑 制 す る た め の 設 備  

重 大 事 故 等 の 収 束 に 必 要 と な る 水

の 供 給 設 備  

電 源 設 備  

計 装 設 備  

運 転 員 が 中 央 制 御 室 に と ど ま る た

め の 設 備  

監 視 測 定 設 備  

緊 急 時 対 策 所  

通 信 連 絡 を 行 う た め に 必 要 な 設 備  

ア ク セ ス ル ー ト の 確 保  
大 容 量 送 水 ポ ン プ  

1
 

2
 

3 
1 

2 
3
 

1 
2 

3 
1 

2
 

3 
1 

2
 

3 
4 

5 
6
 

1 
2
 

1 
2
 

3
 

1
 

2
 

1 
2 

3 
4 

1 
2 

1 
2 

3 
1 

2 
3 

4
 

5 
6 

7 
1 

2 
3 

4 
1 

2 
1
 

1 
2
 

1 
1 

１
 

2 

ATWS 緩 和 設 備 （ 代 替 制 御 棒 挿 入 機 能 ）  

ATWS 緩 和 設 備 （ 代 替 冷 却 材 再 循 環 ポ ン プ ト リ ッ プ 機 能 ）  

ATWS 緩 和 設 備 （ 自 動 減 圧 系 作 動 阻 止 機 能 ）  

高 圧 代 替 注 水 系 （ 中 央 制 御 室 か ら の 遠 隔 起 動 ）  

高 圧 代 替 注 水 系 お よ び 原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 （ 現 場 起 動 ）  

ほ う 酸 水 注 入 系 （ 重 大 事 故 等 対 処 設 備 ） 

代 替 自 動 減 圧 機 能  

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁 （ 手 動 減 圧 ）  

主 蒸 気 逃 が し 安 全 弁 の 機 能 回 復  

低 圧 代 替 注 水 系 （ 常 設 ） （ 復 水 移 送 ポ ン プ ）  

低 圧 代 替 注 水 系 （ 常 設 ） （ 直 流 駆 動 低 圧 注 水 系 ポ ン プ ）  

低 圧 代 替 注 水 系 （ 可 搬 型 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系  

耐 圧 強 化 ベ ン ト 系  

可 搬 型 窒 素 ガ ス 供 給 装 置  

原 子 炉 補 機 代 替 冷 却 水 系  

代 替 循 環 冷 却 系  

格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度 お よ び 酸 素 濃 度 の 監 視  

原 子 炉 格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 冷 却 系 （ 常 設 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 代 替 ス プ レ イ 冷 却 系 （ 可 搬 型 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 注 水 系 （ 常 設 ） （ 復 水 移 送 ポ ン プ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 注 水 系 （ 常 設 ） （ 代 替 循 環 冷 却 ポ ン プ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 下 部 注 水 系 （ 可 搬 型 ）  

静 的 触 媒 式 水 素 再 結 合 装 置  

原 子 炉 建 屋 内 の 水 素 濃 度 監 視  

燃 料 プ ー ル 代 替 注 水 系  

燃 料 プ ー ル ス プ レ イ 系  

使 用 済 燃 料 プ ー ル の 除 熱  

使 用 済 燃 料 プ ー ル 監 視 設 備  

大 気 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 抑 制 ， 航 空 機 燃 料 火 災 へ の 泡 消 火  

海 洋 へ の 放 射 性 物 質 の 拡 散 抑 制  

重 大 事 故 等 収 束 の た め の 水 源  

復 水 貯 蔵 タ ン ク へ の 供 給 設 備  

海 水 供 給 設 備  

常 設 代 替 交 流 電 源 設 備  

可 搬 型 代 替 交 流 電 源 設 備  

所 内 常 設 蓄 電 式 直 流 電 源 設 備  

常 設 代 替 直 流 電 源 設 備  

可 搬 型 代 替 直 流 電 源 設 備  

代 替 所 内 電 気 設 備  

燃 料 補 給 設 備  

主 要 パ ラ メ ー タ お よ び 代 替 パ ラ メ ー タ  

補 助 パ ラ メ ー タ  

可 搬 型 計 測 器  

パ ラ メ ー タ 記 録  
中 央 制 御 室 の 居 住 性 確 保  

原 子 炉 建 屋 ブ ロ ー ア ウ ト パ ネ ル  

監 視 測 定 設 備  

緊 急 時 対 策 所 の 居 住 性 確 保  

緊 急 時 対 策 所 の 代 替 電 源 設 備  

通 信 連 絡 設 備  

ブ ル ド ー ザ お よ び バ ッ ク ホ ウ  

大 容 量 注 水 ポ ン プ （ タ イ プⅠ ）  

大 容 量 送 水 ポ ン プ （ タ イ プⅡ ）  

緊
急

停
止
失
敗
時
に

原
子

炉
を

未
臨
界
に
す

る
た
め
の
設
備

 
[4
.
3 
(1
)
a.

(
b)

,
 

4.
3
 (
2)
c
.(

c
)
①

]
 

●
 

●
 

●
 

 
 

 

●
 

※ １
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

重
大

事
故
等
対
処
設

備
と

し
て

利
用
す
る
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備

 
[4
.
3 
(4
)
]
 

 
 

 
 

 
●

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
●

 
●
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
設

重
大
事
故
等
対

処
設
備

 
[4
.
3 
(1
)
a.

]
 

 
 

 
●

 
 

 
 

 
●

 
●
 

●
 

 
●

 
●
 

 
 

●
 

●
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●
 

 
 

 
●
 

 
 

●
 

 
 

●
 

 
●

 
●

 
●
 

●
 

 
●
 

●
 

●
 

 
●

 
●

 
●
 

 
 

 

２
Ｎ

要
求
の
可
搬
型

重
大
事
故
等
対
処
設
備

 
[4
.
3 
(1
)
b.

,
 

4.
3
 (
2)
c
.(

b
)
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
●

 
 

 
 

●
 

 
 

●
 

 
 

●
 

●
 

 
 

 
 

 
●
 

●
 

 
●
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 

２
Ｎ

要
求
以
外
の
可

搬
型

重
大

事
故
等
対
処

設
備
 

[4
.
3 
(1
)
c.

,
 

4.
3
 (
2)
c
.(

a
)
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

 
 

●
 

●
 

 
 

●
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

●
 

 
 

 
●
 

●
 

●
 

●
 

 
 

●
 

SF
P

冷
却

等
の

た
め

の
設
備

 
[4
.
3 
(3
)
c.

(b
)
①
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●

 
●
 

●
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

計
装
設
備

 
[4
.
3 
(1
)
a.

(
c)

,
 

4.
3
添
付

-4
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

監
視
測
定
設
備

 
[4
.
3 
c.
(
c)
③
,
 

4.
3
 (
3)
c
.(

b
)
②

]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
 

 
 

緊
急
時
対
策
所

 
[4
.
3 
a.
(
d)

,
 

4.
3
 c
.(
c
)
②
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
 

※ ２
 

 
 

●
 

●
 

 
 

 
 

通
信
連
絡
設
備

 
[4
.
3 
a.
(
d)

,
 

4.
3
 c
.(
c
)
④
]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 

そ
の

他
の
設
備
（
ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
）

 
[4
.
3 
c.
(
c
)⑤

]
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
●
 

 
 

 
（
注
）
 
：
分
類
が
重
複
し
て
い
る
設
備
（
各
表
に
お
い
て
常
設
・
可
搬
設
備
が
混
在
し
て
い
る
も
の
等
）
が
あ
る
。

 

※
１
 
：
代
替
自
動
減
圧
機
能
は
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
に
準
じ
て
設
定

 

※
２
 
：
中
央
制
御
室
の
可
搬
型
照
明
（
Ｓ
Ａ
）
，
酸
素
濃
度
計
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
は
緊
急
時
対
策
所
に
準
じ
て
設
定
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
記
載
例
及
び
記
載
の
考
え
方

 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

 表
６
６
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
６
－
２
－
１

 
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

高
圧
代
替
注
水
系
 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
※
３
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が
 

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
か
つ

原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る

運
転
確
認
終
了
後
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

１
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
８
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
９
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
起
動
準
備
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
運
転
中
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
を
動
作
不

能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
４
１
条
 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
９
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

           

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

(
手
順

等
)
」
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

(手
順
等

)」
と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順

等
を
定
め
る
）
こ
と
。（

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止
に
用
い
る
設

備
）

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
水
源
を
確

保
す
る
こ
と
に
加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大

事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ

と
。

 

 

④
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る

原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
高
圧
時

に
当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
が
必
要
と
な
る
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停

止
（
原
子
炉
圧
力
が

1.
0
4M
Pa
[g
a
g
e]
以
上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認
終
了
後
）
」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 

②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
十
分
な
期
間
に
わ
た
っ
て

原
子
炉
水
位
を
維
持
し
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
ン
プ
流
量
を
有
す
る

設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。

 

 
 
な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。

 

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
記
載
例
及
び
記
載
の
考
え
方

 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

 （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
中
央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
蒸
気

供
給
ラ
イ
ン
分
離
弁
が
閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
前
に
１
回
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
10
に
お
い
て
，
高

圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

90
.8
m3
/h

で
，
揚
程
が

運
転
確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

78
m
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン

プ
の
運
転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
中
に
１
回
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
10
に
お
い
て
，
中

央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁

が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動

作
確

認
に

際
し

て
作

動
し

た
弁

の
開

閉
状

態
を

確
認

す

る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
中
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高
圧
代

替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

90
.8
m3
/h

で
，
揚
程
が
運
転

確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

66
m
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の

運
転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

５
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
中
央
制

御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁
が
開
す

る
こ
と
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
が
閉
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し

て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
10
：
主
蒸
気
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。
 

          

 ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

項
目
２
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
主
蒸
気
系
を
用
い
る
。

 

 項
目
２
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ

れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
と
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
３
，
４
，
５
が
該
当
。

 

項
目
１
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
１
回
，
動
作
確
認
及
び
当
該
弁
の

開
閉
状
態
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

項
目
３
，
４
，
５
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
項
目
２
と
同
様
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔

離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
中
に
１
回
又
は
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

 高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
添
付
十
の
主
要
解
析
条
件
に
お
い
て
，

設
計
値
で
あ
る

90
.8
m3
/h
（
7.
8
6M
P
a[
g
a
ge
]
～
1
.
0
4M
P
a
[g
a
g
e]
に
お
い
て
）
に
て
注
水
す
る
も
の

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
流
量
が
当
該
解
析
条
件
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
２
）
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資
料
２
．（

１
）
保
安
規
定
記
載
例
及
び
記
載
の
考
え
方

 

保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
1
1
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等

対
処

設
備

※
12
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と

共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁

が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
1
1
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求

さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.
発
電
課
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

1.
04
MP
a[
ga
ge
]
未
満
に

す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
11
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

高
圧
代
替
注
水
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た

場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）

,（
３
））

 

A1
.対

応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
起
動
し
確
認

す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理

し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
該

当
す
る
。

 

高
圧
代
替
注
水
系
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と
共
通
要
因
で
故
障
す
る
可
能
性
が
あ
り
得
る

（
蒸
気
ラ
イ
ン
が
一
部
共
通
の
た
め
）
こ
と
か
ら
，
駆
動
源
の
異
な
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

を
設
定
す
る
。

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応

す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ

る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
に
起
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
流

量
等
も
高
圧
代
替
注
水
系
と
同
等
な
性
能
を
有
す
る
。

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
. 

A1
.と

同
様
。

 

B2
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢
３
日
間
」
と
す
る
。

 

C1
．，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保安規定第６６条 

表６６－１「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」 

６６－１－１「ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
１
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
１
－
１

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
 

（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

要
 
素
⑤
 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

原
子
炉
圧
力
高
 

４
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
）
 

４
チ
ャ
ン
ネ
ル

手
動
 

２
チ
ャ
ン
ネ
ル

※
３
 

※
１
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
代
替
制
御
棒
挿
入
用
電
磁
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
 

※
２
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る
状

態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
論
理
回
路
を
バ
イ
パ
ス

し
て
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ
た
場
合

で
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ
信
号
を

出
力
し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
３
：
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
に
よ
り
動
作
す
る
制
御
棒
駆
動
機
構
等
に
つ
い

て
は
，
既
存
の
保
安
規
定
第
２
２
条
（
制
御
棒
の
ス
ク
ラ
ム
機
能
）
に
お
い
て
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
，
Ｓ
Ａ
要
求
を
満
た
す
こ
と
か
ら
，
既
存
条
文
に
て
管
理
す
る
。

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿

入
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の

異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉

心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容

器
の
健
全
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

④
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
，

発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
，
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の

状
態
は
「
運
転
及
び
起
動
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
各
要
素
に
つ
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
に
必
要
な
論
理
回
路
に
入
力
さ
れ
る
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
と
し
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
）
 

１
．
原
子
炉
圧
力
高
，
原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
）：

検
出
器
各
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
入
力
信
号
と

し
て
論
理
回
路
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
，
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
と
す
る
。
 

２
．
手
動
：
Ａ
Ｒ
Ｉ
用
電
磁
弁
（
Ａ
系
及
び
Ｂ
系
）
を
動
作
さ
せ
る
た
め
に
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動

作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
制
御
棒

挿
入
機
能
 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
４
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
圧
力
高
 

7.
35
MP
a[
ga
ge
] 

以
下
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
５
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
６
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

３
．
原
子
炉
水
位
 

異
常
低
 

（
Ｌ
２
）
 

1,
21
6
㎝
 

以
上
 

（
圧
力
容
器
零
 

レ
ベ
ル
よ
り
）
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
５
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
６
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

４
．
手
動
 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

※
４
：「

機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
に
よ
り

,電
磁
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

を
い
う
。
 

※
５
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意
な
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
６
：「

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で
出

力
信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
７
：「

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す

る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的
な
確
認
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
２
）

a
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
２
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

３
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

４
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理

回
路
及
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
及
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確
認
を

行
う
。
 

設
定
値
に
つ
い
て
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す
る
。

（
添
付
－
２
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
の
論
理
回
路
は
１
系
統
構
成
で
あ
り
，
ま

た
，
手
動
に
つ
い
て
も
運
転
中
に
機
能
確
認
を
す
る
と
，
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外

乱
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
），

３
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
）
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１

回
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
⑨

 
完
了
時
間

 

A
.
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ

ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き

な
い
場
合

 

A
1
.
発
電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備

※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。
 

お
よ
び

 

A
2
.発

電
課
長
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間

 

３
０
日
間

 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合

 

B
1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。

 
２
４
時
間

 

※
８
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作

動
阻
止
機
能
）
お
よ
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
い
う
。
 

※
９
：
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
つ
い
て
は
１
系
列
を
起
動
し
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ

緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機

能
）
に
つ
い
て
は
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し

て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））
 

A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

に
お
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
発
生
時
の
対
応
設
備
と
し
て
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設

備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
），

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動

阻
止
機
能
）
及
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
該
当
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系

論
理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。
 

A2
.
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－6－233 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

AN
D論

理

O
R
論
理

空
気
配
管

電
気
配
線

3方
向
電
磁
弁

電
磁
弁

N
E

常
時
励
磁

N
D

常
時
無
励
磁

凡
例

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
論
理

（
A）

手
動
挿
入
信
号

B系
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
用

電
磁
弁
励
磁
信
号

A系
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
用

電
磁
弁
励
磁
信
号

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
論
理

（
B）

手
動
挿
入
信
号

原
子
炉
圧
力
高
（

A）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）

(A
)

原
子
炉
圧
力
高
（

D）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）

(D
)

原
子
炉
圧
力
高
（

C）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）

(C
)

原
子
炉
圧
力
高
（

B）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）

(B
)

他
の
水
圧
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
へ

他
の
水
圧
制
御

ユ
ニ
ッ
ト
へ

N
E

ア
キ
ュ
ム

レ
ー
タ

ス
ク
ラ
ム
弁

ス
ク
ラ
ム

パ
イ
ロ
ッ
ト
弁

原
子
炉
保
護
系
よ
り

N
E

排
気

排
気

計
装
用
圧
縮

空
気
系
よ
り

ND
ND

N
D

ND

N
D

N
D

N
D

N
D

ND

制
御
棒
挿
入

排
気

排
気

排
気

排
気

排
気

原
子
炉
保
護
系
よ
り

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ス
ク
ラ
ム

パ
イ
ロ
ッ
ト
弁

A系
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
用

電
磁
弁
励
磁
信
号

B系
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
用

電
磁
弁
励
磁
信
号

第
6.
7－

1
図
 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
説
明
図
（
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
に
よ
る

制
御
棒
緊
急
挿
入
）

 

66
-1
-1

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
 

第
22

条
「
制
御
棒
の
ス
ク
ラ
ム
機
能
」
で
整
理
 

66
-1
-1

要
求
さ
れ
る
機
能
と
し
て
は

 
AR
I
電
磁
弁
が
動
作
す
る
こ
と
も
含
む
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－6－98 

で，重大事故等対処設備として使用することにより，他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，平均出力領域モニタ及

び原子炉水位検出器を多重化し，論理回路を構成することで，検出器の単一

故障による誤動作を防止し，減圧機能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系の手

動操作による主蒸気逃がし安全弁の作動を阻止しない設計とする。 

さらに，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系と

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）で自動減圧系作動阻止信号を共用し

ているが，電気的に分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，想定される重大事故等時にお

いて，原子炉圧力高の信号又は原子炉水位低（レベル２）の信号の計器誤差

を考慮して確実に作動する設計とする。 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処設備としての仕

様が重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界にするために必要な制御

棒を全挿入することが可能な駆動水を有する容量に対して十分であるため，

設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，想定される

重大事故等時において，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）の信号 

所要数・必要容量 

関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－6－178 

第 6.7－1 表 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備の主

要機器仕様 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

個  数 １ 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

個  数 １ 

(3) 制御棒 

第 6.1.2－1 表 制御棒の主要仕様に記載する。 

(4) 制御棒駆動機構 

第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

(5) 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

(6) ほう酸水注入系 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

(7) ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能） 

個  数 １ 

所要数・必要容量 

関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

 設定根拠  
関連個所を赤枠及び下線にて示す  
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10－5－84 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（1/19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対

処設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ATWS緩和設備（代替制御棒挿

入機能）による制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系作動阻止

機能による原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を

維持するための手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制

を図った後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入

機
能
）
に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することがで

きない事象（以下「ATWS」という。）が発生するおそれがある場合又はATWSが発生した

場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するた

め，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制

ATWSが発生した場合は，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）によ

り原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポ

ンプを停止し，原子炉出力を抑制する。 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止

ATWS が発生した場合は，ATWS 緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手動操作又は

中性子束高及び原子炉水位低（レベル２）の信号による自動作動により，自動減圧系及

び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止し，原子炉圧力容器へ

の冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

ほ
う
酸
水
注
入

ATWSが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を

注入することにより発電用原子炉を未臨界とする。 

同等な性能を有することの説明 

関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10－5－85 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にも

かかわらず全制御棒が全挿入されない場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

より制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作により ATWS 緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動

させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停

止し，自動減圧系及び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うと

ともに，ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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保安規定第６６条 

表６６－１「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」 

６６－１－２「ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

６
６
－
１
－
２

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

要
 
素
⑤
 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

原
子
炉
圧
力
高
 

４
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
）
 

４
チ
ャ
ン
ネ
ル

手
動
 

２
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ

断
器
 

２
台
 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る

状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
し
て
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ

た
場
合
で
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
 

ト
リ
ッ
プ
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再

循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規

定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の

異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉

心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容

器
の
健
全
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

④
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過

渡
変
化
時
に
お
い
て
，
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
出
力
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用

さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
及
び
起
動
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
各
要
素
に
つ
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
が
要

求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
論
理
回
路
に
入
力
さ
れ
る
信
号
数
を
動
作
可
能
で

あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
し
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
）

１
．
原
子
炉
圧
力
高
，
原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
）：

検
出
器
各
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
入
力
信
号
と

し
て
論
理
回
路
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
，
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン

ネ
ル
数
と
す
る
。
 

２
．
手
動
：
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
入
力
信
号
と
し
て
論
理
回
路
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

３
．
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ
断
器
：
原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
２
台
を

停
止
さ
せ
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
２
台
を
所
要
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

 （
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ

プ
機
能
 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
２
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
圧
力
高
 

7.
35
MP
a[

ga
ge
] 

以
下
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起
動

に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な

い
こ

と
を

指
示

に
よ

り
確
認
す
る

※
３
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ

ン
ネ

ル
校

正
を

実
施
す
る

※
４
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理

回
路

機
能

を
確

認
す
る

※
５
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

３
．
原
子
炉
水
位
異
常
低
 

（
Ｌ
２
）
 

1,
21
6
㎝
以
上
 

（
圧
力
容
器
零
 
 

レ
ベ
ル
よ
り
）
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起
動

に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な

い
こ

と
を

指
示

に
よ

り
確
認
す
る

※
３
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ

ン
ネ

ル
校

正
を

実
施
す
る

※
４
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理

回
路

機
能

を
確

認
す
る

※
５
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

４
．
手
動
 

－
 

論
理

回
路

機
能

を
確

認
す
る

※
５
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

※
２
：「

機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
論
理
回
路
の
出
力
段
の
信
号
に
よ
り

,代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
し
ゃ

断
器
が
開
放
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
３
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意
な
差
異
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
４
：「

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で

出
力
信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
５
：「

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生

す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的
な
確
認
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

    

  ⑦
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
２
）

 

 ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
 
 
項
目
１
，
２
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

３
（
チ
ャ
ン
ネ
ル

校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

４
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論

理
回
路
及
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
及
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確

認
を
行
う
。
 

設
定
値
に
つ
い
て
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す

る
。（

添
付
－
２
）
 

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
は
，
誤
操
作
等
に

よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

 ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
 
 
項
目
２
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
），

３
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を

指
示
に
よ
り
確
認
）
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回

と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明

 
備
考

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ

し
ゃ
断
器
が
動
作
不
能
の
場
合

 

A1
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大

事
故
等
対
処
設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る

※
７
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
完

了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

※
６
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
を
い
う
。

 

※
７
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し

て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））
 

A1
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
該

当
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系

論
理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。
 

A2
.当

該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－6－234 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 第
6
.
7
－

2
図

 
緊

急
停

止
失

敗
時

に
発

電
用

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
設

備
説

明
図

（
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

停
止

に
よ

る

原
子

炉
出

力
抑

制
）

 

AN
D論

理

OR
論
理

凡
例

代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断
器
（

A）
手
動
操
作
「
切
」
信
号

代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
遮
断
器
（
B）

手
動
操
作
「
切
」
信
号

*３ *４

原
子
炉
圧
力
高
（

A）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
(A
)

原
子
炉
圧
力
高
（

D）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
(D
)

原
子
炉
圧
力
高
（

C）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
(C
)

原
子
炉
圧
力
高
（

B）

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
(B
)

*１ *２

原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
（

A）
駆
動
電
動
機

静
止
形
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ

電
源
装
置
（
A）

受
電
遮
断
器

6
.9
k
V
M
/C

6-
2
A

Ｍ

代
替
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ

遮
断
器
（

A）

静
止
形
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ

電
源
装
置
（

A）

*１ *３

原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
（

B）
駆
動
電
動
機

Ｍ

6
.9
k
V
M
/C

6-
2
B

静
止
形
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ

電
源
装
置
（
B）

受
電
遮
断
器

代
替
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ

遮
断
器
（

B）

静
止
形
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ

電
源
装
置
（
B）

*２ *４

6
6
-
1
-
2
の

範
囲

 
赤

枠
に

て
示

す
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－6－98 

で，重大事故等対処設備として使用することにより，他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，平均出力領域モニタ及

び原子炉水位検出器を多重化し，論理回路を構成することで，検出器の単一

故障による誤動作を防止し，減圧機能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系の手

動操作による主蒸気逃がし安全弁の作動を阻止しない設計とする。 

さらに，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系と

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）で自動減圧系作動阻止信号を共用し

ているが，電気的に分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，想定される重大事故等時にお

いて，原子炉圧力高の信号又は原子炉水位低（レベル２）の信号の計器誤差

を考慮して確実に作動する設計とする。 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処設備としての仕

様が重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界にするために必要な制御

棒を全挿入することが可能な駆動水を有する容量に対して十分であるため，

設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，想定される

重大事故等時において，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）の信号

所要数・必要容量 

関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－99 

の計器誤差を考慮して確実に作動させることで，原子炉再循環ポンプ２台を

自動停止する設計とする。 

ほう酸水注入系ポンプ及びほう酸水注入系貯蔵タンクは，設計基準対象施

設としての仕様が，想定される重大事故等時において，発電用原子炉を未臨

界にするために必要な負の反応度添加率を確保するための容量に対して十分

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，想定される重大事故等時

において，中性子束高及び原子炉水位低（レベル２）の信号の計器誤差を考

慮して確実に作動する設計とする。 

 

6.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，中央制御室及び原子炉建屋

原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）の操作は，想定される重大事故

等時において，中央制御室で可能な設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御棒

駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，原子炉格納容器内及び

原子炉建屋原子炉棟内に設置し，重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，中央制御

室，原子炉建屋原子炉棟内及び原子炉建屋付属棟内に設置し，想定される重

大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－194 

第 6.7－1 表 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備の主

要機器仕様 

 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

個  数          １ 

 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

個  数          １ 

 

(3) 制御棒 

 第 6.1.2－1 表 制御棒の主要仕様に記載する。 

 

(4) 制御棒駆動機構 

   第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

 

(5) 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

 第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

 

(6) ほう酸水注入系 

   第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

 

(7) ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能） 

    個  数          １ 

 

所要数・必要容量 

関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定根拠  
関連個所を赤枠及び下線にて示す  
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－84 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（1/19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的 

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対

処設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ATWS緩和設備（代替制御棒挿

入機能）による制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系作動阻止

機能による原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を

維持するための手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制

を図った後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入

機
能
）
に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入 

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することがで

きない事象（以下「ATWS」という。）が発生するおそれがある場合又はATWSが発生した

場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するた

め，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止 

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制 

ATWSが発生した場合は，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）によ

り原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポ

ンプを停止し，原子炉出力を抑制する。 

 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止 

ATWS が発生した場合は，ATWS 緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手動操作又は

中性子束高及び原子炉水位低（レベル２）の信号による自動作動により，自動減圧系及

び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止し，原子炉圧力容器へ

の冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

 

ほ
う
酸
水
注
入 

ATWSが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を

注入することにより発電用原子炉を未臨界とする。 

 

同等な性能を有することの説明 

関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10－5－85 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にも

かかわらず全制御棒が全挿入されない場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

より制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作により ATWS 緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動

させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停

止し，自動減圧系及び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うと

ともに，ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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保安規定第６６条 

表６６－１「緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備」 

６６－１－３「ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
１
－
３

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
 

（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と

※
１
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

要
 
素
⑤
 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
（
論
理
毎
）
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が
 

0.
77

MP
a[
ga
ge
]以

上

の
場
合
）
 

原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
）

※
２
 

３
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

中
性
子
束
高

※
３

３
チ
ャ
ン
ネ
ル

手
動
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て
い
る

状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
論
理
回
路
を
バ
イ

パ
ス
し
て
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動
作
が
発
見
さ
れ
た

場
合
で
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状
態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ

信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な
い
。
 

※
２
：
当
該
設
備
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
２
７
条
 
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：
当
該
設
備
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
２
７
条
 
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
」
お
よ
び
「
６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作

動
阻
止
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る

基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時

の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子

炉
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た

め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉

冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原

子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容

器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

④
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
は
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
お

い
て
，
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
自
動
減
圧
系
及
び
代
替
自
動
減
圧

回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
に
よ
る
自
動
減
圧
を
阻
止
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
冷
水
注
水

量
の
増
加
に
伴
う
原
子
炉
出
力
の
急
上
昇
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
と
合
わ
せ
，「

運

転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
7
7M
P
a
[g
ag
e
]
以
上
の
場
合
）
と
す
る
。（

保
安
規

定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
各
要
素
に
つ
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
が
要
求
さ
れ
る
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
論
理
回
路
に
入
力
さ
れ
る
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
と
し
て
，
論
理
毎
に
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
）

１
．
原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
２
），

中
性
子
束
高
：
検
出
器
各
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
入
力
信
号
と
し

て
論
理
回
路
を
構
成
す
る
こ
と
か
ら
，
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
と
す
る
。
 

２
．
手
動
：
Ａ
系
及
び
Ｂ
系
の
両
方
が
動
作
可
能
で
な
け
れ
ば
起
動
阻
止
機
能
を
達
成
で
き
な
い
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
自
動
減
圧
系
作

動
阻
止
機
能
 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
４
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
水
位
 

異
常
低
 

（
Ｌ
２
）
 

1,
21
6
㎝
以
上
 

（
圧
力
容
器
零
 

レ
ベ
ル
よ
り
）
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
５
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
６
。 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

３
．
中
性
子
束
高
 

10
％
以
下
 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
お

よ
び

起

動
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ

と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る

※
５
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
６
。 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

４
．
手
動
 

－
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
７
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

※
４
：「

機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す
る
こ
と

に
よ
り
,そ

の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
５
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意
な
差
異
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
６
：「

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内
で
出

力
信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
７
：「

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す

る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的
な
確
認
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

た
め
，
論
理
毎
の
１
系
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
項
目
２
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

３
（
チ
ャ
ン
ネ

ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

４
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理

回
路
及
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
及
び
機
能
確
認
と
同
様
の
確
認
を

行
う
。
 

設
定
値
に
つ
い
て
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記
載
す
る
。

（
添
付
－
２
）
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）
は
，
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外

乱
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

ｂ
.
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
），

３
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
）
が
該
当
。
 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１

回
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間

 

A
.
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ

ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き

な
い
場
合

 

A
1
.
発
電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備

※
８
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。

 

お
よ
び

 

A
2
.
発
電
課
長
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。

 

６
時
間

 

３
０
日
間

 

B
.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を
完
了
時
間
内
に
達
成

で
き
な
い
場
合

 

B
1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。

 
２
４
時
間

 

※
８
：
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
を
い
う
。
 

※
９
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し

て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））
 

A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

に
お
い
て
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
発
生
時
の
対
応
設
備
と
し
て
整
理
し
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設

備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）
が
該
当
す
る
。（

添
付
－
３
）

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系

論
理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。
 

A2
.
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る

重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8－
6－

236 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

＜自動減圧系作動阻止機能＞ 

第 6.7－4 図(1) 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備説

明図（ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）による

原子炉出力急上昇防止） 

AND論理

OR論理

2 out of 3 論理

NOT論理

信号阻止

原子炉水位低(レベル２) A

（ WO ）
平均出力領域モニタ(A)高

平均出力領域モニタ(C)高

平均出力領域モニタ(E)高

原子炉水位低(レベル２) C *2

原子炉水位低(レベル２) C *2

自動減圧系(A)作動阻止
操作スイッチ 阻止

自動減圧系(A)作動阻止

3
2

3
2

自動減圧系(A)作動阻止と同様（*１） 自動減圧系(B)作動阻止

*１：自動減圧系(B)作動阻止については，各信号の｢A｣，｢C｣，｢E｣を｢B｣，｢D｣，｢F｣に読み替える。

*２：「原子炉水位低(レベル２) C 」は異なる計測機器からの信号。自動減圧系(B)作動阻止論理においても
同じ。

（ WO ）

凡例

3
2

66-1-3 の範囲 
赤枠にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－98 

で，重大事故等対処設備として使用することにより，他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，平均出力領域モニタ及

び原子炉水位検出器を多重化し，論理回路を構成することで，検出器の単一

故障による誤動作を防止し，減圧機能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系の手

動操作による主蒸気逃がし安全弁の作動を阻止しない設計とする。 

さらに，ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，自動減圧系と

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）で自動減圧系作動阻止信号を共用し

ているが，電気的に分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計

とする。 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，想定される重大事故等時にお

いて，原子炉圧力高の信号又は原子炉水位低（レベル２）の信号の計器誤差

を考慮して確実に作動する設計とする。 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，設計基準事故対処設備としての仕

様が重大事故等時において，発電用原子炉を未臨界にするために必要な制御

棒を全挿入することが可能な駆動水を有する容量に対して十分であるため，

設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，想定される

重大事故等時において，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル２）の信号

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－99 

の計器誤差を考慮して確実に作動させることで，原子炉再循環ポンプ２台を

自動停止する設計とする。 

ほう酸水注入系ポンプ及びほう酸水注入系貯蔵タンクは，設計基準対象施

設としての仕様が，想定される重大事故等時において，発電用原子炉を未臨

界にするために必要な負の反応度添加率を確保するための容量に対して十分

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備として使用する

ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）は，想定される重大事故等時

において，中性子束高及び原子炉水位低（レベル２）の信号の計器誤差を考

慮して確実に作動する設計とする。 

 

6.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，中央制御室及び原子炉建屋

原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）の操作は，想定される重大事故

等時において，中央制御室で可能な設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）により動作する制御棒，制御棒

駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットは，原子炉格納容器内及び

原子炉建屋原子炉棟内に設置し，重大事故等時における環境条件を考慮した

設計とする。 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）は，中央制御

室，原子炉建屋原子炉棟内及び原子炉建屋付属棟内に設置し，想定される重

大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－194 

第 6.7－1 表 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備の主

要機器仕様 

(1) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

個  数 １ 

(2) ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

個  数 １ 

(3) 制御棒 

第 6.1.2－1 表 制御棒の主要仕様に記載する。 

(4) 制御棒駆動機構 

第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

(5) 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

第 6.1.2－2 表 制御棒駆動系主要仕様に記載する。 

(6) ほう酸水注入系 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

(7) ＡＴＷＳ緩和設備（自動減圧系作動阻止機能） 

個  数 １ 

所要数・必要容量 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

 

 

 

  

設定根拠  
関連個所を赤枠及び下線にて示す  
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－84 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（1/19） 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

方
針
目
的

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止させるための設計基準事故対

処設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，ATWS緩和設備（代替制御棒挿

入機能）による制御棒緊急挿入，原子炉再循環ポンプ停止による原子炉出力抑制，自動減圧系作動阻止

機能による原子炉出力急上昇防止により，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を

維持するための手順等を整備する。 

また，自動での原子炉緊急停止及び手動による原子炉緊急停止ができない場合は，原子炉出力の抑制

を図った後にほう酸水注入により未臨界に移行する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入

機
能
）
に
よ
る
制
御
棒
緊
急
挿
入

運転時の異常な過渡変化時において，発電用原子炉の運転を緊急に停止することがで

きない事象（以下「ATWS」という。）が発生するおそれがある場合又はATWSが発生した

場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により，制御棒が自動で緊急挿入するた

め，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかっ

た場合は，中央制御室からの手動操作によりATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を

作動させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止

に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制

ATWSが発生した場合は，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）によ

り原子炉再循環ポンプが自動で停止するため，炉心流量が低下し，原子炉出力が抑制さ

れたことを確認する。 

また，ATWS緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）により原子炉再循環ポ

ンプが自動で停止しなかった場合は，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポ

ンプを停止し，原子炉出力を抑制する。 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻

止
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
出
力
急
上
昇
防
止

ATWS が発生した場合は，ATWS 緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）の手動操作又は

中性子束高及び原子炉水位低（レベル２）の信号による自動作動により，自動減圧系及

び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止し，原子炉圧力容器へ

の冷水注水量の増加に伴う原子炉出力の急上昇を防止する。 

ほ
う
酸
水
注
入

ATWSが発生した場合は，原子炉再循環ポンプ停止により原子炉出力を抑制した後，中

央制御室からの手動操作によりほう酸水注入系を起動し，原子炉圧力容器へほう酸水を

注入することにより発電用原子炉を未臨界とする。 

同等な性能を有することの説明 

関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10－5－85 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

運転時の異常な過渡変化の発生時において，発電用原子炉がスクラムすべき状況にも

かかわらず全制御棒が全挿入されない場合は，ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）に

より制御棒が自動で緊急挿入するため，発電用原子炉が緊急停止したことを確認する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が自動で緊急挿入しなかった場合

は，中央制御室からの手動操作により ATWS 緩和設備（代替制御棒挿入機能）等を作動

させて制御棒を緊急挿入し，発電用原子炉を緊急停止する。 

ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）により制御棒が緊急挿入しなかった場合は，原

子炉停止機能喪失と判断し，中央制御室からの手動操作により原子炉再循環ポンプを停

止し，自動減圧系及び代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の自動起動阻止を行うと

ともに，ほう酸水注入系を速やかに起動し，発電用原子炉を未臨界とする。 
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保安規定第６６条「重大事故等対処設備」 

表６６－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－２－１「高圧代替注水系（中央制御室からの遠隔起動）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（４）設計及び工事計画認可申請書（設定根拠） 

（５）系統設計仕様書（高圧代替注水系） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
２
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
２
－
１

 
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

高
圧
代
替
注
水
系
 

（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
※
３
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が
 

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
か
つ

原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る

運
転
確
認
終
了
後
）
 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

１
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
８
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
９
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
起
動
準
備
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
運
転
中
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
を
動
作
不

能
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

※
３
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
４
１
条
 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
９
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

(
手
順

等
)
」
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備

(手
順
等

)」
と
し
て
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順

等
を
定
め
る
）
こ
と
。（

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止
に
用
い
る
設

備
）

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
水
源
を
確

保
す
る
こ
と
に
加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大

事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ

と
。

 

④
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る

原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
高
圧
時

に
当
該
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
よ
る
冷
却
機
能
が
必
要
と
な
る
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停

止
（
原
子
炉
圧
力
が

1.
0
4M
Pa
[g
a
g
e]
以
上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認
終
了
後
）
」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 

②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
は
，
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
十
分
な
期
間
に
わ
た
っ
て

原
子
炉
水
位
を
維
持
し
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
ポ
ン
プ
流
量
を
有
す
る

設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。

な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
中
央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
蒸
気

供
給
ラ
イ
ン
分
離
弁
が
閉
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
前
に
１
回
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
10
に
お
い
て
，
高

圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

90
.8
m3
/h

で
，
揚
程
が

運
転
確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

78
m
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン

プ
の
運
転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
中
に
１
回
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]相

当
※
10
に
お
い
て
，
中

央
制
御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁

が
開
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動

作
確

認
に

際
し

て
作

動
し

た
弁

の
開

閉
状

態
を

確
認

す

る
。
 

定
事
検
停
止
後
の
 

原
子
炉
起
動
中
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
高
圧
代

替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

90
.8
m3
/h

で
，
揚
程
が
運
転

確
認
時
の
原
子
炉
圧
力
に
加
え
て

66
m
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ
ン
プ
の

運
転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
に
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

５
．
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
お
い
て
，
中
央
制

御
室
の
操
作
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
，
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁
が
開
す

る
こ
と
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
が
閉
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し

て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
10
：
主
蒸
気
圧
力
設
定
を
当
該
圧
力
と
し
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
を
い
う
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

項
目
２
の
確
認
で
使
用
す
る
駆
動
蒸
気
に
つ
い
て
は
，
主
蒸
気
系
を
用
い
る
。

 

項
目
２
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ

れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起

動
中
に
１
回
と
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
，
３
，
４
，
５
が
該
当
。

 

項
目
１
に
つ
い
て
は
，
定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
１
回
，
動
作
確
認
及
び
当
該
弁
の

開
閉
状
態
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

項
目
３
，
４
，
５
の
頻
度
に
つ
い
て
は
，
項
目
２
と
同
様
，
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔

離
時
冷
却
系
）
に
て
整
理
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
の
確
認
頻
度
を
準
用
し
，

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
中
に
１
回
又
は
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

高
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
添
付
十
の
主
要
解
析
条
件
に
お
い
て
，

設
計
値
で
あ
る

90
.8
m3
/h
（
7.
8
6M
P
a[
g
a
ge
]
～
1
.
0
4M
P
a
[g
a
g
e]
に
お
い
て
）
に
て
注
水
す
る
も
の

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
流
量
が
当
該
解
析
条
件
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
高
圧
代
替
注
水
系
が
動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
1
1
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事

故
等

対
処

設
備

※
12
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す

る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と

共
用
す
る
配
管
ま
た
は
弁

が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
1
1
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求

さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間

内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.
発
電
課
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

1.
04
MP
a[
ga
ge
]
未
満
に

す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
11
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
い
う
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

高
圧
代
替
注
水
系
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た

場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
）

,（
３
））

 

A1
.対

応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
起
動
し
確
認

す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理

し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
該

当
す
る
。

 

高
圧
代
替
注
水
系
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
と
共
通
要
因
で
故
障
す
る
可
能
性
が
あ
り
得
る

（
蒸
気
ラ
イ
ン
が
一
部
共
通
の
た
め
）
こ
と
か
ら
，
駆
動
源
の
異
な
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

を
設
定
す
る
。

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応

す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ

る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
に
起
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
流

量
等
も
高
圧
代
替
注
水
系
と
同
等
な
性
能
を
有
す
る
。

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
. 

A1
.と

同
様
。

 

B2
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢
３
日
間
」
と
す
る
。

 

C1
．，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

 

1.2－62

  #1～：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する弁があることを示す。 

第 1.2－4図 中央制御室からの高圧代替注水系起動 概要 

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

AONO

MOMO

MO

MO

HO

復水貯蔵
タ ン ク

MO

MO

MO

AO

給水系から

原子炉冷却材
浄化系から

蒸気
タービンへ

AO

給水系から
AO

MO MO

MO

MO
MO

MO

AO

MO

MO

MO

MO

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧代替
注水系ポンプ

サプレッション
チェンバ

燃料プール
補給水系へ

タービン

タービン

③＃1
③＃2

④

⑥

ポンプ

電動駆動

空気作動

窒素作動

油圧駆動

弁

逆止弁

設計基準事故対処設
備から追加した箇所

凡例

MO

NO

HO

AO

操作手順 弁名称 

③＃１ RCIC蒸気供給ライン分離弁 

③＃２ FPMUWポンプ吸込弁 

  ④ HPAC注入弁 

  ⑥ HPAC タービン止め弁 

66-2-1の範囲 
赤線にて示す 

第 41条 原子炉隔離時冷却系との共用ライン 

66-11-1にて整理 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－62 

に示す。 

高圧代替注水系は，通常時は弁等により他の系統・機器と隔離し，重大事

故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，高圧代替注水系及び原子

炉隔離時冷却系は，相互に悪影響を及ぼすことのないように，同時に使用し

ない運用とする。 

高圧代替注水系の蒸気配管及び弁は十分な強度を有する設計とし，高圧代

替注水系ポンプは，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさない設計とす

る。 

原子炉隔離時冷却系は，設計基準事故対処設備として使用する場合と同じ

系統構成で，重大事故等対処設備（設計基準拡張）として使用することによ

り，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

5.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

高圧代替注水系ポンプは，想定される重大事故等時において，十分な期間

にわたって原子炉水位を維持し，炉心の著しい損傷を防止するために必要な

ポンプ流量を有する設計とする。 

原子炉隔離時冷却系ポンプは，設計基準事故時に使用する場合のポンプ流

量が，重大事故等の収束に必要な注水流量に対して十分であるため，設計基

準事故対処設備と同仕様で設計する。 

5.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

高圧代替注水系ポンプは，原子炉建屋原子炉棟内に設置し，想定される重

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－73 

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，低圧代

替注水系（可搬型）を使用する。 

なお，この場合は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう

酸水注入と並行して行う。 

本系統の詳細については，「5.6 原子炉冷却材圧力バウンダリ低

圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」に記載する。 

ｃ．高圧代替注水系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，高圧代

替注水系を使用する。 

なお，この場合は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう

酸水注入と並行して行う。 

本系統の詳細については，「5.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ高

圧時に発電用原子炉を冷却するための設備」に記載する。 

ｄ．代替循環冷却系による原子炉圧力容器への注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，代替循

環冷却系を使用する。 

なお，この場合は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう

酸水注入と並行して行う。 

本系統の詳細については，「9.3 原子炉格納容器の過圧破損を防

止するための設備」に記載する。 

ｅ．ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水注入 

炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心の原子炉格納容器下部

への落下を遅延・防止するための重大事故等対処設備として，ほう酸 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－176 

8－
5－

1 

第 5. 4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

 

(1) 高圧代替注水系 

  ａ．高圧代替注水系ポンプ 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

     台  数         １ 

     容  量         約 90.8m3／h 

     全 揚 程         約 882m 

 

(2) ほう酸水注入系 

  ａ．ほう酸水注入系ポンプ 

    第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

  ｂ．ほう酸水注入系貯蔵タンク 

    第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 

66-2-1　8/16

312



添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－125 

第 9.4－1 表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機

器仕様 

(1) 原子炉格納容器下部注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

ｂ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(3) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－126 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(5) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｃ．熱交換器ユニット 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機

器仕様に記載する。 

ｄ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(6) 低圧代替注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－127 

(7) 低圧代替注水系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(8) 高圧代替注水系 

ａ．高圧代替注水系ポンプ 

第 5.4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(9) ほう酸水注入系 

ａ．ほう酸水注入系ポンプ 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

ｂ．ほう酸水注入系貯蔵タンク 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 
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添付-2-(3) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－7－1－165

有効性評価 

関連個所を赤枠にて示す 

130m3/h 

（最大流量） 

120m3/h 

（0.427MPa[dif]） 

第 7.1.3.2－2表 主要解析条件（全交流動力電源喪失（ＴＢＵ））（3/4） 

項目 主要解析条件 条件設定の考え方 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件 

原子炉スクラム信号 
主蒸気止め弁閉 

（遅れ時間：0.06秒） 

安全保護系等の遅れ時間を考慮して設

定 

高圧代替注水系 

事象発生 15分後に手動起動し，設計値である

90.8m3/h（7.86MPa[gage]～1.04MPa[gage]に

おいて）にて注水 

高圧代替注水系の設計値として設定 

<高圧代替注水系ポンプの注水特性>

逃がし安全弁 

逃がし弁機能 

7.37MPa[gage]×２個，356t/h（１個当たり） 

7.44MPa[gage]×３個，360t/h（１個当たり） 

7.51MPa[gage]×３個，363t/h（１個当たり） 

7.58MPa[gage]×３個，367t/h（１個当たり） 

逃がし安全弁の逃がし弁機能の設計値

として設定 

逃がし安全弁（自動減圧機能）の２個を開す

ることによる原子炉急速減圧 

<原子炉圧力と逃がし安全弁１個当たりの蒸気流量の関係>

逃がし安全弁の設計値に基づく蒸気流

量及び原子炉圧力の関係から設定 

低圧代替注水系（常

設）（復水移送ポン

プ） 

最大 130m3/hで注水，その後は炉心を冠水維

持可能な注水量に制御 

設計値に注入配管の流路圧損を考慮し

た値として設定 

<復水移送ポンプ１台による注水特性> 

残留熱除去系（低圧

注水モード） 

1,136m3/h（0.14MPa[dif]において）（最大

1,191m3/h）にて注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）の設

計値として設定 

<残留熱除去系ポンプ１台当たりの注水特性>

残留熱除去系（サプ

レッションプール水

冷却モード） 

熱交換器１基当たり 16MW（サプレッションプ

ール水温 154℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値を考

慮して設定  

原子炉補機代替冷却

水系 

16MW（サプレッションプール水温 154℃，海

水温度 26℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値とし

て設定 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

 設定根拠 
関連個所を赤線にて示す 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

66-2-1  14/16

318



添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(5) 設備仕様書 

 高圧代替注水系 設備仕様書 
関連個所を赤線にて示す 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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保安規定第６６条「重大事故等対処設備」 

表６６－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－２－２「高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）技術的能力まとめ資料 （基準要求に関する説明） 

  添付－３ 参考資料 

  （１）高圧代替注水系及び原子炉隔離時冷却系（現場起動）の運転上の制限に

ついて 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
２
－
２

 
高
圧
代
替
注
水
系
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

高
圧

代
替
注
水

系
お
よ
び
原
子

炉

隔
離
時
冷
却
系
（
現
場
起
動
）

 

原
子

炉
の

状
態

が
運

転
，

起
動

お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]
以
上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認
終
了

後
）
に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
現

場
操
作
に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と

※
１
 

※
１
：
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
に
よ
り
現
場
起
動
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
高
圧
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時

冷
却
系
を
現
場
操
作
に
よ
り
起
動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
及
び
ハ
ン
ド

ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
）
，
添
付
－
３
）

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す

る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
の
現
場
で
の
手
動
起
動
の

要
求
に
つ
い
て
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
ど
ち
ら
か
が
現
場
手
動
起

動
可
能
で
あ
れ
ば
満
足
で
き
る
こ
と
か
ら
，
い
ず
れ
か
が
現
場
手
動
起
動
で
き
れ
ば
良
い
。（

添
付
－

２
）
ま
た
，
ポ
ン
プ
等
の
系
統
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔

起
動
も
不
可
と
な
る
た
め
，
６
６
－
２
－
１
（
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
））

ま
た
は
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
の
運
転
上
の
制
限
の
逸
脱
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
か
ら
，
本
表
で
は
現
場
操
作
に
よ
り
起
動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ

ー
及
び
ハ
ン
ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

 

現
場
操
作
に
よ
り
起
動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
：

 

 
 
高
圧
代
替
注
水
系

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
蒸
気
供
給
ラ
イ
ン
分
離
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
８
２
］

 

・
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
［
Ｐ
１
５
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
０
１
］

 

・
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
弁
［
Ｅ
６
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
０
３
］

 

・
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
止
め
弁
［
Ｅ
６
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
５
０
］

 

 
 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
蒸
気
供
給
ラ
イ
ン
分
離
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
８
２
］

 

・
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
蒸
気
供
給
ラ
イ
ン
分
離
弁
［
Ｅ
６
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
６
４
］

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
入
口
蒸
気
ラ
イ
ン
第
二
隔
離
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
０
８
］

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
タ
ー
ビ
ン
止
め
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
０
９
］

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
注
入
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
０
３
］

 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
冷
却
水
ラ
イ
ン
止
め
弁
［
Ｅ
５
１
－
Ｍ
Ｏ
－
Ｆ
０
１
７
］

 

な
お
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
は
，
６
６
－
２
－
１
（
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制

御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
））

ま
た
は
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
と
同
様
に
，
原

子
炉
圧
力
が

1.
04
MP

a[
g
a
ge
]以

上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認
終
了
後
を
対
象
と

す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
④
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]
以
上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認

終
了
後
）
に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水
系
を
現
場
操
作
に
よ
り
起
動
す

る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ド
ル

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]
以
上
か
つ
原
子
炉
起
動
時
に
実
施
す
る
運
転
確
認

終
了
後
）
に
お
い
て
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
現
場
操
作
に
よ
り
起

動
す
る
た
め
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お
よ
び
ハ
ン

ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

  （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑤
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑥
 

完
了
時
間
 

A.
高

圧
代

替
注

水
系

お
よ

び
原

子
炉

隔

離
時

冷
却

系
が

現

場
操

作
に

よ
り

起

動
で
き
な
い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る

※
２
。
 

お
よ
び
 

A2
.
発
電
課
長
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
が
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と

を
確
認
す
る

※
２
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
高
圧
代
替
注
水
系
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

が
現
場
起
動
で
き
る
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

３
日
間
 

   

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措

置
を

完
了

時

間
内

に
達

成
で

き

な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

1.
04
MP
a[
ga
ge
]未

満
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

※
２
：
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

        

 ④
 
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

 

ａ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

ポ
ン
プ
等
の
系
統
設
備
に
つ
い
て
は
６
６
－
２
－
１
（
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
起
動
））

及
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
で
管
理
さ
れ
て
い
る
た

め
，
こ
こ
で
は
，
現
場
起
動
に
必
要
な
電
動
弁
の
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
及
び
ハ
ン
ド
ル
の
取
り

付
け
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

頻
度
に
つ
い
て
も
，
６
６
－
２
－
１
（
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
起
動
））

及
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
で
整
理
さ
れ
て
い
る
頻
度
に
合
わ
せ
，

１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

       ⑤
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

 

⑥
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））
 

 A1
.現

場
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
６
６
－
２
－
１
（
高
圧
代
替
注
水
系
（
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
起
動
））

及
び
保
安
規
定
第
４
１
条
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）
に
お
い
て
速
や
か
に
確

認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
で
，
高
圧
注
水
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”

と
す
る
。

 

 A2
.現

場
起
動
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
に
よ
り
起
動
で
き
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 A3
.現

場
起
動
で
き
る
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
に
準
じ
て
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

 B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

 

66-2-2  3/16

323



添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

 

1.2－64 

#1～：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する弁があることを示す。 

第 1.2－6図 現場手動操作による高圧代替注水系起動 概要図

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

AONO

MOMO

MO

MO

HO

復水貯蔵

タ ン ク
MO

MO

MO

AO

給水系から

原子炉冷却材
浄化系から

蒸気
タービンへ

AO

給水系から
AO

MO MO

MO

MO
MO

MO

AO

MO

MO

MO

MO

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧代替
注水系ポンプ

サプレッション
チェンバ

燃料プール
補給水系へ

タービン

タービン

④＃1
④＃2

⑤

⑦

ポンプ

電動駆動

空気作動

窒素作動

油圧駆動

弁

逆止弁

設計基準事故対処設
備から追加した箇所

凡例

MO

NO

HO

AO

操作手順 弁名称 

④＃１ RCIC蒸気供給ライン分離弁 

④＃２ FPMUWポンプ吸込弁 

  ⑤ HPAC注入弁 

  ⑦ HPACタービン止め弁 

注水ライン 

主蒸気ライン 

66-2-2の範囲 
緑枠にて示す（電動弁手動操
作用レバーおよびハンドル） 
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

1.2－66 

#1～：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する弁があることを示す。 

第 1.2－8図 現場手動操作による原子炉隔離時冷却系起動 概要 

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

AONO

MOMO

MO

MO

HO

復水貯蔵

タ ン ク
MO

MO

MO

AO

給水系から

原子炉冷却材
浄化系から

蒸気
タービンへ

AO

給水系から
AO

MO MO

MO

MO
MO

MO

AO

MO

MO

MO

MO

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧代替
注水系ポンプ

サプレッション
チェンバ

燃料プール
補給水系へ

タービン

タービン

⑤＃1

⑤＃2

⑦＃1， ⑩

⑦＃2

⑦＃3

⑧＃2

⑧＃1

ポンプ

電動駆動

空気作動

窒素作動

油圧駆動

弁

逆止弁

設計基準事故対処設
備から追加した箇所

凡例

MO

NO

HO

AO

原子炉隔離時冷却系潤滑油冷却器
原子炉隔離時冷却系ﾊﾞﾛﾒﾄﾘｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ
原子炉隔離時冷却系真空タンク

原子炉建屋原子炉棟
床ドレンサンプ(A)

MO

操作手順 弁名称 

⑤＃１ RCIC蒸気供給ライン分離弁 

⑤＃２ HPAC蒸気供給ライン分離弁 

⑦＃１，⑩ RCICタービン入口蒸気ライン第二隔離弁 

⑦＃２ RCICタービン止め弁 

⑦＃３ RCIC注入弁 

⑧＃１ RCIC真空タンクドレン弁 

⑧＃２ RCIC冷却水ライン止め弁 

注水ライン 

主蒸気ライン 
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

添付資料 1.2.1 

1.2-67

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（1/7） 

技術的能力審査基準（1.2） 番号 設置許可基準規則（45条） 技術基準規則（60条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者におい

て、原子炉冷却材圧力バウン

ダリが高圧の状態であって、

設計基準事故対処設備が有

する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合において

も炉心の著しい損傷を防止

するため、発電用原子炉を冷

却するために必要な手順等

が適切に整備されているか、

又は整備される方針が適切

に示されていること。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、原

子炉冷却材圧力バウンダリ

が高圧の状態であって、設

計基準事故対処設備が有す

る発電用原子炉の冷却機能

が喪失した場合においても

炉心の著しい損傷を防止す

るため、発電用原子炉を冷

却するために必要な設備を

設けなければならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、

原子炉冷却材圧力バウン

ダリが高圧の状態であっ

て、設計基準事故対処設

備が有する発電用原子炉

の冷却機能が喪失した場

合においても炉心の著し

い損傷を防止するため、

発電用原子炉を冷却する

ために必要な設備を施設

しなければならない。 

⑨ 

【解釈】 

１ 「発電用原子炉を冷却す

るために必要な手順等」と

は、以下に掲げる措置又はこ

れらと同等以上の効果を有

する措置を行うための手順

等をいう。

‐ 

【解釈】 

１ 第４５条に規定する「発

電用原子炉を冷却するため

に必要な設備」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同

等以上の効果を有する措置

を行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第６０条に規定する

「発電用原子炉を冷却す

るために必要な設備」と

は、以下に掲げる措置又

はこれらと同等以上の効

果を有する措置を行うた

めの設備をいう。 

‐ 

（１）全交流動力電源喪失・

常設直流電源系統喪失を想

定し、原子炉隔離時冷却系

(RCIC)若しくは非常用復水

器（BWR の場合）又はタービ

ン動補助給水ポンプ（PWR の

場合）（以下「RCIC等」とい

う。）により発電用原子炉を

冷却するため、以下に掲げる

措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行う

ための手順等を整備するこ

と。 

② 

（１）全交流動力電源喪失・

常設直流電源系統喪失を想

定し、原子炉隔離時冷却系

(RCIC)若しくは非常用復水

器（BWRの場合）又はタービ

ン動補助給水ポンプ（PWRの

場合）（以下「RCIC等」とい

う。）により発電用原子炉を

冷却するため、以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を行

うための設備を整備するこ

と。 

（１）全交流動力電源喪

失・常設直流電源系統喪

失を想定し、原子炉隔離

時冷却系(RCIC)若しくは

非常用復水器（BWR の場

合）又はタービン動補助

給水ポンプ（PWRの場合）

（以下「RCIC等」という。）

により発電用原子炉を冷

却するため、以下に掲げ

る措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置

を行うための設備を整備

すること。 

⑩ 

ａ）可搬型重大事故防止設備 

ⅰ）現場での可搬型重大事故

防止設備（可搬型バッテリ又

は窒素ボンベ等）を用いた弁

の操作により、RCIC等の起動

及び十分な期間※の運転継

続を行う手順等（手順及び装

備等）を整備すること。ただ

し、下記（１）ｂ）ⅰ）の人

力による措置が容易に行え

る場合を除く。 

‐ 

ａ）可搬型重大事故防止設

備 

ⅰ）現場での可搬型重大事

故防止設備（可搬型バッテ

リ又は窒素ボンベ等）を用

いた弁の操作により、RCIC 

等の起動及び十分な期間※

の運転継続を行う可搬型重

大事故防止設備等を整備す

ること。ただし、下記（１）

ｂ）ⅰ）の人力による措置が

容易に行える場合を除く。 

ａ）可搬型重大事故防止

設備 

ⅰ）現場での可搬型重大

事故防止設備（可搬型バ

ッテリ又は窒素ボンベ

等）を用いた弁の操作に

より、RCIC 等の起動及び

十分な期間※の運転継続

を行う可搬型重大事故防

止設備等を整備するこ

と。ただし、下記（１）ｂ）

ⅰ）の人力による措置が

容易に行える場合を除

く。 

‐ 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

基準要求の確認 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

1.2-68

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2/7） 

技術的能力審査基準（1.2） 番号 設置許可基準規則（45条） 技術基準規則（60条） 番号 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による弁の

操作により、RCIC等の起動及

び十分な期間※の運転継続

を行う手順等（手順及び装備

等）を整備すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウン

ダリの減圧対策及び原子炉

冷却材圧力バウンダリ低圧

時の冷却対策の準備が整う

までの期間のこと。

③ 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による弁

の操作により、RCIC 等の起

動及び十分な期間※の運転

継続を行うために必要な設

備を整備すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウ

ンダリの減圧対策及び原子

炉冷却材圧力バウンダリ低

圧時の冷却対策の準備が整

うまでの期間のこと。 

ｂ）現場操作 

ⅰ）現場での人力による

弁の操作により、RCIC 等

の起動及び十分な期間※

の運転継続を行うために

必要な設備を整備するこ

と。 

※：原子炉冷却材圧力バ

ウンダリの減圧対策及び

原子炉冷却材圧力バウン

ダリ低圧時の冷却対策の

準備が整うまでの期間の

こと。 

⑪ 

ｃ）監視及び制御 

ⅰ）原子炉水位（BWR及び PWR）

及び蒸気発生器水位（PWR の

場合）を推定する手順等（手

順、計測機器及び装備等）を

整備すること。 

④ 

‐ ‐ ‐ 

ⅱ）RCIC等の安全上重要な設

備の作動状況を確認する手

順等（手順、計測機器及び装

備等）を整備すること。 

⑤ 

ⅲ）原子炉水位又は蒸気発生

器水位を制御する手順等（手

順及び装備等）を整備するこ

と。 

⑥ 

（２）復旧 

ａ）原子炉冷却材圧力バウン

ダリが高圧の状態において、

注水（循環を含む。）するこ

と及び原子炉を冷却できる

設備に電源を接続すること

により、起動及び十分な期間

の運転継続ができること。

（BWRの場合） 

⑦ 

ｂ）電動補助給水ポンプに代

替交流電源を接続すること

により、起動及び十分な期間

の運転継続ができること。

（PWRの場合） 

‐ 

（３）重大事故等の進展抑制 

ａ）重大事故等の進展を抑制

するため、ほう酸水注入系

（SLCS）又は制御棒駆動機構

（CRD）等から注水する手順

等を整備すること。（BWR の

場合） 

⑧ 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

1.2-70

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（4/7） 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張）  

対応
手段

機器名称
既設
新設

解釈
対応
番号

対応
手段

機器名称
常設
可搬

必要時間内に使用
可能か

対応可能な人数で
使用可能か 備考

高圧代替注水系ポンプ 新設

復水貯蔵タンク 既設

高圧代替注水系
（蒸気系）配管・弁

新設

主蒸気系　配管・弁 既設

原子炉隔離時冷却系（蒸気
系）配管・弁

既設
新設

高圧代替注水系
（注水系）配管・弁

新設

補給水系　配管 既設

高圧炉心スプレイ系
配管・弁

既設

燃料プール補給水系　弁 既設

原子炉冷却材浄化系　配管 既設

復水給水系 配管・弁
・スパージャ

既設

原子炉圧力容器 既設

所内常設蓄電式直流
電源設備

既設
新設

常設代替直流電源設備 新設

可搬型代替直流電源設備 新設

常設代替交流電源設備 新設

可搬型代替交流電源設備 新設

高圧代替注水系ポンプ 新設

復水貯蔵タンク 既設

高圧代替注水系
（蒸気系）配管・弁

新設

主蒸気系　配管・弁 既設

原子炉隔離時冷却系（蒸気
系）配管・弁

既設
新設

高圧代替注水系
（注水系）配管・弁

新設

補給水系　配管 既設

高圧炉心スプレイ系　配管・
弁

既設

燃料プール補給水系　弁 既設

原子炉冷却材浄化系配管 既設

復水給水系 配管・弁・ス
パージャ

既設

原子炉圧力容器 既設

原子炉隔離時冷却系ポンプ 既設

復水貯蔵タンク 既設

原子炉隔離時冷却系（蒸気
系）配管・弁

既設
新設

主蒸気系配管・弁 既設

原子炉隔離時冷却系（注水
系）配管・弁

既設

補給水系　配管 既設

高圧炉心スプレイ系　配管・
弁

既設

原子炉冷却材浄化系 配管 既設

復水給水系 配管・弁・ス
パージャ

既設

原子炉圧力容器 既設

①
②
③
⑨
⑩
⑪

‐

- -

重大事故等対処設備を使用した手段
審査基準の要求に適合するための手段

自主対策

- - -

高
圧
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

‐

高
圧
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の

操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

①
⑨

-

‐ ‐

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

①
②
③
⑨
⑩
⑪

‐ ‐

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動）の 

運転上の制限について 

６６－２－２ 高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系（現場起動） 

（１）運転上の制限 

項 目 運転上の制限 

高圧代替注水系および原

子炉隔離時冷却系（現場

起動） 

原子炉の状態が運転，起動および高温停止（原子炉圧力

が 1.04MPa[gage]以上かつ原子炉起動時に実施する運転

確認終了後）において，高圧代替注水系または原子炉隔

離時冷却系を現場操作により起動できること※１ 

※１：必要な電動弁の手動操作用レバーおよびハンドルの操作により現場起動できる

ことをいう。 

６６－２－２ 高圧代替注水系（現場起動）に係る必要なレバーおよびハンドルを下

記表に整理 

設備 確認項目 

電動弁手動操作用レバー

およびハンドル 

① ＲＣＩＣ蒸気供給ライン分離弁［Ｅ５１－ＭＯ－Ｆ

０８２］の手動操作用レバーおよびハンドル取付け

状態確認

② ＦＰＭＵＷポンプ吸込弁［Ｐ１５－ＭＯ－Ｆ００１］

の手動操作用レバーおよびハンドル取付け状態確認

③ ＨＰＡＣ注入弁［Ｅ６１－ＭＯ－Ｆ００３］の手動操

作用レバーおよびハンドル取付け状態確認

④ ＨＰＡＣタービン止め弁［Ｅ６１－ＭＯ－Ｆ０５０］

の手動操作用レバーおよびハンドル取付け状態確認
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高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

AONO

MOMO

MO

MO

HO

復水貯蔵

タ ン ク
MO

MO

MO

AO

給水系から

原子炉冷却材
浄化系から

蒸気
タービンへ

AO

給水系から
AO

MO MO

MO

MO
MO

MO

AO

MO

MO

MO

MO

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧代替
注水系ポンプ

サプレッション
チェンバ

燃料プール
補給水系へ

タービン

タービン

④＃1
④＃2

⑤

⑦

ポンプ

電動駆動

空気作動

窒素作動

油圧駆動

弁

逆止弁

設計基準事故対処設
備から追加した箇所

凡例

MO

NO

HO

AO

注水ライン 

主蒸気ライン 

ＨＰＡＣタービン止め弁 

判定基準：電動弁手動操作用レバーお

よびハンドル取付け状態確

認 
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添付-3-(1) 

高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

６６－２－２ 原子炉隔離時冷却系（現場起動）に係る必要なレバーおよびハンドル

を下記表に整理 

設備 確認項目 

電動弁手動操作用レバー

およびハンドル 

① ＲＣＩＣ蒸気供給ライン分離弁［Ｅ５１－ＭＯ－Ｆ

０８２］の手動操作用レバーおよびハンドル取付け

状態確認

② ＨＰＡＣ蒸気供給ライン分離弁［Ｅ６１－ＭＯ－Ｆ０６４］

の手動操作用レバーおよびハンドル取付け状態確認

③ ＲＣＩＣタービン入口蒸気ライン第二隔離弁［Ｅ５１－ＭＯ

－Ｆ００８］の手動操作用レバーおよびハンドル取付

け状態確認

④ ＲＣＩＣタービン止め弁［Ｅ５１－ＭＯ－Ｆ００９］の手動

操作用レバーおよびハンドル取付け状態確認

⑤ ＲＣＩＣ注入弁［Ｅ５１－ＭＯ－Ｆ００３］の手動操作用

レバーおよびハンドル取付け状態確認

⑥ ＲＣＩＣ冷却水ライン止め弁［Ｅ５１－ＭＯ－Ｆ０１７］の

手動操作用レバーおよびハンドル取付け状態確認
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（現場起動）の運転上の制限について 

ドライウェル

原
子
炉
圧
力
容
器

MO

AONO

MOMO

MO

MO

HO

復水貯蔵

タ ン ク
MO

MO

MO

AO

給水系から

原子炉冷却材
浄化系から

蒸気
タービンへ

AO

給水系から
AO

MO MO

MO

MO
MO

MO

AO

MO

MO

MO

MO

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

高圧代替
注水系ポンプ

サプレッション
チェンバ

燃料プール
補給水系へ

タービン

タービン

⑤＃1

⑤＃2

⑦＃1， ⑩

⑦＃2

⑦＃3

⑧＃2

⑧＃1

ポンプ

電動駆動

空気作動

窒素作動

油圧駆動

弁

逆止弁

設計基準事故対処設
備から追加した箇所

凡例

MO

NO

HO

AO

原子炉隔離時冷却系潤滑油冷却器
原子炉隔離時冷却系ﾊﾞﾛﾒﾄﾘｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ
原子炉隔離時冷却系真空タンク

原子炉建屋原子炉棟
床ドレンサンプ(A)

MO

注水ライン 

主蒸気ライン 

ＲＣＩＣタービン止め弁 

判定基準：電動弁手動操作用レバーお

よびハンドル取付け状態確

認 
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高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2/6） 

（フロントライン系故障時） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

高圧炉心スプレイ系 

原子炉隔離時冷却系 
高
圧
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の
操
作
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

高圧代替注水系ポンプ 
復水貯蔵タンク 
高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

常設代替直流電源設備 ※1 

可搬型代替直流電源設備 ※1 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧代替注水系ポンプに
よる原子炉注水（中央制御
室）」 

高
圧
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

高圧代替注水系ポンプ 
復水貯蔵タンク 
高圧代替注水系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

高圧代替注水系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

燃料プール補給水系 弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧代替注水系ポンプに
よる原子炉注水（現場）」 

各対応手段に必要な自主対策設備（資機材含む。）及び手順書は品質マネジメン

ト文書にて管理する。 
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添付-3-(1) 

高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3/6） 

（サポート系故障時） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 

対処設備 手順書 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

全交流動力電源 

常設直流電源系統 原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「原子炉隔離時冷却系ポン
プによる原子炉注水（現
場）」 

排水ポンプ 

排水ホース 

仮設発電機 

自
主
対
策

設
備

全交流動力電源 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「電源回復」 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「M/C C（D)母線受電」等 

重大事故等対応要領書 
「M/C C（D）母線受電」 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

常設代替交流電源設備 ※1 

可搬型代替交流電源設備 ※1 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
へ
の
給
電

原子炉隔離時冷却系ポンプ 

復水貯蔵タンク 

原子炉隔離時冷却系（蒸気系）配管・弁 

主蒸気系 配管・弁 

原子炉隔離時冷却系（注水系）配管・弁 

補給水系 配管 

高圧炉心スプレイ系 配管・弁 

原子炉冷却材浄化系 配管 

復水給水系 配管・弁・スパージャ 

原子炉圧力容器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
） 

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 

「電源回復」 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「125V 代替蓄電池による

125V 直流主母線盤 2A-1
（2B-1)への給電」 

重大事故等対応要領書 
「電源車による 125V代替充
電器及び 250V充電器への

給電（G母線接続）」 

所内常設蓄電式直流電源設備 ※1 

可搬型代替直流電源設備 ※1 重
大
事
故
等 

対
処
設
備
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添付-3-(1) 

高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等から抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧（5/6） 

（監視及び制御） 

※1：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※2：手順は「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。

分類 
機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応
手段 

対処設備 手順書 

監
視
及
び
制
御

－ 

高
圧
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
ら
の 

操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（SA広帯域） 

原子炉水位（SA燃料域） 

原子炉圧力 

原子炉圧力（SA） 

高圧代替注水系ポンプ出口流量 

高圧代替注水系ポンプ出口圧力 

復水貯蔵タンク水位 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「高圧代替注水系ポンプに
よる原子炉注水（中央制御
室）」 

原子炉水位（狭帯域） 

自
主
対
策
設
備

高
圧
代
替
注
水
系
の
現
場
操
作

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

原子炉水位（広帯域）※2 

原子炉水位（燃料域）※2 

原子炉水位（SA広帯域）※2 

原子炉水位（SA燃料域）※2 

原子炉圧力 ※2 

原子炉圧力（SA）※2 

高圧代替注水系ポンプ出口流量 ※2 

復水貯蔵タンク水位 ※2 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 

（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 
「高圧代替注水系ポンプに

よる原子炉注水（現場）」 

高圧代替注水系ポンプ出口圧力 

高圧代替注水系タービン入口蒸気圧力 

高圧代替注水系タービン排気圧力 

高圧代替注水系ポンプ入口圧力 

自
主
対
策
設
備

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

原子炉水位（広帯域）※2 

原子炉水位（燃料域）※2 

原子炉水位（SA広帯域）※2 

原子炉水位（SA燃料域）※2 

原子炉圧力 ※2 

原子炉圧力（SA）※2 

原子炉隔離時冷却系ポンプ出口流量 ※2 

復水貯蔵タンク水位 ※2 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

非常時操作手順書 
（徴候ベース） 
「水位確保」等 

非常時操作手順書 
（設備別） 

「原子炉隔離時冷却系ポン
プによる原子炉注水（現
場）」 

原子炉隔離時冷却系ポンプ駆動用タービン 

入口蒸気圧力 
自
主
対
策
設
備
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添付-3-(1) 

高圧代替注水系および原子炉隔離時冷却系 

（現場起動）の運転上の制限について 

参
考
「
Ｔ
Ｓ
－
３
７

 
新
規
制
基
準
適
用
後
の
保
守
管
理
に
つ
い
て
」

 

重
大
事
故
等
及
び
大
規
模
損
壊
の
対
処
に
必
要
な
設
備
・
資
機
材
一
覧
表
（
案
）
抜
粋

 

条
文
 

対
処
設
備
 

設
備
・
資
機
材
名
称
 

数
量
 

設
置
場
所
 

所
管
箇
所
 

保
全
対

象
範
囲
 

点
検
及
び
試
験
の

項
目
 

頻
度
 

技
術
的

能
力
 

１
７
条
の
７
 

重
大
事
故

等
対
処
設

備
 

可
搬
型
計
測
器
 

26
個
 

制
御
建
屋
地
上

３
階
 

計
測
制
御
Ｇ
 

○
 

特
性
試
験
 

１
Y 

1
.
2 

1
.
1
5 

１
７
条
の
７
 

自
主
対
策

設
備
 

排
水
ポ
ン
プ
 

1 
保
管
エ
リ
ア
 

原
子
炉
Ｇ
 

○
 

外
観
点
検
 

機
能
・
性
能
試
験
 

１
２
Ｍ
 

1
.
2
 

１
７
条
の
７
 

自
主
対
策

設
備
 

排
水
ホ
ー
ス
 

1 
保
管
エ
リ
ア
 

原
子
炉
Ｇ
 

○
 

外
観
点
検
 

１
２
Ｍ
 

1
.
2
 

１
７
条
の
７
 

自
主
対
策

設
備
 

仮
設
発
電
機
 

1 
保
管
エ
リ
ア
 

電
気
Ｇ
 

○
 

外
観
点
検
 

機
能
・
性
能
試
験
 

１
Y 

1
.
2
 

１
７
条
の
７
 

資
機
材
 

自
給
式
呼
吸
器
 

4
セ
ッ
ト
 

中
央
制
御
室
 

発
電
管
理
Ｇ
 

放
射
線
管
理
Ｇ
 

－
 

発
電
所
対
策
本
部

運
営
要
領
書
に
よ

る
 

発
電
所
対
策
本

部
運
営
要
領
書

に
よ
る
 

1
.
2 

1
.
3 

1
.
7 

1
.
1
6 

１
７
条
の
７
 

資
機
材
 

耐
熱
服
 

3
セ
ッ
ト
 

中
央
制
御
室
 

発
電
管
理
Ｇ
 

放
射
線
管
理
Ｇ
 

－
 

発
電
所
対
策
本
部

運
営
要
領
書
に
よ

る
 

発
電
所
対
策
本

部
運
営
要
領
書

に
よ
る
 

1
.
2 

1
.
3 

1
.
7 

1
.
1
6 
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保安規定第６６条「重大事故等対処設備」 

表６６－２「原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－２－３「ほう酸水注入系（重大事故等対処設備）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （２）設計及び工事計画認可申請書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十（対応する設計基準事故対処設備に関する

説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
６
－
２
－
３

 
ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
 

（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
 

１
台
 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
 

１
基

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
３
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
２
４
条
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

                      

 

①
 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
第
五
十
六
条
に
も
該
当
す
る
。

 

 

 
 
 
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
は
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
に

も
該
当
す
る
設
備
で
あ
る
が
，
当
該
要
求
に
つ
い
て
は
機
能
及
び
運
転
上
の
制
限
の
要
求
が
保
安
規

定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
と
同
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注

入
系
）
で
整
理
す
る
。

 

 ②
 

運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）
 

 ③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

  
 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）

 

 
 
 
「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。 

 
 
・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

 
 
 
「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉

格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等

を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
六
条
（
１
．
１
３
）

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に

必
要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
有
す
る
水
源
を

確
保
す
る
こ
と
に
加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重

大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る

こ
と
。

 

 ④
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
機
能
喪
失
時
又
は
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
，
高
圧
代
替
注
水

系
及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
高
圧
注
水
に
よ
り
原
子
炉
水
位
を
維
持
で
き
な
い
場
合

に
，
重
大
事
故
等
の
進
展
を
抑
制
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
・
防
止

す
る
た
め
の
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，「

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停

止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

⑤
 

②
に
含
ま
れ
る
設
備
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
⑦

 
頻

 
度

 
担

 
当

 

１
．
定
事
検
停
止
時
に
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
の
吐
出
圧
力
が
 

 
 

MP
a[
ga
ge
]以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
定
事
検
停
止
時

 
発
電
課
長

 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
ほ

う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
お
よ
び
温
度
が
図
２
４
－

１
，
２
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

毎
日
１
回

 
発
電
課
長

 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
ほ

う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
の
吐
出
圧
力
が

 
 

MP
a[
ga
ge
]
以
上

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
ポ
ン
プ
の
運
転
確
認
後
，
ポ

ン
プ
の
運
転
確
認
に
際
し
て
使
用
し
た
弁
が
待
機
状
態
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回

 
発
電
課
長

 

⑥
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
及
び
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
兼

ね
て
お
り
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
の
仕
様
が
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
仕
様
と

同
等
で
あ
る
た
め
，
そ
れ
ぞ
れ
１
台
及
び
１
基
を
所
要
数
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
及
び
温
度
に
つ
い
て
は
，
有
効
性
評
価
の
解
析
条
件
と
し
て

は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
，
運
用
を
明
確
化
す
る
観
点
か
ら
，
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸

水
注
入
系
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
液
位
及
び
温
度
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す

る
。

 

な
お
，
上
記
の
設
備
は
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
た
め
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
。

 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
が
該
当
。

 

確
認
項
目
及
び
頻
度
は
，
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
準
用
し
た
対
応
と
す

る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
ほ
う
酸
水

貯
蔵
タ

ン

ク
の

水
位

お
よ

び
温

度
が

図
２

４
－

１
，

２
の

範
囲

内
に

な
い

場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
水
位
お
よ
び
温
度
を
図

２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
復
旧
す
る
。
 

３
日
間
 

B.
ほ
う
酸
水

注
入
系

が

動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.1
.発

電
課
長
は
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
５
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

B1
.2
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
６
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

８
時
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き
な
い
場
合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
５
：
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
６
：
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

ほ
う
酸
水
注
入
系
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統

数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.ほ

う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
液
位
及
び
温
度
を
図
２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
回
復
さ
せ
る
。
完

了
時
間
は
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
図
２
４
－
１
，
２
の
範
囲
内
に
回
復

さ
せ
る
措
置
の
完
了
時
間
が
３
日
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
３
日
間
」
と
す
る
。 

B1
.1
.，

B1
.2

.高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
又
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
設
置
許
可
に
お
い
て
ほ
う
酸
注
入
系
に
対
応
す
る
機
能
喪

失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
が
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技

術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
五
条
（
１
．
２
）
で
は
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
又
は
原
子
炉
隔
離

時
冷
却
系
喪
失
時
に
使
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
含
む
。）

又
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉
圧
力
が

1
.
0
4M
P
a
[g
a
g
e]
以
上
の
場

合
）
を
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
設
定
す
る
。

 

な
お
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
の
要
求

の
観
点
か
ら
も
，
炉
心
損
傷
を
防
止
し
，
溶
融
炉
心
が
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
落
下
す
る
こ

と
の
防
止
を
目
的
に
，
上
記
と
同
様
に
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
含
む
。）

又
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉
圧
力
が

1
.
0
4
M
Pa
[
g
ag
e
]以

上
の
場
合
）
を

設
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
（
添
付
－
３
）

 

B2
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
２
４
条
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
）
に
ほ
う
酸

水
注
入
系
を
復
旧
さ
せ
る
措
置
の
完
了
時
間
が
８
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
８

時
間
」
と
す
る
。

 

C1
.，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.2－69

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

#
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
2－

11
図
 
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
入
（
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
使
用
）

 
概
要
図

M
O

原
子
炉
圧
力
容
器

空
気
ス
パ
ー
ジ
ャ

攪
拌
用
空
気

封
水
，
補
給
水

原
子
炉
格
納
容
器

電
気
ヒ
ー
タ

ほ
う
酸
水
注
入
系

貯
蔵
タ
ン
ク

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ
（
A）

ほ
う
酸
水

注
入
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

M
O

M
O

M
O

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ
（

B）

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

安
全
弁

攪
拌
用
空
気

凡
例

M
O

③
＃

1

③
＃

2

③
＃

3

③
＃

4

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
＃
１
，
③

＃
２

S
LC

タ
ン
ク
出
口
弁

(A
)/
(
B)
 

③
＃
３
，
③

＃
４

S
LC

注
入
電
動
弁

(A
)/
(B
) 

66
-2
-3

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
 

自
主
対
策
設
備
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1.8－123

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

③
＃
1

S
LC

タ
ン
ク
出
口
弁
（

A）
 

③
＃
2

S
LC

タ
ン
ク
出
口
弁
（

B）
 

③
＃
3

S
LC

注
入
電
動
弁
（

A）
 

③
＃
4

S
LC

注
入
電
動
弁
（

B）
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

第
1.
8－

22
図
 ほ

う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
ほ
う
酸
水
注
入

 
概
要
図

 

MO

原
子
炉
圧
力
容
器

空
気
ス
パ
ー
ジ
ャ

攪
拌
用
空
気

封
水
，
補
給
水

原
子
炉
格
納
容
器

電
気
ヒ
ー
タ

ほ
う
酸
水
注
入
系

貯
蔵
タ
ン
ク

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ
（
A）

ほ
う
酸
水

注
入
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

MO M
O

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ
（

B）

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

安
全
弁

攪
拌
用
空
気

MO凡
例

③
＃

1

③
＃

2

③
＃

3

③
＃

4

MO

66
-2
-3

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－176 

第 5.4－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

 

(1) 高圧代替注水系 

  ａ．高圧代替注水系ポンプ 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

     台  数         １ 

     容  量         約 90.8m3／h 

     全 揚 程         約 882m 

 

(2) ほう酸水注入系 

  ａ．ほう酸水注入系ポンプ 

    第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 

  ｂ．ほう酸水注入系貯蔵タンク 

    第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－153 

第 6.1.2－3 表 ほう酸水注入系主要仕様 

 

系 統 数  １ 

中 性 子 吸 収 材 ほう素（五ほう酸ナトリウム溶液濃度 

約 13wt％） 

停止時実効増倍率  keff≦0.95 

反 応 度 印 加 速 度  最低 0.001Δk／min 

ほう酸水貯蔵タンク 

材 料  ステンレス鋼 

基 数  １ 

容 量  約 20m3 

ポ ン プ 

台 数  ２（うち１台は予備） 

容 量  約 10m3／h／台 

揚 程  約 860m 
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添付-2-(2) 設計及び工事計画認可申請書 

 設定根拠 
関連個所を赤線にて示す 
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添付-2-(2) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－86 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（2/19） 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の

冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，高圧代替注水系による原子炉圧

力容器への注水，原子炉隔離時冷却系の現場操作による発電用原子炉への注水により発電用原子炉を冷

却する手順等を整備する。 

また，発電用原子炉を冷却するため，原子炉水位を監視及び制御する手順等を整備する。 

さらに，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水注入系により注水する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系又は高圧炉心スプレイ系が健全

であれば，これらを重大事故等対処設備（設計基準拡張）と位置付け重大事故等の対

処に用いる。 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

高
圧
代
替
注
水
系
に
よ
る 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の故障

により発電用原子炉の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注

水し，発電用原子炉を冷却する。 

・中央制御室からの手動操作により高圧代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注

水する。 

・中央制御室からの手動操作により高圧代替注水系を起動できない場合は，現場で

の弁の手動操作により高圧代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注水する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作 

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却 

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により，設計基準事故対処設備であ

る原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができな

い場合は，高圧代替注水系による発電用原子炉の冷却のほか，現場での弁の手動操作

により原子炉隔離時冷却系を起動することで原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉

を冷却する。 

 

 

代
替
電
源
設
備
に
よ
る 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
復
旧 

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電

源を所内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電

源設備の 125V 蓄電池が枯渇する前に以下の手段等により直流電源を確保し，原子炉

隔離時冷却系の運転を継続する。 

・代替交流電源設備により 125V充電器に給電し，直流電源を供給する。 

・可搬型代替直流電源設備等により直流電源を供給する。 

 

 

 

対応する設計事故対処設備 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－87 

対
応
手
段
等 

監
視
及
び
制
御 

「高圧代替注水系による発電用原子炉の冷却」及び「原子炉隔離時冷却系の現場操作

による発電用原子炉の冷却」により発電用原子炉へ注水する際には，発電用原子炉を冷

却するために原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），

原子炉水位（SA広帯域），原子炉水位（SA燃料域）等により監視する。 

また，これらの計測機器が故障又は計測範囲（把握能力）を超えた場合は，当該パラ

メータの値を推定する。 

中央制御室からの操作により高圧代替注水系を起動する場合は，高圧代替注水系の作

動状況を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉水位（SA広帯域），原

子炉水位（SA燃料域），原子炉圧力，原子炉圧力（SA），高圧代替注水系ポンプ出口流

量，復水貯蔵タンク水位等により監視する。 

現場での弁の手動操作により高圧代替注水系又は原子炉隔離時冷却系を起動する場

合は，高圧代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原

子炉水位（燃料域），原子炉水位（SA広帯域），原子炉水位（SA燃料域），高圧代替注

水系ポンプ出口流量等により監視する。 

原子炉圧力容器内の水位の調整が必要な場合は，中央制御室からの操作又は現場での

弁の操作により原子炉圧力容器内の水位を制御する。 

 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制 

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制 

原子炉隔離時冷却系及び高圧代替注水系による発電用原子炉への高圧注水により原

子炉圧力容器内の水位が維持できない場合は，重大事故等の進展を抑制するため，ほう

酸水注入系貯蔵タンク等を水源として，ほう酸水注入系により原子炉圧力容器へ注水す

る。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

設計基準事故対処設備である高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系が機能喪

失した場合は，中央制御室からの操作により高圧代替注水系を起動し，発電用原子炉を

冷却する。 

中央制御室からの操作により高圧代替注水系を起動できない場合は，現場での弁の手

動操作により高圧代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧代替注水系の運転を継

続する。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－106 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（8/19） 

1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

方
針
目
的 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器

下部注水系により原子炉格納容器の下部に落下した溶融炉心を冷却することにより，溶融炉心・コンク

リート相互作用（MCCI）を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉格納容器バウンダリに接触することを防止

する手順等を整備する。 

また，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため，原子炉圧力容器へ注水する

手順等を整備する。 

対
応
手
段
等 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉圧力容器下鏡部温度が300℃に達した場合は，

以下の手段により原子炉格納容器下部への初期水張りを実施する。 

・サプレッションチェンバを水源として，代替循環冷却系により注水する。 

・代替循環冷却系により注水できない場合は，復水貯蔵タンクを水源として，原

子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）により注水する。 

・原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）により注水できない場合は，原子

炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ），原子炉格納容器下部

注水系（常設）（復水移送ポンプ）等により注水する。 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉圧力容器が破損した場合は，原子炉格納容器

下部に落下した溶融炉心を冷却するため，以下の手段により原子炉格納容器下部へ

注水する。 

・サプレッションチェンバを水源として，代替循環冷却系又は原子炉格納容器下

部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）により注水する。 

・代替循環冷却系又は原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）

により注水できない場合は，復水貯蔵タンクを水源として，原子炉格納容器代

替スプレイ冷却系（常設）又は原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送

ポンプ）により注水する。 

・原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）又は原子炉格納容器下部注水系（常

設）（復水移送ポンプ）により注水できない場合は，淡水貯水槽（No.1）及び

淡水貯水槽（No.2）を水源として，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型），原子炉格納容器下部注水系（可搬型）等により注水する。 

なお，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）及び原子炉格納容器下部注

水系（可搬型）による注水は，海を水源として利用できる。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－107 

 

対
応
手
段
等 

溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
遅
延
・
防
止 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水 

炉心の著しい損傷が発生した場合は，溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を

遅延又は防止するため，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水する。原子炉圧力

容器へ注水する場合は，ほう酸水注入系による原子炉圧力容器へのほう酸水の注入

を並行して実施する。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の場合は，復水貯蔵タンクを水源として，

高圧代替注水系により注水する。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の場合は，サプレッションチェンバを水源

として，代替循環冷却系により注水する。 

・代替循環冷却系により注水できない場合は，復水貯蔵タンクを水源として，低

圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）により注水する。 

・低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）により注水できない場合は，淡水

貯水槽（No.1）及び淡水貯水槽（No.2）を水源として，低圧代替注水系（可搬

型）により注水する。 

なお，低圧代替注水系（可搬型）による注水は，海を水源として利用できる。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
の
冷
却 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉圧力容器下鏡部温度が300℃に達した場合の

原子炉格納容器下部への初期水張りは，スプレイ管使用による原子炉格納容器下部

注水が使用可能な場合は，代替循環冷却系により原子炉格納容器下部への初期水張

りを実施する。代替循環冷却系により原子炉格納容器下部への初期水張りを実施で

きない場合は，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）により原子炉格納容器

下部への初期水張りを実施する。スプレイ管使用による原子炉格納容器下部注水が

使用できない場合は，原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）

又は原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）により原子炉格納容器

下部への初期水張りを実施する。 

また，原子炉圧力容器が破損した場合の原子炉格納容器下部への注水は，代替循

環冷却系に異常がなく，交流電源及び水源（サプレッションチェンバ）が確保され

ている場合は，代替循環冷却系又は原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環

冷却ポンプ）により原子炉格納容器下部へ注水する。 

代替循環冷却系及び原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）

が使用できない場合は，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設），原子炉格納

容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系

（可搬型）又は原子炉格納容器下部注水系（可搬型）により原子炉格納容器下部へ

注水する。 
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保安規定第６６条 

表６６－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６６－３－１「代替自動減圧機能」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  （４）設定値根拠一覧表（設定値根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十（同等な機能を有することの説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
３
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
３
－
１

 
代
替
自
動
減
圧
機
能
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

代
替
自
動
減
圧
機
能
 

代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

要
 
素
⑤
 

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
 

（
論
理
毎
）
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

（
原
子
炉
圧
力
が

0.
77
MP
a[

ga
ge
]以

上
の

場
合
）
 

原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
１
）

※
２
 

２
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
３
）
 

１
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高

※
２

ま
た
は
 

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高

※
２

２
チ
ャ
ン
ネ
ル

※
３

自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
 

※
４
 

※
１
：
本
表
に
お
け
る
動
作
可
能
と
は
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
が
達
成
さ
れ
て

い
る
状
態
を
い
う
。
ま
た
，
動
作
不
能
と
は
，
点
検
・
修
理
の
た
め
に
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
論
理
回

路
を
バ
イ
パ
ス
し
て
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
お
よ
び
誤
不
動

作
が
発
見
さ
れ
た
場
合
で
，
当
該
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
で
き
な
い
状

態
を
い
う
。
ト
リ
ッ
プ
信
号
を
出
力
し
て
い
る
状
態
は
，
誤
動
作
で
あ
っ
て
も
動
作
不
能
と
は
み
な
さ
な

い
。
 

※
２
：
当
該
設
備
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
２
７
条

 
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。 

※
３
：
Ａ
系
論
理
は
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
の
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
い
，
Ｂ
系
論

理
は
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
お
よ
び
残
留
熱
除
去
系
Ｃ
系
の
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
－
３
 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等

を
定
め
る
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。

自
動
減
圧
系
作
動
阻
止
機
能
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四

十
四
条
（
１
．
１
）
も
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

な
お
，
代
替
自
動
減
圧
機
能
に
よ
り
動
作
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
に

つ
い
て
は
，
既
存
の
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
お
い
て
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
，
Ｓ
Ａ
要
求
を
満
た
す
こ
と
か
ら
，
既
存
条
文
に
て
管
理
す
る
。

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機

能
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．

３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉

の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
四
条
（
１
．
１
）
 

「
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
設
備
」
と
し
て
，
運
転
時
の
異

常
な
過
渡
変
化
時
に
お
い
て
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
を
緊
急
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事

象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著

し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
健
全

性
を
維
持
す
る
と
と
も
に
，
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け

る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

④
代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状

態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い

て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原

子
炉
の
状
態
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
で
あ
る
原
子
炉
の
状
態
と
し
て
「
運
転
，

起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力
が

0.
7
7M
P
a
[g
a
g
e
]以

上
の
場
合
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変

更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
各
要
素
に
つ
い
て
，
代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
が
要
求
さ
れ
る
機
能
を
発
揮
す

る
た
め
に
必
要
な
論
理
回
路
に
入
力
さ
れ
る
信
号
数
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と

し
て
，
論
理
毎
に
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
１
，
２
） 

１
．
代
替
自
動
減
圧
機
能
論
理
回
路
：
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
の
い
ず
れ
か
が
動
作
可
能
で
あ
れ
ば
機
能
を

達
成
で
き
る
の
で
１
系
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

２
．
原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
１
）：
「
2
 o
u
t
 o
f
 2
」
回
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

要
 
素
 

設
定
値
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
自
動
減

圧
機
能
 

－
 

機
能
を
確
認
す
る

※
５
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
水
位

異
常
低
 

（
Ｌ
１
）
 

94
7c
m
以
上

※
６
 

（
圧
力
容
器
零
 

レ
ベ
ル
よ
り
）
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0.
77
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
）
に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

３
．
原
子
炉
水
位

低
（
Ｌ
３
）
 

1,
34
4c
m
以
上

※
６

（
圧
力
容
器
零
 

レ
ベ
ル
よ
り
）
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0.
77
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
）
に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

４
.
低
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系

ポ

ン
プ
出
口

圧

力
高
 

0.
98
 

MP
a[
ga
ge
]※

６
※

10
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0.
77
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
）
に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

５
.
残
留
熱
除
去

系
ポ
ン
プ

出

口
圧
力
高
 

0.
69
 

MP
a[
ga
ge
]※

６
※

10
 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ

び
高

温
停

止
（

原
子

炉
圧

力
が

0.
77
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
）
に
お

い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指

示
に
よ
り
確
認
す
る

※
７
。
 

１
ヶ
月
に
 

１
回
 

発
電
課
長
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

３
．
原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
３
）：

片
系
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
た
め
，
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で

あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

４
．
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
又
は
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
：
Ａ
系

論
理
は
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
及
び
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
の
各
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
い
，
Ｂ
系

論
理
は
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
及
び
残
留
熱
除
去
系
Ｃ
系
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
た
め
，
２
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
と
す
る
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
論
理
回
路
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
（
機
能
の
確
認
），

２
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

３
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

４
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回

路
機
能
の
確
認
），

５
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
の
実
施
，
論
理
回
路
機
能
の
確
認
），

６
（
チ
ャ
ン

ネ
ル
校
正
）
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
論
理
回

路
及
び
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
設
定
値
確
認
及
び
機
能

確
認
と
同
様
の
確
認
を
行

う
。
 

原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
１
）
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
く
設
定
値
を
記

載
す
る
。（

添
付
－
２
）
 

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
３
）
は
，
自
動
減
圧
系
計
装
の
設
定
値
を
記
載
す
る
。（

添
付
－
２
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
及
び
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
は
，
保

安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
自
動
減
圧
系
計
装
の
設
定
値
と
同
様
と
す
る
。

（
添
付
－
２
）
 

始
動
タ
イ
マ
は
，
設
備
作
動
ま
で
に
１
０
分
の
時
間
遅
れ
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
，
設
定
値

は
「
１
０
分
以
下
」
と
す
る
。
 

代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
は
，
誤
操
作
等
に
よ
り
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
機
能
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
定
期
的
に
指
示
値
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
，
５
（
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
）
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
項
目
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
確
認
項
目
と
同
様
の
確
認
を
行
う
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回

と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

６
．
始
動
タ
イ
マ
 

１
０
分
以
下
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る

※
８
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る

※
９
。
 

定
事
検
 

停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

※
５
：「

機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発
生
す
る
こ

と
に
よ
り

,そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
６
：
代
替
自
動
減
圧
回
路
（
代
替
自
動
減
圧
機
能
）
に
使
用
す
る
設
定
値
に
適
用
す
る
。
 

※
７
：「

動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ
り
確
認
す
る
」
と
は
，
当
該
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
に
異
常
な
変
動
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
指
示
値
と
有
意
な
差
異
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
ト
リ
ッ
プ
状
態
に
あ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
，
該
当
し
な
い
。
 

※
８
：「

チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
信
号
を
与
え
た
時
，
許
容
範
囲
内

で
出
力
信
号
を
発
生
ま
た
は
指
示
値
を
示
す
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
９
：「

論
理
回
路
機
能
を
確
認
す
る
」
と
は
，
セ
ン
サ
か
ら
の
出
力
信
号
に
て
，
論
理
回
路
の
出
力
段
に
信
号
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
，
確
認
は
部
分
的
な
確
認
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
，
適
用
範
囲
を
確
認
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
10
：
動
作
値
が
，
設
定
値
に
対
し
て
計
器
の
許
容
誤
差
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
，
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な

い
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足

で
き
な
い
場
合
 

A1
.
発
電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故

等
対
処
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
12
。
 

お
よ
び
 

A2
.
発
電
課
長
は
，
当
該
所
要
数
ま
た
は
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
動
作
可

能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

６
時
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.
発
電
課
長
は
，
原
子
炉
圧
力
を

0.
77
MP
a[
ga
ge
]
未
満
に
す

る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
11
：
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
12
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
対
象
設
備
の
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
行
う
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
な
い
条
件
を
記
載
す
る
。

各
要
素
に
つ
い
て
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
満
足
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て

設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））
 

【
論
理
回
路

 
，
原
子
炉
水
位
異
常
低
（
Ｌ
１
），

原
子
炉
水
位
低
（
Ｌ
３
），

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
，
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
高
，
始
動
タ
イ
マ
】

 

A1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付

書
類
十
）
」
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
が
該
当
す
る
。

（
添
付
－
３
）

 

完
了
時
間
に
つ
い
て
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
原
子
炉
保
護
系
論

理
回
路
の
完
了
時
間
が
６
時
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
，
同
様
に
「
６
時
間
」
と
す
る
。

 

A2
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作

可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－238 

第 6.8－1 図 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備説明図（原

子炉減圧の自動 

AND論理

OR論理

時間遅れ

信号阻止

TD

凡例

（ WO ）

*１：自動減圧系(A)作動阻止信号（B系論理回路の場合は「A」を「B」に読み替える。）
*２：B系論理回路の場合は「A」を「B」に読み替える。
*３：B系論理回路の場合は「C」を「D」に読み替える。
*４：B系論理回路の場合は「低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力高」を「残留熱除去系ポンプ(C)出口圧力高」

に読み替える。
*５：自動減圧機能用電磁弁
*６：逃がし弁機能用電磁弁

主蒸気逃がし安全弁
作動用電磁弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

*６

SV-C

*５

SV-B

*５

SV-A

主蒸気逃がし安全弁
（自動減圧機能（６個））

Ａ ，Ｃ ，Ｅ

Ｈ ，Ｊ ，Ｌ

：代替自動減圧機能（２個）

代替自動減圧機能の論理回路（A系）と同様
B系論理

（ WO ）

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高 *２

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高 *４

原子炉水位低(レベル１) A *２

原子炉水位低(レベル３) A *２

残留熱除去系ポンプ(A)
出口圧力高 *２

低圧炉心スプレイ系ポンプ
出口圧力高 *４

原子炉水位低(レベル１) C *３

A系論理*１

（ WO ） TD

（10分）

*１

（ WO ）（ WO ）

代替自動減圧機能
A系起動信号 リセット *２

66-3-1 の範囲 
赤枠にて示す 

主蒸気逃がし安全弁(ADS 機能付き)
の機能は，第 39 条で整理。 

第 27 条と兼ねる 
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8－
6－

110 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－110 

6.8.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路は，自動減圧系とは別

の制御盤に収納することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル１）及

び残留熱除去系ポンプ出口圧力高又は低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力高

の検出器からの入力信号並びに論理回路からの主蒸気逃がし安全弁用電磁弁

制御信号を自動減圧系と共用するが，自動減圧系と電気的な隔離装置を用い

て信号を分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，他の設備と電気的に分離する

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，弁操作

等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 

6.8.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，想定される重大事故等時にお

いて，炉心の著しい損傷を防止するために作動する回路であることから，炉

心が露出しないように有効燃料棒頂部より高い設定として，原子炉水位低

（レベル１）の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。また，

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 

66-3-1  6/17

356



8－
6－

111 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－6－111 

主蒸気逃がし安全弁が作動すると冷却材が放出され，その補給に残留熱除去

系又は低圧炉心スプレイ系による注水が必要であることから，原子炉水位低

（レベル１）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は低圧炉心

スプレイ系ポンプ運転の場合に作動する設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）及び代替高圧窒素ガス供給系の高圧窒素ガ

スボンベは，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，主蒸気逃がし安全弁を作動させ，原子炉

冷却材圧力バウンダリを減圧させるために必要となる容量を有するものを高

圧窒素ガス供給系（非常用）で１セット８本，代替高圧窒素ガス供給系で１

セット３本の合計１セット 11 本使用する。保有数は，１セット 11 本に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 11 本の

合計で 22 本を保管する。 

6.8.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，中央制御室及び原子炉建屋原

子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）は，想定される重大事故等時において，原

子炉格納容器の圧力が最高使用圧力以下の場合に主蒸気逃がし安全弁を確実

に作動するために必要な圧力を供給可能な設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系は，想定される重大事故等時において，原子炉格

納容器の圧力が最高使用圧力の２倍となった場合においても主蒸気逃がし安

全弁を確実に作動するために必要な圧力を供給可能な設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）及び代替高圧窒素ガス供給系の高圧窒素ガ 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 
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第 6.8－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器仕様 

(1) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

個  数   １ 

(2) 高圧窒素ガスボンベ 

本  数 11（予備 11） 

容  量 約 47L（１本当たり） 

充填圧力 約 15MPa[gage] 

使用箇所 原子炉建屋地上１階 

保管場所 原子炉建屋地上１階 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

設定根拠  
関連個所を赤枠及び下線にて示す  
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設定値根拠 

 設定値根拠 
関連個所を下線にて示す 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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添付-2-(4) 設定値根拠 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－5－90 

第5.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（3/19） 

1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

方
針
目
的

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減

圧機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するため，手動操作

による減圧及び減圧の自動化により原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

また，炉心損傷時に原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態である場合において，高圧溶融物放出／格

納容器雰囲気直接加熱を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

さらに，インターフェイスシステムLOCA発生時において，炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉冷

却材圧力バウンダリを減圧する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

減
圧
の
自
動
化

設計基準事故対処設備である主蒸気逃がし安全弁の自動減圧機能が故障等により発電

用原子炉が減圧できない場合は，代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の自動作動を確

認し，発電用原子炉を減圧する。 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

設計基準事故対処設備である主蒸気逃がし安全弁の自動減圧機能が故障等により発電

用原子炉の減圧ができない場合は，中央制御室からの手動操作により主蒸気逃がし安全弁

を開放し，発電用原子炉を減圧する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
直
流
電
源
系
統
喪
失
時
の
減
圧

常設直流電源系統喪失により主蒸気逃がし安全弁の作動に必要な直流電源が喪失し，発

電用原子炉の減圧ができない場合は，以下の手段により直流電源を確保し，主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能）の機能を回復させて発電用原子炉を減圧する。 

・125V代替蓄電池により直流電源を確保する。その後，125V代替蓄電池の枯渇を防止す

るため，可搬型代替直流電源設備により直流電源を継続的に供給する。 

・主蒸気逃がし安全弁の作動回路に主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池を接続して直

流電源を確保する。 

同等な性能を有することの説明 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10－5－91 

対
応
手
段
等

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）

に
よ
る
窒
素
確
保

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ及び主蒸気逃がし安全弁自動減圧機

能用アキュムレータの供給圧力が喪失した場合は，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）

の作動に必要な窒素の供給源を高圧窒素ガス供給系（非常用）に切り替えることで主蒸気

逃がし安全弁（自動減圧機能）の作動に必要な窒素を確保し，主蒸気逃がし安全弁（自動

減圧機能）の機能を回復させて発電用原子炉を減圧する。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）からの供給期間中において，主蒸気逃がし安全弁（自動

減圧機能）の作動に伴い窒素の圧力が低下した場合は，予備の窒素ガスボンベに切り替え

る。 

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系

に
よ
る
減
圧

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ及び主蒸気逃がし安全弁自動減圧機

能用アキュムレータの供給圧力が喪失した場合は，代替高圧窒素ガス供給系により主蒸気

逃がし安全弁（自動減圧機能）の作動に必要な窒素を確保し，主蒸気逃がし安全弁（自動

減圧機能）の機能を回復させて発電用原子炉を減圧する。 

代替高圧窒素ガス供給系高圧窒素ガスボンベからの供給期間中において，主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能）の作動に伴い窒素の圧力が低下した場合は，使用可能な高圧窒素

ガスボンベと取り替える。 

主蒸気逃がし安全弁を，想定される重大事故等時における原子炉格納容器内の環境条件

においても確実に作動できるよう，窒素の供給源を代替高圧窒素ガス供給系に切り替える

ことで主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）の作動に必要な窒素を確保し，主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能）により発電用原子炉を減圧する。 

代
替
電
源
設
備
を
用
い
た

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
復
旧

全交流動力電源喪失又は常設直流電源喪失により主蒸気逃がし安全弁が作動せず発電用

原子炉の減圧ができない場合は，以下の手段により直流電源を確保し，主蒸気逃がし安全

弁の機能を回復させて発電用原子炉を減圧する。 

・可搬型代替直流電源設備等により直流電源を確保する。 

・代替交流電源設備により125V充電器に給電することで直流電源を確保する。 

高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器

雰
囲
気
直
接
加
熱
の
防
止

炉心損傷時，原子炉圧力容器への注水手段がない場合は，原子炉圧力容器内が高圧の状

態で破損した場合に溶融物が放出され，原子炉格納容器内の雰囲気が直接加熱されること

による原子炉格納容器の破損を防止するため，主蒸気逃がし安全弁の手動操作により発電

用原子炉を減圧する。 
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対
応
手
段
等

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生
時

インターフェイスシステム LOCA が発生した場合は，原子炉格納容器外への原子炉冷却

材の漏えいを停止するため，漏えい箇所を隔離する。 

漏えい箇所の隔離ができない場合は，発電用原子炉を手動停止するとともに，主蒸気逃

がし安全弁等により発電用原子炉を減圧し，漏えい箇所を隔離する。 

原子炉冷却材が原子炉格納容器外へ漏えいし原子炉建屋原子炉棟内の圧力が上昇した

場合は，原子炉建屋ブローアウトパネルが開放することで，原子炉建屋原子炉棟内の圧力

及び温度の上昇を抑制し，環境を改善する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である主蒸気逃がし安全弁の自動減圧機能喪失により主蒸気逃

がし安全弁が作動しない場合は，低圧注水系又は低圧代替注水系による原子炉圧力容器へ

の注水準備が完了していることを確認し，主蒸気逃がし安全弁等により発電用原子炉を減

圧する。 

なお，原子炉水位低(レベル１)設定点到達10分後及び残留熱除去系（低圧注水モード）

又は低圧炉心スプレイ系が運転している場合は，代替自動減圧機能が自動作動することを

確認し，これにより発電用原子炉を減圧する。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常設直流電源系統喪失により主蒸気逃がし安全弁が作動しない場合は，可搬型代替直流

電源設備又は主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池により主蒸気逃がし安全弁を作動させ

て発電用原子炉を減圧する。 

常設直流電源の喪失により主蒸気逃がし安全弁が作動しない場合は，可搬型代替直流電

源設備等により主蒸気逃がし安全弁を作動させて発電用原子炉を減圧する。 

全交流動力電源喪失が原因で常設直流電源が喪失した場合は，代替交流電源設備により

125V充電器を充電することで直流電源を確保し，主蒸気逃がし安全弁の機能を回復させて

発電用原子炉を減圧する。 

主蒸気逃がし安全弁の駆動源である高圧窒素ガス供給系（常用）の喪失により主蒸気逃

がし安全弁が作動しない場合は，高圧窒素ガス供給系（非常用）により主蒸気逃がし安全

弁（自動減圧機能）に必要な窒素を確保し，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）の機能

を回復させて発電用原子炉を減圧する。 

主蒸気逃がし安全弁の駆動源である高圧窒素ガス供給系（常用）及び主蒸気逃がし安全

弁（自動減圧機能）の駆動源である高圧窒素ガス供給系（非常用）の窒素が喪失し，主蒸

気逃がし安全弁が作動しない場合は，代替高圧窒素ガス供給系により主蒸気逃がし安全弁

（自動減圧機能）に窒素を供給し，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）にて発電用原子

炉を減圧する。 

主蒸気逃がし安全弁を，想定される重大事故等時における原子炉格納容器内の環境条件

においても確実に作動できるよう，窒素の供給源を代替高圧窒素ガス供給系に切り替える

ことで主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）の作動に必要な窒素を確保し，主蒸気逃がし

安全弁（自動減圧機能）により発電用原子炉を減圧する。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 
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配
慮
す
べ
き
事
項

代
替
自
動
減
圧
機
能
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
自
動
減
圧
時

の
留
意
事
項

「1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等」における対応操作

中は，発電用原子炉の自動減圧による原子炉圧力容器への注水量の増加に伴う原子炉出力

の急上昇を防止するため，ATWS緩和設備（自動減圧系作動阻止機能）により自動減圧系及び

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）による自動減圧を阻止する。 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の

背
圧
対
策

主蒸気逃がし安全弁を，想定される重大事故等時における原子炉格納容器内の環境条件

においても確実に作動できるよう，窒素の供給源を代替高圧窒素ガス供給系に切り替える

ことで主蒸気逃がし安全弁の作動に必要な，より高い圧力の窒素を供給する。 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
溢
水
の
影
響

隔離操作場所及び隔離操作場所へのアクセスルートは，インターフェイスシステムLOCA

により漏えいが発生する機器よりも上層階に位置し，溢水の影響がないようにする。 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
検
知

インターフェイスシステムLOCAの発生は，原子炉格納容器内外のパラメータ等により判

断する。非常用炉心冷却系ポンプ及び原子炉隔離時冷却系ポンプ設置室は原子炉建屋原子

炉棟内において各部屋が分離されているため，漏えい箇所の特定は，床漏えい検出器，放射

線モニタ及び火災感知器により行う。 

作
業
性

インターフェイスシステム LOCA発生時は，漏えいした水の滞留及び蒸気による高湿度環

境が想定されるため，現場での隔離操作は環境性等を考慮し，防護具を着用する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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保安規定第６６条 

表６６－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６６－３－２「主蒸気逃がし安全弁（手動減圧）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（対応手順） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
３
－
２

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
手
動
減
圧
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

（
手
動
減
圧
）
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧
が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

６
個
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
３
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
４
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
配
管
お
よ
び
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
を
含
む
。
 

※
２
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
「
第
３
０
条

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
」
お
よ
び
「
第
３
９
条

 
非
常
用
炉

心
冷
却
系
そ
の
１
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

※
３
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
は
，
既
存
の
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
及
び
第
３
９
条

（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
お
い
て
Ｌ
Ｃ
Ｏ
要
求
が
あ
る
が
，
逃
が
し
弁
機
能
，
安
全
弁
機
能

及
び
自
動
減
圧
機
能
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
，
手
動
減
圧
機
能
の
要
求
は
な
い
。
従
っ
て
，
Ｓ
Ａ
要

求
と
し
て
手
動
減
圧
機
能
を
本
表
に
て
規
定
す
る
。

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
手
動
減
圧

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））
 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉

の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

④
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る

原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
基
本
方
針
に
従
う
と
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
原
子
炉
の
状
態
と
し
て
，「

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧

力
が

0.
77
MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
な
る
が
，
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
に
合

わ
せ
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））
 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
手
動
減
圧
を
行
う
場
合
，
急
速
減
圧
時
に
最
大
６
個
を
開
操
作
す
る
こ
と

か
ら
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
１
１
個
の
う
ち
，
６
個
を
所
要
数
と
す
る
。（

添
付
－
１
）

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

定
事
検
停
止
時
に
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
本
格
点
検
に
合
わ
せ
て
機
能
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
動

作
可

能
な

主
蒸

気
逃

が

し
安

全
弁

が
所

要
数

を
満

足
し
て
い
な
い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
つ
い
て
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
（
原
子
炉
圧
力
が

1.
04
MP
a[
ga
ge
]以

上
の
場
合
）
に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

１
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き
な
い
場
合
 

ま
た
は
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自

動
減
圧
機
能
付
き
）
２
個
以

上
が
動
作
不
能
の
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

動
作
可
能
な
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
６
個
未
満
と
な
っ
た
場
合
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動

減
圧
機
能
付
き
）
が
少
な
く
と
も
１
個
以
上
，
動
作
不
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
条
件

A.
は
保

安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
て
設
定
す
る
。（

保
安
規
定
第
３
０
条
（
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
で
は
１
０
日
間
以
内
に
復
旧
す
る
こ
と
の
み
を
要
求
し
て
お
り
，
要
求
さ
れ

る
措
置
の
内
容
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
包
絡
さ
れ
る
。）

 

な
お
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
が
２
個
以
上
動
作
不
能
の
場
合
に
は
，
保

安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
て
，
条
件

B.
に
原
子
炉
を
停
止
す
る
措

置
を
規
定
す
る
。
 

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。

上
記
⑧
で
整
理
し
た
と
お
り
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
準
じ
た
設

定
と
す
る
。

 

A1
.，

A2
.動

作
可
能
な
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
所
要
数
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
，
高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
系
及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
つ
い
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す

る
。
 

A3
. 

A1
.及

び
A2
.で

要
求
さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
，
当
該
設
備
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.条

件
A.
で
要
求
さ
れ
る
措
置
を
完
了
時
間
内
に
達
成
で
き
な
い
場
合
又
は
主
蒸
気
逃
が
し

安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
が
２
個
以
上
動
作
不
能
の
場
合
に
は
，
原
子
炉
を
停
止
す
る
措
置

を
実
施
す
る
。
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.3－22 

1.3.2 重大事故等時の手順 

1.3.2.1 フロントライン系故障時の対応手順 

(1) 代替減圧 

ａ．手動操作による減圧 

発電用原子炉の冷温停止への移行又は低圧注水系を使用した注水へ

の移行を目的として，主蒸気逃がし安全弁又はタービンバイパス弁を

使用した中央制御室からの手動操作による発電用原子炉の減圧を行う。 

また，高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱による原子炉格納

容器の破損防止を目的として，主蒸気逃がし安全弁を使用した中央制

御室からの手動操作による発電用原子炉の減圧を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

ⅰ．発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧する場合 

・主復水器が使用可能であり，タービンバイパス弁の開操作が

可能な場合。 

・主復水器が使用不可能であるが，主蒸気逃がし安全弁の開操

作が可能な場合。 

ⅱ．急速減圧の場合 

・低圧注水系又は低圧代替注水系のうち１系統以上の起動※1に

より原子炉圧力容器への注水手段が確保され，主蒸気逃がし

安全弁の開操作が可能な場合。 

・主蒸気逃がし安全弁が使用できない場合は，主復水器が使用

可能で，タービンバイパス弁の開操作が可能な場合。 

ⅲ．炉心損傷後の減圧の場合 

・高圧注水系は使用できないが，低圧注水系１系統※2以上が使

用可能である場合で，主蒸気逃がし安全弁の開操作が可能な

所要数 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.3－23 

場合。 

ⅳ．注水手段がない場合 

・炉心損傷後において，原子炉圧力容器への注水手段が確保で

きず，原子炉圧力容器内の水位が規定水位（有効燃料棒底部

から燃料棒有効長さの 20％上の位置）に到達した場合で，主

蒸気逃がし安全弁の開操作が可能な場合。 

※1:「低圧注水系又は低圧代替注水系のうち１系統以上の起動」

とは，原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時での注水が可能

な系統である高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，

残留熱除去系（低圧注水モード）及び復水給水系のうち 1

系統以上起動すること，また，それができない場合は低圧

代替注水系（常設）（復水移送ポンプ），低圧代替注水系

（常設）（直流駆動低圧注水系ポンプ），低圧代替注水系

（可搬型），代替循環冷却系及びろ過水系のうち 1 系統以

上起動することをいう。 

※2:「低圧注水系１系統」とは，低圧炉心スプレイ系，残留熱

除去系（低圧注水モード），復水給水系，代替循環冷却系，

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ），低圧代替注

水系（常設）（直流駆動低圧注水系ポンプ），低圧代替注

水系（可搬型）又はろ過水系のいずれか 1 系統をいう。 

(b) 操作手順 

主蒸気逃がし安全弁又はタービンバイパス弁を使用した手動操作

による減圧手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.3

－2 図，第 1.3－3 図，第 1.3－4 図及び第 1.3－5 図に示す。 
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1.3－24 

［タービンバイパス弁による減圧］ 

① 発電課長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にタービ

ンバイパス弁を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧するよ

うに指示する。 

②a 判断基準ⅰ：発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧

する場合 

運転員（中央制御室）A は，原子炉冷却材温度変化率が 55℃

／h を超えないようにタービンバイパス弁を手動で開閉操作

し，発電用原子炉を減圧する。 

②b 判断基準ⅱ：急速減圧の場合

運転員（中央制御室）A は，タービンバイパス弁を手動で開

操作し，発電用原子炉の急速減圧を行う。 

［主蒸気逃がし安全弁による減圧］ 

① 発電課長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に主蒸気

逃がし安全弁を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧するよ

うに指示する。 

②a 判断基準ⅰ：発電用原子炉を冷温停止に移行するために減圧

する場合 

運転員（中央制御室）A は，原子炉冷却材温度変化率が 55℃

／h を超えないように主蒸気逃がし安全弁を手動で開閉操

作し，発電用原子炉を減圧する。 

②b 判断基準ⅱ：急速減圧の場合

運転員（中央制御室）A は，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧

機能）６個を手動で開操作し，発電用原子炉の急速減圧を行

う。 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.3－25 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）を６個開放できない場

合は，自動減圧機能を有する主蒸気逃がし安全弁とそれ以外

の主蒸気逃がし安全弁を合わせて６個開放する。 

②c 判断基準ⅲ：炉心損傷後の減圧の場合

運転員（中央制御室）A は，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧

機能）２個を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧する。 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）２個を手動で開放でき

ない場合は，開可能な主蒸気逃がし安全弁を手動で開操作し，

発電用原子炉を減圧する。 

②d 判断基準ⅳ：注水手段がない場合

運転員（中央制御室）A は，主蒸気逃がし安全弁（自動減圧

機能）２個を手動で開操作し，発電用原子炉を減圧する。 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）２個を手動で開放でき

ない場合は，開可能な主蒸気逃がし安全弁を手動で開操作し，

発電用原子炉を減圧する。 

③ 運転員（中央制御室）A は，サプレッションプール水の温度

上昇防止のため，残留熱除去系（サプレッションプール水冷

却モード）によるサプレッションプールの除熱を行う。 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，運転員（中央制御室）１名で対応が可能である。

作業開始を判断してから手動操作による減圧を開始するまでの所要

時間は以下のとおり。 

・タービンバイパス弁による減圧：５分以内で可能 

・主蒸気逃がし安全弁による減圧：５分以内で可能 

66-3-2  7/7

374



保安規定第６６条 

表６６－３「原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備」 

６６－３－３「主蒸気逃がし安全弁の機能回復」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

  （１）技術的能力まとめ資料（基準要求に関する説明） 

  添付－３ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（所要数） 

（４）ＳＡ４６条補足説明資料（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
３
－
３

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
機
能
回
復
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
 

機
能
回
復
 

（
１
）
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄

電
池
に
よ
る
機
能
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ
と
 

（
２
）
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

（
３
）
代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

可
搬
型
代

替
直
流

電
源

設

備
に
よ
る
機
能
回
復
 

１
２
５
Ｖ
直
流
電
源
切
替
盤
 

１
個
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
２
 

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

用

可
搬
型
蓄

電
池
に

よ
る

機

能
回
復
 

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型

蓄
電
池
 

１
組
 

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系

（
非
常
用
）
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

８
本

※
３
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給

系
 

高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
 

３
本

※
６
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。
 

※
２
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
３
：
Ａ
系
４
本
お
よ
び
Ｂ
系
４
本
を
い
う
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
３
本
を
い
う
。
 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
又
は
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
機
能
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ
と
並
び
に
高
圧
窒
素
ガ
ス
供

給
系
（
非
常
用
）
及
び
代
替
高
圧
ガ
ス
供
給
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
六
条
（
１
．
３
）
 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
に
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉

の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破

損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
機
能
回
復
と
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ

る
機
能
回
復
は
，
常
設
直
流
電
源
系
統
喪
失
の
対
応
手
段
と
し
て
，
性
能
，
準
備
時
間
が
問
題
な
い
こ

と
を
技
術
的
能
力
審
査
基
準
へ
の
適
合
性
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
，
か
つ
片
方
の
系
統
だ
け
で

基
準
要
求
も
維
持
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
ど
ち
ら
か
に
よ
る
機
能
回
復
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運

転
上
の
制
限
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
 

④
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る

原
子
炉
の
減
圧
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
基
本
方
針
に
従
う
と
原
子
炉
冷
却
材

圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
高
圧
の
原
子
炉
の
状
態
と
し
て
，「

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
（
原
子
炉
圧
力

が
0.

77
MP
a[
ga
ge

]以
上
）」

と
な
る
が
，
保
安
規
定
第
３
０
条
（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
）
に
合
わ

せ
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備
 

⑥
１
２
５
Ｖ
直
流
電
源
切
替
盤
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
作
動
に
必
要
な
電
源
を
供
給
す
る
た
め
１

個
を
所
要
数
と
す
る
。

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
２
個
を
一
定
期
間
に
わ
た
り
連

続
し
て
開
状
態
を
保
持
で
き
る
容
量
を
有
す
る
も
の
１
セ
ッ
ト
１
組
（
１
０
個
）
を
所
要
数
と
す
る
。 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
作
動
さ

せ
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
容
量
を
有
す
る
も
の
１

セ
ッ
ト
８
本
（
Ａ
系
４
本
，
Ｂ
系
４
本
）
を
所
要
数
と
す
る
。

代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
作
動
さ
せ
，
原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
容
量
を
有
す
る
も
の
１
セ
ッ
ト

３
本
（
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
３
本
）
を
所
要
数
と
す
る
。
 
（
添
付
－
３
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

１
．
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
機
能
回
復
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
１

２
５
Ｖ
直
流
電
源
切
替
盤
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点

検
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
機
能
回
復
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

可
搬

型
蓄

電
池

の
蓄

電
池

電
圧

が

13
6V

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

３
ヶ
月
に
１
回
 

防
災
課
長
 

３
．
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
供
給
圧
力
の
設
定

値
が

1.
13
MP
a[
ga
ge
]以

上
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
，
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁
（
Ａ
），

Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁
（
Ｂ
），

Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
非

常
用
窒
素
ガ
ス
入
口
弁
（
Ａ
）
お
よ
び
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
非
常
用
窒
素

ガ
ス
入
口
弁
（
Ｂ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開

閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
高

圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
外
観
点
検
お
よ
び
規
定
圧
力
の
確
認
に

よ
り
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．

代
替

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
の

供
給

圧
力

の
設

定
値

が
 

 
 

MP
a[
ga
ge
]
以
上
に
設
定
で
き
る
こ
と

を
確
認
す
る
と

と

も
に
，
代
替
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
第
一
隔
離
弁
お
よ
び
代
替
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
窒
素

排
気
出
口
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動

作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確

認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
高

圧
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
外
観
点
検
お
よ
び
規
定
圧
力
の
確
認
に

よ
り
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

１
．
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
機
能
回
復

 

a
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

確
認
頻
度
に
つ
い
て
は
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
い
て
「
１
ヶ
月
に
１
回
」
と
す
る
。 

２
．
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
機
能
回
復

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

蓄
電
池
電
圧
の
判
定
値
に
つ
い
て
は
，
取
扱
説
明
書
に
基
づ
き
設
定
す
る
。

 

取
扱
説
明
書
：
蓄
電
池
総
電
圧
は

13
.
6
5V
×
個
数
の
±
1%
以
内
と
す
る
。

 

13
.6

5V
×
10
－
1%
（
1
.3
6
5
V）

＝
1
35
.
1
35
V≒

1
3
6
V 

ま
た
，
定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
可
搬
型
設
備
は
３
ヶ
月
に
１
回
，
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

３
．
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
及
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自

動
減
圧
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
充
填
圧
力
が
喪
失
し
た
場
合
で
も
，
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給

系
（
非
常
用
）
の
窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
よ
り
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
へ
の
窒
素
供
給
が
可
能
に

す
る
た
め
，
供
給
圧
力
の
設
定
値
を

1
.1
3M
Pa
[
g
ag
e
]
以
上
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
。（

添
付
－
３
）

 

ま
た
，
定
事
検
停
止
時
の
機
能
確
認
に
て
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁
（
Ａ
），

Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁
（
Ｂ
），

Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
非
常
用
窒
素
ガ
ス
入
口
弁
（
Ａ
）

お
よ
び
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
非
常
用
窒
素
ガ
ス
入
口
弁
（
Ｂ
）
を
開
閉
さ
せ
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

確
認
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，

「
１
ヶ
月
に
１
回
」
と
す
る
。

 

４
．
代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系

 

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
が
設
計
圧
力
の
２
倍
の
状
態
（
8
5
4k
P
a
[g
a
g
e]
）
と
な
っ
た
場
合

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ

る
機
能
回
復
が
で
き
な
い
場
合

 

お
よ
び
 

主
蒸
気
逃
が

し
安
全

弁
用
可
搬

型

蓄
電
池
に
よ

る
機
能

回
復
が
で

き

な
い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
直
流
電
源
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.1
.発

電
課
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

ま
た
は
 

A2
.2
.防

災
課
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，
原

子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.1
.発

電
課
長
は
，
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ

る
機

能
回

復
が

可
能

な
状

態
に

復
旧

す

る
。
 

ま
た
は
 

A3
.2
.防

災
課
長
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可

搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
機
能
回
復
が
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

１
０
日
間
 

B.
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）

が
動
作
不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

代
替
高
圧
窒

素
ガ
ス

供
給
系
が

動

作
不
能
の
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
の
圧
力
が
健

全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。

 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で
要
求
さ
れ
る
 

措
置
を
完
了

時
間
内

に
達
成
で

き

な
い
場
合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

※
９
：
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
「
第
３
９
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

に
お
い
て
も
確
実
に
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
供
給

圧
力
の
設
定
値
を

 
 

M
P
a
[g
a
g
e
]以

上
に
設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）

 

ま
た
，
定
事
検
停
止
時
の
機
能
確
認
に
て
代
替
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
第
一
隔
離
弁
お
よ
び
代
替
Ｈ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

窒
素
排
気
出
口
弁
を
開
閉
さ
せ
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

確
認
頻
度
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，

「
１
ヶ
月
に
１
回
」
と
す
る
。

 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
機
能
回
復
及
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ

る
機
能
回
復
は
，
両
方
と
も
機
能
回
復
が
で
き
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ

未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.対

応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備

は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定

す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
で
あ
る
常
設
直
流
電
源
系
統
（
Ａ
系
及
び
Ｂ
系
）
が
該
当
し
，

完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
電
源
切
替
盤
又
は

可
搬
型
蓄
電
池
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了

時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未

満
）
の
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.対

応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

の
技
術
的
能
力
で
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
は
設
定
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
，
こ
こ
で
は
自
動
減
圧
系
の
動
作
に
必
要
な
系
統
圧
力
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
，
自
動
減
圧
系
の
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
圧
力
が
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非

常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
に
定
め
る
値
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
，
完
了
時
間
は
“
速

や
か
に
”
と
す
る
。

 

B2
. 

A2
.と

同
様
。
た
だ
し
，
代
替
措
置
と
は
ボ
ン
ベ
の
補
充
等
を
い
う
。

 

B3
. 

A3
.と

同
様
。

 

C1
.，

C2
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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1.3－70

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

 

第
1.
3－

6
図
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
開
放

 
概
要
図

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
B系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
A系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系
（

常
用
）

M
O

M
O

H

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

M
O

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

B系

ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

A系
：
3個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

5個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

B系
：

3個

原
子
炉

圧
力
容
器

主
蒸
気
系
か
ら

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
へ

原
子
炉
建

屋
付
属

棟
内

原
子
炉
建

屋
原
子

炉
棟
内

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

自
動
減
圧

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

逃
が
し
弁

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

C
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

E
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

A
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

L

主
蒸
気
系
か
ら

M
O

J

主
蒸
気
系
か
ら

M
O

M
O

M
O

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

A系

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

B
,
D
,F
,
G,
K サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
3*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）

A,
C
,E
,
H,
Lも

同
様
の
電
源
供
給
と
な
る
。

主
蒸
気
逃

が
し

安
全
弁
か

ら

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

圧
力
調
整
弁

電
磁
弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ホ
ー
ス

設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
か
ら
追
加
し
た
箇
所

凡
例

M
O

注
：
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
に
つ
い
て
は
，
主
蒸
気
逃
が
し

安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
用
電
磁
弁

A系
へ
の
供
給
を
示
す
。

*
1 *
3

*
2

1
2
5
V

代
替
充
電

器

1
2
5
V

代
替
蓄
電

池

電
源
車
よ

り

1
2
5
V直

流
電
源

切
替
盤

1
2
5
V蓄

電
池

2
A
又
は

1
2
5
V蓄

電
池

2
B
よ
り

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤

屋
外

屋
外 操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑤
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）

 

66
-3
-3

の
範
囲

 
赤
枠
に
て
示
す

 

66
-1
2-
5
に
て
整
理
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

 

第
1.
3－

8
図
 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
開
放

 
概
要
図

 

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
B系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
A系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系
（

常
用
）

M
O

M
O

H

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

M
O

ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

A系
：
3個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

5個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

B系
：

3個

原
子
炉

圧
力
容
器

主
蒸
気
系
か
ら

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
逃

が
し

安
全
弁
か

ら

主
蒸
気
系
へ

原
子
炉
建

屋
原
子

炉
棟
内

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

自
動
減
圧

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

逃
が
し
弁

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

C
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

E
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

A
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

L

主
蒸
気
系
か
ら

M
O

J

主
蒸
気
系
か
ら

M
O

M
O

M
O

M
O

M
O

M
O

B
,
D
,F
,
G,
K サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
か
ら

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
3*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

*
1

*
3

*
2

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）

A,
C
,E
,
H,
Lも

同
様
の
電
源
供
給
と
な
る
。

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

圧
力
調
整
弁

電
磁
弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ホ
ー
ス

設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
か
ら
追
加
し
た
箇
所

凡
例

M
O

*
1 *
3

*
2

1
2
5
V

代
替
充
電

器

1
2
5
V

代
替
蓄
電

池

電
源
車
よ

り

1
2
5
V直

流
電
源

切
替
盤

1
2
5
V蓄

電
池

2
A
又
は

1
2
5
V蓄

電
池

2
B
よ
り

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用

可
搬
型
蓄
電
池
（
※
）

※
：
主
蒸

気
逃

が
し
安

全
弁

11
個
の

う
ち
２
個

を
選

定
し
，

自
動
減

圧
機
能
用

電
磁
弁

（
＊
１

）
若

し
く

は
（
＊

２
）
又

は
逃
が

し
弁
機

能
用
電

磁
弁

(＊
３

)に
接

続
す

る
。

⑤

原
子
炉
建

屋
付
属

棟
内

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

A系 高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

屋
外

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

B系 高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

屋
外

操
作
手
順

 
弁
名
称

 

⑤
 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

1.3－74

 

#
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
3－

10
図
 
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
駆
動
源
確
保

 
概
要
図

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
B系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
A系

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

A系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
常
用
）

M
O

M
O

M
O

M
O

H EC AB
,
D
,F
,
G,
K

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

M
O

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

B系

JL

M
O

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

A系
：
3個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

5個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

B系
：

3個

原
子
炉

圧
力
容
器

主
蒸
気
系
よ
り

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
逃

が
し

安
全
弁
か

ら

主
蒸
気
系
へ

原
子
炉
建

屋
付
属

棟
内

原
子
炉
建

屋
原
子

炉
棟
内

②
＃

1

②
＃

2

③
＃

1

③
＃

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

逃
が
し
弁

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

自
動
減
圧

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

圧
力
調
整
弁

電
磁
弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ホ
ー
ス

設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
か
ら
追
加
し
た
箇
所

凡
例

MO

屋
外

屋
外

操
作
手
順

 
弁
名
称

 

②
＃
１

H
P
I
N
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁

(
A
) 

②
＃
２

H
P
I
N
常
用
非
常
用
窒
素
ガ
ス
連
絡
弁

(
B
) 

③
＃
１

H
P
I
N
非
常
用
窒
素
ガ
ス
入
口
弁

(
A
) 

③
＃
２

H
P
I
N
非
常
用
窒
素
ガ
ス
入
口
弁

(
B
) 
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補１ 

1.3－76

 

#
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
3－

12
図
 
代
替
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
開
放
 概

要
図
 

屋
外

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
B系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
非
常
用

）
A系

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

A系

高
圧
窒
素

ガ
ス
供

給
系

（
常
用
）

M
O

M
O

M
O

M
O

H EC AB
,
D
,F
,
G,
K

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

M
O

代
替
高
圧

窒
素
ガ

ス
供

給
系

B系

JL

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

M
O

M
O

M
O

M
O

M
O

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

高
圧
窒
素

ガ
ス
ボ

ン
ベ

屋
外

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

A系
：
3個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

5個

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
自
動
減
圧
機
能
）

B系
：

3個

原
子
炉

圧
力
容
器

主
蒸
気
系
よ
り

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
へ

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
よ
り

主
蒸
気
系
へ

主
蒸
気
逃

が
し

安
全
弁
か

ら

原
子
炉
建

屋
原
子

炉
棟
内

⑤
＃

2
⑤

＃
3

⑤
＃

1

⑤
＃

4

③
,⑧

＃
2

⑧
＃

1

⑧
＃

1

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

逃
が
し
弁

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

主
蒸
気
逃

が
し
安

全
弁

自
動
減
圧

機
能
用

ア
キ
ュ

ム
レ
ー

タ

電
動
駆
動

弁 逆
止
弁

圧
力
調
整
弁

電
磁
弁

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

ホ
ー
ス

設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
か
ら
追
加
し
た
箇
所

凡
例

M
O

原
子
炉
建

屋
付
属

棟
内

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
，
⑧

＃
２

代
替

HP
IN

第
一
隔
離
弁

(A
) 

⑤
＃
１

代
替

HP
IN

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
ラ
ッ
ク
安
全
弁
出
口
ラ
イ
ン
止
め
弁

(A
) 

⑤
＃
２

代
替

HP
IN

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
供
給
止
め
弁

(A
) 

⑤
＃
３

代
替

HP
IN

窒
素
ガ
ス
ボ
ン
ベ
ラ
ッ
ク
供
給
弁
(A
) 

⑤
＃
４

代
替

HP
IN

窒
素
ガ
ス
供
給
止
め
弁

(A
) 

⑧
＃
１

代
替

HP
IN

窒
素
排
気
出
口
弁

(A
-1
)
,(
A
-2
) 
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

添付資料 1.3.1 
 

1.3-68

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（1/5） 

技術的能力審査基準（1.3） 番号 設置許可基準規則（46条） 技術基準規則（61条） 番号 

【本文】 
発電用原子炉設置者において、原子炉
冷却材圧力バウンダリが高圧の状態
であって、設計基準事故対処設備が有
する発電用原子炉の減圧機能が喪失
した場合においても炉心の著しい損
傷及び原子炉格納容器の破損を防止
するため、原子炉冷却材圧力バウンダ
リを減圧するために必要な手順等が
適切に整備されているか、又は整備さ
れる方針が適切に示されていること。 

① 

【本文】 
発電用原子炉施設には、原子炉冷却
材圧力バウンダリが高圧の状態であ
って、設計基準事故対処設備が有す
る発電用原子炉の減圧機能が喪失し
た場合においても炉心の著しい損傷
及び原子炉格納容器の破損を防止す
るため、原子炉冷却材圧力バウンダ
リを減圧するために必要な設備を設
けなければならない。 

【本文】 
発電用原子炉施設には、原子炉冷
却材圧力バウンダリが高圧の状
態であって、設計基準事故対処設
備が有する発電用原子炉の減圧
機能が喪失した場合においても
炉心の著しい損傷及び原子炉格
納容器の破損を防止するため、原
子炉冷却材圧力バウンダリを減
圧するために必要な設備を施設
しなければならない。 

⑦ 

【解釈】 
１ 「炉心の著しい損傷」を「防止す
るため、原子炉冷却材圧力バウンダリ
を減圧するために必要な手順等」と
は、以下に掲げる措置又はこれらと同
等以上の効果を有する措置を行うた
めの手順等をいう。 

－ 

【解釈】 
１ 第４６条に規定する「炉心の著し
い損傷」を「防止するため、原子炉
冷却材圧力バウンダリを減圧するた
めに必要な設備」とは、以下に掲げ
る措置又はこれらと同等以上の効果
を有する措置を行うための設備をい
う。 

【解釈】 
１ 第６１条に規定する「炉心の
著しい損傷」を「防止するため、
原子炉冷却材圧力バウンダリを
減圧するために必要な設備」と
は、以下に掲げる措置又はこれら
と同等以上の効果を有する措置
を行うための設備をいう。 

－ 

（１）ロジックの追加 
ａ）原子炉水位低かつ低圧注水系が
利用可能な状態で、逃がし安全弁を
作動させる減圧自動化ロジックを設
けること（BWR の場合）。 

（１）ロジックの追加 
ａ）原子炉水位低かつ低圧注水系
が利用可能な状態で、逃がし安全
弁を作動させる減圧自動化ロジ
ックを設けること（BWR の場合）。 

⑧ 

（１）可搬型重大事故防止設備 
ａ）常設直流電源系統喪失時におい
て、減圧用の弁（逃がし安全弁（BWR の
場合）又は、主蒸気逃がし弁及び加圧
器逃がし弁（PWR の場合））を作動さ
せ原子炉冷却材圧力バウンダリの減
圧操作が行えるよう、手順等が整備さ
れていること。 

② 

（２）可搬型重大事故防止設備 
ａ）常設直流電源系統喪失時におい
ても、減圧用の弁（逃がし安全弁（BWR 
の場合）又は主蒸気逃がし弁及び加
圧器逃がし弁（PWR の場合））を作
動させ原子炉冷却材圧力バウンダリ
の減圧操作が行えるよう、手動設備
又は可搬型代替直流電源設備を配備
すること。 

（２）可搬型重大事故防止設備 
ａ）常設直流電源系統喪失時にお
いても、減圧用の弁（逃がし安全
弁（BWR の場合）又は主蒸気逃が
し弁及び加圧器逃がし弁（PWR の
場合））を作動させ原子炉冷却材
圧力バウンダリの減圧操作が行
えるよう、手動設備又は可搬型代
替直流電源設備を配備すること。 

⑨ 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁である場
合、減圧用の弁を作動させ原子炉冷却
材圧力バウンダリの減圧操作が行え
るよう可搬型コンプレッサー又は窒
素ボンベを整備すること。 

③ 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁である
場合、減圧用の弁を作動させ原子炉
冷却材圧力バウンダリの減圧操作が
行えるよう、可搬型コンプレッサー
又は窒素ボンベを配備すること。 

ｂ）減圧用の弁が空気作動弁であ
る場合、減圧用の弁を作動させ原
子炉冷却材圧力バウンダリの減
圧操作が行えるよう、可搬型コン
プレッサー又は窒素ボンベを配
備すること。 

⑩ 

ｃ）減圧用の弁が作動可能な環境条件
を明確にすること。 

④ 

ｃ）減圧用の弁は、想定される重大
事故等が発生した場合の環境条件に
おいて確実に作動すること。 

ｃ）減圧用の弁は、想定される重
大事故等が発生した場合の環境
条件において確実に作動するこ
と。 

⑪ 

（２）復旧 
ａ）常設直流電源喪失時においても、
減圧用の弁を作動させ原子炉冷却材
圧力バウンダリの減圧操作が行える
よう、代替電源による復旧手順等が整
備されていること。 

⑤ 

－ － － 

（３）蒸気発生器伝熱管破損（SGTR） 
ａ）SGTR 発生時において、破損した蒸
気発生器を隔離すること。隔離できな
い場合、加圧器逃がし弁を作動させる
こと等により原子炉冷却材圧力バウ
ンダリの減圧操作が行えるよう、手順
等が整備されていること。（ＰＷＲの
場合） 

－ 

（４）インターフェイスシステム LOCA
（ISLOCA） 
ａ）ISLOCA 発生時において、原子炉冷
却材圧力バウンダリの損傷箇所を隔
離すること。隔離できない場合、原子
炉を減圧し、原子炉冷却材の漏えいを
抑制するために、逃がし安全弁（BWR
の場合）又は主蒸気逃がし弁及び加圧
器逃がし弁（PWR の場合）を作動させ
ること等により原子炉冷却材圧力バ
ウンダリの減圧操作が行えるよう、手
順等が整備されていること。 

⑥ 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順書」にて整備する。

基準要求に関する説明 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

添付資料 1.3.1 

1.3-69

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2/5） 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

解釈
対応

番号 

機能 機器名称 
常設 

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

減
圧
の
自
動
化

代替自動減圧回路 

(代替自動減圧機能) 

新設 

既設 

①
⑦
⑧ 

－ － － － － － 

ATWS緩和設備 

（自動減圧系 

作動阻止機能） 

新設 

主蒸気逃がし安全弁 

（自動減圧機能） 

（C, Hの 2個） 

既設 

主蒸気系 配管 

・クエンチャ 
既設 

主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用 

アキュムレータ 

既設 

非常用交流電源設備 既設 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
） 

主蒸気逃がし安全弁 既設 

①
⑦ 

手
動
操
作
に
よ
る
減
圧 

（
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
） 

タービンバイパス弁 常設 

5分 1名 

自主対策

とする理

由は本文

参照 

主蒸気系 配管 

・クエンチャ 
既設 タービン制御系 常設 

主蒸気逃がし安全弁

逃がし弁機能用 

アキュムレータ  

既設 

－ －

主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用 

アキュムレータ  

既設 

所内常設蓄電式直流

電源設備 

既設 

新設 

常設代替直流電源 

設備 
新設 

可搬型代替直流電源

設備 
新設 

常設代替交流電源 

設備 
新設 

可搬型代替交流電源

設備 
新設 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

可搬型代替直流電源

設備 
新設 

①
②
⑦
⑨ 

－ － － － － － 

125V直流電源切替盤 新設 

主蒸気逃がし安全弁

（自動減圧機能） 
既設 

主蒸気系 配管 

・クエンチャ 
既設 

主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用 

アキュムレータ 
既設 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順書」にて整備する。
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添付-2-(1) 技術的能力まとめ資料 

添付資料 1.3.1 

1.3-70

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（3/5） 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

解釈
対応

番号 

機能 機器名称 
常設 

可搬 

必要時間内に

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用

可
搬
型
蓄
電
池
に
よ
る 

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復

主蒸気逃がし安全弁
用可搬型蓄電池 

新設 

①

②

⑦

⑨

－ － － － － － 

主蒸気逃がし安全弁 

（自動減圧機能） 
既設 

主蒸気系 配管 

・クエンチャ 
既設 

主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用 

アキュムレータ 

既設 

－ － 

高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系

（
非
常
用
）
に
よ
る 

窒
素
確
保

高圧窒素ガスボンベ 既設 

①

③

⑦

⑩ 

－ － － － － － 

高圧窒素ガス供給系

配管・弁 
既設 

主蒸気系 配管・弁 既設 

主蒸気逃がし安全弁

自動減圧機能用 

アキュムレータ 

既設 

常設代替交流電源 

設備 
新設 

可搬型代替交流電源 

設備 
新設 

非常用交流電源設備 既設 

代
替
窒
素
ガ
ス
供
給
系
に
よ
る

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
開
放 

高圧窒素ガスボンベ 新設 

①

⑦ 
－ － － － － － 

ホース・弁 新設 

代替高圧窒素ガス 

供給系 配管・弁 
新設 

常設代替交流電源 

設備 
新設 

可搬型代替交流電源 

設備 
新設 

代替所内電気設備 新設 

※１：手順は「1.14 電源の確保に関する手順書」にて整備する。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－77 

主蒸気逃がし安全弁は，代替高圧窒素ガス供給系を通常時の系統構成から，

弁操作等によって重大事故等対処設備としての系統構成が可能な設計とする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池は，通常時は主蒸気逃がし安全弁用可

搬型蓄電池を接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続操作等に

より重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池は，治具によ

る固定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉建屋ブローアウトパネルは，他の設備と独立して作動することによ

り，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

また，原子炉建屋ブローアウトパネルは，開放動作により，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 

5.5.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

主蒸気逃がし安全弁は，設計基準事故対処設備の主蒸気逃がし安全弁と兼

用しており，設計基準事故対処設備としての弁吹出量が，想定される重大事

故等時において，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するために必要な弁吹

出量に対して十分であるため，設計基準事故対処設備と同仕様で設計する。 

主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータは，設計基準事故対処

設備の主蒸気逃がし安全弁の主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレ

ータと兼用しており，設計基準事故対処設備としての主蒸気逃がし安全弁自

動減圧機能用アキュムレータの容量が，想定される重大事故等時において，

原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための主蒸気逃がし安全弁の開動作

に必要な供給窒素の容量に対して十分であるため，設計基準事故対処設備と

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－5－78 

同仕様で設計する。 

主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータは，設計基準対象施設

の主蒸気逃がし安全弁の主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ

と兼用しており，設計基準対象施設としての主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機

能用アキュムレータの容量が，想定される重大事故等時において，原子炉冷

却材圧力バウンダリを減圧するための主蒸気逃がし安全弁の開動作に必要な

供給窒素の容量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計

する。 

主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池は，想定される重大事故等時において，

主蒸気逃がし安全弁２個を一定期間にわたり連続して開状態を保持できる容

量を有するものを１セット１個使用する。保有数は１セット１個に加えて，

故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として１個の合計２

個を保管する。 

原子炉建屋ブローアウトパネルは，想定される重大事故等時において，原

子炉建屋原子炉棟内に漏えいした蒸気を原子炉建屋外に排気して，原子炉建

屋原子炉棟内の圧力及び温度を低下させるために必要となる容量を有する設

計とする。 

5.5.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

主蒸気逃がし安全弁は，想定される重大事故等時に確実に作動するように，

原子炉格納容器内に設置し，制御用空気が喪失した場合に使用する高圧窒素

ガス供給系（非常用）の高圧窒素ガスボンベの容量の設定も含めて，想定さ

れる重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

主蒸気逃がし安全弁の操作は，想定される重大事故等時において中央制御
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6.8.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）の論理回路は，自動減圧系とは別

の制御盤に収納することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル１）及

び残留熱除去系ポンプ出口圧力高又は低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力高

の検出器からの入力信号並びに論理回路からの主蒸気逃がし安全弁用電磁弁

制御信号を自動減圧系と共用するが，自動減圧系と電気的な隔離装置を用い

て信号を分離することで，自動減圧系に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，他の設備と電気的に分離する

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設

備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，弁操作

等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪

影響を及ぼさない設計とする。 

6.8.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，想定される重大事故等時にお

いて，炉心の著しい損傷を防止するために作動する回路であることから，炉

心が露出しないように有効燃料棒頂部より高い設定として，原子炉水位低

（レベル１）の信号の計器誤差を考慮して確実に作動する設計とする。また，
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主蒸気逃がし安全弁が作動すると冷却材が放出され，その補給に残留熱除去

系又は低圧炉心スプレイ系による注水が必要であることから，原子炉水位低

（レベル１）及び残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）又は低圧炉心

スプレイ系ポンプ運転の場合に作動する設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）及び代替高圧窒素ガス供給系の高圧窒素ガ

スボンベは，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，主蒸気逃がし安全弁を作動させ，原子炉

冷却材圧力バウンダリを減圧させるために必要となる容量を有するものを高

圧窒素ガス供給系（非常用）で１セット８本，代替高圧窒素ガス供給系で１

セット３本の合計１セット 11 本使用する。保有数は，１セット 11 本に加え

て，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として 11 本の

合計で 22 本を保管する。 

 

6.8.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

代替自動減圧回路（代替自動減圧機能）は，中央制御室及び原子炉建屋原

子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）は，想定される重大事故等時において，原

子炉格納容器の圧力が最高使用圧力以下の場合に主蒸気逃がし安全弁を確実

に作動するために必要な圧力を供給可能な設計とする。 

代替高圧窒素ガス供給系は，想定される重大事故等時において，原子炉格

納容器の圧力が最高使用圧力の２倍となった場合においても主蒸気逃がし安

全弁を確実に作動するために必要な圧力を供給可能な設計とする。 

高圧窒素ガス供給系（非常用）及び代替高圧窒素ガス供給系の高圧窒素ガ 
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添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－177 

第 5.5－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器

仕様 

(1) 主蒸気逃がし安全弁 

第 5.1－3 表 主蒸気系主要機器仕様に記載する。 

(2) 主蒸気逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ 

個  数 11 

容  量 約 15L（１個当たり） 

(3) 主蒸気逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ 

個  数 ６ 

容  量 約 200L（１個当たり） 

(4) 主蒸気逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

型  式 小型制御弁式鉛蓄電池 

個  数 １(予備１) 

容  量 約 24Ah 

電  圧 120V 

使用箇所 制御建屋地上２階 

保管場所 制御建屋地上２階 

(5) 原子炉建屋ブローアウトパネル 

個  数 １ 

取付箇所 原子炉建屋地上３階

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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8－6－195 

第 6.8－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備の主要機器仕様 

 

(1) 代替自動減圧回路（代替自動減圧機能） 

 個  数          １ 

 

(2) 高圧窒素ガスボンベ 

  本  数          11（予備 11） 

    容  量          約 47L（１本当たり） 

    充填圧力          約 15MPa[gage] 

    使用箇所          原子炉建屋地上１階 

    保管場所          原子炉建屋地上１階 
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添付-3-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

 

所要数 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(4) ＳＡ４６条補足説明資料 

 

46－6－8 

・高圧窒素ガスボンベ 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(5) ＳＡ４６条補足説明資料 

 

46－6－13 

・代替高圧窒素ガス供給系 

名 称 代替高圧窒素ガス供給系 

供給圧力 MPa[gage] 以上 

【設定根拠】 

代替高圧窒素ガス供給系は，想定される重大事故等時の環境条件において，原子

炉格納容器内圧力が原子炉格納容器の最高使用圧力(1Pd＝427 kPa[gage])を超え，

原子炉格納容器の背圧により主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）の作動に必要な

高圧窒素ガス供給系（非常用）の窒素供給圧力が不足する可能性がある場合，より

高圧の窒素を供給することにより原子炉格納容器内圧力が原子炉格納容器の最高

使用圧力の２倍（2Pd＝854kPa[gage]）の場合においても原子炉冷却材圧力バウン

ダリを減圧し炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するための設備

として設置する。 

主蒸気逃がし安全弁（自動減圧機能）の開動作条件は次式で表される。 

F

S

PWS
R

N F
n

F
FFF

n

F
F  1

2 ・・・・・・① 

FN：代替高圧窒素ガス供給系によるピストン押上げ力 

FN＝PN×S2 

PN：代替高圧窒素ガス供給系圧力 

S2：ピストン受圧面積（＝51070mm2） 

FR：原子炉圧力による弁体の揚力 

FR=PR×S1

 PR：原子炉圧力（＝0.854[MPa[gage]]＊）

 S1：主蒸気逃がし安全弁弁体受圧面積（＝14103mm2） 

＊保守的に格納容器圧力と均圧した状態まで減圧する

ことを想定 

n ：レバー比（＝６） 

FS2：空気シリンダスプリング荷重（＝2.95×103[N]） 

FW ：空気シリンダ可動部重力（＝491[N]） 

FP ：原子炉格納容器圧力によるピストン押下げ力 

FP=PP×S2 

PP：原子炉格納容器圧力（＝0.854[MPa[gage]]※） 

※最高使用圧力の２倍(２Pd)まで過圧された状態を想定 

FS1：弁本体スプリング荷重（＝1.78×105[N]） 

FF  :ピストンＯリング摩擦力（＝1.97×103[N]） 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(5) ＳＡ４６条補足説明資料 

46－6－14 

  式①に基づき評価を行った結果，PN≧   MPa[gage]のときに主蒸気逃がし安

全弁（自動減圧機能）の開動作条件が成立する。 

  したがって，代替高圧窒素ガス供給系の窒素供給圧力が   MPa[gage] 以上

のとき，格納容器内圧力が最高使用圧力の２倍の圧力であっても主蒸気逃がし安

全弁（自動減圧機能）を開動作させることができる。 

図 46－6－2 主蒸気逃がし安全弁構造概要図 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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保安規定第６６条 

表６６－４「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－４－１「低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（４）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）まとめ資料（有効性評価） 

（２）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（３）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
４
 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
４
－
１

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
 

（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
１
※
２

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ

※
４
 

２
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
６
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
８

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
９

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
10
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
３
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ

※
５
 

１
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
６
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
８

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
９

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
10
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
４
－
１
 
低
圧
代
替
注
水
系

（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，「

６
６
－
４
－
３
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）」
，「

６
６
－
５
－
５
 
代

替
循
環
冷
却
系
」
，
「
第
３
９
条

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」
，
「
第
４
０
条

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の

２
」
の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
４
：
復
水
移
送
ポ
ン
プ
は
，「

６
６
－
４
－
１
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，
「
６
６
－
６

－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）」

お
よ
び
「
６
６
－
７
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。

 

※
５
：
当
該
設
備
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
４
０
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。 

※
６
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ

ン
プ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及

び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設

け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の

状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お

い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷

さ
れ
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水

位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃

料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，

か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適

用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次

に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，

か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
，
原
子
炉
運
転
中
の
有
効
性
評
価
（
全

交
流
動
力
電
源
喪
失
等
）
で
は
，
解
析
条
件
と
し
て
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
（
最
大

 
 
 
 
m3
/
h）

で

注
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
，
原
子
炉
運
転
中
の
有
効
性
評
価
（
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

等
）
で
は
，
解
析
条
件
と
し
て
復
水
移
送
ポ
ン
プ
２
台
（
最
大

 
 
 
 
m3
/
h）

で
注
水
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
た
め
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
で
は
復
水
移
送
ポ
ン
プ
の
所
要
数
を

２
台
と
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
の
有
効
性
評
価
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
）
で
は
，
解
析
条
件

と
し
て
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
（
最
大

 
 
 
 
m
3 /
h）

で
注
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
，
原
子
炉

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
９
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
10
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
運
転
に
て
流
量
が
 

m3
/h

以
上
で
，
揚
程

が
m
以
上
お
よ
び
復
水
移
送
ポ
ン
プ
２
台
で
流
量
が
 

m3
/
h

以
上
で
，
揚
程
が

m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ

 緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ

 
１
Ｆ

 
緊
急
時
隔
離
弁
お
よ
び
復
水
貯
蔵
タ

ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作

動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
復
水
移

送
ポ
ン
プ
２
台
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換

※
11
に
お
い
て
は
，
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
が
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
12
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び
燃
料

交
換

※
11
に
お
い
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

系
（
Ｂ
系
）
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
注
入
隔
離
弁
，

Ｒ
Ｈ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｂ

系

格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
サ
ン
プ
リ
ン

グ
取
出
止
め
弁
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て

作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
11
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
12
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

の
状
態
が
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）

原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
は
復
水
移
送
ポ
ン
プ

の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
該
当
。

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ａ
系
（
Ｂ
系
）
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
注
入
隔
離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｂ

系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調

整
弁
，
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 
緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ

 Ｂ
１
Ｆ
緊
急
時
隔
離
弁
，

Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め

弁
，
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁
及
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
を
対
象
と
す
る
。
な

お
，
項
目
２
の
弁
は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
開
閉
試
験
を
行
う
と
，
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
（
タ
ー

ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
喪
失
に
よ
る
復
水
器
真
空
度
悪
化
等
）
を
与
え
る
た
め
，
プ
ラ
ン

ト
停
止
中
に
試
験
を
行
う
。

 

項
目
３
，
４
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月

に
１
回
，
動
作
確
認
を
実
施
す
る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
低

圧
代

替
注

水
系

（
常
設
）（

復
水
移

送
ポ
ン
プ
）が

動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
13
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
14
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.防

災
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
15
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
低

圧
注

水
系

と
共

用
す

る
配

管
ま

た

は
弁

が
動

作
不

能

の
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
13
と
と
も
に
，
そ
の
他
の

設
備

※
16
が

動
作

可
能

で
あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
 

お
よ
び
 

B2
.防

災
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
15
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B

で
要

求
さ

れ
る

措

置
を

完
了

時
間

内

に
達

成
で

き
な

い

場
合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
17
 

A.
低

圧
代

替
注

水
系

（
常
設
）（

復
水
移

送
ポ
ン
プ
）が

動
作

不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

低
圧

注
水

系
と

共

用
す

る
配

管
ま

た

は
弁

が
動

作
不

能

の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態

に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
お
よ
び
防
災
課
長
は
，
第
４
０
条
で

要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
１
系
列
を
起

動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
13

と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
18
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

※
13
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な

系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許

可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
”
で
あ
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。）

及
び
低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。）

が
該
当
す
る
。

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
り
，
ま
た
原
子
炉
低
圧
時
に
十

分
な
注
水
量
を
確
保
で
き
，
か
つ
低
圧
注
水
系
及
び
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ

ン
プ
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
。

 

【
必
要
容
量
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
と
同

様
に
「

  
 
m3
/h
」
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
が
約
１
５
分
に
対
し
て
，
低

圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
が
約
３
８
５
分
要
す
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等
に

よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，
１
５
分
以
内
に
注
水
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。（

添
付

－
３
）

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

【
要
求
さ
れ
る
措
置

B
の
考
え
方
】

 

低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水

移
送
ポ
ン
プ
）
及
び
低
圧
注
水
系
が
と
も
に
動
作
不
能
と
な
る
た
め
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A
1.
が
実

施
不
可
と
な
る
。
そ
の
た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
，
安

全
上
有
効
と
考
え
ら
れ
る
措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）

で
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
「
１
０
日
間
」
の
完
了
時
間
を
設

定
す
る
。

 

B1
. 

A1
.と

同
様
。
た
だ
し
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
残
り
の
低

圧
注
水
系
２
系
列
及
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を

含
む
。）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

B2
. 

A2
.と

同
様
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

※
14
：
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
な
ら
び
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い

い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
15
：
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
（
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。）
。
 

※
16
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記

録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
17
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
 

※
18
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
お
よ
び
低
圧
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

B3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）

で
定
め
る
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時
間
「
１
０
日
間
」
を
準
用
す
る
。 

C1
.，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子

炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

A2
.原

子
炉
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）

で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
う
ち
何
れ
か
１
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速

や
か
に
”
起
動
し
確
認
す
る
。
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
及
び
低
圧
注

水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

は
，
原
子
炉
低
圧
時
に
十
分
な
注
水
量
を
確
保
で

き
，
か
つ
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る

こ
と
か
ら
採
用
し
た
。

 

ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
に
お
け
る
崩
壊
熱
相
当
の
注
水
量
が
確
保
で
き
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
の
可
搬
型
注
水
設
備
で
あ
る
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
り
注
水
が
で
き
る
こ
と
を

“
速
や
か
に
”
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

【
必
要
容
量
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
と
同

様
に
「

  
 
m3
/h
」
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

崩
壊
熱
に
よ
っ
て
喪
失
す
る
原
子
炉
冷
却
材
を
補
う
た
め
に
必
要
な
注
水
量
は
約

2
4
m3
/h（

原

子
炉
停
止
１
日
後
の
燃
料
の
崩
壊
熱
で
あ
る
約

1
4
MW

に
相
当
す
る
注
水
量
）
で
あ
る
た
め
，

上
記
の
注
水
手
段
は
必
要
容
量
を
満
足
し
て
い
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
が
約
１
５
分
に
対
し
て
，
低

圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
が
約
３
８
５
分
要
す
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等
に

よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，
１
５
分
以
内
に
注
水
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。（

添
付

－
３
）

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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1.4－115

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

8
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

MO

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
M
O

③
＃

1
③

＃
2

③
＃

3

③
＃

4

④

③
＃

5

③
＃

6
⑥

＃
2

⑥
＃

1

M
O

MO凡
例 NO

MO
MOMO

注 水 用 ヘ ッ ダ

66
-4
-1

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

66
-1
1-
1
に
て
整
理
 

66
-4
-3
，
66
-
5-
5，

第
39

条
，
 

第
40

条
と
共
通
ラ
イ
ン
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1.4－116

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
＃

1
C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃

2
M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃

3
F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃

4
T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

5
R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

6
R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
＃

1
R
H
R 
A
系

LP
CI

注
入
隔
離
弁

 

⑥
＃

2
R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1.
4－

8
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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1.4－136

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

24
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

M
O

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

MO

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

MO

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
M
O

③
＃

1
③

＃
2

③
＃

3

③
＃

4

④

③
＃

5

③
＃

6

⑥
a

M
O

⑧

⑥
b

MO凡
例 NO

MO
MOMO

注 水 用 ヘ ッ ダ

66
-1
1-
1
に
て
整
理
 

66
-4
-3
，
66
-5

-5
，
第

39
条
，
 

第
40

条
と
共
通
ラ
イ
ン
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1.4－137

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
＃

1
C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃

2
M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃

3
F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃

4
T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

5
R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

6
R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
a

R
H
R 
A
系

LP
CI

注
入
隔
離
弁

 

⑥
b

R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
注
入
隔
離
弁

 

⑧
 

R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1.
4－

24
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却

 概
要
図
（
2/
2）
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1.4－149

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

33
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

MO

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
M
O

③
＃

1
③

＃
2

③
＃

3

③
＃

4

④

③
＃

5

③
＃

6
⑧

⑥M
O

MO凡
例 NO

MO
MOMO

注 水 用 ヘ ッ ダ

66
-1
1-
1
に
て
整
理
 

66
-4
-3
，
66
-5

-5
，
第

39
条
，
 

第
40

条
と
共
通
ラ
イ
ン
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1.4－150

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
＃

1
C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃

2
M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃

3
F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃

4
T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

5
R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

6
R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
 

R
H
R 
A
系

LP
CI

注
入
隔
離
弁

 

⑧
 

R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
4－

33
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－99 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，飛散物となって他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

 

5.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプは，設計基

準対象施設の補給水系と兼用しており，設計基準対象施設としての復水移送

ポンプ２台におけるポンプ流量が，想定される重大事故等時において，炉心

の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要な注水流量に

対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水系ポンプ）の直流駆動低圧注

水系ポンプは，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷を防止

するために必要な注水流量に対して，十分な容量を有する設計とする。 

低圧代替注水系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定され

る重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。また，

原子炉補機代替冷却水系との同時使用時には更に１セット１台使用する。保

有数は２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時におい

て，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型），原子炉格納容器下部注水系（可搬型），原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給との同時使用を考慮

して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。さ

らに，燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬 

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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8－5－178 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

(1) 低圧代替注水系（常設） 

  ａ．復水移送ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数 ２（予備１） 

容  量 約 100m3／h（１台当たり） 

全 揚 程   約 85m 

  ｂ．直流駆動低圧注水系ポンプ 

台  数  １ 

容  量  約 82m3／h 

全 揚 程  約 75m 

(2) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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8－9－125 

第 9.4－1 表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機

器仕様 

 

(1) 原子炉格納容器下部注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

 

ｂ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

(2) 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

 

(3) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

 

(4) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕
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様に記載する。 

(5) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｃ．熱交換器ユニット 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機

器仕様に記載する。 

ｄ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(6) 低圧代替注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 
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10－7－1－35 

第 7.1.1－2表 主要解析条件（高圧・低圧注水機能喪失）（3/4）

項目 主要解析条件 条件設定の考え方 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件 

原子炉スクラ

ム信号 

原子炉水位低（レベル３） 

（遅れ時間：1.05秒） 
安全保護系等の遅れ時間を考慮して設定 

代替原子炉再

循環ポンプト

リップ機能 

再循環ポンプが，原子炉水位低（レベル２）

で２台全てがトリップ 

原子炉再循環系のインターロックとして

設定 

逃がし安全弁 

逃がし弁機能 

7.37MPa[gage]×２個，356t/h（１個当たり） 

7.44MPa[gage]×３個，360t/h（１個当たり） 

7.51MPa[gage]×３個，363t/h（１個当たり） 

7.58MPa[gage]×３個，367t/h（１個当たり） 

逃がし安全弁の逃がし弁機能の設計値と

して設定 

逃がし安全弁（自動減圧機能）の６個を開す

ることによる原子炉急速減圧 

<原子炉圧力と逃がし安全弁１個当たりの蒸気流量の関係> 

逃がし安全弁の設計値に基づく蒸気流量

及び原子炉圧力の関係から設定 

低圧代替注水

系（常設）

（復水移送ポ

ンプ） 

最大 199m3/hで注水，その後は炉心を冠水維持

可能な注水量に制御 

設計値に注入配管の流路圧損を考慮した

値として設定 

<復水移送ポンプ２台による注水特性> 

 

原子炉格納容

器代替スプレ

イ冷却系（可

搬型） 

88m3/hにて格納容器内へスプレイ 
格納容器温度及び圧力抑制に必要なスプ

レイ流量を考慮し，設定 

原子炉格納容

器フィルタベ

ント系等 

格納容器圧力 0.427MPa[gage]における排出流

量 10.0kg/sに対して，原子炉格納容器第一隔

離弁（S/Cベント用出口隔離弁）を全開にて格

納容器除熱 

原子炉格納容器フィルタベント系等の設

計値として設定 

 

199m3/h（最大流量） 

145m3/h（0.427MPa[dif]） 

 

有効性評価 
関連個所を赤枠にて示す 
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10－7－4－47 

第 7.4.2－2表 主要評価条件（全交流動力電源喪失） 

※１ 原子炉停止１日後とは全制御棒全挿入からの時間を示している。通常運転操作において原子炉の出力

は全制御棒全挿入完了及び発電機解列以前から徐々に低下させるが，崩壊熱評価は原子炉スクラムの

ような瞬時に出力を低下させる保守的な計算条件となっている。 

※２ 平衡炉心サイクル末期の炉心平均燃焼度に対し，ばらつきとして 10％の保守性を考慮 

 

項目 主要評価条件 条件設定の考え方 

初
期
条
件 

原子炉圧力容器の状態 原子炉圧力容器未開放 燃料の崩壊熱及び保有水量の観点から設定 

崩壊熱 

約 14MW 

（９×９燃料（Ａ型），原子炉停止１

日後※1) 

平衡炉心の炉心平均燃焼度 33GWd/t※2を基に

ANSI/ANS-5.1-1979 にて算出した値 

原子炉初期水位 
通常運転水位（セパレータスカート下

端から＋133cm） 
原子炉停止１日後の水位から保守性を持たせた値 

原子炉初期水温 52℃ 

原子炉停止１日後の実績を踏まえ，原子炉は残留

熱除去系（原子炉停止時冷却モード）にて冷却さ

れているため，その設計温度である 52℃を設定 

原子炉圧力 大気圧 原子炉停止１日後の実績を考慮して設定 

外部水源の温度 100℃ 
顕熱を考慮せず，原子炉水位低下を保守的に評価

する条件として設定 

事
故
条
件 

起因事象 外部電源喪失 
送電系統又は所内主発電設備の故障等によって，

外部電源が喪失するものとして設定 

安全機能の喪失に対する仮定 

全交流動力電源喪失 
全ての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想

定して設定 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却

海水系を含む。）喪失 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含

む。）が機能喪失することにより，崩壊熱除去機

能を喪失するものとして設定 

外部電源 外部電源なし 
起因事象として，外部電源が喪失するものとして

設定 

重
大
事
故
等
対
策
に 

関
連
す
る
機
器
条
件 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ） 
100m3/h にて原子炉注水 

復水移送ポンプの設計値に注入配管の流路圧損及

び保守性を考慮して設定 

原子炉補機代替冷却水系 

16MW 

（原子炉冷却材温度 154℃，海水温度

26℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値として設定 

残留熱除去系（原子炉停止時

冷却モード） 

熱交換器１基当たり約 8.8MW（原子炉冷

却材温度 52℃，海水温度 26℃におい

て） 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）の設計

値として設定 

（原子炉水位回復後は崩壊熱相当の注水を実施す

ることで水位を維持するが，残留熱除去系（原子

炉停止時冷却モード）を実施することで原子炉内

の崩壊熱を除去できるため，注水が不要となる） 

重
大
事
故
等
対
策
に 

関
連
す
る
操
作
条
件 

常設代替交流電源設備からの

受電操作 
事象発生 20 分後 

事象判断時間を考慮して，事象発生 10 分後に常設

代替交流電源設備から受電操作を開始し，操作時

間として 10 分間を設定 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ）による原子炉

注水準備操作 

事象発生 25 分後 

常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水

系（常設）（復水移送ポンプ）の起動操作に要す

る時間を考慮して設定 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ）による原子炉

注水操作 

事象発生２時間後 
事象の認知や操作時間を基に，時間余裕を考慮し

て設定 

原子炉補機代替冷却水系運転

操作 
事象発生 24 時間後 

原子炉補機代替冷却水系の準備期間を考慮して設

定 

原子炉補機代替冷却水系を用

いた残留熱除去系による原子

炉停止時冷却モード運転操作 

事象発生 24 時間後 
原子炉補機代替冷却水系用いた残留熱除去系によ

る原子炉除熱機能回復を踏まえて設定 
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 設定根拠 
関連個所を赤線にて示す 
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添付 5.1.2-1 

添付資料 5.1.2 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失における 

燃料有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と必

要な注水量の計算方法について 

運転停止中の崩壊熱除去機能喪失及び全交流動力電源喪失により，燃料有効長頂

部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位到達までの時間余裕と必要な注水量に

ついて，以下の式を用いて計算を行った。なお，事象を厳しく評価するため，発生

する崩壊熱は全て原子炉水温の上昇及び蒸発に寄与するものとし，原子炉圧力容器

や水面からの放熱は考慮しない。 

 なお，5.1.2 及び 5.2.2 の「燃料損傷防止対策の有効性評価」において，「１．原

子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算」を用いて評価

を行っており，添付資料 5.1.8 及び添付資料 5.2.2 の「評価条件の不確かさの影響

評価について」の一部においては，未開放状態の被ばく影響をより現実に近い想定

として評価するため，「原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮し

た計算」を用いた。 

１．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮しない計算 

原子炉未開放状態において，原子炉圧力上昇に伴う原子炉冷却材の比エンタルピ

の上昇により，大気圧下と比べての原子炉冷却材の蒸発量は抑制されるが，ここで

は原子炉圧力容器の状態によらず，保守的かつ簡易的な評価として大気圧下の原子

炉冷却材の蒸発量を求めた。 

（１）100℃に至るまでの時間 

100℃に至るまでの時間は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力

電源喪失時ともに約 1 時間である。計算は次の式で行った。 

t1＝（h100－h52）×Vc／v52／（Q×3600）＝約 1.12[h] 

t1  ：100℃に至るまでの時間[h] 

h100：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

h52 ：初期条件(52℃，大気圧)における比エンタルピ[kJ/kg]＝217.70 

Vc  ：保有水の体積 [m3]＝ 

v52 ：初期条件(52℃，大気圧)における水の比容積[m3/kg]＝0.001013 

Q  ：崩壊熱[kW]＝1.4×104 

 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

同等な性能を有することの説明 
関連個所を下線にて示す 
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（２）燃料有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位に至るまでの時間 

燃料有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位に至るまでの時間

は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時で，それぞれ約

６時間と約４時間である。計算は次の式で行った。 

t＝t1＋t2 

 t2＝（hs－h100）×Vu／v100／（Q×3600） 

 t  ：燃料有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水位に至るまでの

時間[h] 

 t2  ：100℃到達から燃料有効長頂部又は放射線の遮蔽が維持される目安の水

位に至るまでの時間[h] 

h100：100℃の飽和水の比エンタルピ[kJ/kg]＝419.10 

hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg]＝2675.57 

Vu  ：保有水の体積[m3] 

（燃料有効長頂部までの保有水の体積 ）＝   

（放射線の遮蔽が維持される目安の水位までの保有水の体積）＝ 

v100：100℃の飽和水の比容積[m3/kg]＝0.00104346 

Q  ：崩壊熱[kW]＝1.4×104 

また，注水前の蒸発量は，運転停止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電

源喪失時ともに約24[m3/h]である。計算は次の式で行った。 

（注水前の蒸発量） = ( Q × 3600 ) ／( hs － h100 ) ／ ρ100 

ρ100 ：100℃の水密度[kg/m3] ＝ 958 

（３）必要な注水量 

崩壊熱によって喪失する原子炉冷却材を補うために必要な注水量は，運転停

止中の崩壊熱除去機能喪失時，全交流動力電源喪失時ともに約 24[m3/h]である。

なお，必要な注水量が大きくなるように，注水温度は保守的に 100℃とした。計

算は次の式で行った。 

 f＝（Q×3600）／｛（hs－hf）／vf｝ 

f  ：必要な注水量[m3/h] 

 vf  ：注水(飽和水)の比容積[m3/kg] 

（崩壊熱除去機能喪失時）＝ 0.00104346（保守的に100℃とした） 

（全交流動力電源喪失時）＝ 0.00104346（保守的に100℃とした） 

 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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添付 5.1.2-3 

 hs  ：飽和蒸気の比エンタルピ[kJ/kg]＝2675.57 

 hf  ：注水(飽和水)の比エンタルピ[kJ/kg]  

（崩壊熱除去機能喪失時）＝ 419.10（保守的に100℃とした） 

（全交流動力電源喪失時）＝ 419.10（保守的に100℃とした） 

 Q  ：崩壊熱[kW]＝1.4×104

２．原子炉圧力上昇による原子炉冷却材蒸発の抑制効果を考慮した計算 

（原子炉圧力容器が閉鎖状態での評価） 

（１）主蒸気逃がし安全弁（SRV）の逃がし弁機能が作動する最低圧力に到達する

時間等 

5.1.2 及び 5.2.2 の「燃料損傷防止対策の有効性評価」においては原子炉圧力

容器未開放状態であるが，原子炉の大気圧状態が維持される想定にて計算を実

施している。ただし，実操作において崩壊熱除去機能が喪失した際の SRV による

減圧操作は原子炉の注水機能が確保された後となるため，原子炉圧力上昇によ

る原子炉冷却材蒸発の抑制効果に期待でき，原子炉冷却材の蒸発量は小さくな

る。 

閉鎖状態における原子炉の圧力上昇と水位の関係は下の式で計算できる。こ

こで主蒸気逃がし安全弁（SRV）の逃がし弁機能が作動する最低圧力

（7.37MPa[gage]）に到達する時間等を求めた。 

Ms×vs＋Ml×vl＝Vall 

Ms＋Ml＝Mall 

Δ（hs ×Vs ／vs ＋hl ×Vl ／vl）＝QΔt 

※初期状態の各変数は[0]，SRV 作動圧力到達時の各変数は[1]で示

す。 

Ms，Ml：気相部の蒸気量，液相部の水量[kg] 

  初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Ms0＝約   kg（飽和蒸気圧），Ml0＝約 kg 

Mall ：原子炉圧力容器内の蒸気及び冷却材の総量[kg]＝約 kg 

vs ，vl：飽和蒸気の比容積，水の比容積[m3/kg] 

  初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

vs0 ＝10.9637m3/kg，vl0 ＝0.00101308m3/kg 

SRV 作動圧力到達時（7.37MPa[gage]，原子炉水温 290.3℃）： 

 vs1 ＝0.0254248m3/kg，vl1 ＝0.00136741m3/kg 

 枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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添付-3-(1) まとめ資料 有効性評価 

添付 5.1.2-4 

Vs，Vl：気相部の体積，液相部の体積[m3] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

Vs0 ＝約     m3，Vl0 ＝約  m3 

Vall ：原子炉圧力容器の体積[m3]  ＝約  m3 

hs，hl：飽和蒸気，水のエンタルピ[kJ/kg] 

初期（大気圧，原子炉水温 52℃）： 

hs0 ＝約 2594.8kJ/kg，hl0 ＝約 217.7kJ/kg 

SRV 作動圧力到達時（7.37MPa[gage]，原子炉水温 290.3℃）： 

hs1 ＝約 2766.2kJ/kg，hl1 ＝約 1291.5kJ/kg 

Q   ：崩壊熱量[kJ/s]＝約 1.4×104kJ/s（原子炉停止１日後） 

Δt  ：事象発生後の時間[s] 

上記式より 

SRV 作動圧力到達時（7.37MPa[gage]，原子炉水温 290.3℃）の液相部の水

量[kg] 

Ml1＝約 2.80×105kg 

SRV 作動圧力到達時（7.37MPa[gage]，原子炉水温 290.3℃）の液相部の体

積[m3] 

Vl1＝約     m3 

事象発生後の時間[s] 

Δt＝約 2.2×104[s] → ６時間以上 

となり，事象発生約６時間後までに約 1.8t の原子炉冷却材が蒸発する。ただ

し，熱膨張により原子炉冷却材の体積は約 97m3 増加し，原子炉水位は燃料有効

長頂部より約９m 上（通常運転水位より約４m 高い位置）となる。SRV 作動圧力

到達時（7.37MPa[gage]）においては遮蔽評価に用いている 100℃の時の水の密

度と比べて水の密度が約 0.76 倍と減少しているため，同等の遮蔽厚さに換算し

た場合，燃料有効長頂部より約７m 上（通常運転水位より約３m 高い位置）とな

り，事象発生前と同様原子炉冷却材による放射線の遮蔽は維持される。 

以上より，原子炉圧力容器は閉鎖状態において崩壊熱除去機能が喪失した後

も，主蒸気逃がし安全弁の作動等により原子炉内の保有水量が減少するまでの

間（６時間以上），原子炉冷却材による放射線の遮蔽は維持される。 

なお，原子炉停止７時間後を想定した際，上記の原子炉停止１日後と同様の評

価式を用いて算出すると，SRV 作動圧力到達時（7.37MPa[gage]）までの時間は

４時間以上となる。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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10－7－4－47 

第 7.4.2－2表 主要評価条件（全交流動力電源喪失） 

※１ 原子炉停止１日後とは全制御棒全挿入からの時間を示している。通常運転操作において原子炉の出力

は全制御棒全挿入完了及び発電機解列以前から徐々に低下させるが，崩壊熱評価は原子炉スクラムの

ような瞬時に出力を低下させる保守的な計算条件となっている。 

※２ 平衡炉心サイクル末期の炉心平均燃焼度に対し，ばらつきとして 10％の保守性を考慮 

 

項目 主要評価条件 条件設定の考え方 

初
期
条
件 

原子炉圧力容器の状態 原子炉圧力容器未開放 燃料の崩壊熱及び保有水量の観点から設定 

崩壊熱 

約 14MW 

（９×９燃料（Ａ型），原子炉停止１

日後※1) 

平衡炉心の炉心平均燃焼度 33GWd/t※2を基に

ANSI/ANS-5.1-1979 にて算出した値 

原子炉初期水位 
通常運転水位（セパレータスカート下

端から＋133cm） 
原子炉停止１日後の水位から保守性を持たせた値 

原子炉初期水温 52℃ 

原子炉停止１日後の実績を踏まえ，原子炉は残留

熱除去系（原子炉停止時冷却モード）にて冷却さ

れているため，その設計温度である 52℃を設定 

原子炉圧力 大気圧 原子炉停止１日後の実績を考慮して設定 

外部水源の温度 100℃ 
顕熱を考慮せず，原子炉水位低下を保守的に評価

する条件として設定 

事
故
条
件 

起因事象 外部電源喪失 
送電系統又は所内主発電設備の故障等によって，

外部電源が喪失するものとして設定 

安全機能の喪失に対する仮定 

全交流動力電源喪失 
全ての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想

定して設定 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却

海水系を含む。）喪失 

原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含

む。）が機能喪失することにより，崩壊熱除去機

能を喪失するものとして設定 

外部電源 外部電源なし 
起因事象として，外部電源が喪失するものとして

設定 

重
大
事
故
等
対
策
に 

関
連
す
る
機
器
条
件 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ） 
100m3/h にて原子炉注水 

復水移送ポンプの設計値に注入配管の流路圧損及

び保守性を考慮して設定 

原子炉補機代替冷却水系 

16MW 

（原子炉冷却材温度 154℃，海水温度

26℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値として設定 

残留熱除去系（原子炉停止時

冷却モード） 

熱交換器１基当たり約 8.8MW（原子炉冷

却材温度 52℃，海水温度 26℃におい

て） 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード）の設計

値として設定 

（原子炉水位回復後は崩壊熱相当の注水を実施す

ることで水位を維持するが，残留熱除去系（原子

炉停止時冷却モード）を実施することで原子炉内

の崩壊熱を除去できるため，注水が不要となる） 

重
大
事
故
等
対
策
に 

関
連
す
る
操
作
条
件 

常設代替交流電源設備からの

受電操作 
事象発生 20 分後 

事象判断時間を考慮して，事象発生 10 分後に常設

代替交流電源設備から受電操作を開始し，操作時

間として 10 分間を設定 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ）による原子炉

注水準備操作 

事象発生 25 分後 

常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水

系（常設）（復水移送ポンプ）の起動操作に要す

る時間を考慮して設定 

低圧代替注水系（常設）（復

水移送ポンプ）による原子炉

注水操作 

事象発生２時間後 
事象の認知や操作時間を基に，時間余裕を考慮し

て設定 

原子炉補機代替冷却水系運転

操作 
事象発生 24 時間後 

原子炉補機代替冷却水系の準備期間を考慮して設

定 

原子炉補機代替冷却水系を用

いた残留熱除去系による原子

炉停止時冷却モード運転操作 

事象発生 24 時間後 
原子炉補機代替冷却水系用いた残留熱除去系によ

る原子炉除熱機能回復を踏まえて設定 

同等な性能を有することの説明 
関連個所を下線にて示す 

66-4-1  26/30

422



1.4－117 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

 

同
等
な
機

能
を

有
す
る

こ
と

の
説

明
（

準
備

時
間

）
 

関
連
個
所

を
赤
枠

に
て

示
す

 

 
  

第
1.
4－

9
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（

常
設
）（

復
水

移
送
ポ
ン
プ
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

②

系
統
構
成
，
ポ
ン
プ
起
動

※
2

③
～
⑥

C
U
Wボ

ト
ム
ド
レ
ン
ラ
イ
ン
元
弁
の
閉
操
作

（
＊
）
※
2

⑨

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

＊
原

子
炉

冷
却

材
喪

失

事
象

が
確

認
さ

れ
た

場

合

要
員
（
数
）

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

(
復
水
移
送
ポ
ン
プ
)
に
よ
る
原
子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
5
分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

66-4-1  27/30

423



1.4－123

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

13
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※

7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
　
，
接
続
　

※
3
※

7

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
及
び
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1保

管
エ
リ
ア
，
第
2保

管
エ
リ
ア
，
第
3保

管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，

第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4保

管
エ
リ
ア

※
4：

緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3保

管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
6：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7：

ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8：

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2保

管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

備
考

5
6

1
2

3
4

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

7
8

9
10

⑥
a

⑧
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
北
）
又
は
原
子

炉
・
格
納
容
器
下
部
注
水
接
続

口
（
東
）
を
使
用
す
る
場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

⑥
a

⑥
a

3
8
5
分

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮

 

66-4-1  28/30

424



1.4－124 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

 

 
第

1.
4－

14
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

系
統

構
成

※
2

④
，

⑤

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
2

⑩

移
動

・
扉

開
放

※
3

⑥
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※
7

⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

 
 
 
 
 
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

⑥
b

⑧

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

⑥
b

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

⑥
b

1
2

3
6

7
8

9
1
0

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

【
原

子
炉

・
格

納
容

器
下

部
注

水
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
21

備
考

4
5

38
5分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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1.4－125

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

15
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※
7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
9
※
1
0

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

※
1
：
中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2
：
機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
，

第
4
保
管
エ
リ
ア
及
び
原
子
炉
建
屋
内
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア

※
4
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕

を
見
込
ん
だ
時
間

※
6
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7
：
ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8
：
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
9
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
原
子
炉
建
屋
内
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
1
0
：
水
密
扉
等
の
設
計
を
考
慮
し
て
想
定
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

3
⑥

c

8
9

1
0

要
員
（
数
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A
～
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D
～
F

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G
～
I

6
7

⑥
c

運
転
員
（
現
場
）
B
，
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
J

3

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5

3

⑥
c

⑧

3

⑥
c

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
建
屋
内
）
を
使
用

す
る
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
】

3
8
5
分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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保安規定第６６条 

表６６－４「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－４－２「低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水系ポンプ）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

（１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

（２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

（４）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
４
－
２

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
 

（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態

④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

（
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン
プ
）
 

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

 
１
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
３
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
４

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
６

 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
４
－
２
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆

動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
」，
「
第
３
９
条

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」
の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時

は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低

圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係

る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及

び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設

け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ

リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し

た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
に
関
す
る

事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（

T
B
P）
」
に
対
応
す
る
た
め
に
設
け

て
い
る
設
備
で
あ
る
。
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
T
B
P）

の
起
こ
り
う
る
原
子
炉
の
状
態
は
，
プ
ラ
ン

ト
運
転
中
に
想
定
さ
れ
る
重
大
事
故
で
あ
り
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
時
に
お
い
て
期
待
す
る
設
備
で
は
な

い
こ
と
か
ら
，
高
温
停
止
ま
で
を

L
C
O
適
用
期
間
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，

起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
，
原
子
炉
運
転
中
の
有
効

性
評
価
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
）
で
は
，
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
１
台
（
最
大

 
 
m
3 /
h
）

で
注
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
で
は
直
流
駆

動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
の
流
量
が

 
m
3
/
h
以
上
で
，
揚
程
が

 

m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
直
流
駆
動

低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｄ
Ｃ
Ｌ
Ｉ

ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
Ｄ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
注
入
流
量
調
整
弁
，
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
注
入
隔
離
弁

お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
注
入
隔
離
弁
の
現
場
操
作
に
必
要
な
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
お

よ
び
ハ
ン
ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
が
該
当
。

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｄ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
Ｄ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
注
入
流
量
調
整
弁
及
び

Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
並
び
に
現
場
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
注
入
隔
離
弁
を
対
象

と
す
る
。

 

項
目
２
，
３
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に

１
回

,動
作
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ま
た
，
項
目
４
に
つ
い
て
は
，
現
場
操
作
に
必
要
な
手
動
操
作
用
レ
バ
ー
及
び
ハ
ン
ド
ル
の
取

り
付
け
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
低
圧
代
替
注
水
系
（
常

設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注

水
系
ポ
ン
プ
）
が
動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.
発
電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
を
起
動

し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と

と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
防
災
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を

持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
10
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.
発
電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
９
：
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
な
ら
び
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い

い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
10
：
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
（
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。
）
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，

動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許

可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
”
で
あ
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。
）
及
び
低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。
）
が
該
当
す
る
。

 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
り
，
ま
た
原
子
炉
低
圧
時
に
十

分
な
注
水
量
を
確
保
で
き
，
か
つ
低
圧
注
水
系
及
び
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低

圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し
た
。

 

【
必
要
容
量
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン

プ
）
と
同
様
に
「

 
m
3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
が
約
３
５
分
で
あ

る
の
に
対
し
て
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
が
約
３
８
５
か
か
る
こ
と
か

ら
，
事
前
準
備
等
に
よ
る
時
間
短
縮
の
措
置
を
行
い
，
３
５
分
以
内
に
注
水
可
能
な
体
制
を

整
え
る
。（

添
付
－
３
）

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動

作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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1.4－118 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

  

 
第

1
.4
－
10

図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 
 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

M
O

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
④

＃
1

M
O

MO

④
＃
2

⑥
⑧

③

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）
淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

ろ
過
水
ポ
ン
プ

注 水 用 ヘ ッ ダ

MO

M
O

MO

MOMO

MO

MO凡
例 NO

66
-1
1-
1
に
て
整
理
 

66
-4
-
2
の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

第
39

条
と
共
通
ラ
イ
ン
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1.4－119

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
 

H
P
CS

注
入
隔
離
弁
 

④
＃

1
F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

④
＃

2
D
C
LI

ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

⑥
 ⑧

 
D
C
LI

注
入
流
量
調
整
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1
.4
－
10

図
 低

圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－99 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，飛散物となって他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

 

5.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

低圧代替注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプは，設計基

準対象施設の補給水系と兼用しており，設計基準対象施設としての復水移送

ポンプ２台におけるポンプ流量が，想定される重大事故等時において，炉心

の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要な注水流量に

対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低圧注水系ポンプ）の直流駆動低圧注

水系ポンプは，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷を防止

するために必要な注水流量に対して，十分な容量を有する設計とする。 

低圧代替注水系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定され

る重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防

止するために必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。また，

原子炉補機代替冷却水系との同時使用時には更に１セット１台使用する。保

有数は２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時におい

て，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型），原子炉格納容器下部注水系（可搬型），原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給との同時使用を考慮

して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。さ

らに，燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬 

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－178 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

(1) 低圧代替注水系（常設） 

  ａ．復水移送ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数 ２（予備１） 

容  量 約 100m3／h（１台当たり） 

全 揚 程   約 85m 

  ｂ．直流駆動低圧注水系ポンプ 

台  数  １ 

容  量  約 82m3／h 

全 揚 程  約 75m 

(2) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(3) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－7－1－256 

第 7.1.3.4－2表 主要解析条件（全交流動力電源喪失（ＴＢＰ））（3/5） 

項目 主要解析条件 条件設定の考え方 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件 

原子炉スクラム信号 
主蒸気止め弁閉 

（遅れ時間：0.06秒） 

安全保護系等の遅れ時間を考慮して

設定 

原子炉隔離時冷却系 

原子炉水位低（レベル２）にて自動起動 

90.8m3/h（7.86MPa[gage]～1.04MPa[gage]に

おいて） 

原子炉隔離時冷却系の設計値として

設定 

<原子炉隔離時冷却系ポンプの注水特性> 

 

逃がし安全弁 

逃がし弁機能 

7.37MPa[gage]×２個，356t/h（１個当たり） 

7.44MPa[gage]×３個，360t/h（１個当たり） 

7.51MPa[gage]×３個，363t/h（１個当たり） 

7.58MPa[gage]×３個，367t/h（１個当たり）  

逃がし安全弁の逃がし弁機能の設計

値として設定 

開固着した１個に加えて逃がし安全弁（自動

減圧機能）の１個を開することによる原子炉

急速減圧 

<原子炉圧力と逃がし安全弁１個当たりの蒸気流量の関係> 

逃がし安全弁の設計値に基づく蒸気

流量及び原子炉圧力の関係から設定 

低圧代替注水系（常

設）（直流駆動低圧

注水系ポンプ） 

最大 80m3/hで注水，その後は炉心を冠水維持

可能な注水量に制御 

低圧代替注水系（常設）（直流駆動低

圧注水系ポンプ）の設計値として設定 

<直流駆動低圧注水系ポンプによる注水特性> 

低圧代替注水系（常

設）（復水移送ポン

プ） 

最大 130m3/hで注水，その後は炉心を冠水維

持可能な注水量に制御 

設計値に注入配管の流路圧損を考慮

した値として設定 

<復水移送ポンプ１台による注水特性> 

 

 

 

 

 

 

130m3/h 

（最大流量） 

120m3/h 

（0.427MPa[dif]） 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

 設定根拠 
関連個所を赤線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十 

10
－
7－

1－
26
4 

経
過
時
間
（
時
間
）

責
任
者

発
電
課
長

1 人

中
央
監
視

運
転
操
作
指
揮

発
電
所
対
策
本
部
連
絡

補
佐

発
電
副
長

1 人
運
転
操
作
指
揮

通
報
連
絡
者
等

発
電
所
対
策
本
部
要
員

6 人

初
動
で
の
指
揮

中
央
制
御
室
連
絡

発
電
所
外
部
連
絡

運
転
員

（
中
央
制
御
室
）

運
転
員

（
現
場
）

・
外
部
電
源
喪
失
確
認

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
確
認

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
機
能
喪
失
確
認

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
自
動
起
動
確
認

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
機
能
喪
失
確
認

・
早
期
の
電
源
回
復
不
能
判
断

・
主
蒸
気
隔
離
弁
全
閉
確
認
，
逃
が
し
安
全
弁
（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
制
御
確
認

・
逃
が
し
安
全
弁
「
開
固
着
」
確
認

・
交
流
電
源
駆
動
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
注
水
機
能
喪
失
確
認

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
自
動
起
動
確
認

原
子
炉
注
水
操
作

1
人

【
C
】

－
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
　
原
子
炉
注
水
確
認

　
（
「
排
気
圧
力
高
ト
リ
ッ
プ
」
ロ
ジ
ッ
ク
バ
イ
パ
ス
含
む
）

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
で
の
原
子
炉
注
水
は
，
原
子
炉
圧
力
1
.0
4
M
P
aま
で
実
施

高
圧
代
替
注
水
系
起
動
操
作

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

1
人

【
C
】

－
・
高
圧
代
替
注
水
系
　
系
統
構
成
・
起
動
操
作

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

受
電
準
備

2
人

【
A
,B
】

－
・
非
常
用
交
流
電
源
受
電
準
備

５
分

－
2
人 D
,E

・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
系
統
構
成

1
人

【
B
】

・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
起
動
／
運
転
確
認

５
分

原
子
炉
急
速
減
圧
操
作

1
人

【
C
】

－
・
逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
　
１
個
　
手
動
開
放
操
作

５
分

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
直
流
駆
動
低
圧
注
水

系
ポ
ン
プ
）
注
水
操
作

1
人

【
B
】

－
・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
水
位
制
御

適
宜
実
施

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
確
保

－
－

・
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
復
旧
（
復
旧
が
必
要
な
場
合
）

４
時
間

減
圧
機
能
確
保

－
2
人

【
D
,E
】

・
高
圧
窒
素
ガ
ス
供
給
系
（
非
常
用
）
　
系
統
構
成

5
0
分

交
流
電
源
確
保
（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

－
2
人

【
D
,E
】

・
交
流
電
源
現
場
調
査

3
0
分

適
宜
実
施

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
　
機
能
回
復

適
宜
実
施

・
外
部
電
源
　
回
復

適
宜
実
施

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海

水
系
回
復
操
作

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
　
機
能
回
復

適
宜
実
施

緊
急
時
対
策
所
（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

－
－

・
電
源
車
(緊
急
時
対
策
所
用
)設
置

電
源
確
保
（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

－
2
人

【
D
,E
】

・
電
源
車
設
置
(可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
用
)

・
ス
キ
マ
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
調
整

3
0
分

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
　
系
統
構
成
・
再
起
動

1
0
分

1
人

【
C
】

－
・
1
2
5
V
直
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
中
央
制
御
室
）

（
１
時
間
以
内
に
実
施
）

５
分

1
人

【
A
】

－
・
2
5
0
V
直
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
中
央
制
御
室
）

５
分

－
2
人

【
D
,E
】

・
1
2
5
V
直
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
現
場
）

6
0
分

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

負
荷
抑
制
操
作

1
人

【
Ａ
】

-
・
交
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
中
央
制
御
室
）

５
分

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
受
電
操
作
ま
で
に
実
施

－
－

・
可
搬
型
設
備
保
管
場
所
へ
の
移
動

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
，
ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

－
－

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
監
視

以
降
監
視

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
淡
水
貯
水

槽
か
ら
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
へ
の
補
給

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

－
－

・
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
補
給

適
宜
実
施

1
人

【
A
】

－
・
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
　
系
統
構
成

1
0
分

－
－

・
可
搬
型
設
備
保
管
場
所
へ
の
移
動

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
準
備

　
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
，
ホ
ー
ス
敷
設
，
接
続
）

－
2
人

【
D
,E
】

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
接
続
後
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
空
気
抜
き

5
0
分

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

運
転

－
－

・
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
起
動
，
監
視

以
降
監
視

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

受
電
操
作

2
人

【
A
,B
】

－
・
非
常
用
交
流
電
源
受
電
操
作

５
分

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）

準
備
操
作

1
人

【
B
】

－
・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
系
統
構
成

・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
起
動
／
運
転
確
認

５
分

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
注
水
操
作

1
人

【
B
】

－
・
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
水
位
制
御

適
宜
実
施

・
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
自
動
起
動
確
認

５
分

・
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
起
動

1
0
分

1
人

【
A
】

－
・
直
流
電
源
切
離
し
負
荷
復
旧
（
中
央
制
御
室
）

５
分

－
2
人

【
D
,E
】

・
直
流
電
源
切
離
し
負
荷
復
旧
（
現
場
）

3
0
分

残
留
熱
除
去
系

起
動
操
作

1
人

【
C
】

－
・
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
起
動

1
0
分

残
留
熱
除
去
系
　
原
子
炉
注
水
操
作

1
人

【
C
】

－
・
残
留
熱
除
去
系
　
注
入
弁
操
作

適
宜
実
施

残
留
熱
除
去
系

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
操
作

1
人

【
C
】

－
・
残
留
熱
除
去
系
　
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
弁
操
作

適
宜
実
施

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

負
荷
抑
制
操
作

-
2
人

【
D
,E
】

・
交
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
現
場
）

2
7
時
間
以
内
に
実
施

燃
料
補
給
準
備

－
－

・
可
搬
型
設
備
保
管
場
所
へ
の
移
動

・
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
移
送
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
へ
の
補
給
準
備
）

燃
料
補
給

－
－

・
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
設
備
軽
油
タ
ン
ク
へ
の
給
油

適
宜
実
施

燃
料
補
給
準
備

－
－

・
可
搬
型
設
備
保
管
場
所
へ
の
移
動

・
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
移
送
（
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
等
へ
の
補
給
準
備
）

－
－

・
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
(タ
イ
プ
Ⅰ
)へ
の
給
油

　
（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

適
宜
実
施

－
－

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
へ
の
給
油

適
宜
実
施

必
要
人
員
数
　
合
計

運
転
員

7

重
大
事
故
等
対
応
要
員

1
7

発
電
所
対
策
本
部
要
員

6 3
0

3
0

6
d

7
d

-

1
2
ｈ

6
0
m
7
0
m
8
0
m
9
0
m
1
0
0
m
1
1
0
m

4
d

5
ｄ

1
0
m
2
0
m
3
0
m
4
0
m
5
0
m

6
ｈ

8
ｈ

1
0
ｈ

－
適
宜
実
施

－

作
業
項
目

実
施
箇
所
・
必
要
人
員
数

作
業
の
内
容

重
大
事
故
等
対
応
要
員

2
5
ｈ

2
6
ｈ

2
7
ｈ

2
8
ｈ

2
ｄ

3
d

1
4
ｈ

1
6
h

1
8
h

2
0
ｈ

2
3
ｈ

2
4
ｈ

1
2
0
m

4
ｈ

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
(分
）

経
過
時
間
（
日
）

備
考

－
解
析
上
，
事
象
発
生
2
4
時
間
の
交
流
電
源
回
復
は
考
慮
し
な
い

状
況
判
断

3
人

A
,B
,C

－
－

1
0
分

解
析
上
，
事
象
発
生
2
4
時
間
の
交
流
電
源
回
復
は
考
慮
し
な
い

－ 3
人

【
N
～
P
】

3
人

【
O
～
Q
】

２
時
間

6
人

J
,K
N
～
Q

・
作
業
時
間
が
最
大
と
な
る
ル
ー
ト
を
設
定

・
復
旧
が
不
要
な
場
合
は
以
降
の
作
業
の
余
裕
時
間
と
な
る

・
要
員
N
～
P
は
事
象
発
生
約
5
5
分
後
ま
で
ル
ー
ト
確
認
を
実
施

し
，
そ
の
後
電
源
車
（
緊
急
時
対
策
所
用
）
設
置
を
実
施
す
る
た

め
，
作
業
の
重
複
は
な
い

－

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
直
流
駆
動
低
圧
注
水

系
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
準
備
操
作

－ - － －

3
0
分

2
人

【
D
,E
】

－
－

4
5
分

直
流
電
源
確
保

－ －－

交
流
電
源
回
復
操
作

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
　
再
開

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

1
人

【
B
】

－
－

燃
料
プ
ー
ル
水
温
「
6
5
℃
」
以
下
維
持

要
員
を
確
保
し
て
対
応
す
る

燃
料
プ
ー
ル
水
温
「
6
5
℃
」
以
下
維
持

要
員
を
確
保
し
て
対
応
す
る

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
管
理
値
ま
で
は
余
裕
時
間
あ
り

－

代
替
注
水
等
確
保

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

9
人

A
～
I

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
残
量
に
応
じ
て
適
宜
補
給
を
実
施
す
る

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

準
備
操
作

－ －
解
析
上
，
事
象
発
生
2
4
時
間
の
交
流
電
源
回
復
は
考
慮
し
な
い

－

被
ば
く
低
減
操
作

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

1
人

【
A
】

－
－6
人

【
D
～
I】

９
時
間

－ 2
人

【
G
,H
】

－ －

直
流
電
源
確
保

（
解
析
上
考
慮
せ
ず
）

－ － － －2
人

【
B
,C
】

1
人

【
A
】

原
子
炉
水
位
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達
後
，
残
留
熱
除
去
系
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
か
ら
低
圧
注
水
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
原
子
炉
へ
注
水
す
る

原
子
炉
水
位
（
レ
ベ
ル
８
）
ま
で
注
水
後
は
，
適
宜
原
子
炉
注
水
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
の
切
替
え
を
繰
り
返
し
実
施

原
子
炉
水
位
は
レ
ベ
ル
３
～
レ
ベ
ル
８
で
維
持

3
8
0
分

　
　
【
　
】
は
他
作
業
後
移
動
し
て
き
た
要
員

重
大
事
故
等
対
策
要
員

合
計

発
電
所
常
駐
要
員

2
人

【
L
,M
】

1
3
5
分

4
5
分

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
残
量
に
応
じ
て
適
宜
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
補
給

燃
料
補
給

2
人

【
L
,M
】

5
人

A
～
E

1
7
人

Ａ
～
Q

2
人 L
,M

2
人

【
O
,P
】

1
3
5
分

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
残
量
に
応
じ
て
適
宜
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
補
給

▽
事
象
発
生

▽
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

▽
約
1
9
時
間
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
準
備
完
了

▽
2
4
時
間
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
よ
り
受
電

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）起
動

▽
2
5
時
間
残
留
熱
除
去
系
（サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
開
始

▽
約
5
2
分
原
子
炉
圧
力
1
.0
4M
P
a

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
）
に
よ
る
原
子
炉
減
圧

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）

に
よ
る
原
子
炉
注
水
開
始

▽
約
８
時
間
1
2
5
V
直
流
電
源
負
荷
切
離
し
（
現
場
）

▽
約
１
時
間
1
2
5
V
及
び
25
0V
直
流
電
源
負
荷
切
離
し

（
中
央
制
御
室
）

▽
約
5
0
分
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（
直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ
）準
備
完
了

▽
2
4
時
間
低
圧
代
替
注
水
系
（常
設
）
（復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
開
始

▽
約
1
0
時
間
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（タ
イ
プ
Ⅰ
）準
備
完
了

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
補
給
開
始

▽
約
1
0
分
プ
ラ
ン
ト
状
況
判
断

▽
約
２
分
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）到
達

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
開
始

第
2.
3.
4.
6
図
 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（

Ｔ
Ｂ
Ｐ
）」

の
作
業
と
所
要
時
間

同等な機能を有することの説明（準備時間） 

関連個所を赤枠にて示す 
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 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※

7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
　
，
接
続
　

※
3
※

7

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
及
び
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1保

管
エ
リ
ア
，
第
2保

管
エ
リ
ア
，
第
3保

管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，

第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4保

管
エ
リ
ア

※
4：

緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3保

管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
6：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7：

ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8：

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2保

管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

備
考

5
6

1
2

3
4

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

7
8

9
10

⑥
a

⑧
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
北
）
又
は
原
子

炉
・
格
納
容
器
下
部
注
水
接
続

口
（
東
）
を
使
用
す
る
場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

⑥
a

⑥
a

3
8
5
分

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

系
統

構
成

※
2

④
，

⑤

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
2

⑩

移
動

・
扉

開
放

※
3

⑥
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※
7

⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

第
3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

⑥
b

⑧

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

⑥
b

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

⑥
b

1
2

3
6

7
8

9
1
0

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

【
原

子
炉

・
格

納
容

器
下

部
注

水
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
21

備
考

4
5

38
5分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※
7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
9
※
1
0

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

※
1
：
中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2
：
機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
，

第
4
保
管
エ
リ
ア
及
び
原
子
炉
建
屋
内
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア

※
4
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕

を
見
込
ん
だ
時
間

※
6
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7
：
ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8
：
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
9
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
原
子
炉
建
屋
内
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
1
0
：
水
密
扉
等
の
設
計
を
考
慮
し
て
想
定
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

3
⑥

c

8
9

1
0

要
員
（
数
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A
～
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D
～
F

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G
～
I

6
7

⑥
c

運
転
員
（
現
場
）
B
，
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
J

3

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5

3

⑥
c

⑧

3

⑥
c

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
建
屋
内
）
を
使
用

す
る
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
】

3
8
5
分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

：
事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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保安規定第６６条 

表６６－４「原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備」 

６６－４－３「低圧代替注水系（可搬型）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

 ６
６
－
４
－
３

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２

 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
３
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

※
４
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
７

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
８
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
４
－
１
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水

移
送
ポ
ン
プ
）」
，「

６
６
－
４
－
３
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）」
，「

６
６
－
５
－
５
 
代
替
循
環
冷
却

系
」，
「
第
３
９
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」，
「
第
４
０
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
」
の
設
備

を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
４
：「

６
６
－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

  （
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

（
項
目
な
し
）
 

―
 

―
 

     

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
低

圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）
」
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及

び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設

け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

④
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著

し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ
て
い
る
期
間

を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注

水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー

ト
が
閉
の
場
合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
が
不
要
と
な
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉

の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と

な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル

ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
本
表
の
主
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
他
表
に
て
設
定
す
る
こ
と
か
ら
，
確
認
事
項
に
つ
い
て

は
記
載
し
な
い
。
運
転
上
の
制
限
で
あ
る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の

系
統
構
成
が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し
て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

 

 ＜
参
考
＞
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
６

－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
記
載
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

             （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑧
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

 

A.
低

圧
代

替
注

水
系

（
可
搬
型
）
が
動
作

不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，そ

の
他
の
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
発
電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.
防
災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    

３
日
間
 

   

３
０
日
間
 

 

B.
低

圧
注

水
系

と
共

用
す

る
配

管
ま

た

は
弁

が
動

作
不

能

の
場
合
 

B1
.
発
電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
12

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.
発
電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.
発
電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    

３
日
間
 

   

１
０
日
間
 

 大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
時
に

使
用
す
る
場
合
の
容
量
及
び
揚
程
を
以
下
に
示
す
。

 

 【
必
要
容
量
】

 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
解
析
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
添
付
十
）
の
う
ち
，「

高
圧
・
低

圧
注
水
機
能
喪
失
」
及
び
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
時
注
水
機
能
喪
失
」
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
流
量
が

1
9
9m

3 /
h
で
あ
る
こ
と
か
ら
，

1
99
m3
/
h
以
上
と
す
る
。

 

 【
揚
程
】

 

低
圧
代
替
注
水
系

(可
搬
型
)に

使
用
す
る
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
(
タ
イ
プ
Ⅰ
)の

揚
程
は
，
海
水
を
原

子
炉
圧
力
容
器
に
注
水
す
る
場
合
の
水
源
と
注
水
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
等
の
圧
力
損
失

並
び
に
配
管
及
び
弁
類
の
圧
力
損
失
を
基
に

11
7
.
8m

以
上
と
す
る
。

 

  

⑦
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
容
量
送
水

ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
又
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達

成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
な
い
場
合
（
条
件

A
）
は
，
当
該
系
統
の
機

能
を
満
足
で
き
な
い
こ
と
か
ら
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。
ま
た
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の

原
子
炉
圧
力
容
器
ま
で
の
低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
が
動
作
不
能
の
場
合
（
条
件

B）
を

条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

ま
た
，
原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は

適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の

場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
に
お

い
て
は
，
１
Ｎ
未
満
と
低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
と
で
要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
じ
に
な

る
た
め
一
つ
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
。

 

 ⑧
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許

可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事

故
対
処
設
備
”
で
あ
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。）

及
び
低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
含
む
。
）
が
該
当
す
る
。

 

 A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添

付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
が

該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ

Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 

【
必
要
容
量
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
「
1
9
9m

3
/
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。 

 【
準
備
時
間
】

 

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
注
水
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
で

要
求

さ
れ

る
措

置

を
完

了
時

間
内

に

達
成

で
き

な
い

場

合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
13
 

A.
低

圧
代

替
注

水
系

（
可
搬
型
）
が
動
作

不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

低
圧

注
水

系
と

共

用
す

る
配

管
ま

た

は
弁

が
動

作
不

能

の
場
合
 

A1
.
発
電
課
長
ま
た
は
防
災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動

作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
発
電
課
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用

炉
心
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※

14
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

   

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
10
：
残
り
の
低
圧
注
水
系
２
系
列
お
よ
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
な
ら
び
に
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を

い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
11
：
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
を
い
う
。
 

※
12
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の

記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
13
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
14
：
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
機
器
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
お
よ
び
低
圧
代
替
注
水

系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

型
）
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。
（
添
付
－

２
）

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作

可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。

 

 【
要
求
さ
れ
る
措
置

B
の
考
え
方
】

 

低
圧
注
水
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
及
び
低

圧
注
水
系
が
と
も
に
動
作
不
能
と
な
る
た
め
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A
1
.が

実
施
不
可
と
な
る
。
そ
の

た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
，
安
全
上
有
効
と
考
え
ら
れ
る

措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）
で
低
圧
注
水
系
１
系
列
が

動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
「
１
０
日
間
」
の
完
了
時
間
を
設
定
す
る
。

 

 B1
. 

A1
.と

同
様
。
た
だ
し
，
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
残
り
の

低
圧
注
水
系
２
系
列
及
び
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
（
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

含
む
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 B2
. 

A2
.と

同
様
。

 

 B3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
３
９
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
）

で
定
め
る
低
圧
注
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時
間
「
１
０
日
間
」
を
準
用
す
る
。 

 C1
.，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

  

【
冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉

水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

 

A1
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

 A2
.原

子
炉
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）

で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
う
ち
何
れ
か
１
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速

や
か
に
”
起
動
し
確
認
す
る
。
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
及
び
低
圧
注

水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）
は
，
原
子
炉
低
圧
時
に
十
分
な
注
水
量
を
確
保
で

き
，
か
つ
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
対
し
て
独
立
性
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
採
用
し

た
。

 

ま
た
，
原
子
炉
停
止
中
に
お
け
る
崩
壊
熱
相
当
の
注
水
量
が
確
保
で
き
る
重
大
事
故
等
対
処
設

備
の
常
設
注
水
設
備
で
あ
る
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
り
注
水
が

で
き
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
至
近
の
記
録
に
よ
り
確
認
す
る
。
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1.4－121 

添
付
-
1-
(1
) 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
 
添
付
十
追
補

1 
 

 

 
第

1.
4－

12
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 概

要
図
（
1/
2）

 
 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

※
：
ホ
ー
ス
の
接
続
も
可
能

※

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

⑧
＃

1

④
＃

1

④
＃

2

④
＃

3
⑩

＃
1

⑤
＃

1
MO

M
O

⑧
＃

2

⑤
＃

2

⑩
＃

2

MO凡
例 NO

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）
淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

注 水 用 ヘ ッ ダ

MO
MOMO

66
-4
-
3
の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

66
-1
9-
1
に
て
整
理
 

66
-4
-1
，

66
-5
-5
，
66
-6
-1
，
第

39
条
，
第

40
条
と
共
通
ラ
イ
ン
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1.4－122 

添
付
-
1-
(1
) 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
 
添
付
十
追
補

1 
 

 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

④
＃

1  
T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
＃

2  
R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

④
＃

3  
R
/
B 

1F
緊
急
時
隔
離
弁
 

⑤
＃

1  
R
H
R 
A
系

LP
CI

注
入
隔
離
弁

 

⑤
＃

2  
R
H
R 
B
系

LP
CI

注
入
隔
離
弁

 

⑧
＃

1  
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注
水
弁

 

⑧
＃

2  
緊
急
時
原
子
炉
東
側
外
部
注
水
入
口
弁

 

⑩
＃

1  
R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

⑩
＃

2  
R
H
R 
B
系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

 

第
1.
4－

12
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

 概
要
図
（

2/
2）
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1.4－117 
1.4－117 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
  

 

 
  

第
1.
4－

9
図
 低

圧
代
替
注
水
系
（

常
設
）（

復
水

移
送
ポ
ン
プ
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

②

系
統
構
成
，
ポ
ン
プ
起
動

※
2

③
～
⑥

C
U
Wボ

ト
ム
ド
レ
ン
ラ
イ
ン
元
弁
の
閉
操
作

（
＊
）
※
2

⑨

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

＊
原

子
炉

冷
却

材
喪

失

事
象

が
確

認
さ

れ
た

場

合

要
員
（
数
）

低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）

(
復
水
移
送
ポ
ン
プ
)
に
よ
る
原
子

炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

経
過
時
間
（
分
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
5
分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

同
等
な

機
能
を
有
す
る
こ
と
の
説
明
（
基
準
時
間
）

 
関

連
個
所

を
赤
枠
に
て
示
す
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1.4－123 1.4－123 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
   

 

第
1.
4－

13
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※

7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
　
，
接
続
　

※
3
※

7

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
及
び
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1保

管
エ
リ
ア
，
第
2保

管
エ
リ
ア
，
第
3保

管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，

 
 
  
 
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4保

管
エ
リ
ア

※
4：

緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3保

管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
6：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7：

ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8：

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2保

管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

備
考

5
6

1
2

3
4

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

7
8

9
10

⑥
a

⑧
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
北
）
又
は
原
子

炉
・
格
納
容
器
下
部
注
水
接
続

口
（
東
）
を
使
用
す
る
場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

⑥
a

⑥
a

3
8
5
分

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
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1.4－124 1.4－124 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
  

 
第

1.
4－

14
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

系
統

構
成

※
2

④
，

⑤

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
2

⑩

移
動

・
扉

開
放

※
3

⑥
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※
7

⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

 
 
 
 
 
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

⑥
b

⑧

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

⑥
b

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

⑥
b

1
2

3
6

7
8

9
1
0

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

【
原

子
炉

・
格

納
容

器
下

部
注

水
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
21

備
考

4
5

38
5分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
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1.4－125

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
4－

15
図

 低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の

注
水
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※
7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
9
※
1
0

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続
，
貫
通
孔
の
開
放

※
3
※
7
※
1
0

※
1
：
中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2
：
機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1
保
管
エ
リ
ア
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
，

第
4
保
管
エ
リ
ア
及
び
原
子
炉
建
屋
内
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア

※
4
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3
保
管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕

を
見
込
ん
だ
時
間

※
6
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7
：
ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8
：
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2
保
管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
9
：
緊
急
時
対
策
所
か
ら
原
子
炉
建
屋
内
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
1
0
：
水
密
扉
等
の
設
計
を
考
慮
し
て
想
定
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

3
⑥

c

8
9

1
0

要
員
（
数
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A
～
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D
～
F

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G
～
I

6
7

⑥
c

運
転
員
（
現
場
）
B
，
C

重
大
事
故
等
対
応
要
員
J

3

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5

3

⑥
c

⑧

3

⑥
c

低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の

注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
建
屋
内
）
を
使
用

す
る
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型

航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
】

3
8
5
分

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－１「原子炉格納容器フィルタベント系」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）ＳＡ４８条・５２条補足説明資料（設定根拠） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 表
６
６
－
５
 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

 ６
６
－
５
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
①
 

 （
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
※
１
※
２
 

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
 

３
個
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
圧
力
開
放
板
 

１
個
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

※
３
 

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
 

※
３
 

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
 

※
４
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
７
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
８

 

燃
料
補
給
設
備
 

※
９

 

※
１
：
必
要
な
弁
（
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
含
む
）
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
次
の
（
１
）
ま
た
は
（
２
）
の
期
間
は
運
転
上
の
制
限
を
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
の
起
動
時
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
後
の
原
子

炉
の
状
態
が
運
転
と
な
る
ま
で
の
期
間
 

（
２
）
原
子
炉
の
停
止
時
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て
，
制
御
棒
全
挿
入
後
の
原
子
炉
の

状
態
が
高
温
停
止
の
期
間

 

※
３
：「

６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：「

６
６
－
５
－
３

 
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
５
：「

６
６
－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
９
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

     

 

①
 
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）
が
該
当
す
る
。

 

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

 

 

②
 
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

 

 

③
 
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原

子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
設
計
基
準
事
故

対
処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
原
子
炉
格

納
容
器
内
の
圧
力
を
大
気
中
に
逃
が
す
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）

こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」
と
し
て
，

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に

必
要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ

と
に
加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に

必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
系
統
内
で
の
水
素
燃
焼
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
格
納
容
器
内
に
窒
素
封
入
し
，
酸
素
濃
度
を

2.
5％

以
下
に
管
理
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
が
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
を
考
慮
し
，
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
の
期
間
は
運
転
上
の
制

限
を
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
の
起
動
時
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
点
検
後
の
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
と
な
る
ま
で
の
期
間

 

（
２
）
原
子
炉
の
停
止
時
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
点
検
を
実
施
す
る
場
合
で
あ
っ
て
，
制
御
棒
全
挿

入
後
の
原
子
炉
の
状
態
が
高
温
停
止
の
期
間

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
は
共
用
す
る
弁
及
び
配
管
等
が

存
在
す
る
こ
と
か
ら
，
Ｌ
Ｃ
Ｏ
判
断
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
以
下
の
通
り
，

主
要
な
弁
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
，
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱
と
な
る
条
文
を
整
理
す
る
。

 

な
お
，
記
載
し
て
い
る
条
文
の
み
が
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱
と
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
た
め
，

必
要
に
応
じ
て
他
条
文
も
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

                                          

  

弁
名
称
 

原
子
炉
格

納
容
器
フ

ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
 

(
6
6-
5-
1)
 

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系
 

(
6
6-
5-
2)
 

備
考
 

（
動
作
不
能
判
断
）
 

要
求
さ
れ
る
状
態
 

Ｄ
／

Ｗ
ベ

ン
ト

用
出

口
隔
離
弁
 

開
 

開
 

▪ 
開
で
き
な
い
場
合

F
CV
S
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-5
-1

及
び

66
-5
-2

が

L
CO

逸
脱

 

Ｓ
／

Ｃ
ベ

ン
ト

用
出

口
隔
離
弁
 

開
 

開
 

▪ 
開
で
き
な
い
場
合

F
CV
S
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-5
-1

及
び

66
-5
-2

が

L
CO

逸
脱

 

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン
隔
離
弁
（
Ａ
）
 

開
 

閉
 

▪ 
開
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5-
1
が

LC
O
逸
脱
 

▪ 
閉

で
き

な
い

場
合

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
が

動
作

不

能
と
な
る
が
，

F
CV
S
が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

6
6
-5
-2

は
L
CO

逸
脱
と
は
な
ら
な
い
 

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン
隔
離
弁
（
Ｂ
）
 

開
 

閉
 

▪ 
開
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5-
1
が

LC
O
逸
脱
 

▪ 
閉

で
き

な
い

場
合

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
が

動
作

不

能
と
な
る
が
，

F
CV
S
が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

6
6
-5
-2

は
L
CO

逸
脱
と
は
な
ら
な
い
 

Ｐ
Ｃ

Ｖ
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

用
連

絡
配

管
隔

離
弁
 

閉
 

開
 

▪ 
閉
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5-
1
が

LC
O
逸
脱
 

▪ 
開

で
き

な
い

場
合

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
が

動
作

不

能
と
な
る
が
，

F
CV
S
が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

6
6
-5
-2

は
L
CO

逸
脱
と
は
な
ら
な
い
 

Ｐ
Ｃ

Ｖ
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

用
連

絡
配

管
止

め
弁
 

閉
 

開
 

▪ 
閉
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5-
1
が

LC
O
逸
脱
 

▪ 
開

で
き

な
い

場
合

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
が

動
作

不

能
と
な
る
が
，

F
CV
S
が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

6
6
-5
-2

は
L
CO

逸
脱
と
は
な
ら
な
い
 

 

④
 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る

た
め
，
ま
た
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
素
爆
発
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す

る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

 ⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

 ⑥
 
フ
ィ
ル
タ
装
置
は
３
個
，
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側
開
放
板
は
１
個
設
置
さ
れ
て
お
り
，
こ
れ
ら
の

数
を
所
要
数
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
フ
ィ
ル
タ
装
置
の
性
能
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
課
長
 

２
．
フ
ィ
ル
タ
装
置
の
ス
ク
ラ
バ
溶
液
の

の
濃
度

 

が
wt
％
以
上
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
ｐ
Ｈ
が

13
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
の
原
子

炉
起
動
前
に
１
回
 

原
子
炉
課
長
 

３
．
ベ
ン
ト
用
Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
側
隔
離
弁
，
格
納
容
器
排
気
Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
側
止
め

弁
，
ベ
ン
ト
用
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
側
隔
離
弁
，
格
納
容
器
排
気
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
側

止
め
弁
，
Ｐ
Ｃ
Ｖ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
，
Ｐ
Ｃ
Ｖ

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
，
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン
ト
ラ
イ

ン
隔
離
弁
（
Ａ
），

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（
Ｂ
），

Ｓ
／

Ｃ
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
，
Ｄ
／
Ｗ
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
お
よ

び
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
を
用
い
た
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し

た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
原
子

炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
ま
た
，
系
統
が
窒
素
置
換
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
系
統
圧
力

が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

５
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
フ
ィ
ル

タ
装
置
の
ス
ク
ラ
バ
水
位
が

 
 

 
㎜
以
上
お
よ
び

 
 

 
 

㎜

以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
 
項
目
１
，
２
が
該
当
。

 

項
目
２
で
は
，

 
 
 
 
 
 
 
 

の
濃
度
が

 
 

w
t
％
以
上
で
あ
る
こ
と
及
び
ｐ
Ｈ
が

13
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
添
付
－
２
）。

な
お
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
の

期
間
中
に
ス
ク
ラ
バ
水
の
補
給
を
し
た
場
合
は
，
 
 
 
 
 
 
 
 

の
濃
度
及
び
ｐ
Ｈ
が

規
定
値
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
な
お
，
項
目
２
に
つ
い
て
は
，

定
事
検
停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
３
，
４
，
５
が
該
当
。

 

項
目
３
に
つ
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
排
出
経
路
に
設
置
さ
れ
た
隔

離
弁
は
，
原
子
炉
運
転
中
は
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た

め
，
定
事
検
停
止
時
に
開
閉
試
験
を
実
施
す
る
。

 

中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
必
要
な
弁
を
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ま
た
，
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
に
よ
り
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

項
目
４
，
５
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と

し
，
１
ヶ
月
に
１
回

,使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
，
項
目
５
で
確
認
す
る
フ

ィ
ル
タ
装
置
ス
ク
ラ
バ
水
位
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
，
設
定
す
る
。

（
添
付
－
２
）

 

＜
参
考
＞
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６

６
－
１
９
－
１

 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
記
載
す
る
。

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
系
の
フ
ィ
ル
タ
装
置
水
位
調
整
（
水
張
り
）
に
使
用
す
る
場
合
の
容
量
及
び
揚
程
を
以

下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】

 

設
計
に
お
い
て
考
慮
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
の
水
の
蒸
発

量
を
考
慮
し

10
m3
/h

以
上
を
注
水
可
能
な
設
計
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

【
揚
程
】

 

淡
水
を
フ
ィ
ル
タ
装
置
に
補
給
す
る
場
合
の
水
源
と
注
入
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ
ー
ス
等

の
圧
力
損
失
並
び
に
配
管
及
び
弁
類
の
圧
力
損
失
を
基
に

2
1
.
6m

と
す
る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

 （
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
原

子
炉

格
納

容
器

フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
が

動
作
不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
,動

作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
起
動
し
,動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
12

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

   

速
や
か
に
 

   

３
日
間
 

 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
11
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
列

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
残
り
の
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

     

 

⑧
 
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が

１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

 ⑨
 
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
可
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可

申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
”
で
あ
り
，
炉
心
損
傷
防
止
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
の
観
点
か
ら
最
も
有
効
と
思
わ
れ
る
残

留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー

ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）（

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷

却
海
水
系
含
む
。）

が
該
当
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に
は
残
留
熱
除
去
系
は
３
系
列
以
上
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て
は
３
系
列
と
す
る
。
 

 

A2
.
当
該
設
備
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す

る
」
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と

し
，
具
体
的
に
は
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す

る
。

 

 

A3
.
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作

可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。

 

 

B1
.
，
B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.5－80 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

  

 

第
1.
5－

4
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
含
む
。
）
 
概
要
図
（
1/
2）

 

排
気
筒

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト

系

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
換
気
空
調
系
へ

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側

圧
力
開
放
板

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口

放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
へ

＊
か
ら

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

フ
ィ
ル
タ
装
置

出
口
水
素
濃
度

A
O

AO

A
O

A
O

M
O

AO
AO

M
O

M
O

MO

AO

MO
MO

AO
A
O

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
か
ら

M
O

M
O

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系

放
射
線

モ
ニ
タ

R

R

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

MOM
O

M
O

⑫
a ⑱

#
1

⑫
b ⑱

#
2

⑦
#
2
⑦

#
1

⑦
#
6
⑦

#
5

⑦
#
3
⑦

#
4

MO
⑧

#
1
㉒

#
1

⑧
#
2 ㉒

#2

可
搬
型
窒
素
ガ
ス

供
給
装
置

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

薬
液
補
給
装
置

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

電
動
駆
動

空
気
作
動

弁 逆
止
弁

設
計
基
準
対
象
施
設
か

ら
追
加
し
た
箇
所

MO AO凡
例

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
C
）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
B
）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
A
）

＊ へ

66
-5
-1

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

66
-5
-3

に
て
整
理

 

66
-1
9-
1
に
て
整
理
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1.5－81 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

   

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑦
#1
 

ベ
ン
ト
用

SG
TS

側
隔
離
弁
 

⑦
#2
 

格
納
容
器
排
気

SG
TS

側
止
め
弁
 

⑦
#3
 

ベ
ン
ト
用

HV
AC

側
隔
離
弁
 

⑦
#4
 

格
納
容
器
排
気

HV
AC

側
止
め
弁
 

⑦
#5
 

PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
 

⑦
#6
 

PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
 

⑧
#1
㉒

#1
 

FC
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ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（

A）
 

⑧
#2
㉒

#2
 

FC
VS

ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（
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a ⑱
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S/
C
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑫
b ⑱

#2
 

D/
W
ベ
ン
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用
出
口
隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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1.7－68 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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1.7－69 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

  

 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑦
#1
 

ベ
ン
ト
用

SG
TS

側
隔
離
弁
 

⑦
#2
 

格
納
容
器
排
気

SG
TS

側
止
め
弁
 

⑦
#3
 

ベ
ン
ト
用

HV
AC

側
隔
離
弁
 

⑦
#4
 

格
納
容
器
排
気

HV
AC

側
止
め
弁
 

⑦
#5
 

PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
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弁
 

⑦
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耐
圧
強
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ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
 

⑧
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ン
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ラ
イ
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隔
離
弁
（
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⑧
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ベ
ン
ト
ラ
イ
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隔
離
弁
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ベ
ン
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出
口
隔
離
弁
 

⑫
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W
ベ
ン
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用
出
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隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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1.9－44 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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1.9－45

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑦
＃
1

ベ
ン
ト
用

SG
TS

側
隔
離
弁
 

⑦
＃
2

格
納
容
器
排
気

SG
TS

側
止
め
弁
 

⑦
＃
3

ベ
ン
ト
用

HV
AC

側
隔
離
弁
 

⑦
＃
4

格
納
容
器
排
気

HV
AC

側
止
め
弁
 

⑦
＃
5

PC
V
耐
圧
強
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ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
 

⑦
＃
6

PC
V
耐
圧
強
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ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
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⑧
＃
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＃
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FC
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ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
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A）
 

⑧
＃
2 ㉒

＃
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ベ
ン
ト
ラ
イ
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隔
離
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⑫
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＃
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ベ
ン
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用
出
口
隔
離
弁
 

⑫
b ⑱

＃
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D/
W
ベ
ン
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用
出
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隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－1 

原子炉格納容器フィルタベント系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，原子炉格納容器

フィルタベント系は，重大事故等時の排出経路と原子炉棟換気空調系，非常

用ガス処理系及び耐圧強化ベント系の他系統及び機器との間に隔離弁を直列

に２個設置し，原子炉格納容器フィルタベント系使用時に確実に隔離するこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

9.3.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替循環冷却系の代替循環冷却ポンプは，原子炉格納容器の過圧破損防止

に必要となる原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイが可

能な容量を有する設計とする。 

代替循環冷却系の残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備の残留

熱除去系と兼用しており，設計基準事故対処設備としての伝熱容量が，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するた

めに必要な伝熱容量に対して十分であるため，設計基準事故対処設備と同仕

様で設計する。 

代替循環冷却系で使用する原子炉補機代替冷却水系は，炉心の著しい損傷

が発生した場合において，原子炉補機代替冷却水系での圧力損失を考慮して

も原子炉格納容器の破損を防止するために必要な伝熱容量を有する設計とす

る。 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系熱交換

器で発生した熱を除去するために必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する熱

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－2 

交換器ユニット１セット１台と大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１セット１台

を使用する。また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，注水設備及び水の供

給設備との同時使用時には更に１セット１台使用する。熱交換器ユニットの

保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として１台の合計３台を保管する。大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の保有数は，２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機

除外時のバックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時において，代替循環冷却系による

原子炉格納容器内の減圧及び除熱と燃料プール冷却浄化系による使用済燃料

プールの除熱を同時に使用するため，各系統の必要な容量を同時に確保でき

る容量を有する設計とする。 

原子炉格納容器フィルタベント系のフィルタ装置は，想定される重大事故

等時において，原子炉格納容器内を減圧させるため，原子炉格納容器内で発

生する蒸気量に対して，原子炉格納容器フィルタベント系での圧力損失を考

慮しても十分な排出流量を有する設計とする。フィルタ装置は３台を並列に

設置し，フィルタ装置１台当たりの排出流量を同等とする設計とする。 

フィルタ装置は，想定される重大事故等時において，粒子状放射性物質に

対する除去効率が 99.9％以上確保できる設計とする。また，スクラバ溶液

の待機時の薬物添加濃度は，想定される重大事故等時のスクラバ溶液の pH

値の低下を考慮しても，無機よう素に対する除去効率が放射性よう素フィル

タと組み合わせて 99.8％以上確保できる pH 値を維持できる設計とする。フ

ィルタ装置のスクラバ溶液は，補給による水位の確保が可能な設計とし，ま

た，フィルタ装置は３台を並列に設置し，各フィルタ装置の水位を同等にす

る設計とする。フィルタ装置の金属繊維フィルタは，想定される重大事故等
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－3 

時において，金属繊維フィルタに流入するエアロゾル量に対して十分な容量

を有する設計とする。 

フィルタ装置の放射性よう素フィルタの銀ゼオライト吸着層は，想定され

る排気ガスの流量に対して，有機よう素に対する除去効率が 98％以上とな

るために必要な排気ガス滞留時間を確保できる吸着層の厚さを有する設計と

する。 

フィルタ装置出口側圧力開放板は，原子炉格納容器フィルタベント系の使

用の妨げにならないよう，原子炉格納容器からの排気圧力と比較して十分に

低い圧力で破裂する設計とする。 

 

9.3.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

代替循環冷却系の代替循環冷却ポンプは，原子炉建屋付属棟内に設置し，

想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

代替循環冷却ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制

御室で可能な設計とする。 

代替循環冷却系の残留熱除去系熱交換器は，原子炉棟内に設置し，想定さ

れる重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

代替循環冷却系の系統構成に必要な弁の操作は，想定される重大事故等時

において，中央制御室から遠隔で可能な設計とする。代替循環冷却系運転後

における弁の操作は，配管等の周囲の線量を考慮して，中央制御室から遠隔

で可能な設計とする。 

代替循環冷却系に使用する原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及

び大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，屋外に保管及び設置し，想定される重

大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－183 

第 5.10－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様

 

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｃ．遠隔手動弁操作設備 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｄ．可搬型窒素ガス供給装置 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

 

(2) 耐圧強化ベント系 

   系 統 数           １ 

   系統設計流量         約 10.0kg／s 

 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－122 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様 

 

(1) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却 

するための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数         １ 

容  量         約 150m3／h 

全 揚 程         約 80m 

 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

基  数         １ 

伝熱容量         約 8.8MW 

 

ｃ．熱交換器ユニット 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機

器仕様に記載する。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－123 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

ｄ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数 ３ 

系統設計流量 約 10.0kg／s 

放射性物質除去効率 99.9％以上（粒子状放射性物質に対して） 

99.8％以上（無機よう素に対して） 

98 ％以上（有機よう素に対して） 

材  料 

スクラバ溶液 （pH13 以上） 

金属繊維フィルタ ステンレス鋼 

放射性よう素フィルタ 銀ゼオライト 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－124 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数         １ 

設定破裂圧力       約 100kPa[gage] 

 

ｃ．遠隔手動弁操作設備 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

個  数         ４ 

 

ｄ．可搬型窒素ガス供給装置 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－128 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の

主要機器仕様 

 

(1) 可搬型窒素ガス供給装置 

   兼用する設備は以下のとおり。 

   ・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

   ・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

    台  数          １（予備１） 

    容  量          約 220Nm3／h 

 

(2) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

    第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

    第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｃ．可搬型窒素ガス供給装置 

    第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠  
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

66-5-1  25/38

475



添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

66-5-1  26/38

476



添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

 

  

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

 

 

 

 

  

66-5-1  33/38

483



添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) まとめ資料 ＳＡ補足 

 

  

同等な機能をもつ設備 
関連個所を下線にて示す 

66-5-1  37/38

487



添付-3-(1) まとめ資料 ＳＡ補足 
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－２「耐圧強化ベント系」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

（１）技術的能力まとめ資料 （基準要求に関する説明） 

  添付－３ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
５
－
２

 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 

 
転
 

起
 

 
動
 

高
温
停
止
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
３
 

可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

※
６
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
７

 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
８
 

※
１
：
必
要
な
弁
（
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
含
む
）
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，

動
作
可
能
で
あ
れ
ば
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
み
な
す
。
 

※
３
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
５
 
可
搬
型
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
４
 
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
耐
圧

強
化
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基

本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心

の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
対
し
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
は
同
等
な
性
能
を
有
す

る
と
と
も
に
，
上
記
基
準
要
求
も
満
足
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
が
動
作
不

能
の
場
合
で
も
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ
れ
ば
運
転
上
の
制
限

を
満
足
し
て
い
る
と
み
な
す
。（

添
付
－
２
）

 

原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
は
共
用
す
る
弁
及
び
配
管
等

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
，
Ｌ
Ｃ
Ｏ
判
断
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
以
下
の
通

り
，
主
要
な
弁
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
，
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱
と
な
る
条
文
を
整
理
す
る
。 

な
お
，
記
載
し
て
い
る
条
文
の
み
が
Ｌ
Ｃ
Ｏ
逸
脱
と
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
た
め
，

必
要
に
応
じ
て
他
条
文
も
確
認
す
る
。

 

弁
名
称
 

原
子
炉
格
納

容
器
フ
ィ
ル

タ
ベ
ン
ト
系
 

(
6
6-
5-
1)
 

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系
 

(
6
6-
5-
2)
 

備
考
 

（
動
作
不
能
判
断
）
 

要
求
さ
れ
る
状
態
 

Ｄ
／
Ｗ
ベ
ン
ト
用

出
口
隔
離
弁

 
開
 

開
 

▪ 
開
で
き
な
い
場
合

F
CV
S
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-
5-
1
及
び

6
6-
5-
2
が

L
CO

逸
脱

Ｓ
／
Ｃ
ベ
ン
ト
用

出
口
隔
離
弁

 
開
 

開
 

▪
開
で
き
な
い
場
合

F
CS
V
及
び
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-
5-
1
及
び

6
6-
5-
2
が

L
CO

逸
脱

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン
ト

ラ
イ

ン
隔

離
弁

（
Ａ
）

 

開
 

閉
 

▪
開
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5
-1

が
LC
O
逸
脱

▪
閉
で
き
な
い
場
合
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
が
動
作
不
能

と
な
る
が
，

FC
VS

が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

66
-

5
-2

は
LC
O
逸
脱
と
は
な
ら
な
い

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン
ト

ラ
イ

ン
隔

離
弁

（
Ｂ
）

 

開
 

閉
 

▪
開
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5
-1

が
LC
O
逸
脱

▪
閉
で
き
な
い
場
合
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
が
動
作
不
能

と
な
る
が
，

FC
VS

が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

66
-

5
-2

は
LC
O
逸
脱
と
は
な
ら
な
い
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁
（
Ａ
），

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

(
Ｂ

)，
ベ
ン
ト
用
Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
側
隔

離
弁
，
格
納
容
器
排
気
Ｓ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
側
止
め
弁
，
ベ
ン
ト
用
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ

側
隔
離
弁
，
格
納
容
器
排
気
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
側
止
め
弁
，
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン

ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（
Ａ
），

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
(Ｂ

)，

Ｐ
Ｃ
Ｖ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
，
Ｐ
Ｃ
Ｖ
耐
圧
強

化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
，
Ｓ
／
Ｃ
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
，

Ｄ
／
Ｗ
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
お
よ
び
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
を

用
い
た
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確

認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す

る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
耐
圧

強
化
ベ
ン
ト
系
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

Ｐ
Ｃ
Ｖ
耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
用
連
絡
配

管
隔
離
弁

 

閉
 

開
 

▪
閉
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5
-1

が
LC
O
逸
脱

▪
開
で
き
な
い
場
合
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
が
動
作
不
能

と
な
る
が
，

FC
VS

が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

66
-

5
-2

は
LC
O
逸
脱
と
は
な
ら
な
い

Ｐ
Ｃ
Ｖ
耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
用
連
絡
配

管
止
め
弁

 

閉
 

開
 

▪
閉
で
き
な
い
場
合

FC
VS

が
動
作
不
能
と
な
り

66
-

5
-1

が
LC
O
逸
脱

▪
開
で
き
な
い
場
合
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
が
動
作
不
能

と
な
る
が
，

FC
VS

が
動
作
可
能
で
あ
る
た
め

66
-

5
-2

は
LC
O
逸
脱
と
は
な
ら
な
い

④
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備

で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適

用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
を
他
表
に
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
て
お
り
，
確
認
事
項
及
び

要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
も
他
表
に
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
（
項
目
・
運

転
上
の
制
限
・
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
・
設
備
）
の
み
を
記
載
す
る
。

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
 
項
目
１
が
該
当
。

 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
の
排
出
経
路
に
設
置
さ
れ
た
隔
離
弁
は
，
原
子
炉
運
転
中
は
格
納
容
器
バ

ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
，
定
事
検
停
止
時
に
開
閉
試
験
を
実
施
す
る
。 

項
目
１
に
つ
い
て
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
必
要
な
弁
を
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

 

ま
た
，
遠
隔
手
動
弁
操
作
設
備
に
よ
り
開
弁
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
２
が
該
当
。

 

原
子
炉
運
転
中
は
隔
離
弁
の
動
作
確
認
は
で
き
な
い
た
め
，
状
態
確
認
等
に
よ
り
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系

が
動
作
不
能
の
場
合

※

９

A1
.発

電
課
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
発
電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す

る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な

い
場

合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
９
：
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
が
動
作
不
能
の
場
合
で
も
，
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
が
動
作
可
能
で
あ

れ
ば
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
と
み
な
す
。
 

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
11
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系

列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
統
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た

場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
”
で
あ
り
，
炉
心
損
傷
防
止
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
の
観
点
か
ら
最
も
有
効
と
思
わ
れ
る
残
留

熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）（

非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
含
む
）
が
該

当
す
る
。
 

A2
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可

能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.5－101

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

第
1.
5－

17
図
 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
含
む
。
）
 
概
要
図
（
1/
2）

 

排
気
筒

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト

系

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
換
気
空
調
系
へ

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側

圧
力
開
放
板

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口

放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
へ

＊
か
ら

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

フ
ィ
ル
タ
装
置

出
口
水
素
濃
度

AO
AO

A
O

AO M
O

A
O

A
O

M
O

MO

MO

A
O

M
O

MO

AO
A
O

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
か
ら

M
O

M
O

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系

放
射
線

モ
ニ
タ

R

R

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

MOM
O

M
O

⑪
a ⑯

#
1

⑪
b ⑯

#
2

⑥
#
4

⑥
#
3

⑦
#
1

⑳
#
1

⑥
#
5
⑥

#
6

MO
⑥

#
7

⑥
#
8

電
動
駆
動

空
気
作
動

弁 逆
止
弁

設
計
基
準
対
象
施
設
か

ら
追
加
し
た
箇
所

MO AO凡
例

⑦
#
2 ⑳

#2

⑥
#
2

⑥
#
1

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
C
）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
B
）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
A
）

＊ へ

66
-5
-2

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

遠
隔
手
動
弁

 

操
作
設
備
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1.5－102

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
#1

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁
（

A）
 

⑥
#2

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁
（

B）
 

⑥
#3

ベ
ン
ト
用

SG
TS

側
隔
離
弁
 

⑥
#4

格
納
容
器
排
気

SG
TS

側
止
め
弁
 

⑥
#5

ベ
ン
ト
用

HV
AC

側
隔
離
弁
 

⑥
#6

格
納
容
器
排
気

HV
AC

側
止
め
弁
 

⑥
#7

FC
VS

ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（

A）
 

⑥
#8

FC
VS

ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（

B）
 

⑦
#1
⑳

#1
PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
 

⑦
#2
⑳

#2
PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
 

⑪
a ⑯

#1
S/
C
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑪
b ⑯

#2
D/
W
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1.
5－

17
図
 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
含
む
。
）
 
概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) まとめ資料 技術的能力 

添付資料 1.5.1 

1.5-95 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（1/5） 

技術的能力審査基準（1.5） 番号 設置許可基準規則（48条） 技術基準規則（63条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者におい

て、設計基準事故対処設備が

有する最終ヒートシンクへ熱

を輸送する機能が喪失した場

合において炉心の著しい損傷

及び原子炉格納容器の破損

（炉心の著しい損傷が発生す

る前に生ずるものに限る。）を

防止するため、最終ヒートシ

ンクへ熱を輸送するために必

要な手順等が適切に整備され

ているか、又は整備される方

針が適切に示されているこ

と。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、設

計基準事故対処設備が有

する最終ヒートシンクへ

熱を輸送する機能が喪失

した場合において炉心の

著しい損傷及び原子炉格

納容器の破損（炉心の著し

い損傷が発生する前に生

ずるものに限る。）を防止

するため、最終ヒートシン

クへ熱を輸送するために

必要な設備を設けなけれ

ばならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、設

計基準事故対処設備が有

する最終ヒートシンクへ

熱を輸送する機能が喪失

した場合において炉心の

著しい損傷及び原子炉格

納容器の破損（炉心の著し

い損傷が発生する前に生

ずるものに限る。）を防止

するため、最終ヒートシン

クへ熱を輸送するために

必要な設備を施設しなけ

ればならない。 

③ 

【解釈】 

１ 「最終ヒートシンクへ熱を

輸送するために必要な手順

等」とは、以下に掲げる措置又

はこれと同等以上の効果を有

する措置を行うための手順等

をいう。

－ 

【解釈】 

１ 第４８条に規定する

「最終ヒートシンクへ熱

を輸送するために必要な

設備」とは、以下に掲げる

措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を

行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第６３条に規定する

「最終ヒートシンクへ熱

を輸送するために必要な

設備」とは、以下に掲げる

措置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置を

行うための設備をいう。 

－ 

（１）炉心損傷防止 

ａ）取水機能の喪失により最

終ヒートシンクが喪失するこ

とを想定した上で、BWRにおい

ては、サプレッションプール

への熱の蓄積により、原子炉

冷却機能が確保できる一定の

期間内に、十分な余裕を持っ

て所内車載代替の最終ヒート

シンク（UHS）の繋ぎ込み及び

最終的な熱の逃がし場への熱

の輸送ができること。加えて、

残留熱除去系(RHR)の使用が

不可能な場合について考慮す

ること。 

また、PWR においては、タービ

ン動補助給水ポンプ及び主蒸

気逃がし弁による２次冷却系

からの除熱により、最終的な

熱の逃がし場への熱の輸送が

できること。

② 

ａ）炉心の著しい損傷等を

防止するため、重大事故防

止設備を整備すること。 

ａ）炉心の著しい損傷等を

防止するため、重大事故防

止設備を整備すること。 
④ 

ｂ）重大事故防止設備は、

設計基準事故対処設備に

対して、多重性又は多様性

及び独立性を有し、位置的

分散を図ること。 

ｂ）重大事故防止設備は、

設計基準事故対処設備に

対して、多重性又は多様性

及び独立性を有し、位置的

分散を図ること。 

⑤ 

－ － － 

※：フィルタ装置水・薬液補給接続口（建屋内）へホースを接続する場合に必要な要員

基準要求に関する説明 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(1) まとめ資料 技術的能力 

1.5-96 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（2/5） 

技術的能力審査基準（1.5） 番号 設置許可基準規則（48条） 技術基準規則（63条） 番号 

－ － 

ｃ）取水機能の喪失により

最終ヒートシンクが喪失

することを想定した上で、

BWR においては、サプレッ

ションプールへの熱の蓄

積により、原子炉冷却機能

が確保できる一定の期間

内に、十分な余裕を持って

所内車載代替の最終ヒー

トシンクシステム（UHSS）

の繋ぎ込み及び最終的な

熱の逃がし場への熱の輸

送ができること。加えて、

残留熱除去系(RHR)の使用

が不可能な場合について

考慮すること。 

また、PWR においては、タ

ービン動補助給水ポンプ

及び主蒸気逃がし弁によ

る２次冷却系からの除熱

により、最終的な熱の逃が

し場への熱の輸送ができ

ること。 

ｃ）取水機能の喪失により

最終ヒートシンクが喪失

することを想定した上で、

BWR においては、サプレッ

ションプールへの熱の蓄

積により、原子炉冷却機能

が確保できる一定の期間

内に、十分な余裕を持って

所内車載代替の最終ヒー

トシンクシステム(UHSS)

の繋ぎ込み及び最終的な

熱の逃がし場への熱の輸

送ができること。加えて、

残留熱除去系(RHR)の使用

が不可能な場合について

考慮すること。 

また、PWR においては、タ

ービン動補助給水ポンプ

及び主蒸気逃がし弁によ

る２次冷却系からの除熱

により、最終的な熱の逃が

し場への熱の輸送ができ

ること。 

⑥ 

ｄ）格納容器圧力逃がし装

置を整備する場合は、本規

程第５０条３ｂ)に準ずる

こと。また、その使用に際

しては、敷地境界での線量

評価を行うこと。 

ｄ）格納容器圧力逃がし装

置を整備する場合は、本規

程第６５条３ｂ)に準ずる

こと。また、その使用に際

しては、敷地境界での線量

評価を行うこと。 

⑦ 

※：フィルタ装置水・薬液補給接続口（建屋内）へホースを接続する場合に必要な要員
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添付-2-(1) まとめ資料 技術的能力 

1.5-98 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（4/5） 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 

※：フィルタ装置水・薬液補給接続口（建屋内）へホースを接続する場合に必要な要員 

対応

手段
機器名称

既設

新設

解釈

対応番号

対応

手段
機器名称

常設

可搬

必要時間内に

使用可能か

対応可能な人数

で使用可能か
備考

原子炉格納容器フィルタ

ベント系
新設 薬液補給装置 可搬 230分

３人

（５人※）

自主対策とする

理由は本文に記

載

遠隔手動弁操作設備 新設 排水設備 常設 20分 ３人
自主対策とする

理由は本文に記

載

原子炉格納容器調気系

配管・弁

既設

新設

遠隔手動弁操作設備 新設

原子炉格納容器（真空破

壊装置を含む。）
既設

非 常 用 ガス 処理 系 配

管・弁
既設

排気筒 既設

常設代替交流電源設備 新設

可搬型代替交流電源設備 新設

代替所内電気設備 新設

所内常設蓄電式直流電源

設備

既設

新設

常設代替直流電源設備 新設

可搬型代替直流電源設備 新設

－

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

耐

圧

強

化

ベ

ン

ト

系

に

よ

る

原

子

炉

格

納

容

器

内

の

減

圧

及

び

除

熱

(

現

場

操

作

含

む
。

）

－－－－－

－－－－

重大事故等対処設備を使用した手段

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策

原

子

炉

格

納

容

器

フ
ィ

ル

タ

ベ

ン

ト

系

に

よ

る

原

子

炉

格

納

容

器

内

の

減

圧

及

び

除

熱

(

現

場

操

作

含

む
。

)

－ －

原

子

炉

格

納

容

器

フ
ィ

ル

タ

ベ

ン

ト

系

に

よ

る

原

子

炉

格

納

容

器

内

の

減

圧

及

び

除

熱

(

現

場

操

作

含

む
。

)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦ －

どちらかが使用可能であれば， 
審査基準の要求への適合の維持が可能。 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－142 

故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，

他の系統・機器に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉補機代替冷却水系は，通常時は熱交換器ユニットを接続先の系統と

分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対処設備

としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。

また，原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含む。）と原子炉補機

代替冷却水系を同時に使用しないことにより，相互の機能に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。 

熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，輪留めによる固

定等をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，飛散物となって

他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

5.10.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

耐圧強化ベント系は，原子炉停止後約 44 時間後において原子炉格納容器

内で発生する蒸気を排出し，その熱量分を除熱できる十分な排出流量を有す

る設計とする。 

原子炉補機代替冷却水系は，想定される重大事故等時において，炉心の著

しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要な容量を有する設

計とする。 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，想定される重大事故等時において，残留熱除去系等の機器で発生

した熱を除去するために必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する熱交換器ユ

ニット１セット１台と大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１セット１台を使用す

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－143 

る。また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，注水設備及び水の供給設備と

の同時使用時には更に１セット１台使用する。熱交換器ユニットの保有数は，

２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバックアッ

プ用として１台の合計３台を保管する。大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の保

有数は，２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時において，残留熱除去系による発

電用原子炉若しくは原子炉格納容器内の除熱又は代替循環冷却系による原子

炉格納容器内の減圧及び除熱に加えて，燃料プール冷却浄化系による使用済

燃料プールの除熱に同時に使用するため，各系統の必要な伝熱容量及びポン

プ流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。 

 

5.10.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

耐圧強化ベント系は，想定される重大事故等時における環境条件を考慮し

た設計とする。 

耐圧強化ベント系の排出経路に設置される隔離弁のうち電動弁（直流）の

操作は，想定される重大事故等時において，遠隔手動弁操作設備により原子

炉建屋付属棟内から人力で容易かつ確実に手動操作が可能な設計とする。 

また，排出経路に設置される電動の隔離弁については，中央制御室から操

作が可能な設計とする。 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 
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添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－183 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様 

 (1)  原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｃ．遠隔手動弁操作設備 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｄ．可搬型窒素ガス供給装置 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 耐圧強化ベント系 

系 統 数 １ 

系統設計流量 約 10.0kg／s 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－３「可搬型窒素ガス供給装置」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 
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搬
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制
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条
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損
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１
），

添
付
－

２
）

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 
 
項
目
１
が
該
当
。

 

確
認
す
る
吐
出
圧
力
及
び
流
量
は
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
に
基
づ
き
設
定
す
る
。

 

（
添
付
－
２
）

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻

度
の
考
え
方
に
基
づ
き
定
事
検
停
止
時
に
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
２
，
３
が
該
当
。

 

項
目
２
に
つ
い
て
は
，「

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
頻
度
の
考
え
方
に
基
づ
き
３
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

項
目
３
に
つ
い
て
，
隔
離
弁
は
，
原
子
炉
運
転
中
は
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
す
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
る
た
め
，
定
事
検
停
止
時
に
開
閉
試
験
を
実
施
す
る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給

装
置
が
動
作
不
能
の
場

合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
,動

作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
５
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
６

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設

備
※
７
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.防

災
課
長
は
，
代
替
措
置

※
８
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.防

災
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
５
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
６
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系

列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
７
：
残
り
の
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
１
系
列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
 

※
８
：
代
替
品
の
補
充
等
を
い
う
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
が
動
作

不
能
の
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
と

も
に
使
用
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
そ
れ
ら
と
同
様
に
，
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
，

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）（

非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
含
む
）
を
設
定
す
る
。
 

A2
.原

子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
と
同
様
に
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
を
設
定
し
，
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

A3
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
窒
素
ガ
ス

供
給
装
置
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
完
了
時
間
は

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日

間
」
と
す
る
。
 

A4
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ

Ｔ
上
限
の
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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1.7－75

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
7－

12
図
 
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
供
給

 
概
要
図
（
1/
2）

排
気
筒

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト

系

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
換
気
空
調
系
へ

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側

圧
力
開
放
板

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口

放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
へ

＊
か
ら

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

フ
ィ
ル
タ
装
置

出
口
水
素
濃
度

M
O

AO
A
O A
O

AO M
O

A
O

A
O

MO
MO

M
O

A
O

M
O

MO

A
O

A
O

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
か
ら

MOMO

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系

放
射
線

モ
ニ
タ

R

R

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

MOM
O

⑬
a

⑬
b

⑮
#
2 ㉔

#2
⑮

#
1 ㉔

#1

⑫
#
10
⑲

#
2

⑫
#
9 ⑲

#1

⑫
#
3
⑫

#
4

⑫
#
6
⑫

#
5

⑫
#
2
⑫

#
1

⑫
#
8

⑫
#
7

M
O

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

電
動
駆
動

空
気
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か

ら
追
加
し
た
箇
所

MO A
O

凡
例

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
C）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
B）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
A
）

＊ へ

可
搬
型
窒
素
ガ
ス

供
給
装
置

66
-5

-3
の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
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1.7－76

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑫
#1

ベ
ン
ト
用

SG
TS

側
隔
離
弁
 

⑫
#2

格
納
容
器
排
気

SG
TS

側
止
め
弁
 

⑫
#3

ベ
ン
ト
用

HV
AC

側
隔
離
弁
 

⑫
#4

格
納
容
器
排
気

HV
AC

側
止
め
弁
 

⑫
#5

PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
隔
離
弁
 

⑫
#6

PC
V
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
用
連
絡
配
管
止
め
弁
 

⑫
#7

FC
VS

ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（

A）
 

⑫
#8

FC
VS

ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
隔
離
弁
（

B）
 

⑫
#9
⑲

#1
S/
C
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑫
#1
0
⑲

#2
D/
W
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑬
a

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑬
b

建
屋
内

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑮
#1
㉔

#1
D/
W
補
給
用
窒
素
ガ
ス
供
給
用
第
一
隔
離
弁
 

⑮
#2
㉔

#2
S/
C
側

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
第
一
隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
7－

12
図

 
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
供
給

 
概
要
図
（
2/
2）
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1.7－78

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
7－

14
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
パ
ー
ジ

 
概
要
図
（

1/
2）

 

排
気
筒

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト

系

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
換
気
空
調
系
へ

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側

圧
力
開
放
板

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口

放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
へ

＊
か
ら

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

フ
ィ
ル
タ
装
置

出
口
水
素
濃
度

M
O

AO
A
O A
O

AO M
O

A
O

A
O

MO
MO

M
O

A
O

M
O

MO

A
O

A
O

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
か
ら

MOMO

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系

放
射
線

モ
ニ
タ

R

R

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

MOM
O

⑫
a
#1

⑫
a
#2

⑫
b
#2

⑫
b
#1

⑭

⑰
#
1

⑰
#
2

⑰
#
3

⑪
#
1

⑪
#
2

M
O

原
子
炉
建
屋
付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

電
動
駆
動

空
気
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か

ら
追
加
し
た
箇
所

MO A
O

凡
例

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
C）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
B）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
A
）

＊ へ

可
搬
型
窒
素
ガ
ス

供
給
装
置

66
-5
-3

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.7－79

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑪
#1

S/
C
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑪
#2

D/
W
ベ
ン
ト
用
出
口
隔
離
弁
 

⑫
a#
1

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑫
b#
1

建
屋
内

 P
SA

窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑫
a#
2 ⑫

b#
2

FC
VS

側
PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑭
 

FC
VS
 
PS
A
側
窒
素
補
給
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑰
#1

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
計
ド
レ
ン
排
出
弁
 

⑰
#2

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
計
入
口
弁
 

⑰
#3

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
水
素
濃
度
計
出
口
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
7－

14
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
パ
ー
ジ

 
概
要
図
（

2/
2）

 

66-5-3  7/14

507



1.9－41 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

 

 

第
1.
9－

2
図
 
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
供
給

 
概
要
図
（

1/
2）

 

排
気
筒

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト

系

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟
換
気
空
調
系
へ

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
側

圧
力
開
放
板

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口

放
射
線
モ
ニ
タ

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
へ

＊
か
ら

原
子
炉
建
屋

付
属
棟
内

原
子
炉
格
納
容
器

調
気
系
か
ら

原 子 炉 格 納 容 器 調 気 系 か ら

フ
ィ
ル
タ
装
置

出
口
水
素
濃
度

M
O

AO
AO

A
O

AO M
O

A
O

A
O

MO
MO

M
O

M
O

A
O M
O

AO
A
O

非
常
用
ガ
ス

処
理
系
か
ら

MOMO

耐
圧
強
化

ベ
ン
ト
系

放
射
線

モ
ニ
タ

R

R

フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
弁

MOM
O

⑫
a

⑫
b

⑭
⑰

a#
2

⑰
b
#1
⑲

#
1

可
搬
型
窒
素
ガ
ス

供
給
装
置

電
動
駆
動

空
気
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か

ら
追
加
し
た
箇
所

MO A
O

凡
例

M
O

⑰
a
#1
⑰

b
#2

⑲
#
2

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
C）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
B）

フ
ィ
ル
タ

装
置
（
A
）

＊ へ

遠
隔
手
動
弁

操
作
設
備遠

隔
手
動
弁

操
作
設
備

66
-5
-3

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
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1.9－44

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑫
a

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑫
b

建
屋
内

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
 

⑭
⑰

a
#2
⑰

b#
1 ⑲

#1
 

S/
C
側

PS
A
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
第
一
隔
離
弁
 

⑰
a#
1 ⑰

b#
2 ⑲

#2
D/
W
補
給
用
窒
素
ガ
ス
供
給
用
第
一
隔
離
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

 

第
1.
9－

2
図
 
可
搬
型
窒
素
ガ
ス
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
供
給

 
概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－92 

載する。原子炉補機代替冷却水系の多様性，位置的分散については，「5.10 

最終ヒートシンクヘ熱を輸送するための設備」に記載する。 

9.5.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

可搬型窒素ガス供給装置は，通常時は接続先の系統と分離して保管し，重

大事故等時に接続，弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成と

することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型窒素ガス供給装置は，輪留めによる固定等をすることで，他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型窒素ガス供給装置は，飛散物となって他の設備に悪影響を及ぼさな

い設計とする。 

格納容器内水素濃度（Ｄ/Ｗ），格納容器内水素濃度（Ｓ/Ｃ），格納容器

内雰囲気水素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度は，他の設備と電気的な分

離をすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.5.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

可搬型窒素ガス供給装置は，想定される重大事故等時において，原子炉格

納容器フィルタベント系により原子炉格納容器内における水素及び酸素を排

出する前までに，原子炉格納容器内の水素及び酸素の濃度を可燃限界未満に

するために必要な窒素供給容量を確保するため１セット１台使用する。保有

数は，１セット１台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバッ

クアップ用として１台の合計２台を保管する。 

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－93 

格納容器内水素濃度（Ｄ/Ｗ），格納容器内水素濃度（Ｓ/Ｃ），格納容器

内雰囲気水素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度は，想定される重大事故等

時に原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度が変動する可能性のある範囲

を測定できる設計とする。 

格納容器内水素濃度（Ｄ/Ｗ），格納容器内水素濃度（Ｓ/Ｃ），格納容器

内雰囲気水素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度は，想定される重大事故等

時に原子炉格納容器内の水素爆発を防止するため，その可燃限界濃度を測定

できる設計とする。 

 

9.5.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

可搬型窒素ガス供給装置は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故

等時における環境条件を考慮した設計とする。 

可搬型窒素ガス供給装置の常設設備との接続及び操作は，想定される重大

事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

格納容器内水素濃度（Ｄ/Ｗ）及び格納容器内水素濃度（Ｓ/Ｃ）は，原子

炉格納容器内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮し

た設計とする。 

格納容器内雰囲気水素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度は，原子炉棟内

に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。

格納容器内雰囲気水素濃度及び格納容器内雰囲気酸素濃度のサンプリング装

置の操作は，想定される重大事故等時において，中央制御室で可能な設計と

する。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－128 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の

主要機器仕様 

(1) 可搬型窒素ガス供給装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

台  数 １（予備１） 

容  量   約 220Nm3／h 

(2) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｃ．可搬型窒素ガス供給装置 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－４「原子炉補機代替冷却水系」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

  （３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

  添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（自主対策設備に関する説明） 

  （２）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
５
－
４

 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
２
系
列

※
１
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

※
３
 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
 

１
台
×
２

※
４
※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
７
 

※
１
：
１
系
列
と
は
，
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
１
台
お
よ
び
ホ
ー
ス
を
い
う
。

 

※
２
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

※
８

の
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
ル
ー
プ
配
管
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
，
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
，
主
要
配
管
上
の
手

動
弁
，
電
動
弁
お
よ
び
接
続
口
を
含
む
流
路
を
構
成
で
き
る
こ
と
を
含
む
。

 

な
お
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
（
接
続
口
含
む
。）

は
，
原
子
炉
の
状
態
が
運

転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
Ａ
系
お
よ
び
Ｂ
系
の
計
２
系
列
，
原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停

止
お
よ
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
Ａ
系
ま
た
は
Ｂ
系
ど
ち
ら
か
１
系
列
と
す
る
。

 

※
３
：「

６
６
－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
  

※
４
：
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
は
，
第
１
保
管
エ
リ
ア
お
よ
び
第
３
保
管
エ
リ
ア
に
１
セ
ッ
ト
ず
つ
分
散
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

 

※
５
：
淡
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
除
熱
ヘ
ッ
ダ
を
含
む
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ａ
系
の
冷
却
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
５
－
５

 
代
替
循
環
冷
却
系
」
と
兼
ね
る
。

動
作
不
能
時
は
，「

６
６
－
５
－
５
 
代
替
循
環
冷
却
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

ま
た
，
当
該
系
統
が
動
作
不
能
時
は
，「

第
５
２
条
 
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷

却
海
水
系
」
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原

子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
２
系
列
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規

定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
八
条
（
１
．
５
）

 

「
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
炉
心

の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
を
接
続
す
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
流
路
に
つ
い
て
，
原
子
炉
の
状
態
が
「
運

転
，
起
動
，
高
温
停
止
」
に
お
い
て
は
Ａ
系
・
Ｂ
系
共
に
必
要
だ
が
，「

冷
温
停
止
，
燃
料
交
換
」
に

お
い
て
は
，
Ａ
系
又
は
Ｂ
系
ど
ち
ら
か
が
使
用
可
能
で
あ
れ
ば
よ
い
。

 

④
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
が
装
荷
さ
れ

て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
体
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持

期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高

温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
は
他
表
に
て
運
転
上
の
制
限
を
記
載
す
る
。
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ

ト
は
，
１
セ
ッ
ト
１
台
で
必
要
な
ポ
ン
プ
容
量
及
び
伝
熱
容
量
を
確
保
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。

ま
た
，
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
は
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
可
搬
型
注
水
設
備
（
原
子

炉
建
屋
の
外
か
ら
水
を
供
給
す
る
も
の
）
で
あ
り
２
Ｎ
要
求
設
備
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
，
所
要
数

は
２
セ
ッ
ト
２
台
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
原

子
炉
補
機
代
替

冷
却
水
系
が
２

系
列
未
満
１
系

列
以
上
の
場
合
 

A1
.防

災
課
長
は
，
残
り
の
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
を
起

動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と

も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.1
.防

災
課
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A3
.2
．
防
災
課
長
は
，
代
替
措
置

※
12
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.防

災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

１
０
日
間
 

１
０
日
間
 

３
０
日
間
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
は
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び

高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
動
作
可
能
な
台
数
が
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
（
条
件

A）

と
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
（
条
件

B
）
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

原
子
炉
の
状
態
が
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
）
と
１
Ｎ
未
満

と
で
要
求
さ
れ
る
措
置
が
同
じ
に
な
る
た
め
２
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

A1
.動

作
可
能
な
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
が
２
系
列
未
満
１
系
列
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
残

り
の
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
動
作
確
認
の
結
果
，

動
作
可
能
な
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
が
１
系
列
以
上
の
場
合
に
は
，
条
件

A
で
要
求
さ
れ
る

措
置
を
継
続
し
て
実
施
し
，
１
系
列
未
満
の
場
合
に
は
条
件
Ｂ
へ
移
行
し
，
条
件

B
で
要
求
さ
れ

る
措
置
を
実
施
す
る
。
な
お
，
完
了
時
間
は
“
速
や
か
に
”
と
す
る
。
 

A2
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
”
で
あ
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
，
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
及
び
全
交
流
動
力
電
源
（
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
）
が
該
当
す
る
。
 

A3
.1
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
除
熱
」
が
該
当
し
，

完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限

（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

「
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る
除
熱
」
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
よ
り
も

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
，
準
備
時
間
の
短
縮
等
の
補
完
措
置
を
実
施
す
る
。（

添
付
－
３
） 

A3
.2

.動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
代
替
措
置
（
可
搬
型
ポ
ン
プ

又
は
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
補
充
等
）
を
検
討
し
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す

る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未

満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

A4
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
代
替
措
置
を
実
施
し
た
場
合
又
は
自

主
対
策
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
２
Ｎ
未
満
（
１
Ｎ
以
上
））

で
あ
る
「
３

０
日
間
」
と
す
る
。
 

66-5-4  4/29

518



保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

B.
動
作
可
能
な
原

子
炉
補
機
代
替

冷
却
水
系
が
１

系
列
未
満
の
場

合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
を
起

動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と

も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.1
.防

災
課
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

B2
.2
.防

災
課
長
は
，
代
替
措
置

※
12
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
。
 

お
よ
び
 

B3
.防

災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

C.
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
の
Ａ
系

と
共
用
す
る
配

管
ま
た
は
弁
が

動
作
不
能
の
場

合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
代
替
循
環
冷
却
系
を
動
作
不
能
と
み

な
す
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
Ｂ
系
を
起
動

し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
13
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

C3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

１
０
日
間
 

B1
. 

A2
.
と
同
様
。
 

B2
.1

. 
A3

.1
.
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

B2
.2

. 
A3

.2
.
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

B3
. 

A4
.
と
同
様
。
た
だ
し
，
完
了
時
間
は
１
Ｎ
未
満
の
た
め
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。
 

【
要
求
さ
れ
る
措
置

C
の
考
え
方
】
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
が
故
障
し
た
場
合
は
，
要
求
さ
れ
る
措
置

A
1
.又

は

B1
.
が
実
施
不
可
と
な
る
。
そ
の
た
め
，
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
に
は
記
載
し
て
い
な
い

が
，
安
全
上
有
効
と
考
え
ら
れ
る
措
置
を
設
定
し
，
保
安
規
定
第
５
２
条
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
）
で
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合

と
同
様
に
「
１
０
日
間
」
の
完
了
時
間
を
設
定
す
る
。
 

C1
.原

子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ａ
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
は
，
代
替
循
環
冷
却
系
に
使
用
す
る
こ

と
か
ら
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
Ａ
系
と
共
用
す
る
配
管
又
は
弁
が
動
作
不
能
の
場
合
，“

速
や
か

に
”
代
替
循
環
冷
却
系
を
動
作
不
能
と
み
な
す
。
 

C2
.A

1.
と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
が
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
状
態
で
あ
る
こ

と
か
ら
，
残
り
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
（
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
及
び
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

C3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
保
安
規
定
第
５
２
条
（
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子

炉
補
機
冷
却
海
水
系
）
で
定
め
る
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
が
動
作
不
能
の
場
合
の
完
了
時

間
「
１
０
日
間
」
を
準
用
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

  

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

D.
原
子
炉
補
機
冷

却
水
系
の
Ｂ
系

と
共
用
す
る
配

管
ま
た
は
弁
が

動
作
不
能
の
場

合
 

D1
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
Ａ
系
を
起
動

し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
13
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

D2
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

    

１
０
日
間
 

E.
条
件

A，
B，

C
ま

た
は

D
で
要
求

さ
れ
る
措
置
を

完
了
時
間
内
に

達
成
で
き
な
い

場
合
 

E1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

E2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換
 

A.
動
作
可
能
な
原

子
炉
補
機
代
替

冷
却
水
系
が
２

系
列
未
満
の
場

合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
補
機
冷
却

水
系
と
共
用
す

る
配
管
ま
た
は

弁
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
ま
た
は
防
災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作

可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.1
.防

災
課
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
11
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A2
.2
.防

災
課
長
は
，
代
替
措
置

※
12
を
検
討
し
，
原
子

炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得
て
実
施
す
る
措
置
を

開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

  

速
や
か
に
 

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
10
：
残
り
の
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
１
系
列
，
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
列
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
11
：
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
て
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
の
淡
水
側
に
海
水
直
接
通
水
を
行
う
除

熱
を
い
う
。
 

※
12
：
代
替
品
の
補
充
等
。
 

※
13
：
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
に
接
続
す
る
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
１
系
列
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

１
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

 

      D1
.C

2.
と
同
様
。
 

 D2
.C

3.
と
同
様
。
 

     E1
.，

E2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。

 

      

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
】
 

A1
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。
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。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

運
転
員
④

#1
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W
代
替
冷
却
水
不
要
負
荷
分
離
弁
（

A）
 

運
転
員
④

#2
 

非
常
用

D/
G
（
A
）
冷
却
水
出
口
弁
（

A）
 

運
転
員
④

#3
 

非
常
用

D/
G
（
A
）
冷
却
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出
口
弁
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C）
 

運
転
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代
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冷
却
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負
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戻
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連
絡
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運
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1  
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代
替
冷
却
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負
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戻
り
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連
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弁
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運
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代
替
冷
却
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負
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給
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連
絡
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運
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a#
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代
替
冷
却
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他
負
荷
供
給
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連
絡
弁
（

A）
 

運
転
員
⑭

a#
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代
替
冷
却
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他
負
荷
戻
り
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連
絡
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運
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重
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事
故
等
対
応
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員
⑬
 

淡
水
ポ
ン
プ
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弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－183 

第 5.10－1表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機器仕様

(1) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．フィルタ装置出口側圧力開放板 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｃ．遠隔手動弁操作設備 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｄ．可搬型窒素ガス供給装置 

第 9.5－1 表 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 耐圧強化ベント系 

系 統 数 １ 

系統設計流量 約 10.0kg／s 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－5－184 

(3) 原子炉補機代替冷却水系 

  ａ．熱交換器ユニット 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

・使用済燃料プールの冷却等のための設備 

台  数 ２（予備１） 

熱交換器 

組  数 １ 

伝熱容量 約 20MW（１組当たり） 

（海水温度 26℃において） 

淡水ポンプ 

台  数 １ 

容  量 約 730m3／h 

揚  程 約 70m 

ｂ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

66-5-4  17/29

531



添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

1.5－14 

場合は，常設代替交流電源設備を用いて非常用高圧母線へ電源を

供給することで残留熱除去系を復旧する。 

残留熱除去系による除熱で使用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード） 

・残留熱除去系（サプレッションプール水冷却モード） 

・残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード） 

・常設代替交流電源設備 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

原子炉補機代替冷却水系による除熱で使用する設備のうち，熱交

換器ユニット，大容量送水ポンプ（タイプⅠ），ホース延長回収車，

ホース・除熱用ヘッダ・接続口，原子炉補機冷却水系配管・弁・サ

ージタンク，残留熱除去系熱交換器，貯留堰，取水口，取水路，海

水ポンプ室，常設代替交流電源設備及び燃料補給設備は重大事故等

対処設備として位置付ける。 

原子炉補機代替冷却水系と併せて使用する設備のうち，常設代替

交流電源設備は重大事故等対処設備として位置付ける。 

また，残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード，サプレッション

プール水冷却モード及び格納容器スプレイ冷却モード）は重大事故

等対処設備（設計基準拡張）として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「審

査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，最終ヒートシンクへ熱を輸送

できない場合においても，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の

破損を防止できる。また，以下の設備はプラント状況によっては事

故対応に有効な設備であるため,自主対策設備として位置付ける。あ

自主対策設備に関する説明 
関連個所を赤枠にて示す 

66-5-4  20/29

534



添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.5－15 

わせて，その理由を示す。 

・大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

原子炉補機冷却水系の淡水側に直接海水を送水することから，熱

交換器の破損や配管の腐食が発生する可能性があるが，残留熱除去

系（原子炉停止時冷却モード，サプレッションプール水冷却モード

及び格納容器スプレイ冷却モード）と併せて使用することで最終ヒ

ートシンク（海）へ熱を輸送する手段として有効である。 

ｃ．手順等 

上記「a．フロントライン系故障時の対応手段及び設備」及び「b．

サポート系故障時の対応手段及び設備」により選定した対応手段に係

る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び重大事故等対応要員の対応として非常

時操作手順書（徴候ベース），非常時操作手順書（設備別）及び重大

事故等対応要領書に定める（第 1.5－1 表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる

設備についても整理する（第 1.5－2 表，第 1.5－3 表）。 
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添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
5
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
6
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
1
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
A系

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か
ら
海
水
を
取
水
す

る
場
合
（
海
側
ル
ー
ト
）
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b ，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

5
6

7
8

9
10

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

ⅱ
．
④

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

ⅱ
．
④

11

要
員
（
数
）

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
43
5分

同
等
の

機
能
を
有
す

る
こ
と
の
説
明

 
関
連
個
所

を
赤
枠
に
て
示
す
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原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

A
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口

か
ら
海
水
を
取
水
す
る
場
合
（

山
側
ル
ー
ト
））

 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー

ト

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

ⅰ
．
③

系
統
構
成

※
2

ⅰ
．
④

送
水
状
況
監
視

ⅰ
．
⑲

移
動
・
扉
開
放
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
口
（
建
屋
内
）
を
使
用
す
る
場
合
の
み
）

※
3

ⅰ
．
⑦

水
張
り
，
空
気
抜
き

※
4

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
5※

6
ⅱ
．
①

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
・
設
置

※
7

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
5※

8

ⅱ
．
⑧

ⅱ
．

⑨
，

⑩
，

⑭

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
5※

6
ⅱ
．
①

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
移
動

※
10

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
5※

8

ⅱ
．

⑥
～

⑩
，

⑭

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
起
動

※
11

ⅱ
．
⑫
，
⑬

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
5
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
6
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
1
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

7
8

9
10

11

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

ⅱ
．
④

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動

※
9

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
（
海
水
側
）
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
9

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

ⅱ
．
④

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
11

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
A系

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か
ら
海
水
を
取
水
す

る
場
合
（
山
側
ル
ー
ト
）
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b ，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
53
5分
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原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

A
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
（
海
水
ポ
ン
プ
室

か
ら
海
水
を
取
水

す
る
場
合
）
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

ⅰ
．

③

系
統

構
成

※
2

ⅰ
．

④

送
水

状
況

監
視

ⅰ
．

⑲

移
動

・
扉

開
放

（
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

の
み

）
※
3

ⅰ
．

⑦

水
張

り
，

空
気

抜
き

※
4

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
5
※
6

ⅱ
．

①

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
・

設
置

，
防

潮
壁

開
放

※
7
※
8

ⅱ
．

②
，

④

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
5
※
1
1

ⅱ
．

④

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
※
9

ⅱ
．

⑧

送
水

準
備

，
送

水
（

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

（
海

水
側

）
水

張
り

，
系

統
確

認
）

※
9

ⅱ
．

⑨
，

⑩
，

⑭

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
5
※
6

ⅱ
．

①

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
※
1
0

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
5
※
1
1

送
水

準
備

，
送

水
（

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

水
張

り
，

系
統

確
認

）
※
1
2

ⅱ
．

⑥
～

⑩
，

⑭

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
起

動
※
1
2

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
起

動
※
1
2

ⅱ
．

⑫
，

⑬

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
5
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

　
　

 
及

び
第

4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
6
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

設
計

状
況

を
考

慮
し

て
想

定
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
1
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
1
2
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

7
8

9
1
0

1
1

要
員

（
数

）

経
過

時
間

（
時

間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
A
系

に
よ

る
補

機
冷

却
水

確
保

（
海

水
ポ

ン
プ

室
か

ら
海

水
を

取
水

す
る

場
合

）

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b
，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

ⅱ
．

④

※
8
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
4
2
0
分

66-5-4  24/29

538



1.5－112 

添付-3-(2) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

 

第
1.

5－
25

図
 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

B
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
（

取
水
口

か
ら
海
水
を
取
水
す
る
場
合
（
海
側
ル
ー
ト
）
）
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順
の
項
目

操
作

手
順

電
源
確
認

※
1

ⅰ
．
③

系
統
構
成

※
2

ⅰ
．
④

送
水
状

況
監
視

ⅰ
．
⑲

水
張
り

，
空
気

抜
き

※
3

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ

．
①

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
・
設
置

※
6

ホ
ー
ス
の

敷
設

，
接

続
※

4※
7

ⅱ
．
⑧

ⅱ
．
⑨
，
⑩
，
⑭

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ

．
①

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
移
動

※
9

ホ
ー
ス
の

敷
設

，
接

続
※

4※
7

ⅱ
．
⑥
～
⑩
，
⑭

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
起

動
※

10
ⅱ

．
⑫

，
⑬

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
7
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
9
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

7
8

9
10

11

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時

間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

ⅱ
．
④

大
容
量
送
水
ポ

ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
※

8

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
（
海
水
側
）
水
張
り
，

系
統

確
認
）

※
8

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

ⅱ
．
④

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
10

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
B系

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か
ら
海
水
を
取
水
す

る
場
合
（
海
側
ル
ー
ト
）
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b ，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る

補
機
冷
却
水
確
保

5
3
5分
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原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

B
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保
（

取
水
口

か
ら
海
水
を
取
水
す
る
場
合
（
山
側
ル
ー
ト
）
）
 

タ
イ
ム
チ
ャ
ー

ト

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

ⅰ
．
③

系
統
構
成

※
2

ⅰ
．
④

送
水
状
況
監
視

ⅰ
．
⑲

水
張
り
，
空
気
抜
き

※
3

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ
．
①

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
・
設
置

※
6

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4※

7

ⅱ
．
⑧

ⅱ
．

⑨
，

⑩
，

⑭

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ
．
①

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
移
動

※
9

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4※

7

ⅱ
．

⑥
～

⑩
，

⑭

熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
起
動

※
10

ⅱ
．
⑫
，
⑬

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
9
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

6
7

8
9

10
11

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5

要
員
（
数
）

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
B系

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か
ら
海
水
を
取
水
す

る
場
合
（
山
側
ル
ー
ト
）
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b ，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

3

ⅱ
．
④

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動

※
8

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
（
海
水
側
）
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
8

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

ⅱ
．
④

送
水
準
備
，
送
水
（
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
10

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
に
よ
る

補
機
冷
却
水
確
保

54
0
分
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原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

B
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
海
水
ポ
ン
プ
室

か
ら
海
水
を
取
水

す
る
場
合
）
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

ⅰ
．

③

系
統

構
成

※
2

ⅰ
．

④

送
水

状
況

監
視

ⅰ
．

⑲

水
張

り
，

空
気

抜
き

※
3

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※

5
ⅱ

．
①

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
・

設
置

，
防

潮
壁

開
放

※
6
※

7
ⅱ

．
②

，
④

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※

4
※

8
ⅱ

．
④

ⅱ
．

⑧

ⅱ
．

⑨
，

⑩
，

⑭

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※

5
ⅱ

．
①

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
※

1
0

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※

4
※

8

送
水

準
備

，
送

水
（

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

水
張

り
，

系
統

確
認

）
※

1
1

ⅱ
．

⑥
～

⑩
，

⑭

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
起

動
※

1
1

ⅱ
．

⑫
，

⑬

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
熱

交
換

器
ユ

ニ
ッ

ト
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

設
計

状
況

を
考

慮
し

て
想

定
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
近

傍
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
1
：

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

経
過

時
間

（
時

間
）

備
考

1
2

3

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
B
系

に
よ

る
補

機
冷

却
水

確
保

（
海

水
ポ

ン
プ

室
か

ら
海

水
を

取
水

す
る

場
合

）

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
2

ⅰ
．

⑩
a
，

⑩
b
，

⑫
，

⑭
a
，

⑭
b

4
5

6
7

8
9

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
※

9

送
水

準
備

，
送

水
（

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

（
海

水
側

）
水

張
り

，
系

統
確

認
）

※
9

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

1
0

1
1

要
員

（
数

）

ⅱ
．

④

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
水

系
に

よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
4
8
5
分

66-5-4  27/29
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第
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29
図
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
海
水
ポ
ン
プ

室
か
ら
海
水
を
取
水
す
る
場
合
）

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

ⅰ
．
③

系
統
構
成

※
2

ⅰ
．
④

送
水
状
況
監
視

ⅰ
．
⑭

移
動
，
系
統
構
成

※
2※

3
ⅰ
．
⑤

移
動
，
通
水
操
作

※
2※

3
ⅰ
．
⑫

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ
．
①

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
・
設
置
，
防
潮
壁
開
放

※
6※

7
ⅱ
．
②
，
④

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4※

8
ⅱ
．
④

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動

※
9

ⅱ
．
⑥

送
水
準
備
，
送
水
（
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
9

ⅱ
．

⑦
，
⑧

，
⑨

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4※

5
ⅱ
．
①

除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
，
設
置

※
10

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4※

8

送
水
準
備
，
送
水
（
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
9

ⅱ
．
⑧
，
⑨

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
除

熱
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

設
計

状
況

を
考

慮
し

て
想

定
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

除
熱

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

除
熱

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
）
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
海
水
ポ
ン
プ
室
か
ら
海
水
を

取
水
す
る
場
合
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

要
員
（
数
）

ⅱ
．
④

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
）
に
よ
る

補
機
冷
却
水
確
保

5
4
0分

66-5-4  28/29
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30
図
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か

ら
海
水
を
取
水
す
る
場
合
）

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

ⅰ
．
③

系
統
構
成

※
2

ⅰ
．
④

送
水
状
況
監
視

ⅰ
．
⑭

移
動
，
系
統
構
成

※
2
※
3

ⅰ
．
⑤

移
動
，
通
水
操
作

※
2
※
3

ⅰ
．
⑫

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4
※
5

ⅱ
．
①

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
・
設
置

※
6

ⅱ
．
④

ⅱ
．
④

ⅱ
．
⑥

ⅱ
．

⑦
，

⑧
，

⑨

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
4
※
5

ⅱ
．
①

除
熱
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
，
設
置

※
9

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4
※
7

ⅱ
．
⑧
，
⑨

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
機

器
操

作
場

所
ま

で
の

移
動

時
間

及
び

機
器

の
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
除

熱
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，

　
　

 
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
9
：

除
熱

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

除
熱

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

1
1

5
6

7
8

9
1
0

要
員
（
数
）

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ

Ⅰ
）
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

（
取
水
口
か
ら
海
水
を
取
水
す

る
場
合
）

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B
，
C

2

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A
～
C

ⅱ
．
④

送
水
準
備
，
送
水
（
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
8

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
距

離
と

し
て

，
第

1
保

管
エ

リ
ア

か
ら

取
水

口
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

と
大

容
量

送
水

ポ
ン

プ
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

設
置

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

3
ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
4
※
7

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動

※
8

送
水
準
備
，
送
水
（
水
張
り
，
系
統
確
認
）

※
8

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D
～
F

3

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
に
よ
る

補
機

冷
却

水
確

保
5
7
5分
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－５「代替循環冷却系」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

66-5-5  1/15

544



保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
５
－
５

 
代
替
循
環
冷
却
系
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

代
替
循
環
冷
却
系
 

代
替
循
環
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

※
３
 

１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

※
４
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

燃
料
補
給
設
備
 

※
８
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
代
替
循
環
冷
却
系
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「
６
６
－
４
－
１
 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，

「
６
６
－
４
－
３

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
」，
「
６
６
－
５
－
５

 
代
替
循
環
冷
却
系
」，
「
６
６
－

６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）」
，
「
６
６
－
６
－
２

 
原
子
炉
格
納
容
器
代

替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）」
，「

６
６
－
７
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移

送
ポ
ン
プ
）」
，「

６
６
－
７
－
２
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」
，

「
６
６
－
７
－
３
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）」
，「

第
３
９
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 
そ

の
１
」
の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
代
替
循
環
冷
却
系
ポ
ン
プ
は
，
「
６
６
－
５
－
５

 
代
替
循
環
冷
却
系
」
お
よ
び
「
６
６
－
７
－
２

 
原
子

炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各

条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

第
４
６
条

 
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
の
水
位
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
５
－
４

 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
代
替

循
環
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
七
条
（
１
．
４
）

 

「
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順

等
）
と
し
て
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
が
低
圧
の
状
態
で
あ
っ
て
，
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
が
有
す
る
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及

び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設

け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
条
（
１
．
７
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
に
よ
る
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子

炉
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
維
持
し
な
が
ら
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
代
替
循
環
冷
却
系
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を

防
止
す
る
た
め
に
原
子
炉
格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
並
び
に
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落

下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る

可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子

炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
を
１
台
で
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運

転
上
の
制
限
の
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
の
流
量
が

m3
/h

以
上
で
，
揚
程
が

  
m 

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
一
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第

二
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，

動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

３
．
Ｔ
／
Ｂ
緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
お
よ
び

Ｒ
／
Ｂ

 １
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉

状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
代
替

循
環
冷
却
ポ
ン
プ
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

５
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
代
替

循
環
冷
却
ポ
ン
プ
バ
イ
パ
ス
弁
，
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ａ
系
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
注

入
隔
離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
熱
交
換
器
（
Ａ
）
バ
イ
パ
ス
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

 系

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ａ
系
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
流
量
調
整
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確

認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

６
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｒ
Ｈ

Ｒ
 
Ｂ
系
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
注
入
隔
離
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ｂ
系
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の

開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

項
目
１
が
該
当
。

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
，
５
，
６
が
該
当
。

 

項
目
２
，
３
の
対
象
弁
の
動
作
確
認
は
以
下
の
理
由
か
ら
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
行
う
。

 

・
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
一
弁
及
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
二
弁
は
，
開
操
作
を
実
施
す

る
と
，
残
留
熱
除
去
系
の
系
統
と
し
て
の
独
立
性
に
影
響
を
与
え
，
原
子
炉
安
全
上
好
ま
し
く

な
い
こ
と
か
ら
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
動
作
確
認
を
行
う
。

 

・
Ｔ
／
Ｂ
緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ

/
Ｂ

 
Ｂ
１
Ｆ
 
緊
急
時
隔
離
弁
及
び
Ｒ

/
Ｂ

 
１
Ｆ
緊
急
時
隔
離
弁

は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
開
閉
試
験
を
行
う
と
，
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
（
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
シ

ー
ル
蒸
気
喪
失
に
よ
る
復
水
器
真
空
度
悪
化
等
）
を
与
え
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
動
作

確
認
を
行
う
。

 

項
目
４
，
５
，
６
に
つ
い
て
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等

と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回
，
動
作
確
認
を
実
施
す
る
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
代
替
循
環
冷
却

系
が

動
作

不
能

の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
３
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
と
と
も
に
，

そ
の
他
の
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.
発
電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る

措
置

を
完

了
時

間
内

に
達

成
で

き
な

い
場

合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
10
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系

列
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

代
替
循
環
冷
却
系
は
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場

合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

 

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.,

A2
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”確

認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，

代
替
循
環
冷
却
系
は
緩
和
設
備
で
あ
る
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該

当
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
代
替
循
環
冷
却
系
に
期
待
す
る
機
能
で
あ
る
「
原
子
炉

格
納
容
器
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
」，
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
」
及
び
「
溶

融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
又
は
防
止
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
に

残
存
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
こ
と
」
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
残
留
熱
除
去
系
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
含
む
。
）
お
よ
び
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
原
子
炉

水
位
の
回
復
に
は
残
留
熱
除
去
系
は
３
系
列
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去

系
に
つ
い
て
は
３
系
列
と
す
る
。
 

A3
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.,

B2
.
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.7－63 

第1.7－5図 代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 概要図（1/4） 

（原子炉圧力容器への注水から実施する場合）
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66-5-5の範囲 
赤枠にて示す 

第 46条にて整理 

66-5-4にて整理 

66-4-1，66-4-3，66-
6-1，66-7-1，66-7-
2，66-7-3，第 39条
との共通ライン 
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.7－64 

操作手順 弁名称 

③a#1 代替循環冷却ポンプバイパス弁 

③a#2⑥a#2 代替循環冷却ポンプ流量調整弁 

③a#3 代替循環冷却ポンプ吸込弁 

⑥a#1⑪a#2 RHR A系 LPCI注入隔離弁 

⑦a RHR熱交換器（A）バイパス弁 

⑩a#1 T/B緊急時隔離弁 

⑩a#2 R/B B1F緊急時隔離弁 

⑩a#3 R/B 1F緊急時隔離弁 

⑩a#4 RHR MUWC連絡第一弁 

⑩a#5 RHR MUWC連絡第二弁 

⑩a#6 RHR B系 LPCI注入隔離弁 

⑪a#1⑬a#3 RHR B系格納容器冷却ライン洗浄流量調整弁 

⑬a#1 RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 

⑬a#2 RHR A系格納容器スプレイ流量調整弁 

＃1～：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する弁があることを示す。 

第1.7－5図 代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 概要図（2/4） 

（原子炉圧力容器への注水から実施する場合）
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.7－65 

第1.7－5図 代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 概要図（3/4） 

（原子炉格納容器内へのスプレイから実施する場合）
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

1.7－66 

操作手順 弁名称 

③b#1
 代替循環冷却ポンプバイパス弁 

③b#2⑥b#2
 代替循環冷却ポンプ流量調整弁 

③b#3
 代替循環冷却ポンプ吸込弁 

③b#4 RHR A系格納容器スプレイ隔離弁 

⑥b#1⑪b#2 RHR A系格納容器スプレイ流量調整弁 

⑦b RHR熱交換器（A）バイパス弁 

⑩b#1 T/B緊急時隔離弁 

⑩b#2 R/B B1F緊急時隔離弁 

⑩b#3 R/B 1F緊急時隔離弁 

⑩b#4 RHR MUWC連絡第一弁 

⑩b#5 RHR MUWC連絡第二弁 

⑩b#6 RHR B系 LPCI注入隔離弁 

⑪b#1 RHR B系格納容器冷却ライン洗浄流量調整弁 

＃1～：同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する弁があることを示す。 

 

第1.7－5図 代替循環冷却系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 概要図（4/4） 

（原子炉格納容器内へのスプレイから実施する場合） 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－58 

原子炉格納容器フィルタベント系は，通常時は弁により他の系統と隔離し，

重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備としての系統構成とする

ことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。また，原子炉格納容器

フィルタベント系は，重大事故等時の排出経路と原子炉棟換気空調系，非常

用ガス処理系及び耐圧強化ベント系の他系統及び機器との間に隔離弁を直列

に２個設置し，原子炉格納容器フィルタベント系使用時に確実に隔離するこ

とで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

9.3.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

代替循環冷却系の代替循環冷却ポンプは，原子炉格納容器の過圧破損防止

に必要となる原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器へのスプレイが可

能な容量を有する設計とする。 

代替循環冷却系の残留熱除去系熱交換器は，設計基準事故対処設備の残留

熱除去系と兼用しており，設計基準事故対処設備としての伝熱容量が，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するた

めに必要な伝熱容量に対して十分であるため，設計基準事故対処設備と同仕

様で設計する。 

代替循環冷却系で使用する原子炉補機代替冷却水系は，炉心の著しい損傷

が発生した場合において，原子炉補機代替冷却水系での圧力損失を考慮して

も原子炉格納容器の破損を防止するために必要な伝熱容量を有する設計とす

る。 

原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，炉心の著しい損傷が発生した場合において，残留熱除去系熱交換

器で発生した熱を除去するために必要な伝熱容量及びポンプ流量を有する熱

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－59 

交換器ユニット１セット１台と大容量送水ポンプ（タイプⅠ）１セット１台

を使用する。また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，注水設備及び水の供

給設備との同時使用時には更に１セット１台使用する。熱交換器ユニットの

保有数は，２セット２台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時の

バックアップ用として１台の合計３台を保管する。大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）の保有数は，２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機

除外時のバックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，原子炉補機代替冷却水系の熱交換器ユニット及び大容量送水ポンプ

（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時において，代替循環冷却系による

原子炉格納容器内の減圧及び除熱と燃料プール冷却浄化系による使用済燃料

プールの除熱を同時に使用するため，各系統の必要な容量を同時に確保でき

る容量を有する設計とする。 

原子炉格納容器フィルタベント系のフィルタ装置は，想定される重大事故

等時において，原子炉格納容器内を減圧させるため，原子炉格納容器内で発

生する蒸気量に対して，原子炉格納容器フィルタベント系での圧力損失を考

慮しても十分な排出流量を有する設計とする。フィルタ装置は３台を並列に

設置し，フィルタ装置１台当たりの排出流量を同等とする設計とする。 

フィルタ装置は，想定される重大事故等時において，粒子状放射性物質に

対する除去効率が 99.9％以上確保できる設計とする。また，スクラバ溶液

の待機時の薬物添加濃度は，想定される重大事故等時のスクラバ溶液の pH

値の低下を考慮しても，無機よう素に対する除去効率が放射性よう素フィル

タと組み合わせて 99.8％以上確保できる pH 値を維持できる設計とする。フ

ィルタ装置のスクラバ溶液は，補給による水位の確保が可能な設計とし，ま

た，フィルタ装置は３台を並列に設置し，各フィルタ装置の水位を同等にす

る設計とする。フィルタ装置の金属繊維フィルタは，想定される重大事故等 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－122 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様 

(1) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却 

するための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数 １ 

容  量 約 150m3／h 

全 揚 程 約 80m 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

基 数 １ 

伝熱容量 約 8.8MW 

ｃ．熱交換器ユニット 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機

器仕様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－123 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

ｄ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器フィルタベント系 

ａ．フィルタ装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個 数  ３ 

系統設計流量 約 10.0kg／s 

放射性物質除去効率 99.9％以上（粒子状放射性物質に対して） 

99.8％以上（無機よう素に対して） 

98 ％以上（有機よう素に対して） 

材 料 

スクラバ溶液  （pH13 以上） 

金属繊維フィルタ ステンレス鋼 

放射性よう素フィルタ   銀ゼオライト 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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保安規定第６６条 

表６６－５「最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備」 

「原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備」 

「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備」 

６６－５－６「原子炉格納容器内の水素濃度および酸素濃度の監視」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 
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度
は
，「
第
４
８
条
 
格
納
容
器
の
酸
素
濃
度
」
と
兼
ね
る
。
動
作

不
能
時
は
，
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度

監
視
設
備
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
二
条
（
１
．
９
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」
と
し
て
，

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
監
視
設
備
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
け
る
水
素
爆
発
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し

て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停

止
」
と
す
る
。（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
本
表
に
つ
い
て
，
す
べ
て
の
設
備
を
他
表
に
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
て
お
り
，
確
認
事
項
及
び
要

求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
も
他
表
に
て
記
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
（
項
目
・
運
転
上

の
制
限
・
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
・
設
備
）
の
み
を
記
載
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1－9－49 

第 1.9－8図 格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素

濃度監視 概要図 

H2E

H2E

（注）片系のみ示す。

原子炉
圧力容器

ドライウェル

サプレッション
チェンバ

中央制御室 原子炉建屋原子炉棟内

演算装置記録計

記録計

演算装置指示計

記録計

指示計

格納容器内雰囲気酸素濃度

格納容器内水素濃度
（S/C）

格納容器内水素濃度
（D/W）

排気ポンプ

吸引ポンプ

原子炉補機冷却水系
又は

原子炉補機代替冷却水系

除湿器 冷却器

H2E O2EH2E

格納容器内雰囲気水素濃度

水素検出器

酸素検出器

サンプリング配管

冷却系

信号系

設計基準対象施設
から追加した箇所

凡例

H2E

O2E

66-5-6の範囲 
赤枠にて示す 

第 52条， 
66-5-4にて整理 

66-13-1にて整理 
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8－9－157 

添付-1-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

水
素
検
出
器

酸
素
検
出
器

サ
ン
プ
リ
ン
グ
配
管

冷
却
系

信
号
系

H
2
E

H
2
E

（
注
）
片
系
の
み
示
す
。

凡
例 H
2
E

O
2
E

原
子
炉

圧
力
容
器

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

中
央
制
御
室

原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
内

演
算
装
置

記
録
計

記
録
計

演
算
装
置

指
示
計

記
録
計

指
示
計

格
納
容
器
内
雰
囲
気
酸
素
濃
度

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

（
S
/
C）

格
納
容
器
内
水
素
濃
度

（
D/
W
）

排
気
ポ
ン
プ

吸
引
ポ
ン
プ

原
子
炉
補
機
冷
却
水
系

又
は

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系

除
湿
器

冷
却
器

H
2
E

O
2
E

H
2
E

格
納
容
器
内
雰
囲
気
水
素
濃
度

第
9
.
5
－

3
図

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

系
統

概
要

図
（

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
監

視

及
び

酸
素

濃
度

監
視

）
 

6
6
-
5
-
6
の

範
囲

 
赤

枠
に

て
示

す
 

6
6
-
1
3
-
1
に

て
整

理
 

第
5
2
条

，
 

6
6
-
5
-
4
に

て
整

理
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保安規定第６６条 

表６６－６「原子炉格納容器内の冷却等のための設備」 

６６－６－１「原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数・必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

  （４）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
６
 
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
 

６
６
－
６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※

２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ

※
３
 

２
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
８

 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
の
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
は
，
「
６
６
－
５
－
５

 
代
替
循

環
冷
却
系
」，
「
６
６
－
６
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）」
，
「
６
６
－
６
－
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
」，
「
第
３
９
条

 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」
の

設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
復
水
移
送
ポ
ン
プ
は
，「

６
６
－
４
－
１

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，
「
６
６
－

６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
」
お
よ
び
「
６
６
－
７
－
１
 
格
納
容
器
下

部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制

限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原
子

炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。

（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，（

１
）
格
納
容
器
内
の

冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ

る
，（

２
）
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度

並
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め

る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
並
び

に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
ま
た
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る

期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は

「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
つ
い
て
，
有
効
性
評
価
（
格
納
容
器
破
損
モ

ー
ド
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
及
び
高
圧
溶
融
物

放
出

/格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
で
は
，
解
析
条
件
と
し
て
復
水
移
送
ポ
ン
プ
２
台
（

 
 
m
3 /
h
）

で
ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
，
復
水
移
送
ポ
ン
プ
の
所
要
数
を
２
台
と
す
る
。（

添
付
－

２
）

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
運
転
に
て
流
量
が

  
m3
/h

以
上
で
，
揚
程
が
 

  
  

m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
復
水
移
送
ポ
ン
プ
 

２
台
で
流
量
が

  
m3
/h

以
上
確
保
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ

 １
Ｆ
緊
急
時
隔
離
弁
お
よ
び
復
水
貯
蔵
タ
ン

ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し

た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い
て
，
復
水
移
送
ポ

ン
プ
２
台
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
サ

ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁
，
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ヘ

ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｂ
系
格
納
容
器

冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ａ
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

隔
離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｂ
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ａ

系

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
調
整
弁
お
よ
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｂ
系
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
流
量
調
整
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，

動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認

す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
が
該
当
。
 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す

る
。（

添
付
－
２
）
 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。
 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ

Ｈ
Ｒ
 Ｂ

系
格
納
容
器
冷
却
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ａ
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔

離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｂ

系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ａ
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

調
整
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｂ

系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
調
整
弁
，
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁
，
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／

Ｂ
 
Ｂ
１
Ｆ

 
緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ

 
１
Ｆ

 
緊
急
時
隔
離
弁
お
よ
び
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常

用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁
を
対
象
と
す
る
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回

と
す
る
が
，
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 
緊
急
時
隔
離

弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
及
び
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ

ン
止
め
弁
は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
開
閉
試
験
を
行
う
と
，
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
（
タ
ー
ビ
ン
グ

ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
喪
失
に
よ
る
復
水
器
真
空
度
悪
化
等
）
を
与
え
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止

中
に
動
作
確
認
を
行
う
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
原
子
炉
格
納
容
器

代
替
ス
プ
レ
イ
冷

却
系
（
常
設
）
が
動

作
不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
防
災
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
11
：
起
動
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等

に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
を
い
う
（
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
含
む
。
）
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な

系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

 

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申

請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処

設
備
”
で
あ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
）
が
該
当
す
る
。
 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付

書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
が
該

当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上

限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

【
必
要
容
量
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常

設
）
と
同
様
に
「

  
m
3 /
h
」
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。

 

【
準
備
時
間
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
の
準
備
時
間
が
約
２
０
分
に
対
し
て
，
原
子
炉

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
の
準
備
時
間
が
約
３
８
５
分
要
す
る
こ
と
か
ら
，
事

前
準
備
等
に
よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，
２
０
分
以
内
に
注
水
開
始
可
能
な
体
制
を

整
え
る
。（

添
付
－
３
）

 

A3
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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1.6－86

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

第
1.
6－

9
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

M
O

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

M
O

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

M
O

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

MO

M
O

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

MO凡
例 NO

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

⑥
＃

1
⑥

＃
2

⑧

③
＃

1
③

＃
2

③
＃

3

③
＃

4

③
＃

5

③
＃

6

④

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

MO
MO

注 水 用 ヘ ッ ダ

66
-6
-1

の
範
囲

 
赤
枠
に
て
示
す

 

66
-1
1-
1
に
て
整
理
 

66
-5
-5
，
66
-6
-2
，
第

39
条
と
の
共
通
ラ
イ
ン

 

66-6-1  5/24

567



1.6－87

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

③
＃

1
C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃

2
M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃

3
F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃

4
T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

5
R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃

6
R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
＃

1
R
H
R 
A
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁

 

⑥
＃

2
R
H
R 
A
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
調
整
弁

 

⑧
 

R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1.
6－

9
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

 概
要
図
（
2/
2）
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1.8－104

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

第
1.
8－

10
図
 原

子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO
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1.8－105

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

③
＃
1

C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃
2

M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃
3

F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃
4

T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
5

R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
6

R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
＃
1

R
H
R 
A
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁

 

⑥
＃
2

R
H
R 
A
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
調
整
弁

 

⑧
 ⑩

 
R
HR

ヘ
ッ
ド
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
洗
浄
流
量
調
整
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－44 

ぼさない設計とする。 

9.2.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）の復水移送ポンプは，設計基

準対象施設の補給水系と兼用しており，設計基準対象施設としての復水移送

ポンプ２台におけるポンプ流量が，想定される重大事故等時において，炉心

の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損を防止するために必要なスプレイ流

量に対して十分であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，想定される重大事故等時において，炉心の著しい損傷及び原子炉

格納容器の破損を防止するために必要なスプレイ流量を有するものを１セッ

ト１台使用する。また，原子炉補機代替冷却水系との同時使用時には更に１

セット１台使用する。保有数は２セット４台に加えて，故障時及び保守点検

による待機除外時のバックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時において，低

圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型），

原子炉格納容器下部注水系（可搬型），原子炉格納容器フィルタベント系フ

ィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給との同時使用を考慮して，

各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。さらに，

燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬型），燃

料プールスプレイ系（常設配管）又は燃料プールスプレイ系（可搬型）のい

ずれか１系統の使用を考慮して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容

量を有する設計とする。 

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－45 

9.2.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）の復水移送ポンプは，原子炉

棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計と

する。 

復水移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制御室

で可能な設計とする。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）の系統構成に必要な弁の操作

は，想定される重大事故等時において，中央制御室又は設置場所で可能な設

計とする。 

また，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設）は，淡水だけでなく海

水も使用できる設計とする。 

なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とすることで，設備へ

の影響を考慮する。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイ

プⅠ）は，屋外に保管及び設置し，想定される重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）の常設設備との接続及び操作は，想定され

る重大事故等時において，設置場所で可能な設計とする。 

原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）の系統構成に必要な弁の操

作は，想定される重大事故等時において，中央制御室若しくは離れた場所か

ら遠隔で操作が可能な設計又は設置場所で可能な設計とする。 

また，原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）は，淡水だけでなく

海水も使用できる設計とする。 

なお，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とすることで，設備へ 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－121 

第 9.2－1 表 原子炉格納容器内の冷却等のための設備の主要機器仕様 

(1) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設） 

  ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型） 

  ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

8－5－178 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

(1) 低圧代替注水系（常設） 

  ａ．復水移送ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数 ２（予備１） 

容  量 約 100m3／h（１台当たり） 

全 揚 程   約 85m 

  ｂ．直流駆動低圧注水系ポンプ 

台  数  １ 

容  量  約 82m3／h 

全 揚 程  約 75m 

(2) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 
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10－7－2－128 

第 7.2.2－2表 主要解析条件（高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱）（3/3） 

※本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含む。）の機能喪失を伴う

ものではないが，代替循環冷却系による除熱は保守的に原子炉補機代替冷却水系を用いて実施するものとし，除熱操作の

開始は，原子炉補機代替冷却水系の準備に要する時間を設定する。 

項目 主要解析条件 条件設定の考え方 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件 

原子炉スクラム信号 
原子炉水位低（レベル３） 

（遅れ時間：1.05秒） 

短時間であるが，原子炉熱出力が維
持される厳しい設定として，外部電

源喪失時の蒸気加減弁急閉及び主蒸
気止め弁閉による原子炉スクラムに
ついては保守的に考慮せず，原子炉

水位低（レベル３）信号にてスクラ
ムするものとして設定 

再循環ポンプ 原子炉水位低（レベル２）到達時に停止 

短時間であるが，原子炉熱出力が維

持される厳しい設定として，外部電
源喪失と同時にトリップせず，原子
炉水位低（レベル２）到達時に停止

するものとして設定 

逃がし安全弁 

逃がし弁機能 

7.37MPa[gage]×２個，356t/h(１個当たり) 
7.44MPa[gage]×３個，360t/h(１個当たり) 
7.51MPa[gage]×３個，363t/h(１個当たり) 

7.58MPa[gage]×３個，367t/h(１個当たり) 

逃がし安全弁の逃がし弁機能の設計

値として設定 

逃がし安全弁（自動減圧機能）の２個の開放
による原子炉急速減圧 

＜原子炉圧力と逃がし安全弁蒸気量の関係＞ 

逃がし安全弁の設計値に基づく蒸気
流量及び原子炉圧力の関係から設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（常設） 

88m3/hにて格納容器内にスプレイ 
格納容器温度及び圧力抑制に必要な
スプレイ流量を考慮して設定 

原子炉格納容器下部注水系

（常設）（復水移送ポンプ） 
50m3/hにて格納容器下部に注水 

溶融炉心の冠水が継続可能な流量と

して設定 

原子炉格納容器代替スプレイ

冷却系（可搬型） 
88m3/hにて格納容器内にスプレイ 

格納容器温度及び圧力抑制に必要な

スプレイ流量を考慮して設定 

代替循環冷却系 

循環流量は，全体で 150m3/hとし，原子炉注

水へ 50m3/h，格納容器スプレイへ 100m3/hに
て流量を分配 

代替循環冷却系の設計値として設定 

原子炉補機代替冷却水系 

代替循環冷却系から原子炉補機代替冷却水系
への伝熱容量：14.7MW 
（サプレッションプール水温 150℃，海水温

度 26℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値と
して設定 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
操
作
条
件 

原子炉急速減圧操作 
原子炉水位が有効燃料棒底部から燃料棒有効
長さの 20％上の位置に到達した時点 

炉心損傷後の酸化反応の影響緩和を
考慮し設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（常設）による格納容

器下部への注水操作（原子炉
圧力容器の破損前の初期水張
り） 

原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達し
たことを確認して開始し，ドライウェル水位
が 0.23mに到達したことを確認した場合に停

止する 

格納容器温度の抑制効果及び炉心損
傷後の原子炉圧力容器の破損による
溶融炉心・コンクリート相互作用の

影響緩和を考慮し設定 

原子炉格納容器下部注水系
（常設）（復水移送ポンプ）
による格納容器下部への注水

操作（原子炉圧力容器の破損
後の注水） 

原子炉圧力容器破損以降，ドライウェル水位
が 0.02mまで低下した場合に開始し，0.23m

に到達した場合に停止 

炉心損傷後の原子炉圧力容器の破損
による溶融炉心・コンクリート相互

作用の影響緩和を考慮し設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（可搬型）による格納
容器冷却操作 

格納容器圧力 0.640MPa[gage]到達時 
格納容器限界圧力到達防止を踏まえ

て設定 

代替循環冷却系による格納容

器除熱操作※ 
事象発生 24時間後 

原子炉補機代替冷却水系の準備時間

を考慮し設定 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設計及び工事計画認可申請書 
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1.6－88 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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1.6－91 

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 
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操
作
手
順

電
源
確
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③

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
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の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
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タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
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水
準
備
・
送
水
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水
張
り
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系
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6

保
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場
所
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の
移
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※
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※
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ホ
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張
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系
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認
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6
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場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
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設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
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接
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※
3
※
7

※
1：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間
※

2：
機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1保
管
エ

リ
ア

，
第

2保
管
エ

リ
ア

，
第

3保
管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保
管

エ
リ

ア
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
保

管
場

所
は

第
2
保
管

エ
リ

ア
，

 
 
  
 
第
3
保
管

エ
リ

ア
及

び
第

4保
管
エ

リ
ア

※
4：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保
管

エ
リ

ア
ま

で
の

移
動

を
想

定
し

た
移

動
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
5：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3保
管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
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の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2保
管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

④
a

④
a

⑥

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

④
a

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
冷
却
系
（
可
搬
型
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に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ

レ
イ

【
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
接
続
口

（
北
）
又
は
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
接
続
口
（
東
）
を
使
用
す
る

場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

3
8
5分

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ
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8
5分

事
前

準
備

に
よ

り
時

間
短

縮
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源

確
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注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
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⑧

移
動

・
扉

開
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※
3

④
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
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水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7
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場
所

へ
の
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動

※
4
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5

ホ
ー

ス
の

敷
設
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※
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※
8

送
水

準
備

・
送

水
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水
張

り
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系
統

確
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※
7

⑥
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⑨

保
管

場
所
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移
動

※
4
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5
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水
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ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設
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接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

 
 
 
 
 
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア
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移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
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裕
を

見
込

ん
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時
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6
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大
容

量
送

水
ポ

ン
プ
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タ

イ
プ

Ⅰ
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動
時

間
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し
て

，
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3
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管
エ

リ
ア

か
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水
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水

槽
ま
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移
動

時
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容

量
送
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ン
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プ

Ⅰ
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設

置
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績
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し
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作
業

時
間
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見
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大
容
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送
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ン
プ
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績
を

考
慮

し
た

作
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時
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※
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ス
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設

実
績
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た
作

業
時

間
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裕

を
見

込
ん

だ
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※
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注
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ヘ
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ダ
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運

搬
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離
と

し
て
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リ
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想
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移
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時
間

及
び

注
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ッ
ダ
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設

置
実

績
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時
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裕
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込

ん
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④
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⑥
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④
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代
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プ
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搬
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納
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イ
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納
容

器
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3
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1
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時
間
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間
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容

器
内
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の

ス
プ

レ
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手
順
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項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※

2
⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
6

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※

6

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※

3
※

7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※

6
⑥

，
⑨

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※

8

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
，

貫
通

孔
の

開
放

※
3
※

7
※

1
0

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
9
※

1
0

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
，

貫
通

孔
の

開
放

※
3
※

7
※

1
0

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
保

管
場

所
は

第
1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

の
保

管
場

所
は

第
1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

，

第
4
保

管
エ

リ
ア

及
び

原
子

炉
建

屋
内

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
4
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
5
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
9
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

原
子

炉
建

屋
内

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

水
密

扉
等

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

④
c

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

【
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

（
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

④
c

⑥

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

④
c

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

④
c

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
重

大
事

故
等

対
応

要
員

J
3

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

38
5分

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

38
5分

事
前

準
備

に
よ

り
時

間
短

縮
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保安規定第６６条 

表６６－６「原子炉格納容器内の冷却等のための設備」 

６６－６－２「原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
６
－
２

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

※
３

 

燃
料
補
給
設
備
 

※
４

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
の
ス
プ
レ
イ
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
５
－
５

 
代
替

循
環
冷
却
系
」，
「
６
６
－
６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）」
，
「
６
６
－
６
－

２
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）」
，「

第
３
９
条
 
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
１
」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：「

６
６
－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 
 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

（
項
目
な
し
）
 

―
 

―
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原

子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と

す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
四
十
九
条
（
１
．
６
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，（

１
）
格
納
容
器
内
の

冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
を
低
下
さ
せ

る
，（

２
）
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度

並
び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め

る
）
こ
と
。

 

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
及
び
温
度
並

び
に
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め
ま
た
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉

心
を
冷
却
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状

態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

 

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
本
表
の
主
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
他
表
に
て
設
定
す
る
こ
と
か
ら
，
確
認
事
項
に
つ
い
て

は
記
載
し
な
い
。
運
転
上
の
制
限
で
あ
る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の

系
統
構
成
が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し
て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

＜
参
考
＞
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
６

－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
記
載
す
る
。

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
時
に
使
用
す

る
場
合
の
容
量
及
び
揚
程
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑧
 

完
了
時
間
 

A.
原

子
炉

格
納

容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷
却
系
（
可
搬

型
）
が
動
作
不
能

の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備

※
1
0
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

お
よ
び
 

A3
.防

災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求

さ
れ

る
措

置
を

完
了

時
間

内
に

達
成

で
き

な
い

場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
９
：
起
動
し
た
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
に
接
続
す
る
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
台
を
い
い
，
至
近
の
記

録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
10
：
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
を
い
う
。
 

炉
心
損
傷
防
止
対
策
の
有
効
性
評
価
の
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
及
び
格
納
容
器
破
損
防
止
対

策
の
有
効
性
評
価
の
格
納
容
器
破
損
モ
ー
ド
の
う
ち
，「

高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失
」，
「
崩
壊
熱
除

去
機
能
喪
失
(残

留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合
)」
，「

L
OC
A
時
注
水
機
能
喪
失
」，
「
雰
囲
気
圧
力
・

温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
(格

納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
)」

及
び
「
高
圧
溶
融
物
放
出

/格
納
容
器
雰
囲

気
直
接
加
熱
」
に
係
る
有
効
性
評
価
解
析
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
原
子
炉
格
納
容
器

へ
の
ス
プ
レ
イ
流
量
が

8
8
m3
/h

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
8
8
m3
/h

以
上
と
す
る
。

 

【
揚
程
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系

(
可
搬
型

)
に
使
用
す
る
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

(
タ
イ
プ

Ⅰ
)の

揚
程
は
，
海
水
を
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
ス
プ
レ
イ
す
る
場
合
の
水
源
と
注
水
先
の
圧
力
差
，

静
水
頭
，ホ

ー
ス
等
の
圧
力
損
失
並
び
に
配
管
及
び
弁
類
の
圧
力
損
失
を
基
に

95
.
0m

以
上
と
す
る
。 

⑦
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
容
量
送
水
ポ

ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
又
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す

る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
）
が
で
き
な
い
場
合
（
条
件
Ａ
）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満

足
で
き
な
い
こ
と
か
ら
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

⑧
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可

申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
“
機
能
喪
失
を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対

処
設
備
”
残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ
ー
ド
）（

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含

む
）
が
該
当
す
る
。
 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
｢
３
日
間
｣と

す
る
。
 

【
必
要
容
量
】
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
は
「

  
m3
/h
」
以
上
の
ス
プ
レ
イ
流
量
を

有
す
る
。
 

【
準
備
時
間
】
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
は
，
い
ず

れ
も
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る

こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。（

添
付
－
２
）

 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。

 

66-6-2  3/11

589



添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1－6－92 

第
1
.6
－
13

図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
 概

要
図
（
1/
2
）
 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

MO

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

M
O

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

M
O

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

MO

MO

※
：
ホ
ー
ス
の
接
続
も
可
能

※

注 水 用 ヘ ッ ダ

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

⑥
＃

2
⑥

＃
1
⑨

⑧ M
O

ろ
過
水
ポ
ン
プ

MO
MO

MO凡
例 NO

66
-1
9-
1
に
て
整
理
 

66
-6

-2
の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

66
-5
-5
，
66

-6
-1
，
第

39
条
と
の
共
通
ラ
イ
ン

 

66-6-2  4/11

590



添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1－6－93 

操
作
手
順
 

弁
名
称
 

⑥
＃

1  
⑨

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
＃

2
R
H
R 
B
系
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
注
入
元
弁

 

⑧
 

R
H
R 
B
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1
.6
－
13

図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
 概

要
図
（
2/
2
）
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1－8－110 

 

 

第
1.
8－

14
図
 原

子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 
 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

MO

M
O

MO

M
O

MOMO

MO

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

MO

※
：
ホ
ー
ス
の
接
続
も
可
能

※

注 水 用 ヘ ッ ダ

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

⑥
＃
2

⑥
＃
1 ⑧

＃
2

⑧
＃
1

MO

ろ
過
水
ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

MO凡
例 NO

MO
MOMO

66
-6
-
2
の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す

 

66
-1
9-
1
に
て
整
理

 

66
-5
-5
，
66
-6
-1
，
第

39
条
と
の
共
通
ラ
イ
ン
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1－8－111 

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

⑥
＃
1  
⑧

＃
2

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
弁
 

⑥
＃
2

R
H
R 
B
系
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
注
入
元
弁

 

⑧
＃
1

R
H
R 
B
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
隔
離
弁

 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

第
1.
8－

14
図
 原

子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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1.6－88 

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

 
  

第
1.
6－

10
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

 タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

②

系
統
構
成
，
ポ
ン
プ
起
動

※
2

③
～
⑥
，
⑧

※
1
：
中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2
：
機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

要
員
（
数
）

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

冷
却
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70

2
0分

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ

同
等
な
機
能
を

有
す
る
こ
と
の
説
明
（
準
備
時

間
）

 
関
連
個
所

を
赤
枠
に
て
示
す

 

66-6-2  8/11

594



1.6－91

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
6－

14
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器

内
へ
の
ス
プ
レ
イ
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※
7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑥
，
⑨

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※
4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
　
，
接
続
　

※
3
※
7

※
1：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間
※

2：
機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1保
管
エ

リ
ア

，
第

2保
管
エ

リ
ア

，
第

3保
管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保
管

エ
リ

ア
，

ホ
ー

ス
延

長
回

収
車

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
保

管
場

所
は

第
2
保
管

エ
リ

ア
，

第
3
保
管

エ
リ

ア
及

び
第

4保
管
エ

リ
ア

※
4：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保
管

エ
リ

ア
ま

で
の

移
動

を
想

定
し

た
移

動
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
5：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3保
管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2保
管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

④
a

④
a

⑥

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

④
a

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ

レ
イ

【
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
接
続
口

（
北
）
又
は
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
接
続
口
（
東
）
を
使
用
す
る

場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

3
8
5分

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

3
8
5分

66-6-2  9/11

595



1.6－92

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
6－

15
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ

の
ス
プ
レ
イ
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
2

⑧

移
動

・
扉

開
放

※
3

④
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※
7

⑥
，

⑨

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

第
3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

④
b

④
b

⑥

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

④
b

要
員

（
数

）

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

【
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場

合
】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
2

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

経
過

時
間

（
時

間
）

38
5分

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

38
5分
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1.6－93

添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

第
1.
6－

16
図
 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ

の
ス
プ
レ
イ
 タ

イ
ム
チ
ャ
ー
ト

 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※

2
⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
6

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※

6

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※

3
※

7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※

6
⑥

，
⑨

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
3
※

4

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※

8

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
，

貫
通

孔
の

開
放

※
3
※

7
※

1
0

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
9
※

1
0

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
，

貫
通

孔
の

開
放

※
3
※

7
※

1
0

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
保

管
場

所
は

第
1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

の
保

管
場

所
は

第
1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

，

第
4
保

管
エ

リ
ア

及
び

原
子

炉
建

屋
内

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
4
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
5
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
8
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
9
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

原
子

炉
建

屋
内

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
1
0
：

水
密

扉
等

の
設

計
を

考
慮

し
て

想
定

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

④
c

原
子

炉
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

【
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

（
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

④
c

⑥

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

④
c

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

④
c

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
重

大
事

故
等

対
応

要
員

J
3

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

38
5分

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

38
5分
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保安規定第６６条 

表６６－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６６－７－１「原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設計及び工事計画認可申請書 説明書（設定根拠） 

（４）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 

66-7-1  1/18
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
７
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
７
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

復
水
移
送
ポ
ン
プ

※
３
 

１
台
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

※
４
 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

※
８

 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
５
－
５
 
代

替
循
環
冷
却
系
」，
「
６
６
－
７
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，

「
６
６
－
７
－
２
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」

お
よ
び
「
６
６

－
７
－
３

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文

の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
復
水
移
送
ポ
ン
プ
は
，「

６
６
－
４
－
１

 
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，
「
６
６
－

６
－
１

 
原
子
炉
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
冷
却
系
（
常
設
）
」
お
よ
び
「
６
６
－
７
－
１
 
原
子
炉
格
納

容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転

上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

６
６
－
１
１
－
１
 
重
大
事
故
等
収
束
の
た
め
の
水
源
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
８
：「

６
６
－
１
２
－
３
 
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）

（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係

る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し

た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下

部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生

す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ

る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
，
有
効
性
評
価
（
格
納
容

器
破
損
モ
ー
ド
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）
及
び
高
圧

溶
融
物
放
出

/格
納
容
器
雰
囲
気
直
接
加
熱
）
）
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
（
原
子
炉

圧
力
容
器
下
鏡
部
温
度

30
0
 ℃

到
達
時
）
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
ま
で
の
間
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

床
面
か

ら
0.
02
m
の
高
さ
ま
で
水
張

り
可
能
な
注
水
流
量

と
し

て
，

復
水
移
送
ポ
ン
プ
１

台

（
  

m3
/h
）
と
し
て
い
る
た
め
，
所
要
数
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
復
水
移
送
ポ
ン
プ
１
台
運
転
に
て
流
量
が

  
m3
/h

以
上
で
，
揚
程
 

が
  
  

m
以
上
お
よ
び
流
量
が

  
m3
/h

以
上
で
，
揚
程
が

  
 
 
m 

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 

緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ

 １
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
お
よ
び
復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し

て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
復
水

移
送
ポ
ン
プ
１
台
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
９
。

 
１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
Ｍ
Ｕ

Ｗ
Ｃ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁
，
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
仕
切
弁
お
よ
び
原
子
炉
格
納

容
器
下
部
注
水
用
復
水
流
量
調
整
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た

弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
９
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。
確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，

設
計
及
び
工
事
計
画
認
可
申
請
書
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す
る
。（

添
付
－
２
）

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止

め
弁
，
Ｆ
Ｐ
Ｍ
Ｕ
Ｗ
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 緊

急
時
隔

離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ

ン
止
め
弁
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
仕
切
弁
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用

復
水
流
量
調
整
弁
を
対
象
と
す
る
。

 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回

と
す
る
が
，
Ｃ
Ｒ
Ｄ
復
水
入
口
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 
緊
急
時
隔
離

弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
及
び
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ

ン
止
め
弁
は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
開
閉
試
験
を
行
う
と
，
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
（
タ
ー
ビ
ン
グ

ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
喪
失
に
よ
る
復
水
器
真
空
度
悪
化
等
）
を
与
え
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止

中
に
動
作
確
認
を
行
う
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
注
水
系
（
常

設
）（

復
水
移
送
ポ

ン
プ
）
が
動
作
不

能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
10
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
11
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
ま
た
は
防
災
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持

つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
12
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
10
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
11
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
12
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
を
い
う
。（

時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を

含
む
。）

 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，

動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復

水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
緩
和
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
そ

の
た
め
，
そ
の
目
的
に
応
じ
て
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
完
了
時
間
を
参
考
と
し
て
設

定
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
期
待
す
る
機
能
は
，「

炉

心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融

し
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
低
圧
注
水
系
の

機
能
が
健
全
で
あ
れ
ば
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
へ
の
進
展
を
防
止
で
き
る
。
従
っ
て
，
対
応
す
る
設

計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
は
，
炉
心
の
冷
却
に
寄
与
す
る
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
含
む
。）

を
設
定
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に
は
残
留
熱
除
去
系
は
３
系
列
以

上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て
は
３
系
列
と
す
る
。
 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付

書
類
十
）
」
の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
（
代
替
循
環
冷

却
ポ
ン
プ
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る

場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

【
必
要
容
量
】
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
の
注
水
量
は
「

  
m3
/h
」

で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
（
原
子
炉
圧
力
容
器
下
鏡
部
温
度

30
0
 
℃
到
達
時
）

か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
破
損
ま
で
の
間
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
床
面
か
ら

0.
0
2
 
m
 
の
高
さ
ま
で
水

張
り
可
能
な
注
水
流
量
で
あ
る
「

 
 
m
3 /
h」

以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

【
準
備
時
間
】
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
が
約
１
５
分
に
対

し
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
は
約

２
０
分
で
あ
り
事
前
準
備
等
に
よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
を
行
い
，
１
５
分
以
内
に
注
水
開

始
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。（

添
付
－
３
）
 

A3
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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1.8－94 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

  

 

第
1.
8－

4
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 
 

MO

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

屋
外

MO
MO

M
O

MOMO

MO

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

MO

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

MO

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

③
＃

1
③

＃
2

③
＃
3

③
＃
4

③
＃
5

③
＃
6

④

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

ろ
過
水
ポ
ン
プ

M
O

MO
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

  

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

③
＃
1  

C
RD

復
水
入
口
弁
 

③
＃
2  

M
U
WC

サ
ン
プ
リ
ン
グ
取
出
止
め
弁

 

③
＃
3  

F
P
MU
W
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃
4  

T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
5  

R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
6  

R
/
B 
1F

緊
急
時
隔
離
弁
 

④
 

復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
常
用
，
非
常
用
給
水
管
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 

⑥
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
仕
切
弁

 

⑧
 ⑩

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
流
量
調
整
弁
 

＃
1～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
弁
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
 

 

第
1.
8－

4
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－78 

より他の系統と隔離し，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備

としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は，通常時は

弁により他の系統と隔離し，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処

設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）は，通常時は大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）を接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等

により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，輪留めによる固定等をすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，飛散物となって他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

9.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプ

は，設計基準対象施設の補給水系と兼用しており，設計基準対象施設として

のポンプ流量が，想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に

落下した溶融炉心を冷却するために必要な注水流量に対して十分であるため，

設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）の代替循環冷

却ポンプは，想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下

した溶融炉心を冷却するために必要な注水流量に対して，十分な容量を有す

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－79 

る設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冷却するために必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。ま

た，原子炉補機代替冷却水系との同時使用時には更に１セット１台使用する。

保有数は２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時におい

て，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型），原子炉格納容器下部注水系（可搬型），原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給との同時使用を考慮

して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。さ

らに，燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系（常設配管）又は燃料プールスプレイ系（可搬

型）のいずれか１系統の使用を考慮して，各系統の必要な流量を同時に確保

できる容量を有する設計とする。 

 

9.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプ

は，原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮

した設計とする。 

復水移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制御室

で可能な設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の系統構成に必要 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－125 

第 9.4－1 表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機

器仕様 

(1) 原子炉格納容器下部注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

ｂ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(3) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－5－178 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備の主要機器仕様 

 

(1) 低圧代替注水系（常設） 

  ａ．復水移送ポンプ 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

    ・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

     台  数         ２（予備１） 

     容  量         約 100m3／h（１台当たり） 

     全 揚 程         約 85m 

 

  ｂ．直流駆動低圧注水系ポンプ 

     台  数         １ 

     容  量         約 82m3／h 

     全 揚 程         約 75m 

 

(2) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(3) 設計及び工事計画認可申請書 
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添付-2-(4) 設置変更許可申請書 添付十 

 

10－7－2－128 

第 7.2.2－2表 主要解析条件（高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱）（3/3） 

※本格納容器破損モードの評価事故シーケンスは原子炉補機冷却水系（原子炉補機冷却海水系を含む。）の機能喪失を伴う
ものではないが，代替循環冷却系による除熱は保守的に原子炉補機代替冷却水系を用いて実施するものとし，除熱操作の
開始は，原子炉補機代替冷却水系の準備に要する時間を設定する 
 

 

項目 主要解析条件 条件設定の考え方 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
機
器
条
件 

原子炉スクラム信号 
原子炉水位低（レベル３） 

（遅れ時間：1.05秒） 

短時間であるが，原子炉熱出力が維
持される厳しい設定として，外部電

源喪失時の蒸気加減弁急閉及び主蒸
気止め弁閉による原子炉スクラムに
ついては保守的に考慮せず，原子炉

水位低（レベル３）信号にてスクラ
ムするものとして設定 

再循環ポンプ 原子炉水位低（レベル２）到達時に停止 

短時間であるが，原子炉熱出力が維

持される厳しい設定として，外部電
源喪失と同時にトリップせず，原子
炉水位低（レベル２）到達時に停止

するものとして設定 

逃がし安全弁 

逃がし弁機能 

7.37MPa[gage]×２個，356t/h(１個当たり) 
7.44MPa[gage]×３個，360t/h(１個当たり) 
7.51MPa[gage]×３個，363t/h(１個当たり) 

7.58MPa[gage]×３個，367t/h(１個当たり) 

逃がし安全弁の逃がし弁機能の設計

値として設定 

逃がし安全弁（自動減圧機能）の２個の開放
による原子炉急速減圧 

＜原子炉圧力と逃がし安全弁蒸気量の関係＞ 

逃がし安全弁の設計値に基づく蒸気
流量及び原子炉圧力の関係から設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（常設） 

88m3/hにて格納容器内にスプレイ 
格納容器温度及び圧力抑制に必要な
スプレイ流量を考慮して設定 

原子炉格納容器下部注水系

（常設）（復水移送ポンプ） 
50m3/hにて格納容器下部に注水 

溶融炉心の冠水が継続可能な流量と

して設定 

原子炉格納容器代替スプレイ

冷却系（可搬型） 
88m3/hにて格納容器内にスプレイ 

格納容器温度及び圧力抑制に必要な

スプレイ流量を考慮して設定 

代替循環冷却系 

循環流量は，全体で 150m3/hとし，原子炉注

水へ 50m3/h，格納容器スプレイへ 100m3/hに
て流量を分配 

代替循環冷却系の設計値として設定 

原子炉補機代替冷却水系 

代替循環冷却系から原子炉補機代替冷却水系
への伝熱容量：14.7MW 
（サプレッションプール水温 150℃，海水温

度 26℃において） 

原子炉補機代替冷却水系の設計値と
して設定 

重
大
事
故
等
対
策
に
関
連
す
る
操
作
条
件 

原子炉急速減圧操作 
原子炉水位が有効燃料棒底部から燃料棒有効
長さの 20％上の位置に到達した時点 

炉心損傷後の酸化反応の影響緩和を
考慮し設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（常設）による格納容

器下部への注水操作（原子炉
圧力容器の破損前の初期水張
り） 

原子炉圧力容器下鏡部温度が 300℃に到達し
たことを確認して開始し，ドライウェル水位
が 0.23mに到達したことを確認した場合に停

止する 

格納容器温度の抑制効果及び炉心損
傷後の原子炉圧力容器の破損による
溶融炉心・コンクリート相互作用の

影響緩和を考慮し設定 

原子炉格納容器下部注水系
（常設）（復水移送ポンプ）
による格納容器下部への注水

操作（原子炉圧力容器の破損
後の注水） 

原子炉圧力容器破損以降，ドライウェル水位
が 0.02mまで低下した場合に開始し，0.23m

に到達した場合に停止 

炉心損傷後の原子炉圧力容器の破損
による溶融炉心・コンクリート相互

作用の影響緩和を考慮し設定 

原子炉格納容器代替スプレイ
冷却系（可搬型）による格納
容器冷却操作 

格納容器圧力 0.640MPa[gage]到達時 
格納容器限界圧力到達防止を踏まえ

て設定 

代替循環冷却系による格納容

器除熱操作※ 
事象発生 24時間後 

原子炉補機代替冷却水系の準備時間

を考慮し設定 

 

有効性評価 
関連個所を赤枠にて示す 
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期
水
張
り

＊
1 ）

※
2

注
水
継
続

注
水
確
認

※
2

⑥
，
⑦

注
水
継
続

⑦

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

0
10

20

経
過
時
間
（
分
）

R
P
V破

損
確
認

備
考

10
20

30

手
順
の
項
目

要
員
（
数
）

操
作
手
順

＊
1
　

8
0
m
3
/
h
で

約
7
8
分

注

水
し

，
約

9
8
分

で
必

要
注

水

量
到

達

＊
2
　

R
P
V
破

損
が

確
認

さ
れ

て
か

ら
注

水
確

認
ま

で
の

時

間

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）
（
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
へ
の
注
水

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
0.
0
2m
到
達

（
必
要
注
水
量
到
達
）

約
98
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

注
水
開
始

2
0分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
RP
V破

損
後
の
注
水
）

注
水
継
続

5分
＊

2

事
前
準
備
に
よ
り
時
間
短
縮
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保安規定第６６条 

表６６－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６６－７－２「原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

（３）設置変更許可申請書 添付十（有効性評価） 

添付－３ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
７
－
２

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と

※
１
※
２
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ

※
３
 

１
台
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
 

※
４
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
 

※
５

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

※
１
：
必
要
な
弁
お
よ
び
配
管
を
含
む
。

 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
７
－
１
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，「

６
６
－
７
－
２

 
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」

お
よ
び
「
６
６
－
７
－
３

 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水

系
（
可
搬
型
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
３
：
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
は
，
「
６
６
－
５
－
５

 
代
替
循
環
冷
却
系
」
お
よ
び
「
６
６
－
７
－
２

 
原
子
炉

格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」

の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条

文
の
運
転
上
の
制
限
も
確
認
す
る
。

 

※
４
：「

第
４
６
条

 
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
の
水
位
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
５
－
４

 
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
水
系
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）

（
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更

に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器

の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が

発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用

さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本

方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器

の
下
部
に
落
下
し
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
を
１
台
で
供
給
で
き
る
設
計
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
，
運
転
上
の
制
限
を
１
台
と
す
る
。（

添
付
－
２
）
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
１
台
運
転
に
て
流
量
が

  
m3
/h

以
上
で
，
 

揚
程
が

  
  

m
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

２
．
Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
一
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
二
弁
，

Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
お
よ
び

Ｒ
／
Ｂ

 １
Ｆ

 緊
急
時
隔
離
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
動
作
確
認
後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開

閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

発
電
課
長
 

３
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
代
替

循
環
冷
却
ポ
ン
プ
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

４
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
に
お
い
て
，
代
替

循
環
冷
却
ポ
ン
プ
バ
イ
パ
ス
弁
，
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
流
量
調
整
弁
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水

用
復
水
流
量
調
整
弁
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水

仕
切
弁
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
動
作
確
認

後
，
動
作
確
認
に
際
し
て
作
動
し
た
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方

針
４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
点
検
に
合
わ
せ
，
性
能
確
認
を
実
施
す
る
。

 

確
認
す
る
流
量
及
び
揚
程
は
，
Ｓ
Ａ
補
足
ま
と
め
資
料
の
記
載
に
基
づ
き
，
設
定
す
る
。（

添
付

－
２
）

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
，
３
，
４
が
該
当
。

 

弁
動
作
確
認
は
，
当
該
系
統
に
要
求
さ
れ
る
準
備
時
間
を
満
足
す
る
た
め
に
中
央
制
御
室
か
ら

の
遠
隔
操
作
が
必
要
な
弁
と
し
て
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
一
弁
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
連

絡
第
二
弁
，
Ｔ
／
Ｂ
 
緊
急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 
緊

急
時
隔
離
弁
，
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
バ
イ
パ
ス
弁
，
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
吸
込
弁
，
代
替

循
環
冷
却
ポ
ン
プ
流
量
調
整
弁
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
流
量
調
整
弁
及
び
原
子

炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
仕
切
弁
を
対
象
と
す
る
。
 

頻
度
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
と
同
等
と
し
，
１
ヶ
月
に
１
回

と
す
る
が
，
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 
Ｍ
Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
一
弁
及
び
Ｒ
Ｈ
Ｒ
 Ｍ

Ｕ
Ｗ
Ｃ
連
絡
第
二
弁
は
，
開
操

作
を
実
施
す
る
と
，
残
留
熱
除
去
系
の
系
統
と
し
て
の
独
立
性
に
影
響
を
与
え
，
原
子
力
安
全

上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
プ
ラ
ン
ト
停
止
中
に
動
作
確
認
を
行
う
。

 

ま
た
，
Ｔ
／
Ｂ
 緊

急
時
隔
離
弁
，
Ｒ
／
Ｂ
 Ｂ

１
Ｆ
 緊

急
時
隔
離
弁
及
び
Ｒ
／
Ｂ
 １

Ｆ
 緊

急

時
隔
離
弁
は
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
中
に
開
閉
試
験
を
行
う
と
，
プ
ラ
ン
ト
に
外
乱
（
タ
ー
ビ
ン
グ

ラ
ン
ド
シ
ー
ル
蒸
気
喪
失
に
よ
る
復
水
器
真
空
度
悪
化
等
）
を
与
え
る
た
め
，
プ
ラ
ン
ト
停
止

中
に
動
作
確
認
を
行
う
。

 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

A.
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
注
水
系
（
常

設
）（

代
替
循
環
冷

却
ポ
ン
プ
）
が
動

作
不
能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
９
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
10
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
を
い
う
。

 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た

め
，
動
作
可
能
な
系
列
数
が
１
Ｎ
未
満
に
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
）

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）

（
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
緩
和
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に
該
当
す
る
も
の

が
な
い
。
そ
の
た
め
，
そ
の
目
的
に
応
じ
て
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
完
了
時
間
を

参
考
と
し
て
設
定
す
る
。
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
に

期
待
す
る
機
能
は
，「

炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損

を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
」
こ

と
で
あ
る
。
低
圧
注
水
系
の
機
能
が
健
全
で
あ
れ
ば
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
へ
の
進
展
を
防
止
で

き
る
。
従
っ
て
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
し
て
は
，
炉
心
の
冷
却
に
寄
与
す
る
低

圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。
）
を
設
定
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に

は
残
留
熱
除
去
系
は
３
系
列
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て

は
３
系
列
と
す
る
。
 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付

書
類
十
）
」
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン

プ
）
が
該
当
し
，
完
了
時
間
は
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

【
必
要
容
量
】
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
注
水
量
は
，「

 
 
m
3 /
h」

で

あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
（
原
子
炉
圧
力
容
器
下
鏡
部
温
度

30
0 
℃
到
達
時
）
か
ら
原
子

炉
圧
力
容
器
破
損
ま
で
の
間
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
床
面
か
ら

0.
02
 
m 
の
高
さ
ま
で
水
張
り
可
能
な
注
水

流
量
で
あ
る
「

  
m3
/h
」
以
上
の
注
水
流
量
を
有
す
る
。
 

【
準
備
時
間
】
 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
が
約
２
０
分

に
対
し
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
の
準
備
時
間
は
約

１
５
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
事
前
準
備
等
に
よ
る
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
で
あ
る
。（

添

付
－
３
）
 

A3
.当

該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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第
1.
8－

6
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 

ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル

燃
料
プ
ー
ル

冷
却
浄
化
系
へ

燃
料
プ
ー

ル
冷
却

浄
化
系
へ

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

原 子 炉 圧 力 容 器

MO
MO

M
O

MO
MO

MO

MO

M
O

M
O

M
O

M
O

M
O

MO

MO

MOM
O

M
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MO
MO

M
O

MO

MO

M
O

M
O

原 子 炉 補 機 冷 却 水 系

NO N
O

N
O NO

NO

残
留
熱
除
去
系

ポ
ン
プ
（
B
)

残
留
熱
除
去
系

ポ
ン
プ
（
A
)

残
留
熱
除

去
系

熱
交
換
器

（
B
)

残
留
熱
除

去
系

熱
交
換
器

（
A
)

M
O

M
O

M
O

代
替
循
環
冷

却
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循
環
系
へ

原
子
炉
再
循
環
系
へ

原
子
炉
再
循

環
系
か
ら

補
給
水
系

か
ら M
O

M
O

MO
MO

M
O

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

M
O

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へM
O

M
O

原 子 炉 補 機 代 替 冷 却 水 系

又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 水 系

⑤
＃
1

③
＃
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③
＃
8

③
＃
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③
＃

5
⑤

＃
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③
＃
6

③
＃
1

③
＃
2

③
＃
3

③
＃
4

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

補
機
冷
却
水

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

MO凡
例 N
O

残
留
熱
除
去
系

ポ
ン
プ
（
C
)

66
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の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
 

66
-7

-1
，
66
-7
-3

と
の
共
通
ラ
イ
ン
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1.8－98

操
作
手
順

 
弁
名
称
 

③
＃
1

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
バ
イ
パ
ス
弁

 

③
＃
2

T
/B

緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
3

R
/
B 
B1
F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
4

R
/
B 

1F
緊
急
時
隔
離
弁
 

③
＃
5  
⑤

＃
2

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
流
量
調
整
弁

 

③
＃
6

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
吸
込
弁
 

③
＃
7

R
H
R 
MU
WC

連
絡
第
一
弁
 

③
＃
8

R
H
R 
MU
WC

連
絡
第
二
弁
 

③
＃
9

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
仕
切
弁

 

⑤
＃
1

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
用
復
水
流
量
調
整
弁
 

第
1.
8－

6
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
2/
2）
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－78 

より他の系統と隔離し，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処設備

としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）は，通常時は

弁により他の系統と隔離し，重大事故等時に弁操作等により重大事故等対処

設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）は，通常時は大容量送水ポンプ（タ

イプⅠ）を接続先の系統と分離して保管し，重大事故等時に接続，弁操作等

により重大事故等対処設備としての系統構成とすることで，他の設備に悪影

響を及ぼさない設計とする。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，輪留めによる固定等をすることで，他

の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，飛散物となって他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

 

9.4.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプ

は，設計基準対象施設の補給水系と兼用しており，設計基準対象施設として

のポンプ流量が，想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に

落下した溶融炉心を冷却するために必要な注水流量に対して十分であるため，

設計基準対象施設と同仕様で設計する。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）の代替循環冷

却ポンプは，想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下

した溶融炉心を冷却するために必要な注水流量に対して，十分な容量を有す

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－79 

る設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（可搬型）の大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，

想定される重大事故等時において，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心

を冷却するために必要な注水流量を有するものを１セット１台使用する。ま

た，原子炉補機代替冷却水系との同時使用時には更に１セット１台使用する。

保有数は２セット４台に加えて，故障時及び保守点検による待機除外時のバ

ックアップ用として１台の合計５台を保管する。 

また，大容量送水ポンプ（タイプⅠ）は，想定される重大事故等時におい

て，低圧代替注水系（可搬型），原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬

型），原子炉格納容器下部注水系（可搬型），原子炉格納容器フィルタベン

ト系フィルタ装置への補給及び復水貯蔵タンクへの補給との同時使用を考慮

して，各系統の必要な流量を同時に確保できる容量を有する設計とする。さ

らに，燃料プール代替注水系（常設配管），燃料プール代替注水系（可搬

型），燃料プールスプレイ系（常設配管）又は燃料プールスプレイ系（可搬

型）のいずれか１系統の使用を考慮して，各系統の必要な流量を同時に確保

できる容量を有する設計とする。 

9.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の復水移送ポンプ

は，原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮

した設計とする。 

復水移送ポンプの操作は，想定される重大事故等時において，中央制御室

で可能な設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（復水移送ポンプ）の系統構成に必要 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－122 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主要機器仕様 

(1) 代替循環冷却系 

ａ．代替循環冷却ポンプ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却 

するための設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

台  数 １ 

容  量 約 150m3／h 

全 揚 程 約 80m 

ｂ．残留熱除去系熱交換器 

兼用する設備は以下のとおり。 

・残留熱除去系 

・原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備 

・原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

基 数 １ 

伝熱容量 約 8.8MW 

ｃ．熱交換器ユニット 

第 5.10－1 表 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備の主要機

器仕様に記載する。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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8－9－125 

第 9.4－1 表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機

器仕様 

(1) 原子炉格納容器下部注水系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

ｂ．代替循環冷却ポンプ 

第 9.3－1 表 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備の主

要機器仕様に記載する。 

(2) 原子炉格納容器下部注水系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕

様に記載する。 

(3) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（常設） 

ａ．復水移送ポンプ 

第 5.6－1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を

冷却するための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) 原子炉格納容器代替スプレイ冷却系（可搬型） 

ａ．大容量送水ポンプ（タイプⅠ） 

第 4.3－1 表 使用済燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕 
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51－6－10 

名 称 代替循環冷却ポンプ 

容量 m3/h 
150（注１），88以上（注２），80 以上（注３），

（150（注４）） 

全揚程 m 
80以上（注１），28.3以上（注２），27.8以上（注

３），（80（注４）） 

最高使用圧力 MPa[gage] 吸込側 1.37 ／ 吐出側 3.73 

最高使用温度 ℃ 186 

原動機出力 kW  （注１），90（注４） 

機器仕様に関する注記 

注１：原子炉圧力容器へ注水及び原子炉格納容器へ

スプレイする場合の要求値を示す。 

注２：原子炉格納容器内へスプレイする場合の要求

値を示す。 

注３：原子炉格納容器下部へ注水する場合の要求値

を示す。 

注４：公称値を示す。 

【 設 定 根 拠 】 

代替循環冷却ポンプは，重大事故等時に以下の機能を有する。 

代替循環冷却系に使用する代替循環冷却ポンプは，設計基準事故対処設備が有

する発電用原子炉の冷却機能が喪失した場合においても原子炉格納容器の破損

を防止するとともに，原子炉格納容器バウンダリを維持しながら原子炉格納容器

の除熱をするために使用する。 

系統構成は，サプレッションチェンバを水源とした代替循環冷却ポンプによ

り，残留熱除去系配管等を経由して原子炉圧力容器へ注水及び原子炉格納容器内

へスプレイすることで，原子炉格納容器の破損を防止するとともに，原子炉格納

容器の限界温度・限界圧力（200℃，２Pd（854kPa[gage]））を超えないよう原子

炉格納容器の除熱が可能な設計とする。また，原子炉格納容器内へスプレイする

ことで，スプレイした水がドライウェル床面に溜まり，原子炉格納容器下部開口

部を経由して原子炉格納容器下部へ流入することで，溶融炉心が落下するまでに

原子炉格納容器下部にあらかじめ十分な水位を確保可能な設計とする。 

原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）として使用する代

替循環冷却ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器

の破損を防止するため，溶融し，原子炉格納容器下部に落下した炉心を冷却する

ために使用する。原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却することで，溶

融炉心・コンクリート相互作用（ＭＣＣＩ）を抑制し，溶融炉心が拡がり原子炉

格納容器バウンダリに接触することを防止する設計とする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 

設定根拠 
関連個所を下線にて示す 
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系統構成は，サプレッションチェンバを水源とした代替循環冷却ポンプより，

残留熱除去系配管等を経由して原子炉格納容器下部へ注水することで，落下した

溶融炉心の冷却が可能な設計とする。 

 

１.容量 

1.1 代替循環冷却ポンプで原子炉圧力容器へ注水及び原子炉格納容器へスプレ

イする場合の容量 150m3/h（注１）/ 150m3/h（注４） 

代替循環冷却ポンプの容量は，炉心損傷後の格納容器破損防止の重要事故シー

ケンスのうち，「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）

（代替循環冷却系を使用する場合）」又は「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直

接加熱」に係る有効性評価解析において有効性が確認されている循環流量とし

て，約 150m3/h（原子炉への注水流量が約 50m3/h，原子炉格納容器へのスプレイ

流量が約 100m3/h）を有する設計とする。 

 

1.2 代替循環冷却ポンプで原子炉格納容器内へスプレイする場合の容量 

88m3/h（注２）/ 150m3/h（注４） 

代替循環冷却ポンプの容量は，原子炉格納容器内へスプレイした水がドライウ

ェル床面に溜まり，原子炉格納容器下部開口部を経由して原子炉格納容器下部へ

流入することで，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納容器下部にあらかじめ十

分な水位を確保するとともに，原子炉格納容器内の温度及び圧力の抑制に必要な

スプレイ流量として，約 88m3/h以上をスプレイ可能な設計とする。 

 

1.3 原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）で原子炉格納容器

下部へ注水する場合の容量 80m3/h 以上（注３）/ 150m3/h（注４） 

代替循環冷却ポンプの容量は，運転中の原子炉における格納容器破損モードの

うち，溶融炉心・コンクリート相互作用において，原子炉格納容器下部注水時（原

子炉圧力容器下鏡部温度 300℃到達時）から原子炉圧力容器破損までの間にドラ

イウェル床面から 0.02m の高さまで水張り可能な注水流量として 80m3/h 以上，

また，溶融炉心冷却時には，崩壊熱による蒸発量相当の注水流量として 80m3/h以

上を注水可能な設計とする。 

 

２.揚程 

2.1 代替循環冷却ポンプで原子炉圧力容器へ注水及び原子炉格納容器へ約

150m3/h（原子炉への注水流量が約 50m3/h，原子炉格納容器内へのスプレイ

流量が約 100m3/h）注水する場合の揚程 80m 

代替循環冷却ポンプで原子炉圧力容器へ注水及び原子炉格納容器内へスプレ

イする場合の揚程は，水源と移送先の圧力差（サプレッションチェンバと原子炉

の圧力差），静水頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 
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原子炉注水 原子炉格納容器
スプレイ 

水源と注水先の圧力差 約  m 約     m 

静水頭 約  m 約  m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約  m 約   m 

合  計 約 80.0 m 約 34.0 m 

以上より，これらを上回る揚程として代替循環冷却ポンプの揚程は，80m以上

とする。 

2.2 代替循環冷却ポンプで原子炉格納容器へ 88m3/h スプレイする場合の揚程 

28.3m 

代替循環冷却ポンプで原子炉格納容器内へスプレイする場合の揚程は，水源と

移送先の圧力差，静水頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約  m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約   m 

合  計 約 28.3 m 

以上より，これらを上回る揚程として代替循環冷却ポンプの揚程は，28.3m以

上とする。 

2.3 原子炉格納容器下部注水系（常設）（代替循環冷却ポンプ）で原子炉格納容

器下部へ 80m3/h注水する場合の揚程 27.8m 

代替循環冷却ポンプで原子炉格納容器下部へ注水する場合の揚程は，水源と移

送先の圧力差，静水頭並びに機器，配管及び弁類の圧力損失を基に設定する。 

水源と注水先の圧力差 約     m 

静水頭 約   m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約  m 

合  計 約 27.8 m 

以上より，これらを上回る揚程として代替循環冷却ポンプの揚程は，27.8m以

上とする。 

３.最高使用圧力

(1) ポンプ吸込側 

代替循環冷却ポンプ吸込側配管の最高使用圧力は，接続する残留熱除去系ポ

ンプ吸込側配管の最高使用圧力に合わせ，1.37MPa[gage]とする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。

66-7-2  13/17

628



添付-2-(3) まとめ資料 ＳＡ補足 

51－6－13 

(2) ポンプ吐出側 

代替循環冷却ポンプ吐出側配管の最高使用圧力は，下記を考慮する。 

① サプレッションチェンバの圧力 ： 約  MPa 

② 静水頭 ： 約   MPa 

③ 最高許容締切揚程 ： 約   MPa 

④ ①～③の合計 ： 約  MPa 

代替循環冷却ポンプ吐出側配管の最高使用圧力は④を上回る値とし，残留熱

除去系ポンプ吐出側配管の最高使用圧力に合わせ，3.73MPa[gage]とする。 

４.最高使用温度

代替循環冷却ポンプの最高使用温度は，接続する残留熱除去系配管の最高使用

温度 186℃に合わせて 186℃とする。 

５.原動機出力

代替循環冷却ポンプの原動機出力は，流量 150m3/h時の軸動力を基に設定する。 

代替循環冷却ポンプの流量が 150m3/h，揚程 80m の時の必要軸動力は，以下のと

おりである。 

P ＝(10－３×ρ×g×（Q/3600）×H)/(η/100) 

＝{10－３×1000×9.80665×(150/3600)×80}/(  /100) 

  ＝      kW≒    kW 

P  ：必用軸動力（kW） 

ρ  ：密度（kg/m3）＝1000 

g  ：重力加速度（m/s2）＝9.80665 

Q  ：容量（m3/h）＝150 

H  ：揚程（m）＝80（図 51－6－2参照） 

η  ：ポンプ効率（%）＝約   （図 51－6－2参照） 

（参考文献：日本工業規格「ターボポンプ用語」（JIS B 0131－2002）） 

以上より，必要軸動力を上回る原動機出力として 90kWとする。 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。
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図 51－6－2 代替循環冷却ポンプ性能曲線 

【参考】 

 代替循環冷却ポンプは「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」及び「1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷

却するための手順等」において，溶融炉心を冷却するために原子炉圧力容器へ

の注水又は原子炉格納容器内へのスプレイ流量を約 150m3/hで注水する手順を

整備している。 

 代替循環冷却ポンプで原子炉圧力容器への注水又は原子炉格納容器内への

スプレイ流量を 150m3/hとした場合，水源と移送先の圧力差，静水頭並びに機

器，配管及び弁類の圧力損失は，以下のとおり 80m以下となることから，上記

の手順が成立することを確認している。 

原子炉注水 原子炉格納容器
スプレイ 

水源と注水先の圧力差 約  m 約     m 

静水頭 約  m 約  m 

機器，配管及び弁類の圧力損失 約   m 約  m 

合  計 約 74.8 m 約 35.6 m 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。
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保安規定第６６条 

表６６－７「原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備」 

６６－７－３「原子炉格納容器下部注水系（可搬型）」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（系統図） 

  添付－２ 同等な機能を有することの説明 

（１）設置変更許可申請書 添付十追補１（準備時間） 
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代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
５
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
 

※
６
 

代
替
所
内
電
気
設
備
 

※
７
 

※
１
：
動
作
可
能
と
は
，
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
。）

が
で
き
る
こ
と
を
い
う
。
 

※
２
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
注
水
ラ
イ
ン
は
，「

６
６
－
５
－
５
 
代
替
循
環
冷
却
系
」，

「
６
６
－
７
－
１
 
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）」
，「

６
６
－
７
－
２
 
原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）」

お
よ
び
「
６
６
－
７
－
３

 
原
子
炉
格

納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
」
の
設
備
を
兼
ね
る
。
動
作
不
能
時
は
，
各
条
文
の
運
転
上
の
制
限
も
確

認
す
る
。

 

※
３
：「

６
６
－
１
９
－
１
 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。
 

※
４
：「

６
６
－
１
２
－
７
 
燃
料
補
給
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
５
：「

６
６
－
１
２
－
２
 
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
６
：「

６
６
－
１
２
－
１
 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

※
７
：「

６
６
－
１
２
－
６
 
代
替
所
内
電
気
設
備
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。

 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

（
項
目
な
し
）
 

―
 

―
 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）
が
該
当
す
る
。

ま
た
，
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３
の
手
順
で
使
用
す
る

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。（

保

安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
一
条
（
１
．
８
）

 

「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
等
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

・
技
術
的
能
力
審
査
基
準
１
．
１
３

 

「
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
」
と
し
て
設
計
基
準
事
故
の
収
束
に
必

要
な
水
源
と
は
別
に
，
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
十
分
な
量
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
に

加
え
て
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
対
し
て
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と

な
る
十
分
な
量
の
水
を
供
給
す
る
た
め
に
，
必
要
な
手
順
等
を
定
め
る
こ
と
。

 

④
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
溶
融
し
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
炉

心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ

る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
し
て
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態

は
「
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
」
と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
本
表
の
主
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
，
す
べ
て
他
表
に
て
設
定
す
る
こ
と
か
ら
，
確
認
事
項
に
つ
い
て

は
記
載
し
な
い
。
運
転
上
の
制
限
で
あ
る
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の

系
統
構
成
が
で
き
な
い
場
合
の
措
置
と
し
て
，
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。

＜
参
考
＞
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
下
記
の
性
能
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
行
為
は
，「

６
６
－

１
９
－
１

 
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）」

に
記
載
す
る
。

 

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
時
に

使
用
す
る
場
合
の
容
量
及
び
揚
程
を
以
下
に
示
す
。

 

【
必
要
容
量
】

 

溶
融
炉
心
冷
却
時
の
注
水
流
量
は
，
崩
壊
熱
に
よ
る
蒸
発
量
相
当
と
し
て
，「

5
0
m3
/
h」

以
上
を
注
水

可
能
な
設
計
と
す
る
。

 

【
揚
程
】

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

(
可
搬
型

)
に
使
用
す
る
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

(
タ
イ
プ
Ⅰ

)
の
揚
程

は
，
海
水
を
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
に
注
入
す
る
場
合
の
水
源
と
注
水
先
の
圧
力
差
，
静
水
頭
，
ホ

ー
ス
等
の
圧
力
損
失
並
び
に
配
管
及
び
弁
類
の
圧
力
損
失
を
基
に
「

9
8.
8
m」

以
上
に
設
定
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

条
 
件
⑦
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑧
 

完
了
時
間
 

A.
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
注
水
系
（
可

搬
型
）
が
動
作
不

能
の
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る

※
８
と
と
も
に
，
そ
の
他
の
設
備

※
９
が
動
作
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処

設
備

※
10
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.防

災
課
長
は
，
当
該
系
統
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

※
８
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

※
９
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

※
10
：
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
ま
た
は
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常

設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
を
い
う
。
 

⑦
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
に
お
い
て
は
，
２
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
大
容
量
送
水
ポ

ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
が
１
Ｎ
未
満
と
な
っ
た
場
合
又
は
当
該
系
統
に
期
待
さ
れ
て
い
る
機
能
を
達
成
す

る
た
め
の
系
統
構
成
（
接
続
口
を
含
む
）
が
で
き
な
い
場
合
（
条
件
Ａ
）
は
，
当
該
系
統
の
機
能
を
満

足
で
き
な
い
こ
と
か
ら
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

⑧
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
注
水
系
（
可
搬
型
）
は
重
大
事
故
等
緩
和
設
備
の
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
期
待

す
る
機
能
で
あ
る
「
原
子
炉
格
納
容
器
の
下
部
に
落
下
し
た
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
」
こ
と
の
前

段
階
で
あ
る
炉
心
損
傷
防
止
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と

し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
低
圧
注
水
系
（
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
含
む
。）

が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に
は
残
留
熱

除
去
系
は
３
系
列
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て
は
３
系
列

と
す
る
。
 

A2
.
動
作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
同
等
な
機
能
を
有
す
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
対
象
と
な
る
設
備
は
「
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付

書
類
十
）
」
の
技
術
的
能
力
で
整
理
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ

ン
プ
）
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
が
該
当
し
，
完

了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で

あ
る
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

【
必
要
容
量
】
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）
は
「

 
m3
/
h」

及
び
原
子
炉
 

格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
「

 
m3
/
h」

で
あ
り
，
溶
融

 

炉
心
冷
却
時
の
崩
壊
熱
に
よ
る
蒸
発
量
相
当
の
注
水
流
量
「

 
m3
/h
」
以
上
の
注
水
流
量
を
 

有
す
る
。
 

【
準
備
時
間
】
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
ポ
ン
プ
）
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水

系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
は
，
い
ず
れ
も
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可

搬
型
）
よ
り
も
短
時
間
で
準
備
で
き
る
こ
と
か
ら
，
時
間
短
縮
の
補
完
措
置
は
不
要
。
 

（
添
付
－
２
）
 

A3
.当

該
系
統
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
 

枠
囲
み
の
内
容
は
商
業
機
密
か
ら
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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第
1.
8－

8
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 概
要
図
（
1/
2）

 

MO

⑤
⑩

M
O

M
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

原
子
炉

圧
力
容
器

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅰ
）

N
O

燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
へ

タ
ー
ビ
ン
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ

（
タ
イ
プ
Ⅱ
）

淡
水
貯
水
槽
（
No
.１

）

原
子
炉
建
屋

屋
外

M
O

M
O

M
OM
O

M
O

MO
MO

残
留
熱
除
去
系

(
B)
か
ら

復
水
移
送
ポ
ン
プ

(
A)
(
B)
(
C)

M
O

M
O

MO

低
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系
か
ら

N
O

MO
N
O

MO

N
O

高
圧
炉
心

ス
プ
レ
イ
系

か
ら

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ

MO

直
流
駆
動

低
圧
注
水
系

テ
ス
ト
タ
ン
ク

直
流
駆
動
低
圧
注
水
系
ポ
ン
プ

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク
へ

復
水
移
送

ポ
ン
プ
か
ら

M
O

淡
水
貯
水
槽
（

No
.２

）

原
子
炉
建
屋

各
負
荷
へ

原
子
炉
建
屋
各
負
荷
へ

残
留
熱
除
去
系

(
A)
か
ら

残
留
熱
除
去
系

(
C)
か
ら

N
O

M
O

MO

MO

※
：
ホ
ー
ス
の
接
続
も
可
能

注 水 用 ヘ ッ ダ

M
O

ろ
過
水

タ
ン
ク

M
O

ろ
過
水
ポ
ン
プ

M
O

MO

※

④
＃

1

④
＃

2

④
＃

3

⑧
＃

2
⑧

＃
1

ポ
ン
プ

電
動
駆
動

窒
素
作
動

弁 逆
止
弁

ホ
ー
ス

設
計
基
準
対
象
施
設
か
ら

追
加
し
た
箇
所

MO凡
例 NO

MO
MOMO

66
-7
-2

の
範
囲
 

赤
枠
に
て
示
す
 

66
-1
9-
1
に
て
整
理
 

66
-7
-1
，
66
-7
-
2
と
の
共
通
ラ
イ
ン

 

添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

66-7-3　4/8

636



添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.8－96 

 

 

 

  

第
1.
8－

5
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

復
水
移
送
ポ
ン
プ
）

に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
 

9
0

1
0
0

1
1
0

電
源
確
認

※
1

②

系
統
構
成
，
ポ
ン
プ
起
動

※
2

③
～
⑥

注
水
（
初
期
水
張
り

＊
1 ）

※
2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
0.
2
3m
到
達
後
注
水
停
止

⑧

R
P
V破

損
後

の
注

水
※
2

⑩

※
1：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

備
考

1
0

2
0

3
0

0
1
0

2
0

＊
1
　

7
0
m
3
/
h
で

約
8
9
分

注

水
し

，
約

1
0
4
分

で
必

要
注

水
量

到
達

＊
2
　

R
P
V
破

損
が

確
認

さ
れ

て
か

ら
注

水
開

始
ま

で
の

時

間

手
順
の
項
目

要
員
（
数
）

操
作
手
順

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）
（
復
水
移
送
ポ
ン
プ
）

に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ

の
注
水

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

経
過
時
間
（
分
）

R
P
V破

損
確

認

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
RP

V破
損
後
の
注
水
）

注
水
開
始

1
5分

5分
＊

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

0.
0
2m
到
達

（
必

要
注
水

量
到
達

）

約
10

4分

同
等
な
機
能
を

有
す
る
こ
と
の
説
明

 
関
連
個
所

を
赤
枠
に
て
示
す
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1.8－99 

 

 

 

  

第
1.
8－

7
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
常
設
）（

代
替
循
環
冷
却
ポ
ン
プ
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

 タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

90
10
0

11
0

電
源
確
認

※
1

②

系
統
構
成
，
ポ
ン
プ
起
動

※
2

③
，
⑤

注
水
（
初
期
水
張
り

＊
1 ）

※
2

注
水
継
続

注
水
確
認

※
2

⑥
，
⑦

注
水
継
続

⑦

※
1：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

0
10

20

経
過
時
間
（
分
）

R
P
V破

損
確

認

備
考

10
20

30

手
順
の
項
目

要
員
（
数
）

操
作
手
順

＊
1
　

8
0
m
3
/
h
で

約
7
8
分

注

水
し

，
約

9
8
分

で
必

要
注

水

量
到

達

＊
2
　

R
P
V
破

損
が

確
認

さ
れ

て
か

ら
注

水
確

認
ま

で
の

時

間

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
常
設
）
（
代
替
循
環
冷
却
ポ
ン

プ
）
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
へ
の
注
水

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
水
位
0.
0
2m
到
達

（
必
要
注
水
量
到
達
）

約
98
分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
初
期
水
張
り
）

注
水
開
始

2
0分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
RP
V破

損
後
の
注
水
）

注
水
継
続

5分
＊

2
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1.8－119 

 

 

 

第
1.
8－

9
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
1/
2）

 
 

手
順
の
項
目

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

③

系
統
構
成

※
2

④
，
⑤

注
水
開
始
，
状
況
監
視

※
2

⑩

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
，
設
置

※
5

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
起
動

※
6

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
監
視
）

※
6

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

ホ
ー
ス
の
敷
設
，
接
続

※
3
※

7

送
水
準
備
・
送
水
（
水
張
り
・
系
統
確
認
）

※
6

⑧

保
管
場
所
へ
の
移
動

※
3
※

4

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
運
搬
，
設
置

※
8

ホ
ー
ス
の
敷
設
 
，
接
続
 
※

3
※

7

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

機
器
の
操
作
時
間
及
び
動
作
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
及
び
ホ
ー
ス
の
保
管
場
所
は
第
1保

管
エ
リ
ア
，
第
2保

管
エ
リ
ア
，
第
3保

管
エ
リ
ア
及
び
第
4
保
管
エ
リ
ア
，
ホ
ー
ス
延
長
回
収
車
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
保
管
場
所
は
第
2
保
管
エ
リ
ア
，

 
 
  
 
第
3
保
管
エ
リ
ア
及
び
第
4保

管
エ
リ
ア

※
4：

緊
急
時
対
策
所
か
ら
第
3
保
管
エ
リ
ア
ま
で
の
移
動
を
想
定
し
た
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
5：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
移
動
時
間
と
し
て
，
第
3保

管
エ
リ
ア
か
ら
淡
水
貯
水
槽
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
6：

大
容
量
送
水
ポ
ン
プ
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
の
起
動
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
7：

ホ
ー
ス
の
敷
設
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
8：

注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
運
搬
距
離
と
し
て
，
第
2保

管
エ
リ
ア
か
ら
原
子
炉
建
屋
付
近
ま
で
を
想
定
し
た
移
動
時
間
及
び
注
水
用
ヘ
ッ
ダ
の
設
置
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

要
員
（
数
）

経
過
時
間
（
時
間
）

重
大
事
故
等
対
応
要
員
G～

I
3

⑥
a

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
下
部
へ
の
注
水

【
原
子
炉
・
格
納
容
器
下
部
注

水
接
続
口
（
北
）
又
は
原
子

炉
・
格
納
容
器
下
部
注
水
接
続

口
（
東
）
を
使
用
す
る
場
合
】

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

重
大
事
故
等
対
応
要
員
A～

C
3

⑥
a

⑧

重
大
事
故
等
対
応
要
員
D～

F
3

⑥
a

3
8
5分

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
注
水

（
RP
V破

損
後
の

注
水
）
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1.8－120

第
1.
8－

9
図
 原

子
炉
格
納
容
器
下
部
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
2/
2）

 

手
順

の
項

目
操

作
手

順

電
源

確
認

※
1

③

系
統

構
成

※
2

④
，

⑤

注
水

開
始

，
状

況
監

視
※
2

⑩

移
動

・
扉

開
放

※
3

⑥
b

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
，

設
置

※
6

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

起
動

※
7

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

監
視

）
※
7

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

送
水

準
備

・
送

水
（

水
張

り
・

系
統

確
認

）
※
7

⑧

保
管

場
所

へ
の

移
動

※
4
※
5

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

運
搬

，
設

置
※
9

ホ
ー

ス
の

敷
設

，
接

続
※
4
※
8

※
1
：

中
央

制
御

室
で

の
状

況
確

認
に

必
要

な
想

定
時

間

※
2
：

機
器

の
操

作
時

間
及

び
動

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
3
：

中
央

制
御

室
か

ら
扉

開
放

場
所

ま
で

の
移

動
時

間
及

び
類

似
の

扉
開

放
操

作
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
4
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

及
び

ホ
ー

ス
の

保
管

場
所

は
第

1
保

管
エ

リ
ア

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

，
ホ

ー
ス

延
長

回
収

車
及

び
注

水
用

ヘ
ッ

ダ
の

保
管

場
所

は
第

2
保

管
エ

リ
ア

，

第
3
保

管
エ

リ
ア

及
び

第
4
保

管
エ

リ
ア

※
5
：

緊
急

時
対

策
所

か
ら

第
3
保

管
エ

リ
ア

ま
で

の
移

動
を

想
定

し
た

移
動

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
6
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
移

動
時

間
と

し
て

，
第

3
保

管
エ

リ
ア

か
ら

淡
水

貯
水

槽
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
7
：

大
容

量
送

水
ポ

ン
プ

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

の
起

動
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

※
8
：

ホ
ー

ス
の

敷
設

実
績

を
考

慮
し

た
作

業
時

間
に

余
裕

を
見

込
ん

だ
時

間

※
9
：

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
運

搬
距

離
と

し
て

，
第

2
保

管
エ

リ
ア

か
ら

原
子

炉
建

屋
付

近
ま

で
を

想
定

し
た

移
動

時
間

及
び

注
水

用
ヘ

ッ
ダ

の
設

置
実

績
を

考
慮

し
た

作
業

時
間

に
余

裕
を

見
込

ん
だ

時
間

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水

【
原

子
炉

・
格

納
容

器
下

部
注

水
接

続
口

（
建

屋
内

）
を

使
用

す
る

場
合

】

運
転

員
（

中
央

制
御

室
）

A
1

運
転

員
（

現
場

）
B
，

C
2

重
大

事
故

等
対

応
要

員
A
～

C
3

重
大

事
故

等
対

応
要

員
G
～

I
3

備
考

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

重
大

事
故

等
対

応
要

員
D
～

F
3

経
過

時
間

（
時

間
）

要
員

（
数

）

⑥
b

⑥
b

⑧ ⑥
b

38
5分

原
子

炉
格
納

容
器
下

部
へ
の

注
水

（
RP
V破

損
後
の
注
水
）
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保安規定第６６条 

表６６－８「水素爆発による原子炉建屋等の破損を防止するための設備」 

６６－８－１「静的触媒式水素再結合装置」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

添付－３ 同等な機能を有することの説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付十追補１（自主対策設備に関する説明） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

表
６
６
－
８
 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
 

６
６
－
８
－
１

 
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装

置
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

所
要
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
 

１
９
個
 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
 

※
２
 

※
１
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
２
：「

６
６
－
１
３
－

1 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
お
い
て
運
転
上
の
制
限
等
を
定
め
る
。 

（
２
）
確
認
事
項
 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

原
子
炉
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お

よ
び
燃
料
交
換

※
３
に
お
い
て
，
所
要
数
の
静
的
触
媒
式
水
素

再
結
合
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
外
観
点
検
に
よ
り

確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
で
も
維
持
で
き
る
よ
う
，
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
で
あ
る
静
的

触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
所
要
数
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
運
転
上
の
制
限
と
す
る
。
（
保
安

規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

・
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）

 

「
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
手
順
等
）」

と
し
て
，
炉

心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防

止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
（
手
順
を
定
め
る
）
こ
と
。

 

④
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
及
び
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
は
，
炉
心
の
著

し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
設

備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
を
装
荷
し
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃

料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能
維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原

子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が

多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出

さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
よ
り
使
用
済
燃
料
プ
ー

ル
水
位
が
維
持
可
能
で
あ
る
た
め
除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，

高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）

原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。
（
保
安
規
定

変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
量
を
想
定
し
，
１

９
個
設
置
さ
れ
て
い
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
１
），

添
付
－
２
）

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

項
目
１
が
該
当
。

 

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の
定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
触
媒
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
機

能
確
認
を
行
い
水
素
処
理
能
力
を
確
認
す
る
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
２
が
該
当
。

 

「
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
」
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
の

考
え
方
に
基
づ
き
常
設
設
備
は
１
ヶ
月
に
１
回
，
外
観
点
検
に
て
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
静
的

触
媒
式
水
素
再
結

合
装
置
が
所
要
数

を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
低
圧
注
水
系
３
系
列
を
起
動
し
，

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
４
と
と
も

に
，
そ
の
他
の
設
備

※
５
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

１
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
７
 

A.
動
作
可
能
な
静
的

触
媒
式
水
素
再
結

合
装
置
が
所
要
数

を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に

復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。

 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
第
４
０
条
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用

炉
心
冷
却
系
１
系
列
を
起
動
し
，
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る

※
５
と
と
も
に
，
残
り
の
非
常

用
炉
心
冷
却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る

※
８
。
 

お
よ
び
 

A3
.発

電
課
長
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策

設
備

※
６
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.
発
電
課
長
は
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
が
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
水
温

が
65
℃
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

※
４
：
運
転
中
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
，
運
転
状
態
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

※
５
：
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
２
台
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
２
系
列
お
よ
び
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
系
２
系
列

を
い
い
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

※
６
：
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
を
い
う
。

 

※
７
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。
 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

※
８
：「

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
」
の
確
認
は
，
至
近
の
記
録
等
に
よ
り
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
及
び
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
は
，
１
Ｎ
要
求

設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
な
個
数
が
所
要
数
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

 

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

A1
.重

大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
が
，
静
的
触
媒
式
水

素
再
結
合
装
置
は
重
大
事
故
等
緩
和
設
備
の
た
め
，
も
と
も
と
の
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
に

該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
た
め
，
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
に
期
待
す
る
機
能
で
あ

る
「
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の

損
傷
を
防
止
す
る
」
こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
炉
心
損
傷
防
止
の
観
点
で
最
も
実
効
的
な
設
計
基

準
事
故
対
処
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
具
体
的
に
は
低
圧
注
水
系
が
動

作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
な
お
，
原
子
炉
水
位
の
回
復
に
は
残
留
熱

除
去
系
３
系
列
以
上
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
，
起
動
す
る
残
留
熱
除
去
系
に
つ
い
て
は
３
系
列

と
す
る
。

 

A2
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
（
原
子
炉
建

屋
ベ
ン
ト
）
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
目
視
点
検
等
に
よ
り
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計

基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
（
１
Ｎ
未
満
）
で
あ
る
「
３
日

間
」
と
す
る
。

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
，
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
を
開

放
し
，
原
子
炉
建
屋
燃
料
取
替
床
天
井
部
に
滞
留
し
た
水
素
を
大
気
へ
排
出
す
る
こ
と
で
，
原

子
炉
建
屋
内
に
お
け
る
水
素
の
滞
留
を
防
止
で
き
る
た
め
，
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
の

機
能
を
代
替
で
き
る
。（

添
付
－
３
）

 

A3
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，
当
該
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対

策
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
１
０
日
間
」
と
す
る
。

 

B1
.，

B2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
規
定
と
す
る
。

 

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子

炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら

全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）】

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。

 

A2
.【

運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】
に
お
け
る

A
1.
と
同
様
の
考
え
方
で
，
炉
心
損
傷
防
止
の
観
点

か
ら
，
保
安
規
定
第
４
０
条
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
そ
の
２
）
で
要
求
さ
れ
る
非
常
用
炉
心
冷

却
系
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

A3
.動

作
不
能
と
な
っ
た
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
補
完
す
る
自
主
対
策
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
目
視
点
検
等
に
よ
り
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。

 

A4
.原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
た
場
合
も
考
慮
し
，
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
及
び
温

度
の
確
認
を
“
速
や
か
に
”
行
い
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－159 

 

第 9.6－2 図 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備系統

概要図（静的触媒式水素再結合装置による水素濃度の上昇抑制） 

熱電対

電気信号

凡例

TE

記録計

中央制御室

原子炉
圧力容器

ドライウェル

サプレッション
チェンバ

TE 原子炉建屋原子炉棟

TE
静的触媒式水素再結合装置

（注）19個のうち４個の静的触媒式水素再結合装置の
入口側及び出口側に熱電対を設置

66-8-1 範囲 
赤枠にて示す 

66-13-1 にて整理 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－101 

9.6.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

静的触媒式水素再結合装置は，原子炉建屋燃料取替床壁面近傍に設置し，

他の設備と独立して作動する設計とするとともに，重大事故等時の再結合反

応による温度上昇が重大事故等時に使用する他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装置及び原子炉建屋内水素濃度は，他

の設備と電気的な分離を行うことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。また，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置は，静的触媒式水素再

結合装置内の水素流路を妨げない配置及び寸法とすることで，静的触媒式水

素再結合装置の水素処理性能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

静的触媒式水素再結合装置は，想定される重大事故等時において，有効燃

料部の被覆管がジルコニウム－水反応により全て反応したときに発生する水

素（約 990kg）が，原子炉格納容器の最高使用圧力の２倍における原子炉格

納容器漏えい率に対して保守的に設定した漏えい率（10％/日）で漏えいし

た場合において，ガス状よう素による性能低下及び水素再結合反応開始の不

確かさを考慮しても，原子炉棟内の水素濃度及び酸素濃度が可燃領域に達す

ることを防止するために必要な水素処理容量を有する設計とする。 

また，静的触媒式水素再結合装置は，原子炉棟内の水素の効率的な除去を

考慮して分散させ，適切な位置に配置する。 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装置は，静的触媒式水素再結合装置作 

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－130 

第 9.6－1 表 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備の主

要機器仕様 

 

(1) 静的触媒式水素再結合装置 

    種  類          触媒式 

    個  数          19 

    水素処理容量        約 0.5kg／h（１個当たり） 

                  （水素濃度 4.0vol％，100℃，大気圧

において） 

 

(2) 静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

第 6.4－1 表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載す

る。 

 

(3) 原子炉建屋内水素濃度 

第 6.4－1 表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載す

る。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

1.10－8 

・可搬型代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

なお，原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）による原子炉ウェ

ルへの注水は，淡水貯水槽の淡水だけでなく，淡水タンクの淡水

又は海水も利用できる。 

(c) 水素排出による原子炉建屋等の損傷防止 

ⅰ．原子炉建屋ベント設備による水素排出 

原子炉建屋原子炉棟内に水素が漏えいし，原子炉建屋原子炉棟

内の水素濃度が上昇した場合，原子炉建屋ベント設備を開放し，

原子炉建屋燃料取替床天井部の水素を大気へ排出することで，原

子炉建屋原子炉棟内における水素の滞留を防止する手段がある。 

原子炉建屋ベント設備による水素排出で使用する設備は以下

のとおり。 

・原子炉建屋ベント設備 

・大容量送水ポンプ（タイプⅡ） 

・ホース延長回収車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 

(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

水素濃度制御による原子炉建屋等の損傷防止で使用する設備のう

ち，静的触媒式水素再結合装置，静的触媒式水素再結合装置動作監

視装置，原子炉建屋原子炉棟，原子炉建屋内水素濃度，常設代替交

流電源設備，可搬型代替交流電源設備，代替所内電気設備，所内常

設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備及び可搬型代替直流

自主対策設備に関する説明 
関連個所を下線にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.10－9 

電源設備は重大事故等対処設備として位置づける。 

これらの選定した設備は，「審査基準」及び「基準規則」に要求さ

れる設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生した場

合において，水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止することがで

きる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備

であるため，自主対策設備と位置づける。あわせて，その理由を示す。 

・原子炉ウェルに注水するための設備（原子炉格納容器頂部注水系

（常設）及び原子炉格納容器頂部注水系（可搬型）） 

原子炉格納容器からの水素漏えいを防止する効果に不確かさ

はあるが，原子炉格納容器頂部を冷却してドライウェル主フラン

ジのシール材の熱劣化を緩和することにより，原子炉建屋原子炉

棟内への水素漏えいを抑制できることから有効である。 

・原子炉建屋ベント設備 

原子炉建屋燃料取替床の天井部を開放する操作であり放射性物

質を低減する機能はないが，仮に原子炉建屋原子炉棟内に漏えい

した水素が静的触媒式水素再結合装置で処理しきれない場合にお

いて，水素を排出することで，原子炉建屋原子炉棟内における水

素の滞留を防止する手段として有効である。 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための対

応手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び重大事故等対応要員の対応として，非

常時操作手順書（シビアアクシデント），非常時操作手順書（設備別） 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

1.10－37

第 1.10－11図 原子炉建屋ベント設備 概要図 

原子炉建屋 原子炉棟屋上

原子炉建屋ベント装置位置

＜原子炉建屋 断面図＞

＜原子炉建屋 屋上平面図＞

手動開放装置

原子炉建屋 原子炉棟屋上

ワイヤー

原子炉建屋ベント装置位置

原子炉建屋水素ベント

レバーブロック操作場所
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1.10－38

添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付十追補 1 

 

第
1.
10
－
12

図
 
原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
に
よ
る
水
素
排
出
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

 

手
順
の
項
目

6
0
分
　
水
素
排
出
開
始

操
作
手
順

電
源
確
認

※
1

②

原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
の
監
視

⑥

操
作
場
所
へ
の
移
動

※
2

開
放
準
備

※
3

原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
開
放

※
3

⑤

※
1：

中
央
制
御
室
で
の
状
況
確
認
に
必
要
な
想
定
時
間

※
2：

中
央
制
御
室
か
ら
機
器
操
作
場
所
ま
で
の
移
動
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

※
3：

原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
の
開
放
操
作
実
績
を
考
慮
し
た
作
業
時
間
に
余
裕
を
見
込
ん
だ
時
間

経
過
時
間
（
分
）

③

原
子
炉
建
屋
ベ
ン
ト
設
備
に
よ

る
水
素
排
出

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
A

1

運
転
員
（
現
場
）
B，

C
2

要
員
（
数
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0
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保安規定第６６条 

表６６－８「水素爆発による原子炉建屋等の破損を防止するための設備」 

６６－８－２「原子炉建屋内の水素濃度監視」 

運転上の制限等について 

１．保安規定記載内容の説明 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限を設定するＳＡ設備の選定 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（系統図） 

添付－２ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

添付－３ 代替パラメータに関する説明 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（代替パラメータ） 
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

６
６
－
８
－
２

 
原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
監
視
①
 

（
１
）
運
転
上
の
制
限
 

項
 
目
②
 

運
転
上
の
制
限
③
 

原
子
炉
建
屋
内
の
水
素
濃
度
監
視
 

原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子
炉
の
状
態
④
 

設
 
備
⑤
 

動
作
可
能
 

で
あ
る
べ
き
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
⑥
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
１
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素
濃
度
 

７
 

※
１
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

（
２
）
確
認
事
項

 

項
 
目
⑦
 

頻
 
度
 

担
 
当
 

１
．
チ
ャ
ン
ネ
ル
校
正
を
実
施
す
る
。
 

定
事
検
停
止
時
 

計
測
制
御
課
長
 

２
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

※
２
に
お
い
て
，
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
を
指
示
に
よ

り
確
認
す
る
。
 

１
ヶ
月
に
１
回
 

発
電
課
長
 

※
２
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

①
設
置
許
可
基
準
規
則
（
技
術
的
能
力
審
査
基
準
）
第
五
十
三
条
（
１
．
１
０
）
が
該
当
す
る
。

②
運
転
上
の
制
限
の
対
象
と
な
る
系
統
・
機
器
（
添
付
－
１
）

③
以
下
の
条
文
要
求
が
運
転
段
階
に
お
い
て
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維
持
で
き
る
よ
う
，
原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備

の
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
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運
転
上
の
制
限
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す
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保
安
規
定
変
更
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係
る
基
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方
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１
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設
け
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こ
と
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④
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濃
度
監
視
設
備
は
，
炉
心
の
著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆

発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
で
あ
り
，
原
子
炉
内
に
燃
料
を

装
荷
し
て
い
る
期
間
及
び
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
に
照
射
さ
れ
た
燃
料
を
貯
蔵
し
て
い
る
期
間
を
機
能

維
持
期
間
と
す
る
が
，
原
子
炉
の
状
態
が
燃
料
交
換
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水

位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
は
，
保
有
水
量
が
多
く
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に

て
注
水
可
能
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉

の
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
系
に
よ
り
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
が
維
持
可
能
で
あ
る
た
め

除
く
こ
と
と
し
，
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
は
「
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
及
び
燃
料

交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取

出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）」

と
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３

（
１
））

⑤
 
②
に
含
ま
れ
る
設
備

 

⑥
原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
，
地
下
１
階
に
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
，
地
上
１
階
に
３
チ
ャ
ン

ネ
ル
及
び
地
上
３
階
に
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
７
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
置
さ
れ
，
水
素
ガ
ス
の
早
期
検
知
及

び
滞
留
状
況
を
把
握
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。（

添
付
－
１
，
２
）

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
性
能
確
認
（
機
能
・
性
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。）

 

 
 
項
目
１
が
該
当
。

 

定
事
検
停
止
時
の
確
認
事
項
は
，
保
安
規
定
第
２
７
条
（
計
測
お
よ
び
制
御
設
備
）
の
各
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
同
様
，
校
正
を
行
う
。

 

ｂ
．
動
作
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

 

項
目
２
が
該
当
。

 

通
常
運
転
中
の
確
認
事
項
は
，
指
示
値
に
よ
り
動
作
不
能
で
な
い
こ
と
の
確
認
（
振
切
れ
や
他

の
計
器
と
の
差
異
の
有
無
等
の
確
認
）
を
行
う
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置

 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
⑧
 

要
求
さ
れ
る
措
置
⑨
 

完
了
時
間
 

運
 
 
転
 

起
 
 
動
 

高
温
停
止
 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

建
屋
水
素
濃
度
監
視

設
備
が
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
を
満
足
し
て
い
な

い
場
合
 

A1
.1
.発

電
課
長
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
原
子
炉

建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ま
た
は
 

A1
.2
.発

電
課
長
は
，
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合

装
置
動
作
監
視
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.発

電
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

３
０
日
間
 

B.
原
子
炉
建
屋
燃
料
取

替
床
の
原
子
炉
建
屋

内
水
素
濃
度
監
視
設

備
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
動

作
不
能
の
場
合
 

ま
た
は
 

原
子
炉
建
屋
内
水
素

濃
度
監
視
設
備
が
す

べ
て
動
作
不
能
の
場

合
 

B1
.発

電
課
長
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素

濃
度
監
視
設
備
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.発

電
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
。
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

C.
条
件

A
ま
た
は

B
の

措
置
を
完
了
時
間
内

に
達
成
で
き
な
い
場

合
 

C1
.発

電
課
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

C2
.発

電
課
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

冷
温
停
止
 

燃
料
交
換

※
３
 

A.
動
作
可
能
な
原
子
炉

建
屋
内
水
素
濃
度
監

視
設
備
が
チ
ャ
ン
ネ

ル
数
を
満
足
し
て
い

な
い
場
合
 

A1
.発

電
課
長
は
，
当
該
設
備
を
動
作
可
能
な
状

態
に
復
旧
す
る
措
置
を
開
始
す
る
。
 

速
や
か
に
 

※
３
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

 

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合

 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

 

頻
度
に
つ
い
て
は
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
頻
度
に
合
わ
せ
る
も
の
と

し
，
１
ヶ
月
に
１
回
と
す
る
。

 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
は
，
１
Ｎ
要
求
設
備
で
あ
る
た
め
，
動
作
可
能
で
あ
る
べ
き
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
未
満
と
な
っ
た
場
合
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
を
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

当
該
設
備
は
「
６
６
－
１
３
－
１

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
に
設
定
さ
れ
て

い
る
設
備
で
あ
り
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
に
原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
６
６
－
１
３
－
１

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
て
い
る
。

【
運
転
，
起
動
及
び
高
温
停
止
】

 

A1
.1

.
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

A1
.2

.
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
で

あ
る
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か

に
”
確
認
す
る
。（

添
付
－
３
）
 

A2
.当

該
計
器
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，「

６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
，
当
該
設
備
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作

可
能
で
あ
る
こ
と
又
は
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合

装
置
動
作
監
視
装
置
が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の

Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
で
あ
る
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
.
原
子
炉
建
屋
燃
料
取
替
床
の
原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
は
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
置
さ
れ
る

が
，
そ
の
す
べ
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
動
作
不
能
の
場
合
又
は
原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
監
視
設
備
７

チ
ャ
ン
ネ
ル
す
べ
て
が
共
通
要
因
等
に
よ
り
同
時
に
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，「

炉
心
の
著
し

い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
，
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
」

こ
と
の
前
段
階
で
あ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
を
監
視
す
る
観
点
で
最
も
実
効
的
な
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
監
視
設
備
を
確
認
対
象
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
し
，
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

B2
.当

該
機
能
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
，「

６
６
－
１
３
－
１
 
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
お
よ
び
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
」
と
同
様
の
設
定
と
し
，
監
視
機
能
が
全
喪
失
と
な
る
こ
と
か

ら
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

C1
.，

C2
.既

保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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保
安
規
定
 
第
６
６
条
 
条
文

 
記
載
の
説
明
 

備
考
 

【
冷
温
停
止
及
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原

子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
又
は
（
２
）
原

子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
】

 

A1
.当

該
設
備
を
動
作
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る
措
置
を
“
速
や
か
に
”
開
始
す
る
。
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添付-1-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－160 

水素検出器

電気信号

原子炉
圧力容器

ドライウェル

サプレッション
チェンバ

H2E

原子炉建屋原子炉棟

指示計
記録計

中央制御室

凡例

（所員用エアロック）

（サプレッション
チェンバ出入口）

（制御棒駆動機構搬出入口）

（ISI用ハッチ） （逃がし安全弁搬出入口）

H2E

H2EH2E

H2E

H2E H2E
H2E

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9.6－3 図 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備系統

概要図（原子炉建屋水素濃度監視設備による水素濃度測定） 

 

66-8-2 の範囲 
赤線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

8－9－101 

9.6.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。 

静的触媒式水素再結合装置は，原子炉建屋燃料取替床壁面近傍に設置し，

他の設備と独立して作動する設計とするとともに，重大事故等時の再結合反

応による温度上昇が重大事故等時に使用する他の設備に悪影響を及ぼさない

設計とする。 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装置及び原子炉建屋内水素濃度は，他

の設備と電気的な分離を行うことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計と

する。また，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置は，静的触媒式水素再

結合装置内の水素流路を妨げない配置及び寸法とすることで，静的触媒式水

素再結合装置の水素処理性能に悪影響を及ぼさない設計とする。 

9.6.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

静的触媒式水素再結合装置は，想定される重大事故等時において，有効燃

料部の被覆管がジルコニウム－水反応により全て反応したときに発生する水

素（約 990kg）が，原子炉格納容器の最高使用圧力の２倍における原子炉格

納容器漏えい率に対して保守的に設定した漏えい率（10％/日）で漏えいし

た場合において，ガス状よう素による性能低下及び水素再結合反応開始の不

確かさを考慮しても，原子炉棟内の水素濃度及び酸素濃度が可燃領域に達す

ることを防止するために必要な水素処理容量を有する設計とする。 

また，静的触媒式水素再結合装置は，原子炉棟内の水素の効率的な除去を

考慮して分散させ，適切な位置に配置する。 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装置は，静的触媒式水素再結合装置作

所要数・必要容量 
関連個所を下線にて示す 
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添付-2-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－102 

動時に想定される温度範囲を測定できる設計とする。 

原子炉建屋内水素濃度は，原子炉建屋燃料取替床の天井付近に分散させた

適切な位置に配置し，想定される重大事故等時において，原子炉棟内の水素

濃度を測定できる設計とする。また，原子炉建屋内水素濃度は，原子炉建屋

燃料取替床以外の水素が漏えいする可能性の高いエリアにも設置し，水素の

早期検知及び滞留状況を把握できる設計とする。 

 

9.6.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

静的触媒式水素再結合装置，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置及び

原子炉建屋内水素濃度は，原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。 

 

9.6.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性」に示す。 

静的触媒式水素再結合装置，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置及び

原子炉建屋内水素濃度は，想定される重大事故等時において，他の系統と切

り替えることなく使用できる設計とする。 

静的触媒式水素再結合装置は，水素と酸素が流入すると触媒反応によって

受動的に起動する設備とし，操作不要な設計とする。静的触媒式水素再結合

装置動作監視装置及び原子炉建屋内水素濃度は，中央制御室で監視が可能な

設計とする。 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－9－130 

第 9.6－1 表 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備の主

要機器仕様 

(1) 静的触媒式水素再結合装置 

種  類 触媒式 

個 数 19 

水素処理容量 約 0.5kg／h（１個当たり） 

（水素濃度 4.0vol％，100℃，大気圧

において） 

(2) 静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

第 6.4－1 表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載す

る。 

(3) 原子炉建屋内水素濃度 

第 6.4－1 表 計装設備（重大事故等対処設備）の主要機器仕様に記載す

る。 

設計仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-2-(2) 設置変更許可申請書 添付八 

 

8－6－166 

(53) 低圧炉心スプレイ系ポンプ出口圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

個  数  １ 

計測範囲  ０～５MPa[gage] 

(54) 復水移送ポンプ出口圧力 

個  数  １ 

計測範囲  ０～1.5MPa[gage] 

(55) 原子炉建屋内水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数  ７ 

計測範囲   ０～10vol％ 

(56) 静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数   ８ 

計測範囲   ０～500℃ 

設備仕様 
関連個所を赤枠にて示す 
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添付-3-(1) 設置変更許可申請書 添付八 

 （
つ

づ
き

）
 

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ

*
1

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
方

法

①
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
，

残
留

熱
除

　
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
ヘ

ッ
ド

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

，
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

　
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

B
系

格
納

容
器

冷
却

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
）

，
直

流
駆

動
低

圧
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
，

　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
下

　
部

注
水

流
量

の
う

ち
，

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

て
実

際
の

機
器

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
に

よ
り

推
定

す
　

る
。

な
お

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

の
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

水
位

を
推

定
す

る
。

②
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

を
水

源
と

す
る

高
圧

代
替

注
水

　
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
，

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
，

　
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
及

び
復

水
移

送
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
把

　
握

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
源

で
あ

る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

③
注

水
先

の
原

子
炉

水
位

の
水

位
変

化
に

よ
り

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
を

推
定

す
る

。
な

お
，

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
の

　
補

給
状

況
も

考
慮

し
た

上
で

水
位

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

を
優

先
す

る
。

①
圧

力
抑

制
室

水
位

の
１

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
よ

り
推

定
す

る
。

②
圧

力
抑

制
室

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
プ

ー
ル

水
を

水
源

と
す

　
る

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
の

出
口

流
量

か
ら

，
こ

　
れ

ら
の

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
水

源
で

あ
る

圧
力

抑
制

室
水

位
が

確
保

　
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

③
圧

力
抑

制
室

水
位

の
監

視
が

不
可

能
と

な
っ

た
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
プ

ー
ル

水
を

水
源

と
す

　
る

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
，

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
及

び
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
の

出
口

圧
力

か
ら

，
こ

　
れ

ら
の

ポ
ン

プ
が

正
常

に
動

作
し

て
い

る
こ

と
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
水

源
で

あ
る

圧
力

抑
制

室
水

位
が

確
保

　
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

①
原

子
炉

建
屋

内
水

素
濃

度
の

１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
原

子
炉

建
屋

内
水

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

　
（

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

入
口

及
び

出
口

の
差

温
度

か
ら

水
素

濃
度

を
推

定
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
の

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
優

先
す

る
。

①
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
の

１
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
に

よ
り

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(
D
/

　
W
)
又

は
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
S
/
C
)
に

て
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

後
，

初
期

酸
素

濃
度

と
保

守
的

　
な

G
値

を
入

力
と

し
た

評
価

結
果

（
解

析
結

果
）

に
よ

り
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
を

推
定

す
る

。

②
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度
の

監
視

が
不

可
能

と
な

っ
た

場
合

は
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

及
び

圧
力

抑
制

室
圧

　
力

に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

が
正

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
事

故
後

の
原

子
炉

格
納

容
器

　
内

へ
の

空
気

(
酸

素
)
の

流
入

有
無

を
把

握
し

，
水

素
燃

焼
の

可
能

性
を

推
定

す
る

。
　 推

定
は

，
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

優
先

す
る

。

水 源 の 確 保

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

酸 素 濃 度

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位

原
子

炉
建

屋
内

水
素

濃
度

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

装
置

動
作

監
視

装
置

原 子 炉 建 屋 内 の

水 素 濃 度分
類

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

格
納

容
器

内
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

(
D
/
W
)

②
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
(
S
/
C
)

②
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
②

圧
力

抑
制

室
圧

力
格

納
容

器
内

雰
囲

気
酸

素
濃

度

圧
力

抑
制

室
水

位

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
②

代
替

循
環

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
②

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

③
代

替
循

環
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力

①
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

残
留

熱
除

去
系

洗
浄

ラ
イ

ン
流

量
（

残
留

熱
除

去
系

ヘ
ッ

ド
ス

プ
レ

　
イ

ラ
イ

ン
洗

浄
流

量
)

①
残

留
熱

除
去

系
洗

浄
ラ

イ
ン

流
量

（
残

留
熱

除
去

系
B
系

格
納

容
器

　
冷

却
ラ

イ
ン

洗
浄

流
量

）
①

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
流

量
①

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

流
量

①
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

注
水

流
量

②
高

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

直
流

駆
動

低
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
②

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

②
復

水
移

送
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

③
原

子
炉

水
位

（
S
A
広

帯
域

）
③

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

関
す

る
説

明
 

関
連

個
所

を
赤

枠
に

て
示

す
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	【24_66-02-1(HPAC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(4)工認(設定根拠)＿非公開
	【25_66-02-1(HPAC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(5)設備仕様書＿非公開

	【21_66-02-1(HPAC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-02-1(HPAC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【23_66-02-1(HPAC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)添付十(有効性評価)
	66-2-2
	【00_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-02-2(HPAC＆RCIC現場)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)技術的能力まとめ資料(基準要求)
	【31_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)高圧代替注水系及び原子炉隔離時冷却系(現場起動)の運転上の制限について

	【21_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)技術的能力まとめ資料(基準要求)
	【31_66-02-2(HPAC&RCIC現場)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)高圧代替注水系及び原子炉隔離時冷却系(現場起動)の運転上の制限について
	66-2-3
	【00_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(設備仕様)
	【22_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)工認(設定根拠)＿非公開
	【31_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十(対応する設計事故対処設備)

	【11_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(設備仕様)
	【31_66-02-3(SLC)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十(対応する設計事故対処設備)
	66-3-1
	【00_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付八(系統図)
	【21_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【23-1_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(設定値根拠) 
	【23-2_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(設定値根拠) 
	【24_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-2-(4)設定値根拠＿非公開
	【31_66-03-1(代替ADS)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十(同等な機能)(減圧)

	66-3-2
	【00_66-03-2(SRV手動)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-03-2(SRV手動)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-03-2(SRV手動)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(6個根拠)

	66-3-3
	【00_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)技術的能力まとめ資料(基準要求)
	【31_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付八(容量等)
	【32_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-3-(2)添付八(設備仕様)
	【33_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-3-(3)工認(所要数)
	【34-1_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-3-(4)まとめ資料(SA補足)(設定根拠)＿非公開
	【34-2_66-03-3(SRV機能回復)_r2（補正FIX版）】添付-3-(5)まとめ資料(SA補足)(設定根拠)＿非公開

	66-4-2
	【00_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設備仕様)
	【23_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)添付十(有効性評価)
	【24_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-2-(4)工認(設定値根拠)＿非公開
	【31_66-04-2(低圧代替注水(常設)(直流駆動低圧注水系ポンプ))_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(時間)＿A3

	66-4-3
	【00_66-04-3(低圧代替注水系(可搬))_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-04-3(低圧代替注水系(可搬))_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-04-3(低圧代替注水系(可搬))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図) 
	【21_66-04-3(低圧代替注水系(可搬))_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付十追補1(時間)

	66-5-1
	【00_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11-1_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【11-2_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【11-3_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設備仕様)＿非公開
	【23-1_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠,所要数)＿非公開
	【23-2_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠,所要数)
	【23-3_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開
	【23-4_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開
	【31_66-05-1(FV)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)まとめ資料SA補足(同等な機能)

	66-5-2
	【00_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)まとめ資料技術的能力(同等な機能)
	【31_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付八(容量等)
	【32_66-05-2(耐圧強化ベント)_r2（補正FIX版）】添付-3-(2)添付八(設備仕様)

	66-5-3
	【00_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11-1_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【11-2_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設備仕様)
	【23_66-05-3(可搬型N2)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開

	66-5-4
	【00_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【22_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(仕様設計)
	【23-1_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開
	【23-2_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開
	【31_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(D設備)
	【32_66-05-4(代替RCW)_r2（補正FIX版）】添付-3-(2)添付十追補1(時間)

	【00_66-05-5(代替循環)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-5(代替循環)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-05-5(代替循環)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-05-5(代替循環)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-05-5(代替循環)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)＿非公開
	66-5-6
	【00_66-05-6(PCV濃度監視)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-05-6(PCV濃度監視)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-05-6(PCV濃度監視)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【12_66-05-6(PCV濃度監視)_r2（補正FIX版）】添付-1-(2)添付八(系統図)

	66-6-1
	【00_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11-1_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【11-2_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22-1_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【22-2_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【23_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)添付十(有効性評価)
	【24_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-2-(4)工認(設定根拠)＿非公開
	【31_66-06-1(PCV代替スプレイ(常設))_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(時間)

	66-6-2
	【00_66-06-2(PCV代替スプレイ(可搬型))_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-06-2(PCV代替スプレイ(可搬型))_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11-1_66-06-2(PCV代替スプレイ(可搬型))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【11-2_66-06-2(PCV代替スプレイ(可搬型))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-06-2(PCV代替スプレイ(可搬型))_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付十追補1(時間)

	66-7-1
	【00_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22-1_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【22-2_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【23_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)工認(容量設定根拠)＿非公開
	【24_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-2-(4)添付十(有効性評価)
	【31_66-07-1(下部注水(常設)(MUWC)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(準備時間)

	66-7-2
	【00_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】本文＿非公開
	【11_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(仕様設計)
	【23_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】添付-2-(3)まとめ資料SA補足(容量設定根拠)＿非公開
	【31_66-07-2(下部注水(常設)(代替循環))_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(準備時間)

	66-7-3
	【00_66-07-3(下部注水(可搬型)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-07-3(下部注水(可搬型)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-07-3(下部注水(可搬型)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付十追補1(系統図)
	【21_66-07-3(下部注水(可搬型)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付十追補1(準備時間)

	66-8-1
	【00_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付八(系統図)
	【21_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設計仕様)
	【31-1_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(D設備)
	【31-2_66-08-1(PAR)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付十追補1(時間)

	66-8-2
	【00_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】表紙
	【01_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】本文
	【11_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】添付-1-(1)添付八(系統図)
	【21_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】添付-2-(1)添付八(容量等)
	【22-1_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設備仕様)
	【22-2_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】添付-2-(2)添付八(設備仕様)
	【31_66-08-2(水素監視)_r2（補正FIX版）】添付-3-(1)添付八(パラメータ推定)


